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はじめに

　昨秋、インドのニューデリーで「第８回　インド国際日本文学研究集
会」を、２日間にわたって開催しました。

　あれから５ヶ月。
　参加者のみなさまには、当日の発表などを原稿として提出していただ
きました。
　また、パネルディスカッションやシンポジウムは、テープ起こしの原
稿を元に編集しました。
　そのはずでした。
　しかし、２日間の集会をコーディネートした私の不手際から、パネル
とシンポの録音等が不完全だったためにその作業は難渋しました。その
窮地を、麻田豊先生が根気強くフォローしてくださいました。当日のみ
なさま方からいただいた貴重な意見や示唆に富む発言および提言は、麻
田先生によってみごとに蘇りました。あらためて、この場を借りてお礼
申し上げます。
　ページを繰っていただくとおわかりのように、インドの８言語をめぐ
る多彩な問題が噴き出しています。このような記録がかつてあったで
しょうか。しかも、『源氏物語』という日本の古典文学に関する問題が、
インドで討議されているのです。これまで取り組んできたことが、確実
に一歩前進したことを実感していただけるジャーナルに仕上がったと思
います。

　今回も、たくさんの種をインドの地に蒔くことができました。今秋に
は、インド南部にあるハイデラバードで「第９回　インド国際日本文学
研究集会」を開催しようと、早くも準備を進めています。牛歩のようで
あっても、着実に足跡を印して進んでいるはずです。
　インドにおける日本文学研究を通して、日本文化の往還と変容を研究
テーマとしたこの国際研究集会は、今後ともさらなる展開を目指して取
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り組む所存です。変わらぬご支援のほどを、よろしくお願いします。

　最後になりましたが、国際交流基金ニューデリー日本文化センターの
宮本薫所長と野口晃佑さんには、準備段階からきめ細かなご高配をたま
わりました。今後ともこうした文化活動に対するご理解とご協力を、ど
うかよろしくお願いいたします。

2017 年３月１日
日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 (A)

「海外における源氏物語を中心とした平安文学及び各国語翻訳に関する
総合的調査研究」（課題番号：25244012）

研究代表者
大学共同利用機関法人人間文化研究機構

国立大学法人総合研究大学院大学
国文学研究資料館　伊藤鉄也
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第８回インド国際日本文学研究集会
『源氏物語』をインド７言語に翻訳するためのシンポジウム

─ダイジェスト版『十帖源氏』を世界 33 言語で翻訳するプロジェクト─

時期：2016 年 11 月 11 日（金）～ 12 日（土）［２日間］

会場：国際交流基金・日本文化センター（ニューデリー／インド）

　　　（http://www.jfindia.org.in/?page_id=38）
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◇　プログラム　◇

11日（金）　公開パネルディスカッション

10:00 ～ 11:15　開会式と講演

　総合司会　伊藤鉄也（国文学研究資料館）

　挨　拶　　宮本　薫（国際交流基金ニューデリー事務所長）

　趣旨説明　伊藤鉄也（国文学研究資料館）

　基調講演　高田智和（国立国語研究所）

 　  「変体仮名の国際標準化について」

　講　演　　伊藤鉄也（国文学研究資料館）

 　  「インド８言語訳『源氏物語』の書誌」

11:15 ～ 11:30　（　休　憩　）

11:30 ～ 13:30

　講　演　　入口敦志（国文学研究資料館）

 　  「江戸時代のダイジェスト版『十帖源氏』について」

　問題提起　コメンテーター　麻田豊（元東京外国語大学）

 　  アルン・シャーム（English and Foreign Languages University）

　　　　　　「マラヤラム語訳の問題点」（ドラヴィダ語族）

　　　　　   菊池智子（翻訳家）

 　  「ヒンディー語訳の問題点」

 　  （インド・アーリア諸語の中央語群西部ヒンディー語）

　　　　　   村上明香（University of Allahabad）

 　  「ウルドゥー語訳の問題点」

 　  （インド・アーリア諸語の中央語群西部ヒンディー語）

13:30 ～ 14:45　（　昼　食　）

14:45 ～ 17:30　パネルディスカッション

　テーマ：（１）『十帖源氏』を多言語翻訳するための問題点

 　  コメンテーター アニタ・カンナー（ネルー大学）

 　   麻田豊
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12 日（土）　公開シンポジウム

10:00 ～ 11:15

　挨　拶　　伊藤鉄也

　基調講演　伊藤鉄也「〈海外源氏情報〉を科研の成果から見る」

　講　演　　須藤圭（立命館大学）「『源氏物語』の英訳について」

11:15 ～ 11:30　（　休　憩　）

11:30 ～ 13:15

　問題提起　コメンテーター 麻田豊

 　  リーマ・シン（Ph.D candidate, University of Delhi）

 　  「パンジャーブ語訳の問題点」

 　  （インド・アーリア諸語の中央語群）

 　  タリク・シェーク

 　  （English and Foreign Languages University）

 　  「ベンガル語訳の問題点」

 　  （インド・アーリア諸語の東部語群）

 　  ナビン・パンダ（Delhi University）

 　  「オディアー語訳の問題点」

 　  （インド・アーリア諸語の東部語群）

13:15 ～ 14:30　（　昼　食　）

14:30 ～ 17:30　シンポジウム

　テーマ：（２）『十帖源氏』を多言語翻訳するための方法と課題

 　  司会・進行  伊藤鉄也

 　  コメンテーター アニタ・カンナー 

    麻田豊
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＊表紙・前扉・扉　人間文化研究機構・国文学研究資料館所蔵
　『源氏物語屏風』「空蝉」巻の色紙
　（金箔散下絵入の詞書、金泥彩色画／番号：ラ１―１８）
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ご挨拶
宮本 薫

　この度「第 8 回インド国際日本文学研究集会」を当センターで開催
できることを大変光栄に感じています。平成 16 年度から続く歴史ある
当研究会の今回のテーマは「翻訳」だと伺っています。国際交流基金と
しても日本書籍の出版翻訳の助成プログラムもあり、また当センターと
しても漫画の出版翻訳助成を行ったこともあり、非常に興味のある分野
です。本日の研究者の皆さんの発表および意見交換を大変楽しみにして
います。また、今回の研究集会のように「源氏物語」という決まった作
品をインド国内の７つの言語に翻訳することを前提に、それぞれの言語
における翻訳の問題点や課題を共有し、解決方法を探っていくという手
法も大変興味深いものです。また、そうした研究者だけの閉じられた空
間になりがちな研究の場を一般にも公開し、日本語や日本文学を学ぶ学
生にも参加する機会を与えていただけたことにも大変感謝いたしていま
す。翻訳作業には本当にさまざまなご苦労があり、簡単にひとつの答え
を見るけられるものではないことは承知しておりますが、あえてひと
つだけ国際交流基金としての立場からお願いしたいのは、「読者が原文
である日本語で読みたくなるような翻訳」というものを是非意識してい
ただきたいということです。皆さんの翻訳した作品を読み、そこから新
しい日本語学習者や日本研究者が生まれることを願っております。本日
の研究集会のために膨大な準備作業があったことは想像に堅くありませ
ん。伊藤先生をはじめとする研究者の皆様、それから国文学研究資料館
の事務スタッフの皆様に御礼申し上げます。それでは本日はどうぞ宜し
くお願いいたします。

（国際交流基金　ニューデリー日本文化センター・所長）
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第８回研究集会の趣旨
伊藤 鉄也

　今回の国際日本文学研究集会は、第８回と銘打ちました。今までの７
回目までとは全く違う形をとっています。
　2011 年に「インド国際日本文学研究集会の記録」という報告書をつ
くりました。これは第１回から第７回の活動を掲載しています。第１回
にはカンナー先生、バルマ先生、当時の榎大使が参加されました。今回
もいらっしゃる入口先生も、第１回と第４回に参加なさっています。
　さて、今回発表したシンさん、タリクさんは過去の発表者です。ささ
やかな集会ではありますが、このように何人かの方が研究者として育
ち、いま、若手として日本文学の研究をなさっています。今後も、過去
の研究集会の長所を酌み取って刺激を与え合う場にしてもらい、彼らに
は育っていって欲しいと願っています。
　そのためにも、この集会はずっと日本語でやっています。日本語以外
は使わないのが原則です。その理由は、現地の方が得意なヒンディー語
などの母国語、あるいは英語でディスカッションすると、日本人が全く
参加できないのです。それではこのインドでの日本文学の研究は絶対に
進みません。日本人が日本語でコメントをつけられないと、その発表なり、
相手の研究生が成長していかないのです。逆に言えば、まだまだインドで
の研究には、伸びしろが大きいと思います。日本の文学だからこそ、日本
人がいろいろなことを手伝わなければならない時期だと考えています。
　当面は、日本語で通す必要があるでしょう。日本語で研究集会をする
のであれば、日本の研究者がやって来ます。第８回までの間、私はずっ
とそういう日本の研究者たちを連れてきました。もし、英語で発表する
となると、全く日本人が集まらないのです。特に、古典文学の分野では
皆無だと言えます。古典を専門とする人たちは、英語や外国語は自分た
ちの研究範囲だとは思っていないからです。今後も、「日本語を使った
海外の研究集会」、そういう集会を持ちたいと思っています。
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　過去の研究集会では、インド側担当者としてネルー大学とデリー大学
で１回ずつ交互に開催してきました。本来ならば、第８回はデリー大学
で行うはずでした。しかし、2012 年の２月以降開催がストップしてい
ました。約３年以上停止したままだったので、もう一度動かすために大
分パワーが要りました。第８回の開催を実現し、これからも続けていく
ためには、デリー大学とネルー大学にお世話になるばかりではなく、研
究集会として主体的に企画していく必要があるのではないかと考えまし
た。新しいやり方でやる、ということを心がけたつもりです。加えて、
若い研究者に継いでいただくことも目的にしました。これで、新しいス
タートになったと思っています。回数としては８回ではあります。しか
し、今回が初回であるという気持ちでいます。
　
　第８回の趣旨を説明します。
　基本として、源氏物語は世界で 33 種類の言語で翻訳されています。
日本の現代作家では村上春樹が有名ですが、それでもせいぜい 10 言語
です。インドの言語でいうと、村上春樹の翻訳でも、英訳からのマラヤ
ラム語とベンガル語の２つです。
　『源氏物語』はサーヒティヤ・アカデミーが８種類のインドの言語に
翻訳したけれども、元がアーサー・ウェイリーの英訳なんです。つまり、
重訳であって、日本語の原文を元にしていないのです。アーサー・ウェ
イリーの訳のいろんな問題点は、日本で今でも研究されており、あくま
でもある意味で抄訳なのです。それを使って読んでこれが『源氏物語』
だと言われたら、我々としては頷くわけにはいきません。きちんとした
日本語の原文からの翻訳で読んでほしいと思います。
　『源氏物語』は重訳も含め、現在 33 種類の言語で翻訳されています。
このプロジェクトの目標として、『十帖源氏』の原文で、33 種類の訳を
完成させたいのです。さらに、私は 34 番目の訳ができる言語を探して
います。なかなか見つからず、33 言語で大体地球を覆ってしまったか
なと思っています。しかし、ひとつの国にもいろいろな民族がいて、イ
ンドでもまだ８種類の言語です。今回で、インドは新しく２種類を追加
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し、10 種類にしました。他の国にも多くの言語があるはずです。日本
でいえば、関東方言と関西方言があるように、ローカルな言語がまだ世
界には数多くあります。とりあえず、当面は 33 種類の各国語訳（これ
を私は多言語翻訳と言っています）をして行きたいと思っています。現
在は、イタリア語訳、スペイン語訳、英訳、ロシア語訳の『十帖源氏』
を並行して進めています。
　サーヒティヤ・アカデミーで行われたインド諸言語の翻訳は『源氏物
語』54 巻のうちの第９巻「葵」まででした。その理由は、原典が長い
からです。長過ぎるので全訳は難しいということであれば、ダイジェ
スト版なら大丈夫だろうと考えました。カンナー先生が日本にいらっ
しゃったとき、『おさな源氏』という短いダイジェスト版の本があり、
当初はそれでチャレンジをしていました。しかし、余りにも省略し過ぎ
て訳がわからず、日本人が読んでも理解が難しいものでした。しかも、『源
氏物語』内の和歌は、約900全てあるのです。それなのに物語はダイジェ
ストなので、これでは無理だと思い、もう少し長い『十帖源氏』ならい
いだろうということで、再スタートを切ったのです。
　現代語訳した「桐壺」の巻は、第８回の資料として全て収録しました。

『十帖源氏』の「桐壺」の訳、古文とその翻字です。日本語として文字
にして、現代語訳をつけました。これはいろいろな国の方の意見を聞い
て、訳しやすいようにした現代語訳です。

　将来的な目標として、日本の文化が各国にどういうふうに形を変えて
意訳されて伝わっていくのかを明らかにしたいと思っています。
　例えば、３年前にスペイン語訳ではこういうことがありました。『源
氏物語』に「花も紅葉も　なかりけり」という下りがあります。スペイ
ンには紅葉がない、と言われました。それなら花々でいいとしました。
こだわってしまって、単語や植物、道具、着物、アクセサリーは自分の
国にはないので、翻訳できないとなると、そこで作業が止まってしまう
のです。そこで下手に置きかえられると全然違うイメージの訳ができて
しまうという問題があり、そういう意味では各国の調整が必要です。逆
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に言えば、日本に独特な紅葉が、スペインでどう訳されていくのかと追
いかけ、ひとつの文化がどう形を変えて伝わっていくかを調べれば、立
派に研究になります。そこをやってみたいと思っています。
　ほかにも、イギリスにはセミがいません。『源氏物語』の３巻目、「空蝉」
はセミの抜け殻のことです。光源氏が行ったとき、相手の女性が着物を
脱ぎ捨てて、本人は逃げ出してしまいます。その部屋には着物だけが残っ
ているという情景です。セミを知らない人は、この巻のメインテーマで
あるタイトルの意味がわからなくなります。その場合、イギリスではど
う訳すのでしょうか。そこには何か工夫があります。文化の変容、つま
り、文化をどういうふうに、例えをどう変えるなりして訳して、その国
の人に伝えるのかという命題が私の最終目標です
　その前段階として、まず 33 種類の言語を揃えて、みんなで各国の訳
を読む必要があります。そこにやはり日本人が要ると思うのです。前述
の例なら、セミはこういうもので、空蝉はこういう意味だ、という説明
は日本人がすればいいと思います。その意味では、コラボレーションと
もいえます。そういうことをやっていくには、『源氏物語』は 54 巻あ
るので、今回で１巻目の「桐壺」ですから１年に１回やっても 54 年か
かる計算になります。ひとりの人間でどうにかできる分量には限界があ
るので、これは何百年もかかるプロジェクトだと思っています。その中
でのインドセクションとして、インド諸言語を活発にやっていってほし
い、と若手の方々に期待しています。

　別の面での課題として、原文から翻訳している国が大変に少ないとい
うことがあります。ほとんどが重訳で、アーサー・ウェイリーの英訳か
らです。その次がサイデンステッカー訳です。最近だと、ロイヤル・タ
イラー訳で翻訳する例もあります。
　昨年、アメリカ合衆国では、また新しい英訳が出ました。こうして、次々
に各国訳が出ています。何を元にして訳しているかが問題です。インド
に近い地域だと、例えば、エジプトのアハマド・ファトヒ先生が『源氏
物語』を訳しています。これは瀬戸内寂聴の『源氏物語』の抄訳でやっ
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ています。以前、ここの国際交流基金の宮本所長のご助力により直接ア
ハマド先生とお会いできたとき、「日本の原文から訳してください」と
言ってみたら、忙しくてできないとおっしゃるのです。原文からの翻訳
については、十分な知識と実績を持った方なので、何とか時間を作れな
いでしょうか、と聞いてみたのですが、とにかく『源氏物語』は長く、
一生のうちにできないだろうから、なかなか着手できないとのことでし
た。だから、エジプトの若手が一生をかけてやるくらいの仕事といえま
す。これは日本でも同じことで、円地文子は命をかけて最後の仕事とし
て現代語訳をしました。瀬戸内寂聴も相当時間をかけています。原文か
ら訳すとはそういうことです。
　ほかにも、トルコのアンカラ大学にエルキン・ジャン先生という方が
います。この先生は、古文から訳しました。これは理想的です。そうす
るといろいろな方が続きました。日本でもたくさんの方が現代語にして
います。海外でも、いろいろな方が原文から訳したら同じように、もっ
と数多くの訳が出ると思います。
　最近ではオルシ先生が古文からのイタリア語訳を出しました。この方
は以前からよく知っている先生で、日本人と同じように、いや日本人以
上に古文の読解力があります。そういう方々は翻訳のレベルが違うと思
います。しかし、そこまで行かなくても構いません。場合によっては日
本の現代語訳からでもよいので、とにかく日本語から訳してほしいと思
います。英語からの重訳をしないでほしいのです。
　インターネットを通せば、分量が多くても重さや厚さとしては感じ
られないので、Web サイトなどの場で発表していけばよいと思います。
良いものは読まれます。印刷物の形にすると場所を取ります。しかし、
電子ファイルではそういうことはありません。私は、どんどん電子ブッ
クにして出していこうと思っています。

　『源氏物語』の外国語翻訳の歴史は、末松謙澄という人が明治 15 年
に英訳をしたことから始まりました。英訳を皮切りに、ドイツ語訳、フ
ランス語訳ができていきました。アーサー・ウェイリーは、意外と後に
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なってからで、末松謙澄の約 70 年後です。それまでは、末松謙澄の英
訳をいろいろな国の人たちが訳していたのです。ちなみに、末松謙澄は
伊藤博文の娘婿という人物で、のちに政治家になりました。
　このように翻訳の歴史もとても長く、いろいろな話があります。イン
ドでも、ぜひ若手に「インドの翻訳史」を研究して、サーヒティヤ・ア
カデミーはどうやってその８言語を選んだのか、８言語の担当者をどう
やって決めたのか、担当者はどうやって訳をしたのか、ということを明
らかにしていって欲しいと思います。

　翻訳の環境も疑問を感じることと思います。翻訳者の方は辞書をどう
しているのでしょうか。今回の『十帖源氏』を10種類の言語で訳した後、
翻訳の対照表を作れば、自然と辞書ができてきます。古語「あはれ」が
現代語の「しみじみしたこと」に紐づけられ、そこにウルドゥー語、ヒ
ンディー語、マラヤーラム語などではどう訳すのかを並べるのです。そ
うすると対訳辞書の形になります。そういう辞書を、『十帖源氏』のテ
キストを手始めに、こつこつと積み重ねて行くと、辞書として膨大なデー
タになっていきます。
　これを進めると対訳用の辞書は自然にできてしまいます。それをイン
ターネットに公開したら、誰でも検索さえすれば、「日本のこの古語は、
インドのこの言語では、この言葉で訳している」などが見えてきます。
それは、次に古典を訳すときに利用できます。こういった副産物がたく
さんできてくるでしょう。ウルドゥー語と日本語の古語の辞書をわざわ
ざつくる必要はなくなるのです。
　そうなれば、若い方の感性も入れて、訳がたくさんあった方がよい、
ということになります。言葉の意味はひとつではありませんから。

　この研究集会は、未来への大きな展望があります。そこに向かうための
きっかけとして、若い方々におもしろさを感じてほしいと考えています。

（国文学研究資料館・教授）
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変体仮名の標準化について
高
（たかだ

田 智
ともかず）

和

 １．はじめに

　パソコンやスマートフォンなどの電子機器では、文字を数字列に置き
換えて扱う。電子機器で文字を扱う仕組みを文字コードと言う。20 世
紀の終わり頃から、インターネットによる通信環境の広がりとともに、
電子機器は業務用から家庭用・個人用に浸透し、文字コードも多文字環
境となっていった。現時点では、現代通用の世界中の文字の文字コード
の規格化（JIS 規格や ISO 規格）は終了し、規格化の対象は歴史的文字
へと移行しつつある。日本語文字においても同様であり、国書・漢籍・
仏典など歴史的典籍の文字のコンピュータ利用に対して、文字コード標
準化の中心が移りつつある。そのような文字の中に、変体仮名も含まれ
ている。本稿では、変体仮名の文字コード標準化（国際規格化）の現状
を述べる。

 ２．行政情報処理と変体仮名

　変体仮名は歴史的文字であるが、蕎麦屋の暖簾や和菓子の包装などに
用いられ、現代日本の商業用文字としても現役である。しかし、電子
機器での利用という観点では、最大のニーズは行政用途での人名処理と
言って良い。
　戸籍法施行規則第 60 条（昭和 23［1948］年 1 月 1 日施行）では、
名付けに用いることができる文字として、次のように規定されている。

　　一　常用漢字表に掲げる漢字
　　二　別表第二に掲げる漢字
　　三　片仮名又は平仮名（変体仮名を除く。）
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ここで、第３項の括弧書き「変体仮名を除く」に注目してほしい。昭
和 23 年に戸籍法施行規則が施行されるまで、この決まりはなかったの
である。つまり、昭和 22 年末までは、法的に変体仮名の名付けでの使
用が許容されていたということである。昭和 22 年生まれならば、平成
28 年現在 68 歳か 69 歳であり、最後に変体仮名で名付けが行われた最
後の世代に相当する。それ以前の世代であれば、名前に変体仮名を使う
方はさらに多くなる。また、除籍簿（亡くなった方の戸籍）の保存期間
は 150 年であるから、今後 200 年近く変体仮名は行政情報処理で必要
とされるのである。このように、市役所等の戸籍窓口では、現在日常的
に変体仮名を使っているのであり、そして、変体仮名の使用はこれから
も続くのである。
　法務省民事局は、戸籍で使うことができる文字の集合として、戸籍統
一文字（改正平成 16 年 12 月６日付け法務省民一第 3464 号）を定め
ている。戸籍統一文字には 168 字の変体仮名が収録されている。戸籍
統一文字変体仮名は、行政用途の変体仮名集合として位置づけられる。

 ３．学術情報処理と変体仮名

　日本文学、日本史学、日本語学、文献学、書誌学、書学書道史、印刷
史など、およそ日本についての歴史的研究を行おうとすれば、変体仮名
の習得は必須である。また、パソコンやインターネットの利用が日常化
した今日では、ワープロソフトでの論文作成や電子入稿で変体仮名を使
う、あるいは、データベースで変体仮名を用い共有するなど、電子機器
で変体仮名を扱うニーズが生じている。例えば、日本語表記史での仮名
字体の記述や、仮名消息などの古文書翻刻などである。
　しかし、学術用途での情報交換にそのまま使えるような「標準的な」
変体仮名セット、すなわち、行政用途における戸籍統一文字変体仮名に
相当するようなものは存在しない。そのため、学術情報処理での変体仮
名のニーズに応えるためには、変体仮名セットの作成から着手せねばな
らない。
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　そこで、国立国語研究所共同研究プロジェクト「文字環境のモデル
化と社会言語科学への応用」（リーダー：横山詔一、研究期間：平成 21
年 10 月～平成 28 年３月）において、変体仮名セットの作成を行うこ
とにした。選字チームは、矢田勉（大阪大）、斎藤達哉（専修大）、銭谷
真人（早稲田大）、當山日出夫（立命館大）、小助川貞次（富山大）、高
田の６名である。選字目標は下記２点である。

(1) 電子機器で変体仮名を扱うニーズが明らかな日本語表記史分野と
古文書翻刻で最低限必要なセットとする。
(2) 図形文字として十分に同定可能な安定したセットとする。

　選字目標の (2) について解説を加える。かつての JIS 規格拡張の折、
変体仮名の収録が議論されたことがある。結果として収録は見送られた
が、断念の理由が JIS X 0213:2000 規格票の解説（pp.512）に記述さ
れている。

4.4.5　変体仮名　変体仮名は，少数例ながら，書道の教科書などか
ら採取され，採録の要望も出されていた。
　しかしながら，文字セットとしての変体仮名のレパートリの確定が
非常に困難であると判断されたことと，採取例などに基づき，幾つか
の変体仮名を追加することを想定した場合でも，“ 図形文字として十
分に同定可能な安定した字形を示すこと ”，“ 変体仮名とそのもとに
なった漢字の草書体とを明確に区別すること ”などが困難であり，採
録規準を満たせないと判断されたことから，変体仮名は，採録しない
こととした。

　情報交換のための符号化文字集合を考える上で、JIS 規格票の指摘は
重要であり、新たに選字を行うための教訓でもある。古筆の仮名から
セットを作ろうとすれば、個人差・資料差が大きく、バリエーションは
無限となる。図形としてある程度パターン化されたものに依拠しなくて
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は、セットを作ることは困難であろう。そこで、活字やデジタルフォン
トとして実現されている近代以降の変体仮名をベースに選字を行うこと
にした。選字作業の詳細は高田・矢田・斎藤（2015）を参照されたい
が、下記６点の変体仮名から基本集合を作成し、主要な仮名字体研究論
考や、東京大学史料編纂所の『大日本古記録』『大日本古文書』で使用
実績のある仮名を加えて、「学術情報交換用変体仮名」セットを作成した。
もとより、このセットで学術需要のすべてを満たせるとは思っていない。
将来に渡ってメンテナンスが必要であることは言うまでもない。

1. 精興社変体仮名
2. 中西印刷変体仮名
3. 築地活版五号明朝体活字変体仮名（明治 27年）〔府川充男『聚珍
録　第三編仮名』（三省堂、2005）より〕
4. 教科書活字（明治 25年・明治 27年）〔板倉雅宣『教科書体変遷史』
（朗文堂、2003）より〕
5. 今昔文字鏡変体仮名
6. Koin 変体仮名〔http://www10.plala.or.jp/koin/koinhentaigana.
html〕

現在の「学術情報交換用変体仮名」セットは 293 字である。国立国語
研究所サイトで公開している（http://kana.ninjal.ac.jp/）。

 ４．変体仮名の ISO提案

　2015 年 10 月に、日本から ISO 規格に対して変体仮名の追加収録を
提案した。提案に際して、ISO 規格の国内対応を担当する情報処理学会
情報規格調査会 SC2 専門委員会において、日本提案変体仮名セットを
作成した。戸籍統一文字 168 字と「学術情報交換用変体仮名」セット
293 字を調整し、原則として両者の和集合を日本提案変体仮名セット
とした。戸籍統一文字 168 字は全て採用、「学術情報交換用変体仮名」
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は 293 字のうち 264 字が採用され、和集合は 286 字となった。日本提
案変体仮名セットは、情報処理推進機構サイトにおいて「MJ 文字情報
一覧表変体仮名編」として公開されている（http://mojikiban.ipa.go.jp/
xb164/）。日本提案変体仮名のレパートリと符号化アーキテクチャにつ
いては、高田・小林・田代・矢田（2015）を参照されたい。
　ISO 規格を検討する 2015 年 10 月の国際会議で日本の提案は受理さ
れ、その後審議が続いている。審議時の他国の関心は、図１のような字
母を同じくする複数の仮名字体に集中している。仮名は表音文字である
のに何故複数字体を必要とするのか、書き分ける必然性があるのかとい
う質問やコメントが、欧米の文字コード専門家から提起されている。こ
れに対する反論は容易ではない。草体化の程度によって別字体として扱
い、活字やデジタルフォントで扱われてきた歴史的経緯を尊重してほし
いと繰り返すのみである。

図 1　同一字母複数字体の変体仮名

　最後に変体仮名文字コード標準化の今後の展望を述べる。ISO 規格へ
の文字追加審議では、国際会議において数次の投票を行われる。会議に
参加する各国の合意が得られなければ、規格収録は実現しない。2017
年３月に第１回目の投票（ISO/IEC 10646 第５版追補１）が予定され
ており、審議は今後も継続する。否決されればそこで終了であり、提案
者の一員として鋭意努力を続けていくが、関係各所の支援も必要不可欠
である。また、仮に、変体仮名が ISO 規格に収録されたとしても、電
子機器ですぐに変体仮名が使えるようになるわけではない。Unicode 対
応フォントや変換ソフトなどの実装は、文字コードと密接に関わるもの
の、レイヤーの異なる技術である。電子機器での実装を到達点とすれば、
道はまだ半ばにもさしかかっていない。
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参照文献
高田智和・矢田勉・斎藤達哉（2015）「変体仮名のこれまでとこ
れから―情報交換のための標準化―」『情報管理』Vol. 58, No.6, 
pp.438-446（http://doi.org/10.1241/johokanri.58.438）
高田智和・小林龍生・田代秀一・矢田勉（2015）「ISO/IEC 10646
への変体仮名収録提案―レパートリと符号化アーキテクチャ―」『情
報処理学会研究報告』2016-CH-109, pp.1-5

（国立国語研究所　准教授）
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インド８言語訳『源氏物語』の書誌

伊
（いとう

藤 鉄
てつや）
也

 はじめに

　会場では、インドで発行された８種類の言語による『源氏物語』の書
誌情報（カラー）を配布した。こうした翻訳を周知するとともに、現物
の所在を現地で探す必要があることにも言及した。
　これらの本を刊行したサーヒティヤ・アカデミーは、なぜこの８種類
の言語を選んだのか。なぜその８人を選定したか。選定したのはどうい
う組織だったのか。そういった経緯はまったくわかっていない。このよ
うな翻訳史の周辺事情を含めて、インドの『源氏物語』の翻訳史として、
現地の研究者が取り組む必要があると考える。

 １．33言語に翻訳された『源氏物語』（日本語 50音順）

　インドの諸言語については太字で示している。適宜、ご参照いただき
たい。

アッサム語・アラビア語・イタリア語・ウルドゥー語・英語・エスペラント・オラ
ンダ語・オディア語（オリヤー語）・クロアチア語・スウェーデン語・スペイン語・
スロベニア語・セルビア語・タミル語・チェコ語・中国語 ( 簡体字 )・中国語（繁体字）・
テルグ語・ドイツ語・トルコ語・現代日本語・ハンガリー語・韓国語・パンジャー
ビー語・ヒンディー語・フィンランド語・フランス語・ベトナム語・ポルトガル語・
マラヤーラム語・モンゴル語・リトアニア語・ロシア語
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 ２．国際集会で対象となるインド諸言語（プログラム記載順）

マラヤラム語・ヒンディー語・ベンガル語・ウルドゥー語・オディア語（オリヤー語）・
パンジャーブ語

☆『源氏物語』の翻訳が存在する言語（日本語 50 音順）
→アッサム語・ウルドゥー語・オディア語（オリヤー語）・タミル語・テルグ語・
パンジャービー語・ヒンディー語・マラヤーラム語

★『十帖源氏』の翻訳が存在する言語（日本語 50 音順）
→ウルドゥー語・ヒンディー語・ベンガル語

 ３．『インド国際日本文学研究集会の記録』（第 1回～第 7回）
について

　目次等は、「鷺水庵より」2012 年 4 月 5 日
の記事を参照していただきたい。

（http://genjiito.sblo.jp/article/178946073.
html）
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 ４．インド諸言語訳『源氏物語』の書誌について（日本語50音順）

　底本はいずれも Arthur Waley,The Tale of Genji で、発行機関はサー
ヒティヤ・アカデミーである。画像の出典について、年月日とＵＲＬを
記載したものは、伊藤鉄也のブログ「鷺水庵より」から引用した。

（1）アッサム語訳
タイトル Genjikonvarar Sadhu　　　　翻訳者 Atul chandra Hszarika
刊行年 2005 年 再版 情報ナシ
表紙 青い地にサーヒティヤ・アカデミーの

マークが入っている。

・「鷺水庵より」2010 年 8月 5日
http://genjiito.sblo.jp/article/178934831.html
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（2）ウルドゥー語訳
※詳細は、拙稿「インド紀行」（『海外平安文学研究ジャーナル 4.0』掲載）
を参照していただきたい。
タイトル Genji ki Kahani　　　 翻訳者 SYED EHTISHAM HUSAIN
刊行年 1975 年 再版 情報ナシ
表紙 （アラハバード大学蔵）完本

・「鷺水庵より」2016 年 2月 19 日
http://genjiito.sblo.jp/article/179012654.html

（ネルー大学蔵）ネルー大学で表紙を新たにつけたもの。奥付もない。

・「鷺水庵より」2009 年 3月 5日
http://genjiito.sblo.jp/article/178933881.html
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（3）オディア語（オリヤー語）訳
タイトル Genji Carita　　　　　 翻訳者 Prabhāsa Candra Satapathī
刊行年 1984 年 再版 情報ナシ
表紙 伝藤原隆能筆『国宝　源氏物語絵巻』第 38 帖

「鈴虫（二）」（五島美術館蔵）で、夕霧が笛を
吹いている場面を加工したもの。

・大英図書館所蔵の画像

（4）タミル語訳
タイトル Genji Katai　　　　 翻訳者 K. Appadurai
刊行年 1965 年 再版 2002 年（新版）
表紙 太陽と金閣寺の前で、近世風の男女が並んで

いる絵である。右下にサーヒティヤ・アカデ
ミーのマークが入っている。

 

・「鷺水庵より」2014 年 2月 16 日
http://genjiito.sblo.jp/article/178971893.html
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◎タミル語訳『源氏物語』の表紙絵について
　表紙絵の作者や画題は不明であるものの、影響が感じられる錦絵が存
在する。『都名所源氏合　金閣寺桜の遊覧』である。作者は孟斎とも呼
ばれる歌川芳虎という浮世絵師である。三枚続の大判錦絵で、東京府神
田須田町２丁目にいた版元 沢村屋清吉により、明治 8（1875）年に発
行された。現在は早稲田大学にある九曜文庫の所蔵（文庫 30 B0303）
である。

・「鷺水庵より」2014 年 2 月 16 日
http://genjiito.sblo.jp/article/178971893.html

（5）テルグ語訳
タイトル Genji Gatha　　　　翻訳者 N.V.R.Krishnamacharya
刊行年 1962 年 再版 情報ナシ
表紙 オレンジ色の表紙に、和

服を着た女性が立ってい
る絵。作者および画題は
不明である。印刷の関係
で表紙は山吹色になって
いる。

・国際交流基金ライブラ
リーが所蔵する本を撮影
したものである。
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（6）パンジャービー語訳
タイトル Genji dī Kahānī　　　　翻訳者 Jagjit Singh Ahand
刊行年 1961 年 再版 情報ナシ
表紙 一楽亭栄水作『美人五節句・扇屋内さかき　わかは』を加工したも

のである。5人の女性を五節句（人日 1/7・上巳 3/3・端午 5/5・七夕
7/7・重陽 9/9）になぞらえて描いたシリーズ物で、江戸時代の寛政年
間 (1789 ～ 1801) に制作された。浅草の扇屋という店で働いていた女
性 滝川が、狩衣姿の男性が描かれたうちわを持って蚊帳をめくってい
る場面である。左上にある扇の横に、秋の七草（女郎花・桔梗・撫子〈現
在のかわらなでしこ〉・萩・尾花〈現在のすすき〉・葛・藤袴）である
桔梗と女郎花が描かれていることから、七夕の節句を描いたとされる。

 

・「鷺水庵より」2010 年 8月 9日
http://genjiito.sblo.jp/article/178934835.html
・神奈川県立歴史博物館
http://ch.kanagawa-museum.jp/dm/ukiyoe/rekisi/ougon/d_ougon10.
html
・参考文献「57 栄水／美人五節句・扇屋内さかき わかは（大判錦絵）」ペー
ジ表記ナシ
（菊池貞夫担当『浮世絵大系 6　歌麿・栄之：二代歌麿・長喜・栄昌』、
座右宝刊行会、1976 年）
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（7）ヒンディー語訳
タイトル Gēnjī kī Kathā（Genji Ki Kahani）　　　翻訳者 Chavinath Pandey
刊行年 1957 年 再版 2000 年、2010 年
表紙 『枕草子絵詞』第一段で中宮定子と対面する、妹の藤原原子（淑景舎）

の姿をモデルにしたものと思われる。背表紙の下部にサーヒティヤ・
アカデミーのマークが入っている。

 

（左）発表者所蔵の本、（右）小松茂美編『日本絵巻大成10　葉月物語絵巻・
枕草子絵詞・隆房卿艶詞絵巻』p.34（岩波書店、1979 年）
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（8） マラヤーラム語訳
タイトル Genjiyude Katha　　　 翻訳者 P.P.Eapan
刊行年 1984 年 再版 2008 年
表紙 国際聚像館（広島県福山市の坂本デニム株式会社が創設した美術館）

が所蔵する『絵入源氏挿絵貼屏風』（六曲一双）「初音」巻と、構図が
似ている絵を使用していると思われる。

 

・「鷺水庵より」2010 年 6月 30 日　
http://genjiito.sblo.jp/article/178934610.html
・「びんご文化ニュース 104 回」2012 年 11 月 16 日発行
http://www.bes.ne.jp/bingo_e/bunka/113/bunka.html

（国文学研究資料館・教授）
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江戸時代のダイジェスト版『十帖源氏』について
入

（いりぐち
口 敦

あつし）
志

 はじめに

　はじめに『十帖源氏』について、その作者と作品に関する基本事項を
おさえておこう。

◆作者・画者、立
りゅうほ
圃

江戸前期の俳人。野々口氏。名親
ちかしげ
重。通称庄右衛門。別号松翁、松斎、

如入斎。京の人。家業により雛
ひなや
屋と称し、別に紅屋ともいった。貞

ていもん
門

の古老的存在であったが、『犬子集（えのこしゅう）』（1633）編集
の件で同門の重

しげより
頼と争い、師のもとを去り、以後独自で優雅な俳風を

確立。京より江戸、福山、大坂などに移り住み、多くの門人を育て、
晩年はまた京に戻った。早くより連歌や和歌を学び、古典にも精通
して『源氏物語』の梗

こうがい
概書『十

じゅうじょう
帖源氏』『おさな源氏』の著もある。

絵画にも優れ、その軽妙な筆致は俳画の祖と称されている。撰
せんしゅう
集に

『誹
はいかいほっく
諧発句帳』『小町踊』、作法・俳論書に『はなひ草』『河

かわぶねづけ
船付徳万歳』、

句集に『そらつぶて』がある。
［雲英末雄］ 天も花にゑへるか雲の乱足（『世界大百科事典』）

　作者の立圃は貞門俳諧の俳人である。貞門とは、松永貞徳によって始
められた俳諧の流派のひとつで、古典や連歌に通ずる端正な詠みぶりを
その特徴としている。よって、古典文学に関する知識も要求されていた。
そのなかに『源氏物語』も含まれている。『源氏物語』は単に物語とし
て読まれていただけではなく、和歌や連歌、あるいは俳諧のためにも必
須の教養として読まれていた。例えば、織豊期を代表する連歌師である
里村紹巴が『源氏物語』の写本を多く残していることなどは、その例証
となるだろう。
　『十帖源氏』の基本的なことは以下のとおり。
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◆『十帖源氏』
じゅうじょうげんじ　十巻十冊。仮名草子。野々口立圃作・画。跋文
に「老て二たび児に成りたりといふにや」とあり、これが著者の還暦
を言うとすれば、承応三年（一六五四）頃の成立。【内容】巻頭に「光
源氏物語」の由来を説き、紫式部が石山寺参籠中に湖上の名月に想を
得て須磨の巻より書き始めたこと、紫式部が叡山檀那院の一心三観の
血脈を受けて巻々の名に天台四締の法門を盛ったこと等を述べて序文
とし、次に桐壺から夢の浮き橋までを巻ごとに分け、所々引用を交え
ながら便概をまとめる。歌を掲出すること多く、原作の和歌をほとん
ど網羅する。また、自画の一二九図に及ぶ挿絵を添える。なお、本書
の内容をさらに簡略にした『おさな源氏』がある。（略）〔渡辺守邦〕（『日
本古典文学大辞典』）

　傍線部にあるように、和歌を省略していないということに注目したい。
以上の二点をおさえたうえで、以下『十帖源氏』の特徴を詳しく見てい
くこととする。

『十帖源氏』表紙  
※以下、『十帖源氏』の画像は『日本

古典籍データセット』（国文研所蔵）

による
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『十帖源氏』序

『十帖源氏』「桐壺」の冒頭部分



- 43 -

 歌書としての『源氏物語』

　『源氏物語』をはじめとする平安朝の物語は、物語として読まれたも
のではあるが、一方では歌書、つまり和歌を学ぶための書物としても読
まれてきた。『十帖源氏』において、ストーリーについては五十四帖を
十帖に圧縮してしまったにもかかわらず、和歌は省略していないのは、
その歌書としての意味が大きかったからだと考えられる。一つの証左と
して、江戸時代の出版目録である『書籍目録』類の初期のものでは、『源
氏物語』も『古今和歌集』も〈歌書〉として分類されており、区別され
ていないことが挙げられる。
　連歌から派生した俳諧は、江戸期に入っていくつかの流派に別れてい
く。松永貞徳の貞門、西山宗因の談林、松尾芭蕉の蕉風などがそれである。
そのうち、立圃もその一門であった貞門は、最も古典的な穏健な俳風で
あった。連歌に近いものであったと言える。連歌師は『源氏物語』を勉
強することが当然のこととして求められていた。例えば、織豊期から江
戸初期にかけて活躍した里村家の紹巴は活発な古典籍の書写活動を行っ
ており、その書写した『源氏物語』も多く伝えられている。北村季吟が、『源
氏物語湖月抄』を著し、江戸時代の『源氏物語』普及に大きな影響を与
えたのも、季吟が貞門の俳人であったからだろう。
　談林は、斬新な作風であった。特に著名な井原西鶴は、阿蘭陀西鶴と
呼ばれるなど、古典を離れて当時最新の流行を詠み込む。しかも、西鶴
は和歌を作らないのである。だからといって西鶴は『源氏物語』を知ら
なかったわけではない。きちんと読み込んでいたと考えられている。例
えば、西鶴の代表作の一つで、浮世草子の最初の作品である『好色一代男』
は、世之介という一介の町人を主人公とした好色物である。『好色一代男』
はその目次をみればわかるように、世之介七歳から六十歳まで、五十四
章によって成り立っている。これは、当然のように『源氏物語』五十四
帖に基づいているわけで、世之介の好色も光源氏のパロディということ
が出来る。ところが、世之介は和歌を詠まない。世之介だけではない、
西鶴の浮世草子作品の登場人物は、一人として和歌を詠まないのだ。ま
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た、西鶴その人も和歌を詠まないのである。立圃が和歌や連歌を良くし
たのとは対照的である。この和歌との関係を切ったところに江戸時代の
独自の文学が登場したと言える。
　このことは、蕉門の芭蕉も同様である。芭蕉も和歌を詠まない。しか
し、だからといって『源氏物語』を代表とする平安朝の物語や『古今和
歌集』をはじめとする勅撰和歌集を知らなかったわけではない。きちん
と勉強をしていることは明らかである。しかし、和歌を詠まない。
　芭蕉の代表作とされる『おくのほそ道』の西村本は、弟子の素龍が清
書したものだが、芭蕉が没する直前まで大事に持っていた本であり、現
在の『おくのほそ道』の底本とされるものである。これは枡形本で、ひ
らがなで書かれており、発句は字下げである。見た目は『源氏物語』の
古写本と同じである。しかし、そこには和歌がないのである。意識しな
がらも、新しい文学として和歌とは決別してしまったということが出来
る。

『おくのほそ道』素龍が清書したもの。正方形の袋綴枡形本。（複製本）
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『源氏物語』「行幸」鎌倉時代の古写本。正方形の列帖装枡形本。（複製本）

　このような、物語類を正方形の枡形本に仕立てる伝統は、かなり根強
く残っていたと考えられる。江戸時代においても、『源氏物語』の枡形
本は数多く製作されている。
　『十帖源氏』についてみてみよう。その書型は縦長のものであるが、
本文の書き方に注目してみると、枡形本の書き方に近いことが分かる。
上部に余白が多くあるのだが、これを切ってしまうと、ほぼ枡形本の形
式にあった本文となる。書型そのものは縦長であるのに、記された本文
は枡形本と同様なのである。俳諧に関する書物にもこのような例は多い。
形式的な保守性があったとみるべきだろう。

　西鶴、芭蕉の和歌離れこそが、近世文学の始まりといえるだろう。し
かし、詠まないとはいえ、和歌そのものの勉強は必須であったこともま
た、確かなことである。
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『十帖源氏』「桐壺」縦長で、上部の余白が多い。

『十帖源氏』上図の余白をトリミングしてみたもの。本文はきれいに正
方形（枡形）に収まる。
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 インデックスとしての和歌

　目次や章題を持たない物語においては、和歌がインデックスとしての
役割を担っていたとも考えられる。和歌の位置によって、ストーリーの
およその位置がわかるのである。どういう使い方をしていたのかはわか
らないが、『源氏物語』の和歌だけを抜書した書物も伝わっている。こ
れなどは、目次としての用途も考えて良いのではないだろうか。
　『十帖源氏』も同様である。梗概を読みながら『源氏物語』の原文に
戻る場合には、和歌を探せばよい。和歌は、基本的に本文とは一・二字
下げて書記するので、すぐに見つけることができる。というよりも、和
歌以外の形式的な区切りはないのである。

『十帖源氏』「桐壺」和歌は字下げで書かれ、区切りのない本文に対し目

印となっている。

　先に、西鶴の浮世草子には和歌が無いということを言った。では、浮
世草子は何によって区切られているかというと、それは章題である。章
題によって、物語は小さな単位に区切られており、その章題が巻頭に集
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められて目次となるのである。和歌ではないのだが、章題も必ず字下げ
でレイアウトされているのも、和歌との関係性を思わせるものがあるだ
ろう。和歌がなくなった代わりに、章題が取り入れられたと考えたい。
　この変化は、いきなり西鶴によって起こされたわけではない。『好色
一代男』の登場以前、十七世紀には仮名草子という文芸があったのだが、
その中に和歌から章題へと変化する過渡的な様相を見ることができる。
その傾向を推し進め、近世小説の型を作り上げたのが西鶴といえるだろ
う。

 『十帖源氏』の意義

　以上のように考えてみると、『十帖源氏』の意義もはっきりするだろう。
和歌は訳すこともなく、そのままの形でほぼすべて収録される。しかし、
本文は当時の縮約現代語訳となっている。俳諧師が和歌を勉強するため
の教科書であったと考えられる。絵入であることからは、女性や子供に
向けた、本来の意味での啓蒙的な書物としての意味もあっただろう。和
歌を中心とした日本の古典文学を理解するには、大変ふさわしい作品と
いえるのである。

（国文学研究資料館　准教授）



- 49 -

講演
『源氏物語』の英訳について
―これからの翻訳研究に向けて―

須
（すどう

藤 圭
けい）

 はじめに

　翻訳する、という行為は、いったい、どのような営みなのでしょうか。
ある言語で表現されたことがらを別の言語に置き換えること……このよ
うに考えてみたところで、しかし、ある言語と別の言語は、いうまでも
なく、相異なる言語なのですから、一対一の関係にはありません。置き
換えるというその作業は、単純明快なものではなく、複雑なプロセスを
経たうえでなされるものだ、といわなければなりません。そしてまた、
こうして翻訳されたものを読む行為は、いったい、どのような営みとし
て考えてみることができるでしょうか。
　わたしは、これまで、英訳された『源氏物語』に関するいくつかの考
察を行ってきました 1。本日はその報告を兼ねながら、英訳、また、広く
外国語訳を扱うことが、どのような意味をもつのか、『源氏物語』には、
現在、33 種類の言語での翻訳が確認されていますが 2、それらの多彩な

1　本稿で述べた内容のいくつかは、以下の拙稿で詳しく論じています。ご笑覧
いただけましたら幸いです。 
須藤圭「源氏物語の「京都」はどう英訳されたか―創造された京都と、変貌する
源氏物語―」（「海外平安文学研究ジャーナル」1、国文学研究資料館、2014 年 11 月） 
須藤圭「源氏物語の「女にて見る」をどう訳すか―翻訳のなかのジェンダーバイ
アス―」（『第 39 回国際日本文学研究集会会議録』国文学研究資料館、2016 年 3月） 
須藤圭「源氏物語の「女にて見る」をどう訳すか（承前）―翻訳のなかのジェンダー
バイアス―」（「平安文学研究・衣笠編」7、2016 年 3月）
2　伊藤鉄也編『海外における源氏物語』（国文学研究資料館、2003 年）には、

11 種類の言語による『源氏物語』の外国語訳が紹介されています。なお、伊藤鉄
也氏のご教示によれば、その後の調査によって、33 種類の言語が確認されている、
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翻訳に、どういった価値があり、何をもたらしてくれるのか、といった
話をしたいと思います。

 １．『源氏物語』外国語訳の歴史

　いま、『源氏物語』の外国語訳の歴史を、代表的なもののみにかぎって、
一覧表（次頁）にしてみました。もっとも初期の外国語訳は、末松謙澄
による英訳で、今から 130 年ほどまえ、1882 年〈明治 15 年〉のこと
でした。当初は、末松謙澄の目論みと異なって、この物語が高く評価さ
れることはなかったらしいのですが、ウェイリー英訳が 1925 年〈大正
14 年〉から 1933 年〈昭和 8 年〉にかけて刊行されたことで、その価
値が認められていったようです。レディ・ムラサキ（紫式部）によって
書かれたこの長編物語は、世界的にも類を見ない、繊細で洗練された筆
致、そして、驚くべきリアリズムで描かれ、疑いなく最高の文学だ、と
評価されることになりました 3。その後も、キク・ヤマタのフランス語訳、
豊子愷の中国語訳、ベンルのドイツ語訳など、多くの言語に翻訳されつ
づけています。
　『源氏物語』は、原文でも楽しめて、英語でも、フランス語でも、中
国語でも、ドイツ語でも、それこそ、世界中で使われている言語で読む
ことができる……わたしは、もっぱら、現代日本語訳でしか読んでいな
いのですが、まさしく、選り取り見取りの品揃えになっている、といっ
てよいでしょう 4。

とのことです。
3　詳しくは、宮本昭三郎『源氏物語に魅せられた男　アーサー・ウェイリー伝』

第 4章「眠れる森の美女」（新潮社、1993 年）、緑川真知子「「退屈」な小説が「現
存する偉大な小説のひとつ」になるまで―『源氏物語』の英語圏における初期受
容―」（「日本文学研究ジャーナル」3、2009 年 3月）、同「小説として読まれた英
訳源氏物語」（「海外平安文学研究ジャーナル」2、2015 年 3月）の考察を参照し
てください。
4　『源氏物語』にとどまらず、たくさんの日本文学が、多く言語で翻訳され、

世界中で読まれています。沼澤龍雄『日本文学史表覧』「外国語訳国文学年表」（明
治書院、1934 年、pp.178-206）や、日本比較文学会編『越境する言の葉―世界と
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 ２．英訳とどう向きあうか

　たくさんの『源氏物語』が、わたしたちの目のまえにある……そのな
かで、本日は、英訳をとりあげてみることにします。わたしたちは、こ

出会う日本文学』「日本文学翻訳史年表（1904 ～ 2000 年）」（彩流社、2011 年）、
伊藤鉄也編『日本古典文学翻訳事典１〈英語改訂編〉』（2014 年）、同編『日本古
典文学翻訳事典２〈平安外語編〉』（2016 年）などを眺めてみてください。

表　『源氏物語』の外国語訳の歴史

1882 年

1925 年～ 1933 年

1928 年

1965 年

（1980 年～ 1983 年刊）

1966 年

1973 年

1973 年～ 1978 年

1976 年

1977 年～ 1988 年

1991 年～ 1993 年

1994 年

1999 年

2001 年

2002 年～ 2008 年

2007 年

2012 年

2015 年

末松謙澄　英訳（桐壺～絵合）

アーサー・ウェイリー　英訳（全）

キク・ヤマタ　フランス語訳（Le Roman de Genji）（桐壺

～葵）

豊子愷　中国語訳（全）

オスカー・ベンル　ドイツ語訳（Die Geschichte vom 

Prinzen Genji）（全）

柳呈　韓国語訳（겐지 이야기）（全）
林文月　中国語訳（全）

サイデンステッカー　英訳（全）

ルネ・シフェール　フランス語訳（Le Dit du Genji）（全）

タチアナ・ソコロウ・デリューシナ　ロシア語訳（Povest 

o Gendzi）（全）

ヘレン・Ｃ・マッカラ　英訳（抄）

田溶新　韓国語訳（겐지 이야기）（全）
ロイヤル・タイラー　英訳（全）

カレル・フィアラ　チェコ語訳（Pribeh prince Gendziho）

（全）

金蘭周　韓国語訳（겐지 이야기）（全）
マリア・テレサ・オルシ　イタリア語訳（La Storia di 

Genji）（全）

デニス・ウォッシュバーン　英訳（全）

* 代表的なもののみをとりあげ、全訳、抄訳、部分訳の別も掲げました。
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の英訳に対して、どのように向きあうことができるでしょうか。たとえ
ば、純粋にその文章を読んでみることができます。じっくりと腰をすえ
て読んでみたり、寝転がって読んでみたり、また、声に出してみれば、いっ
そう、立体的な像が浮かびあがってきます。
　さて、そうして読んでいると、ふと、違和感を抱くことがあります。
次の文章を見てください。

【Ａ１】原文（帚木巻　①・p.55）
つれづれと降り暮らして、しめやかなる宵の雨に、殿上にもをさを
さ人少なに、御宿直所も例よりはのどやかなる心地するに、大殿油
近くて書どもなど見たまふ。

一日じゅう、所在なく降り暮して、しめやかな宵の雨に、殿上
の間も、ほとんど人影がなく、源氏の君のお部屋もいつもより
はゆったりとした気分なので、灯火を近寄せて書物などをごら
んになる。

【Ａ２】ウェイリー英訳（The Broom-Tree　p.19）
It was on a night when the rain never ceased its dismal downpour. 
There were not many people about in the palace and Genji’s 
rooms seemed even quieter than usual. He was sitting by the lamp, 
looking at various books and papers.

　帚木巻、「雨夜の品定め」が今まさにはじまろうとする一節を、【Ａ１】
には、現在、もっともポピュラーであると思われる『新編日本古典文学
全集』（小学館）から原文と現代日本語訳を引用しました。また、【Ａ２】
には、英訳のうち、ウェイリーによるものを掲げてみました。一見して、

【Ａ１】の傍線部「殿上」を、【Ａ２】の傍線部「the palace」と訳して
いることに、どこか不思議な感じがすることでしょう。もっと違う言い
かたはできなかったのでしょうか。わたしたちは、イギリスのバッキン
ガム宮殿のことを「Buckingham Palace」といいますし、インドのラー
ジャスターン州にあるハワー・マハルのことを、別名「風の宮殿」、つ
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まり、「Palace of Breeze」や「Palace of Wind」といいます。『源氏物語』
に描かれた「殿上」、清涼殿は、バッキンガム宮殿やハワー・マハルと
は、大きく異なっています。そうだとすれば、「ウェイリー英訳の「the 
palace」には、もっとよい訳語があったのではないか？」と疑問を抱く
のは、当然のことといえるでしょう 5。
　別の言いかたをしてみます。わたしたちは、英訳に対して、次のよう
な向きあいかたをすることができます。それは、「この英訳は、はたして、

『源氏物語』のことばを正しく訳しているのだろうか？」といった姿勢
です。翻訳は、ある言語を全く異なる別の言語に置き換える行為なので
すから、もとの言語のすべてを訳すことはできません。それでも、わた
したちは、翻訳に対して、可能なかぎり、物語の本質をつかみとってほ
しい、枝葉末節まで削ぎ落とさず、その雰囲気が感じられるように訳し
てほしい、と求めています。
　次の文章はどうでしょうか。

【Ｂ１】原文（桐壺巻　①・p.17）
いづれの御時にか、女御、更衣あまたさぶらひたまひける中に、い
とやむごとなき際にはあらぬが、すぐれて時めきたまふありけり。
帝はどなたの御代であったか、女御や更衣が大勢お仕えしてお
られた中に、最高の身分とはいえぬお方で、格別に帝のご寵愛
をこうむっていらっしゃるお方があった。

【Ｂ２】ウェイリー英訳（Kiritsubo　p.4）
At the Court of an Emperor (he lived it matters not when) there 

5　もっとも、英訳において、「palace」を選択することは一般的であるようです。
たとえば、サイデンステッカー英訳は、「It had been raining all day. There were 
fewer courtiers than usual in the royal presence. Back in his own palace quarters, 
also unusually quiet, Genji pulled a lamp near and sought to while away the time 
with his books.」（The Broom Tree　Vol.1・p.21）としています。なお、「palace」
について、LONGMAN Dictionary of Contemporary English, 6th edition (Harlow: 
Pearson Education, 2014) は、「the official home of a person of very high rank, 
especially a king or queen - often used in names: Buckingham Palace」などと説明
しています。



- 54 -

was among the many gentlewomen of the Wardrobe and Chamber 
one, who though she was not of very high rank was favored far 
beyond all the rest; …

【Ｂ３】サイデンステッカー英訳（The Paulownia Court　Vol.1・p.3）
In a certain reign there was a lady not of the first rank whom the 
emperor loved more than any of the others.

【Ｂ４】タイラー英訳（The Paulownia Pavilion　p.5）
In a certain reign (whose can it have been?) someone of no very 
great rank, among all His Majesty’s Consorts and Intimates, enjoyed 
exceptional favor.

【Ｂ５】ウォッシュバーン英訳（Kiritsubo: The Lady of the 
Paulownia-Courtyard Chambers　p.3）
In whose reign was it that a woman of rather undistinguished 
lineage captured the heart of the Emperor and enjoyed his favor 
above all the other imperial wives and concubines?

　もはや、詳しい説明を加える必要はないでしょう。あの有名な、桐壺
巻のはじまりです。【Ｂ１】には、原文と現代日本語訳を、【Ｂ２】から【Ｂ
５】には、ウェイリー英訳を含め、あわせて、4 種類の英訳を示しまし
た 6。この4種類の英訳は、違和感のない正しい

0 0 0

訳をしているのでしょう
か。
　冒頭の傍線部「いづれの御時にか」は、「いつの時代のことでしょう
か」などと解釈してはいけません。「帝はどなたの御代であったか」あ
るいは「どの帝の時代であったか」と現代日本語訳をしなければなりま
せん。「when」ではなく「whose」です。『源氏物語』の時代において、
年月を区切る指標は、帝の存在でした。別の箇所の原文をいくつか掲げ

6　本文中には掲げませんでしたが、末松謙澄の英訳は、「In the reign of a 
certain Emperor, whose name is unknown to us, there was, among the Niogo and 
Kōyi of the Imperial Court, one who, though she was not of high birth, enjoyed the 
full tide of Royal favor.」（The Chamber of Kiri　p.17）とはじまっています。
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ておくと、「先帝の御時の人」（桐壺巻　①・p.41）「父帝の御時より」（玉
鬘巻　③・p.113）「故院の御時に」（若菜上巻　④・p.41）などとあり、
帝の存在が常に意識されていたと分かります。【Ｂ３】【Ｂ４】【Ｂ５】
が「reign」7 を用いていたり、【Ｂ２】がことさらに「he lived it matters 
not when」と補っていたりするのは、このことをふまえているからだ、
といってよいでしょう。
　ところで、4 種類の英訳のうち、唯一、【B ２】だけが「reign」を使
用していませんでした。【Ｂ２】には、さらに、仲間はずれといってよ
い点が指摘できます。それぞれの書き出しに注目してみてください。【Ｂ
３】【Ｂ４】【Ｂ５】が、傍線部「In the reign」「In a certain reign」「In 
whose reign」として、「ある帝の治世の話」と語りだしているのに対し
て、【Ｂ２】だけが、傍線部「At the Court of an Emperor」として、「あ
る帝の住む宮廷の話」と語りだしているのです。和光大学の教員であっ
た武田孝の研究が明らかにしたところによれば、【Ｂ２】のウェイリー
英訳は、王室に対する意識が強いようなのですけれども、このこととも
かかわっているのでしょうか 8。時代に注目するか、場所に注目するか。
どちらが、『源氏物語』の雰囲気をより正しく

0 0 0

伝えているのでしょうか。
　さらに、次の文章はどうでしょうか。

【Ｃ１】原文（匂兵部卿巻　⑤・p.17）
光隠れたまひし後、かの御影にたちつぎたまふべき人、そこらの御

7　「reign」について、LONGMAN Dictionary of Contemporary English, 6th 
edition (Harlow: Pearson Education, 2014) は、「the period when someone is king, 
queen, or EMPEROR: changes that took place during Charlemagne's reign | the 
reign of James」などと説明しています。
8　武田孝「『源氏物語』の敬語とその英訳―桐壺の巻のウェィリー訳を中心に―」

（古田拡・高杉一郎・武田孝・松永巌『源氏物語の英訳の研究』教育出版センター、
1980 年）は、固有名詞といえないにもかかわらず、はじめの一字を大文字で表記
しているものとして、「Emperor」や「Palace」「Court」などを指摘して、「Waley
の訳文の中には、伝統的な習慣であり、固有名詞であるから当然だ、という解釈
をも承知した上で、なお、王室およびそれに関連のある人や事物に対する敬意が、
強く示されているように思われる。」（pp.266-267）と述べています。
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末々にありがたかりけり。
源氏の光る君がこの世から隠れておしまいになったのち、あの
輝くお姿のあとをお継ぎになれるような人は、大勢のご子孫の
なかにもいらっしゃらないのであった。

【Ｃ２】ウェイリー英訳（Niou　p.756）
Genji was dead, and there was no one to take his place. True, he 
left behind him a considerable number of descendants. But in one 
way or another many of these were disqualified.

【Ｃ３】サイデンステッカー英訳（His Perfumed Highness　
Vol.2・p.735）
The shining Genji was dead, and there was no one quite like him.

【Ｃ４】タイラー英訳（The Perfumed Prince　p.785）
His light was gone, and none among his many descendants could 
compare to what he had been. 

【Ｃ５】ウォッシュバーン英訳（Niou miya: The Fragrant Prince　
p.883）
With Genji’s radiance extinguished, not one among all of his 
descendants shone with the same glorious light.

　光源氏没後の物語を語る、そのはじめの巻が、匂兵部卿巻です。匂兵
部卿巻は、光源氏が既にこの世にいないこと、そして、新たな主人公と
して、匂宮と薫を紹介することからはじまります。ここでは、光源氏が
亡くなったことを示す一節だけを掲げました。「光源氏は存在しないし、
肩を並べるひとさえもいない」と、改めて、光源氏の素晴らしさが語ら
れていることは、この物語にとって、光源氏がいかに巨大な存在であっ
たかを知ることができます。その光源氏は、【Ｃ１】で、傍線部「光」と、
たったひと言であらわされています。「院」や「故六条院」「源氏の大殿」
ではなく「光」とある……物語上での光源氏の位置づけを考えあわせる
と、この表現には相応の意図があった、と認めざるをえません。
　ということは、【Ｃ２】から【Ｃ５】の英訳のうち、【Ｃ３】の傍線部
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「The shining Genji was dead」がよさそうでしょうか。もっとも、「The 
shining Genji」という表現は、どこかおかしくて、苦笑いをしてしまい
そうです。【Ｃ４】の傍線部「His light was gone」もよさそうです。た
だし、このままでは、「His」が誰を指すのかよく分かりません。わたし
は、【Ｃ５】の傍線部「With Genji’s radiance extinguished」を評価して
いるのですが、いかがでしょうか。どの英訳が、『源氏物語』の雰囲気
をより正しく

0 0 0

伝えているのでしょうか。
　もうひとつだけ見ておきたいと思います。次の文章はどうでしょうか。

【Ｄ１】原文（少女巻　③・p.31）
大臣、太政大臣にあがりたまひて、大将、内大臣になりたまひぬ。
世の中のことどもまつりごちたまふべく、譲りきこえたまふ。
源氏の内大臣は太政大臣にご昇進になり、右大将は内大臣にお
なりになった。源氏の大臣は、天下の政治を新内大臣がお執り
になるようにと、実権をお譲り申される。

【Ｄ２】ウェイリー英訳（The Maiden　p.407）
About this time To no Chujo became Palace Minister and Genji 
began to hand over to him most of the business of state.

【Ｄ３】サイデンステッカー英訳（The Maiden　Vol.1・p.365）
There were promotions, Genji to chancellor and Tō no Chūjō 
to Minister of the Center. Genji left the everyday conduct of 
government to his friend, …

【Ｄ４】タイラー英訳（The Maidens　p.384）
His Grace rose to Chancellor and the Commander23 to Palace 
Minister. Genji ceded all the affairs of government to him.
　23. Tō no Chūjō.

【Ｄ５】ウォッシュバーン英訳（Otome: Maidens of the Dance　
p.431）
Genji rose to the position of Chancellor, and Tō no Chūjō was 
promoted to Palace Minister. Genji then ceded all day-to-day 
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responsibilities for administering affairs of state to his old friend.

　『源氏物語』を読んでいてやっかいだと感じるもののひとつは、人物
の呼称が常に変化していくことです。登場人物たちは、官職に依拠した
名称で呼ばれることが多く、物語全体を貫く統一した呼称が与えられる
ことはほとんどありません。光源氏であれば、「若宮」「中将」「右大将」「内
大臣」「太政大臣」「六条院」などと変化していきますし、頭中将であれ
ば、「中将」「中納言」「右大将」「内大臣」「太政大臣」「致仕の大臣」な
どと変化します。
　さて、【Ｄ１】に掲げたのは、「大臣」が「太政大臣」に、「大将」が

「内大臣」に昇進することを述べた少女巻の一節です。誰のことを指し
ているのでしょうか。これだけで分かったとすれば、よほど熱心な『源
氏物語』読者でしょう。先に正解を示しておきますと、前者が光源氏で、
後者が頭中将です。けれども、この文章だけで判別することは、かなり
の難問といわなければなりません。だから、【Ｄ２】【Ｄ３】【Ｄ５】は、
光源氏や頭中将に物語全体を貫く統一した呼称を与え、「Genji」「Tō no 
Chūjō」と示しているのです。「Tō no Chūjō」をとりあげてみましょう。
頭中将というのは、近衛中将であり、なおかつ、蔵人頭を兼任している
ひとを指す呼びかたです。大将や内大臣に昇進すれば、とうぜん、頭中
将ではなくなってしまいます。それでも、【Ｄ２】【Ｄ３】【Ｄ５】は傍
線部「Tō no Chūjō」と呼んでいるのですから、まるで、それが人名で
あるかのような扱いをしている、といってよいでしょう。これに対して、

【Ｄ４】のタイラー英訳は、原文の表現をふまえ、傍線部「His Grace」
「the Commander」としています。即座に理解することはできませんが、
もっとも、タイラー英訳には、こうした事態への配慮が全くなされてい
ないわけでもありません。【Ｄ４】の二文目に見られるとおり、光源氏
を「Genji」と呼ぶことがあったり、また、ここでも示されている脚注
や、各巻のはじめに設けられた人物紹介が、理解を助ける役目をはたし
ていたりもいます。少女巻の人物紹介には、「His Grace, the Chancellor, 
Genji, age 33 to 35」「The Commander, then His Excellency, the Palace 
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Minister (Tō no Chūjō)」（The Maidens　p.378）とありました 9。それで
は、これらの英訳のうち、どれが、『源氏物語』の雰囲気をより正しく

0 0 0

伝えているのでしょうか。
　このようにとりあげてみていくと、いったい、どの英訳が、『源氏物語』
の雰囲気をより正しく

0 0 0

伝えているか、その判断に迷う箇所が次から次へ
とあらわれてきます。むしろ、問題なのは、英訳のありかたではなく、「正

0

しく
0 0

伝えているか」というときの、その「正しさ
0 0 0

」の根拠なのではない
か、とも思われてきます。『源氏物語』を正しく

0 0 0

翻訳するとは、どういっ
た行為なのか。「大将」を「the Commander」と訳してみることでしょ
うか、それとも、「Tō no Chūjō」と示してみることでしょうか。英訳を
断罪するまえに、立ちどまり、考えてみなければならない問題であるに
違いありません。

 ３．英訳から分かること その１

　翻訳の誤りを指摘することは、重要な作業です。日本の文学や文化を
本当に理解してもらうためには、誤解があってはなりません。しかし、
翻訳に対する向きあいかたは、これだけではないはずです。
　ここまで、いくつかの英訳を眺めてきました。そこで分かったことは、
英訳の誤りを指摘しようとするアプローチがあるいっぽうで、「正しさ

0 0 0

」

9　この問題について、サイデンステッカーは、「私は登場人物には決まった名
前がなければならないと思っています。読者の便のために。」と述べ、タイラー英
訳の方法を批判しています（伊井春樹編『世界文学としての源氏物語　サイデン
ステッカー氏に訊く』笠間書院、2005 年、pp.117-118）。サイデンステッカー「翻
訳―積年の課題を再考する」（伊井春樹編『大阪大学国際日本文学研究集会　講演
とシンポジウム　国際化の中の日本文学研究―その課題と方法への模索―』大阪
大学国語国文学会、2002 年　→国際日本文学研究報告集 1『国際化の中の日本文
学研究』風間書房、2004 年）にも、同様の発言が見られます。詳しくは、緑川真
知子『『源氏物語』英訳についての研究』第 3部第 1章 2「呼称の英訳」（武蔵野書院、
2010 年　初出・「タイラー訳『源氏物語』における呼称翻訳の機能」（「文学・語学」
177、2003 年 10 月））、元島淳志「『源氏物語』英訳研究―〈言語的差異による物
語の体裁〉Edward G. Seidensticker 訳を中心に―」（「学習院大学国語国文学会誌」
59、2016 年 3月）の考察を参照してください。
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そのものに疑問が生じたように、英訳が、全く別の側面にも光をあてて
くれる、ということでした。英訳から新たに発見できることがあるので
はないか、と考えて、さらに検討をつづけていくことにします。
　わたしたちは、『源氏物語』の英訳から何を得ることができるのでしょ
うか。ひとつめは、『源氏物語』それじたいの理解をいっそう深めてい
くことができる、という点です。

【Ｅ１】原文（椎本巻　⑤・p.178）
都にはまだ入りたたぬ秋のけしきを、…
都にまではまだ訪れていない秋の気配を…

【Ｅ２】ウェイリー英訳（At the Foot of the Oak-Tree　p.829）
In the City there was as yet no sign of autumn.
都では、まだ、秋の兆しはなかった。

　椎本巻の一節、薫が京都から宇治へ向かう場面です。【Ｅ１】には原
文と現代日本語訳を、【Ｅ２】にはウェイリー英訳を、ウェイリー英訳
にはわたしが付けた現代日本語訳とともに掲げました。ここにあらわれ
る傍線部「都」ということばに注目したい、と思います。この「都」は、
薫が暮らす京都（平安京）のことです。【Ｅ２】は、これを傍線部「the 
City」と訳しています。ウェイリー英訳は、京都のことを「the City」
と呼ぶことがある、と分かります。
　ところが、ウェイリー英訳では、京都のことを、いつも、「the City」
と呼んでいるわけではありません。

【Ｆ１】原文（若紫巻　①・p.225）
君はまづ内裏に参りたまひて、…

源氏の君は、まず宮中にまいられて、…
【Ｆ２】ウェイリー英訳（Murasaki　p.91）

On his return to the Capital he went straight to the Palace …
彼が都に戻ってくると、彼はまっすぐ内裏に向かって …
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　ここに掲げたのは、病を患った光源氏が、治療を終えて、北山から京
都へ戻ってくるくだりです。【Ｆ１】には波線部「内裏」とあり、京都に戻っ
てきたことが明らかなため、それと明記されることはありません。しか
し、【Ｆ２】を見ると、傍線部「the Capital」と付け加えられているこ
とが分かります。ここでは、京都のことを「the Capital」と呼んでいる
のです。

【Ｇ１】原文（東屋巻　⑥・p.93）
ほどもなう明けぬる心地するに、鶏などは鳴かで、大路近き所に、
おぼとれたる声して、いかにとか聞きも知らぬ名のりをして、うち
群れて行くなどぞ聞こゆる。

ほどもなく夜が明けてしまったという心地がするけれど、鶏の
声などは聞えず、大路近いあたりに、間のびのした声で、何を
言っているのか聞き分けられない売り物の名を呼ばわりなが
ら、群れていくのなどが聞えてくる。

【Ｇ２】ウェイリー英訳（The Eastern House　p.1005）
It was beginning to grow light, but it seemed that in this part of 
the town the dawn was heralded, not by the crowing of cocks, but 
by the raucous voices of peddlers crying their wares ‒ if indeed 
that was what they were doing, for the noises they made were 
entirely unintelligible.

空は薄明るくなってきたが、しかし、都のこのあたりにおいて、
夜明けは、鶏の鳴き声でなく、品物を売ろうと叫ぶ商人の耳障
りな声で告げられた――もし、じっさいに彼らがそうしている
ならば。というのは、彼らが立てているその騒音は、まったく
理解できなかったのだ。

　もうひとつだけ見てみましょう。薫が、浮舟の住む三条の小家を訪れ、
そこで一夜を過ごした翌朝の場面です。三条の小家ですから、とうぜん、
ここは京都です。その京都で、薫は、【Ｇ１】の波線部「おぼとれたる
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声して、いかにとか聞きも知らぬ名のりをして」物を売る商人の声を
聞いています。【Ｇ２】でも、波線部「the raucous voices of peddlers」

（商人の耳障りな声）を聞いたとあり、さらに、この声は、波線部「the 
noises they made were entirely unintelligible」（彼らが立てているその
騒音は、全く理解できなかったのだ）とあるように、何を売ろうとして
いるのか、本当に物を売る声であるかどうか、全く聞き分けることがで
きないものでもあったといいます。たしかに、三条の小家は、京都にあ
ります。しかし、同じ京都で生きる薫にとって、三条の小家のあたりは、
理解することさえできない者たちの住むところでもあった、と書かれて
います。そして、得体の知れない者たちが行き来する三条の小家のあた
りを、【Ｇ２】は、傍線部「the town」と言いあらわしているのです。
　【Ｅ２】【Ｆ２】【Ｇ２】と、ウェイリー英訳を見てきました。わたし
たちは、京都のことを、華やかで賑やかな都として考えがちです。しかし、
これらの英訳は、『源氏物語』の京都という場所が、「the City」でもあ
り「the Capital」でもあり「the town」でもある、そうした複数の性質
をもつ場所である、という事実を教えてくれるのです。わたしは、ウェ
イリー英訳をなんとはなしに眺めていて、このことに気づいたのですが、

「ウェイリーは『源氏物語』に描かれた京都の本質をあばきだしていた
のだ！」と驚嘆の声をあげたものでした。

 ４．英訳から分かること その２

　『源氏物語』の英訳から何が得られるのでしょうか。ふたつめは、言語、
あるいは、時代による文化の違いを発見することができる、という点で
す。たとえば、日本語と英語の違い、たとえば、『源氏物語』が書かれ
た平安時代と英訳がなされた時代との違い、たとえば、日本とアメリカ
の文化の違いが分かってくる、ということです。どういうことでしょう
か。具体的に見てみます。
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【Ｈ１】原文（帚木巻　①・p.61）
白き御衣どものなよよかなるに、直衣ばかりをしどけなく着なした
まひて、紐などもうち捨てて添ひ臥したまへる御灯影いとめでたく、
女にて見たてまつらまほし。

白い柔らかなお召物の上に、直衣だけをわざとしどけなげにお
召しになり、紐なども結ばぬまま物に寄りかかっていらっしゃ
る、その灯影のお姿はまことに美しく、女にして拝見していた
いくらいである。

【Ｈ２】タイラー英訳（The Broom Tree　p.24）
Over soft, layered white gowns he had on only a dress cloak, 
unlaced at the neck, and, lying there in the lamplight, against a 
pillar, he looked so beautiful that one could have wished him a 
woman. 

光源氏は、普段着だけを身につけ、やわらかく、白い上着を重
ねて、首もとは緩めていて、そして、燭台の明かりの中で、柱
にもたれかかっていたのだが、その彼はとても美しく、人は、
彼が女だったらよかったのに、と願うほどだった。

【Ｈ３】シフェール　フランス語訳（L’arbre-balai　volume1　p.89）
Sur une robe blanche d’étoffe souple, il s’était contenté de 
jeter négligemment une casaque aux cordons dénoués et, 
nonchalamment accoudé, à la lueur de la lampe, il était si charmant 
que l’on eût aimé le voir sous les traits d’une femme.

柔らかな布地の白い着物を身につけ、光源氏は、紐をほどいた
ままの上着を無造作にはおっただけで、くつろいで肘をついて
いたのだが、燭台のほのかな明かりのなかで、彼はとても魅力
的だったので、彼を女性の様子にして見たいほどだった。

　【Ｈ１】は、帚木巻の「雨夜の品定め」の一場面、頭中将が灯火に照
らしだされた光源氏のすがたを見て、傍線部「女にて見たてまつらまほ
し」、すなわち、「女にして拝見していたいくらいである」と評するとこ
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ろです 10。頭中将は、服をゆるめ、燭台の明かりに照らされた光源氏を
見て、その光源氏を「女にして見たい」と思っています。ここは、男で
ある頭中将が、男である光源氏を見て、しかし、男であるはずの光源氏
を「女にして見たい」と希求する、そうした錯綜した場面である、とい
うことができます。
　【Ｈ２】は、この「女にて見たてまつらまほし」を、傍線部「one 
could have wished him a woman」（彼（＝光源氏）が女だったらよかっ
た）と訳しています。男としての性別をもつ光源氏の、その性別が、む
しろ、女だったらよかったのに、と思っているのであり、光源氏の性別
の転換を求めていることになります。
　そのいっぽうで、【Ｈ３】に掲げた、シフェールのフランス語訳は
どうなっているでしょうか。ここでは、傍線部「l’on eût aimé le voir 
sous les traits d’une femme.」（彼（＝光源氏）がとても愛らしいので、
女の見た目として（女を装わせて、としてもよいかもしれません）見た
いほどだ）と訳しています。【Ｈ３】には、「sous les traits」（女性の見
た目として）が選ばれていることから分かるように、どうやら、先に掲
げた【Ｈ２】ほど、光源氏の性別を転換してしまおうとする意識が稀薄
である、といえそうです。あくまでも、男である光源氏を男のまま、た
だ、女の見た目として見たい、と願っているわけです。
　【Ｈ１】がどのように訳されているかを眺めたとき、【Ｈ２】のタイラー
英訳と【Ｈ３】のシフェールのフランス語訳では、性別というものへの
意識が少なからず異なっている、といえるでしょう 11。

10　じつは、この一節は、古くからさまざまな議論が重ねられてきたところで
した。拙稿「源氏物語の「女にて見る」をどう訳すか―翻訳のなかのジェンダー
バイアス―」（注 1）に詳述しました。
11　タイラーは、他にも、須磨巻「涙のこぼるるをかき払ひたまへる御手つき

黒き御数珠に映えたまへるは、古里の女恋しき人々の、心みな慰みにけり。」（涙
がこぼれてくるのをお払いになるお手つきが、黒い数珠に映えてひとしお引き立っ
ていらっしゃる、そのお姿を拝しては、故郷の女が恋しい供人たちも、心がすっ
かり和むのであった。）（須磨巻　②・p.201）のくだりなどに「性的なニュアンス」
を読みとろうとする姿勢が認められます（ロイヤル・タイラー「男性のイメージ
を覆う女性のベール」（講座源氏物語研究 11『海外における源氏物語』おうふう、
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　もちろん、この違いを、短絡的に、英語とフランス語の差異、あるい
は、その文化圏の差異に起因するものだ、と断言することはできません。
しかし、翻訳は、それが原文を解釈した結果としての訳文であるため、
必ず、訳者の意識が反映しています。そして、その訳者の意識なるもの
は、とうぜん、訳者が属する社会や文化とも密接にかかわっているはず
です。【Ｈ２】【Ｈ３】の外国語訳からは、そうした社会や文化のありよ
うが、微かながら、観測されるように思うのです。

 おわりに

　『源氏物語』の外国語訳、とりわけ、英訳を対象に、あらあらと話を
してきました。わたしは、これらの外国語訳に強い関心があります。し
かし、自分じしんで外国語訳をしてみようとは思いません。もちろん、
現代日本語訳をしてみようとも全く思っていません。そうではあるので
すけれども、『源氏物語』の一節を研究するとき、原文とともに、手の
とどく範囲ではありますが、外国語訳や現代日本語訳に目をとおすよう
にしています。これらの翻訳されたものを見比べる作業に、大きな意味
があると思うからです。
　多彩な『源氏物語』の外国語訳と、どう向きあうことができるのでしょ
うか。あるいは、向きあっていくべきなのでしょうか。わたしは、次の
ように述べました。
　ひとつ、『源氏物語』それじたいの理解を深めるため。いまから
1000 年以上もまえに書かれた『源氏物語』を、わたしたちは、いったい、
どれだけ理解できているのでしょうか。なにしろ、1000 年もまえのこ
とです。現在の日本語や日本文化と比べてみたところで、そこには、深
くて広い溝があるといわなければなりません。そう捉えてみたとき、日
本文化のなかで生きるひとびとが考えたことと、違う文化のなかで生き
るひとびとが考えたことに、大きな差異など存在しないのだ、といって

2008 年）。わたしには、深読みにしか思えません。
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よいはずです。日本文化とは異なる文化のなかで生きるひとびとが考え
たこと、つまり、原文から離れすぎないことを基本としながらも、違う
言語に置き換えてみたり、異なる文化圏の事物で代用してみたり、大き
く省略したりするなかで、外国語訳というかたちで示された解釈が、『源
氏物語』の本質に切りこんでいくことも十分に考えられるのです。
　ふたつ、言語や時代、文化の違いを知り、それぞれがもつ性質を理解
するため。『源氏物語』の主人公である光源氏は男ですが、多くの場面
で、女らしく、なよなよと弱々しいすがたを見せています。すぐに泣き
ます。しかし、その男でもあり、女でもあるありかたが、とても美しい
のです。平安時代において、光源氏をはじめ、物語の主人公たちは、例
外なく、このように描かれていました。それが、理想的な男君のすがた
だったわけです。ムキムキのマッチョなイメージでは、決して、ありま
せん。インドでは、どうでしょうか。翻訳されたものには、訳者や訳者
が属する社会や文化の枠組みが、少なからず反映することは間違いあり
ません。それをさぐることによって、異なる社会や文化の存在を発見し、
理解していこうとする行為も、外国語訳と向きあうひとつの姿勢ではな
いでしょうか。『源氏物語』の翻訳を考えていくことは、単純に『源氏
物語』だけを考えるのではない、もっと広い意味をもつものといってよ
いに違いありません。
　『源氏物語』の外国語訳を考えることは、じつにさまざまなことをわ
たしたちに教えてくれます。本日のわたしの話では、ほぼ英訳だけを扱
いました。しかし、英訳からの考察だけでは不十分だ、と断言しておき
ます。こんなにもたくさんの外国語訳があるのです。どうして、そのな
かからたったひとつ、英訳だけしか扱わないのでしょうか。英訳や中国
語訳、フランス語訳、そして、インドの各言語の翻訳を見わたし、貫い
ていくことによってこそ、もっとたくさんのことが明らかになるのでは
ないでしょうか。ぜひ、皆さまに、インドの『源氏物語』のことを教え
ていただきたい、ということを最後に述べまして、わたしの講演をおわ
りにしたいと思います。ありがとうございました。
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付記 1
　本文の引用は、以下の文献により、巻名・頁数を示しました。引用
にさいしては、私に、傍線・波線を付し、ゴシック体にしたものがあ
ります。
▽『源氏物語』　新編日本古典文学全集（20―25）『源氏物語（①―⑥）』
（小学館、1994年―1998年）
▽末松謙澄英訳　Kencho Suematsu, The tale of Genji . (Tokyo/
Rutland, Vermont/Singapore: Tuttle, 2006)　初刊・1882年
▽ウェイリー英訳　Arthur Waley, The tale of Genji: The Arthur 
Waley translation of Lady Murasaki's masterpiece with a new 
foreword by Dennis Washburn. (Tokyo/Rutland, Vermont/
Singapore: Tuttle, 2010)　初刊・1925年―1933年
▽サイデンステッカー英訳　Edward G. Seidensticker, The Tale of 
Genji. (Tokyo/Rutland, Vermont/Singapore: Tuttle, 2007)　初
刊・1976年
▽タイラー英訳　Royall Tyler, The Tale of Genji. (Harmondsworth: 
Penguin Books, 2003)　初刊・2001年
▽ウォッシュバーン英訳　Dennis Washburn, The Tale of Genji. 
(New York/London: W. W. Norton & Company, 2015)　初刊同
じ
▽シフェール仏訳　René Sieffert, Le Dit Du Genji. (Paris: Diane 
De Selliers, 2007)　初刊・1977年―1988年

付記 2
　本稿は、国際交流基金ニューデリー日本文化センター（インド）に
おいて行われた、第 8回インド国際日本文学研究集会（平成 28 年
11 月 11 日・12日）での講演「『源氏物語』の英訳について」を活
字化したものです。活字化にあたって、大幅な修正を加えました。

（立命館大学　助教）
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問題提起
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「桐壺」のマラヤーラム語訳における問題点
アルン・シャーム

「桐壺」のマラヤーラム語訳における主な問題点としたは以下の点が挙
げられる。

 １．時期
　旧暦の「八月十五夜」をそのまま「

 / Etam Chandramasathile Pathinanjaam Dinam」
(15th day of  the Eighth Lunar  Month)として訳すと、違和感を覚える
し、しかも、読者によっては、「 / Karkadakam」という飢
餓のイメージを思い起こさせてしまうかもしれない。

　従って、旧暦の「八月十五夜」の訳語として、ケララ州固有のマラヤ
ーラム暦である「 /Kollavarsham」の「 /
Chingam」（8月～9月）、「 /Kanni」（9月～10月）を訳語の候
補として選んだ。時期的には後者のほうがふさわしいのですが、8月末
から9月上旬の間にケララ州で豊穣をお祝いするオナムという祭りは前
者( /Chingam)の時期に祝われており、どれにすれば良いのか迷
った。やがて、両方の時期を指す「 /Koithukalam」（
収穫の時期）を使うことにした。

２．和歌
　俳句に比べて、和歌はあまり知られていないので、「和歌＋詩」また
は「和歌という詩」を意味する「  /Waka kavyam」を用い
た。スタンザまたは詩節を意味する「 /Padhyashakalam」
も検討したのだが、最終的には、起点言語の文化を維持して伝えるスト
ラテジー（異質化）を選んだ。
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　また、和歌の翻訳において、主に三つの問題点が挙げられる。

①掛け詞：桐壺の更衣が詠む「かぎりとてわかるゝみちのかなしきにい

かまほしきはいのちなりけり」の「いかまほしき」は「行かまほし

き」と「生かまほしき」や「雲のうへも涙に暮るる秋の月いかですむ

らむ浅茅生の宿」の「すむ」は「澄む」と「住む」という掛詞は訳せ

なかった。

②隠喩：「雲のうへも涙に暮るる秋の月いかですむらむ浅茅生の宿」の

宮中を指す「雲のうへ」や「いとゞしく虫の音しげき浅茅生に露おき

添ふる雲のうへ人」の命婦を指す「雲のうへ人」などはそれぞれ「宮

中」、「命婦」として訳せざるを得なかった。

③順序・配置：例えば、同じ詩の「かなしきに」は「かぎりとてわかる

ゝみちのかなしきにいかまほしきはいのちなりけり」のなかで重要な

言葉だと思われ、訳文の冒頭に配置した。和歌の翻訳における、訳語

の順序・配置についての話し合いが必要だと感じた。

３．位
　「天皇」「帝」を「 」（Chakravarti）という訳語に統
一。また、「女御・更衣」の上下関係を明確に表す訳語がなく、「

」（Andapurasthree）として訳した。

４．儀式名
　造語を使用。「袴着」は「 /Kaalchattayaniyal」{

/Kaalchatta(腰から覆うように使う衣装)+ /aniyal 
(着る)}を使用。「元服」は「 / Prayapoorthi 
Chadangu」（大人になった儀式）として訳した。

５．仏教用語
　「四諦 / したい」・「一心参観 / いっしんさんがん」など：「一心参観」
と違って、「四諦」は比較的に知られているので、四諦のマラヤーラ
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ム語訳をそのまま使うことにした。「一心参観」は 'Dictionary of Asian 
Philosophies' に使われている 'Triple Truth' という語彙はあったが、あ
まり知られてないので省いた。

６．人名・地名
　日本語の小説の殆どは英語からの重訳で、特に人名の字訳の場合、音
を長く引き延ばす傾向が見られる。例えば、マラヤーラム母語話者は「
芭蕉」を「«ÍªÌÍ」(Baasho)（バーショ）として訳・発音しがちなの
で、今回の訳文の全ての人名・地名を上記のことを考慮に入れて訳し
た。

７．建物
　「打橋・渡殿・中廊下」に当たる用語がなく、「帝の在所への道」に訳
した。建築史の専門家に相談し、適切な言葉の有無も検討したのだが、「帝
の在所への道」として訳しても、特に物語の流れを害しないし、その上、
読者の便宜を図り、限られた人しか理解できない建築専門用語を使わな
いことにした。

　当プロジェクトは研究課題であるものの、結局は物語の翻訳でもある
ので、読者対象が決まらないと、解説・注釈などある程度の基準を設定
するのは難しいかと思われる。従って、当プロジェクトの訳に関しては、

「目標言語における適切な訳語の選出」、「読者の便宜」と「異質化」と
の妥協点を見出すのが翻訳の目的になったと思われる。

（英語・外国語大学 /English and Foreign Languages University）
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「「桐壷」のヒンディー語訳における問題点」
（インド・アーリア諸語の中央語群西部ヒンディー語）

菊
（きくち

池 智
ともこ）
子

 １．「十帖源氏」の訳

　2015年訳では「�Ʌǔ�� �ȧ� �¡ȡ�Ȣ」源氏の物語　genji ki kahaniとした
が、「十帖源氏」というダイジェスト版を表すニュアンスを込めること
を再検討。
　ヒンディー語で適当な単語の候補は以下ふたつ。

 ȡ� saar　概要、エッセンス、エキス、抜粋、大要、概略
 Ȳ�Q�Ǔ�Q� sankshipt 簡略な、簡潔な、要約された、短縮された

 ２．難解な仏教用語

現代語訳：
「巻の名前は四諦の法門、『有門、空門、亦有亦空門、非有非空門』
という文を参考にして名づけました。」

2015年訳：
�ȫ�Q����Q���ȯȲ��ȡ�� �Q���ȡ� Ǔ�Q�ȡ�Q����ȡ�ȡ��ȡ�ȡ�¡Ȱ��Ǔ�“\ Q�Ǔ�Q���
�Ǘ�Q���\ Q�Ǔ�Q��f�Ȳ��Ǘ�Q��k���Ȱ��\ Q�Ǔ�Q��f�Ȳ��Ȱ���Ǘ�Q�”� @�`��ȯ�
]�ȡ�����“�ȯȲ�Ǔ��Ȣ��¡ȡ�Ȣ”��ȯ��Ȳ�ȪȲ��ȡ��ȡ����ȡ���ȡ@” 

（boudh dharm men char satya ka siddhant bataya jata hai ki “astitv, 
shunya, astitv evan shunya aur gair astitv evan gair shunya” unke 
adhar par “genji ki kahani” ke khandon ka nam rakha gaya）

訳戻し：
「仏教では４つの真理の教義が説かれる、それは “ 有、空、有と空、
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非有と非空 ” だ。それらに基づいて源氏の物語の巻の名前がつけら
れた」

　「四諦の法門」や「有門、空門、亦有亦空門、非有非空門」という仏
教用語は難解で、一般に知られていない。現代語訳を統一したわかりや
すい解釈にしたほうが、各言語で統一した翻訳が可能になると思う。

 ３．読みの表記 と 翻訳

（１）「若君」　
現代語：

「この < 光源氏（若君）> の美しさには、とうてい勝つことができ
ません」

2015 年訳：
¡Ǔ�ȡ�Ǖ�ȯȲ�Ǔ� 
�ȡ�ȡ�Ǔ�Ǔ���ȯ� ȫ��Q���ȯ� ȡ��ȯ�`��Ȣ���Ǔ��Ȣ��Q�Ȣ��¡Ȫ�
�ȡ�Ȣ��Ȣ�
(hikarugenji (wakagimi) ke soundarya ke samane unki chhavi bhi 
kshin ho jati thi)

　2015年当時は、「若君」を読みのまま表記したが、サヒティヤアカ
デミー版を基に再考し、「若君」のヒンディー語訳「� ȡ��Ǖ � ȡ �」
(rajkumar)（王子の意） を再検討。

（２）（若君）の頻出　
　現代語には 12 回「光源氏（若君）」の表記が見られる。本文中は一
度のみ「若君」とかっこ抜きの表記がある。
　ヒンディー語の翻訳において「Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ�� 
�ȡ�ȡǓ�Ǔ��」「hikarugenj 
(wakagimi)」と何度も記載するのは不自然な印象がある。
　現代語訳中で「光源氏（若君）」を何度も表記する理由を確認。
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（３）「光る君」　

現代語訳：
「この人を光源氏（光る君）といいます」

2015 年訳の例：
` ȯ ¡Ǔ�ȡ�Ǖ�ȯȲ�Ǔ (¡Ǔ�ȡ�Ǖ�Ȫ�Ǔ�Ǔ) �ȡ �ȡ� �Ǔ�ȡ ��ȡ
(use hikarugenji (hikarunokimi) ka nam diya gaya)

　2015年の訳では、「光る君」を読みのまま表記したが、サヒティヤ
アカデミー版を参考に、ヒンディー語訳「�ȡ��Ǖ �ȡ�� ǒĤ���[�」
(rajkumar priyadarshan) も可能かと再検討。

 ４．インドには無い言葉の翻訳
 

（１）インドには無い宮中の位等。皇后、中宮、女御、更衣、右大臣、
左大臣　
　日本の妃の位や大臣の位に完全に一致する概念はないが、インド人の
アドバイスを基に以下にした。

皇后  �¡ȡ�ȡ�Ȣ maharani 
中宮  �Ȳ��Ȣ��ȡ�Ȣ  manjhali rani
女御 �  Ȳ��Ȣ��ȡ�Ȣ sanjhali rani
更衣  �Ȫ�Ȣ��ȡ�Ȣ  choti rani

左大臣 �¡ȡ�Ȳ�Q�Ȣ mahamantri
右大臣  `��¡ȡ�Ȳ�Q�Ȣ�upamahamantri

（２）インドには無い役所。左馬寮、蔵人所 　
　読者が読みやすいように脚注はできるだけ少なくし、本文中で説明と
ともに翻訳する努力をした。
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現代語訳：
「左馬寮という役所が所有する馬に、蔵人所という役所が所有する
鷹を添えて左大臣にあげました。」

2015年訳：
 ȡ�ȡ�Q�Ȫ �ȡ��  ��ȡ�Ȣ ��Q�� �ȯȲ �Ȫ�Pȯ �Ȣ �ȯ��ȡ� �Ȣ �ȡ�Ȣ �Ȣ, �¡ȡȱ  ȯ f� 
�Ȫ�Pȡ �¡ȡ�Ȳ�Q�Ȣ �Ȫ �ȯȲ� �Ǔ�ȡ ��ȡ @ �Ǖ�Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ �ȡ��  ��ȡ�Ȣ ��Q�� �ȯȲ 
�ȡ� �ȡ ^Ȳ��ȡ� �Ǔ�ȡ �ȡ�ȡ �ȡ, �¡ȡȱ  ȯ f� �ȡ� `�Q¡ȯȲ �Ǔ�ȡ ��ȡ @

（samaryo namak sarkari daphtar men ghore ki dekhbhal ki jati thi, 
vahan se ek ghora mahamantri ko bhent kiya gaya. kurododokoro 
namak sarkari daphtar men baj ka intzam kiya jata tha, vahan se ek 
baj unhen diya gaya.）

訳戻し：
「samaryo という名の政府の役所では馬を管理していた。そこの一
頭の馬が左大臣に贈られた。kurododokoro という名の政府の役所
では鷹を管理していた。そこの一羽の鷹がその方に渡された」

（３）インドには無い儀式。元服　袴着の儀式 　
　インドで人間の成長に伴う儀式の数は16とも数限りないとも言われ
る。これほど多くの儀式があっても、元服や袴着などの日本の儀式と完
全に一致するものはない。

現代語訳:
「光源氏は１２歳で元服と呼ばれる成人式をして」

2015年訳：
�ȡ�¡  ȡ� �Ȣ `�Q� �ȯȲ ¡Ǔ��Ǘ�ȯȲ�Ǔ �ȡ �ȯȲ�Ǖ�Ǖ ¡Ǖ], �Ȫ �� Q� ¡Ȫ�ȯ �ȡ  Ȳ Q�ȡ� ¡Ȱ 

（barah sal ki umr men hikarugenji ka genpuku hua jo vayask 
hone ka sanskar hai）

訳戻し：
「12 歳で hikarugenji は元服という名の成人の儀式をした」
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　袴着の儀式については、訳文の直後にカッコ内で説明をした。

現代語訳：
「袴着の儀式をしました」

2015年訳：
`��ȯ � “¡ȡ�ȡ�ȡǓ�� Ȳè�ȡ�”��ȡ�]�Ȫ���¡Ǖ]�@�
¡ȡ�ȡ�ȡǓ���ȡ�ȡ�ȡ��Ȱ ȡ�
�ȡ�ȡ�Ȣ��Ȫ�ȡ��¡Ȱ��ǔ� ȯ�̂  � Ȳè�ȡ���Ʌ��°�ȯ ��Ȫ��¡�Ȣ��ȡ���¡��ȡ�ȡ��ȡ�ȡ�
¡Ȱ�k��̂  � Ȳè�ȡ���ȯ � ȡ���°�ȡ�Ǒ��Ȫ�ȡ�è�ȡ� ȯ��Ǖ�ȡ�è�ȡ��Ʌ�Ĥ�ȯ�����ȡ�
¡Ȱ��
(unke hakamagi-sanskar ka ayojan hua. [hakamagi pajama 
jaisa japani poshak hai, jise is sanskar men larake ko pahali bar 
pahanvaya jata hai aur is sanskar ke sath laraka kishoravastha se 
yuvavastha men pravesh karta hai.]）

訳戻し：
「彼の hakamagi の儀式が開催された。（hakamagi とはズボンのよ
うな日本の衣服で、それをこの儀式で男子に初めて着せる。この儀
式とともに男子は児童期から青年期に入る。）」

（４）インドには無い建物・場所。打橋、渡殿 　
　打橋や渡殿といった宮殿の廊下。このような建築様式はインドには見
られず、説明が難しい。

現代語訳：
「打橋や渡殿といって宮殿の廊下など、桐壷の更衣が通る……」

2015年訳:
�Ǔ�ȯ �ȯȲ `�Ǔ¡ȡ�Ǔ k� �ȡ�ȡ�Ȫ�Ȫ �ȡ�� �ȡ Q�ȯ  ȯ �Ǔ�� �� �Ǔ�Ǔ�Q Ǖ�Ȫ �Ȣ 
�Ȫ�Ȣ �ȡ�Ȣ  �Q�ȡ� �ȯ �ȡ  �ȡ�Ȣ �Ȣ,

（kile men uchihashi aur watadono namak raste se nikal kar 
kiritshubo ki choti rani samrat ke pas jati thi）



- 79 -

訳戻し：
「城の uchibashi や watadono という名の道を通って桐壷の更衣は帝
のおそばへ行っていた」

（５）人相見 　
　人相見はインドにはいないため、適当な単語はない。

現代語訳：
「そのころ高麗人の相人がやってきて」

2015年訳：
f���Ǔ���Ȫ�Ǔ�ȡ� ȯ��Ǖ���Ǔ�ȯ��Q��]�ȡ�@

（ek din koriya se mukh-visheshgy aya.）
訳戻し：

「ある日朝鮮から人相見が来た」

更に「占い師」「jyotish」を再検討。

＊　以上、ヒンディー語の読み方をアルファベット表記したが、短母音長母音、
日本語にない発音など明確に立て分けたものではなく、あくまでも参考の表記と
なる。

（翻訳家）
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ウルドゥー語版『源氏物語』（桐壺）における
翻訳の問題点

村
（むらかみ

上 明
あすか）
香

　翻訳には様々な疑問・困難が伴う。中でも、文化や社会を色濃く反映
し、登場人物の感情の機微が巧みに描かれる文学作品を外国語に翻訳す
ることは容易ではない。以下では、『十帖源氏』「桐壺」をウルドゥー語
に翻訳する上で感じた問題点をまとめ、今後の翻訳活動につなげるため
の、一つの記録としたい。
　まず問題となったのが、宗教的な単語・言い回しの翻訳である。とい
うのも、ウルドゥー語は過去 300 年、その主たる文学言語として使用
してきたイスラーム教徒と密接な関係を維持している。そのため、宗教
的な表現がどうしてもイスラームと結びついてしまうからである。そ
の例として、故人の名前につける「故」や「亡き」にあたる語をどう
訳すか、という問題があった。1971 年にインド国立文学アカデミー

（Sahitya Akademi）から刊行されたウルドゥー語訳『源氏物語』1 の中で、
訳者サイヤド・エヘテシャーム・フサイン Syed Ehtesham Hussain (1912- 
1972)　は、アラビア語起源の「マルフーム（男性形）/ マルフーマ（女
性形）PDUতǌP�PDUতǌPDK�アッラーの慈悲を受けたの意」という語を使
用した。しかし、この語は一般的にイスラーム教徒に付与されることに
加え、死者復活の教義をもつイスラームでは火葬はタブーとされている。
よって、今回の翻訳ではこの単語の使用を避け、イスラームと直接関係
のない「アーン・ジャハーニー（ƗQ�MDKƗQƯ）来世へ向かった、の意」を
用いることとした。

1　/DLঌƯ�0ǌUƗVƗNƯ��6D\\LG�,তWLVKƗP�ণXVDLQ�WU���*LQMƯ�NƯ�NDKƗQƯ��1HZ�'HOKL��6DKLW\D�
$NDGHPL� 1971 はこれまでにウルドゥー語に翻訳された唯一の『源氏物語』で、「桐
壷」から「葵」までが収録されている。底本についての記載はないが、訳文を吟
味するとアーサー・ウェイリーの英語訳をもとにしたことがわかる。
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　宗教的な単語のもう一つの例として、「火葬」が挙げられる。前述の
ように、イスラームには火葬の概念がなく、それに当てはまる単語が見
つからなかった。そのため、「遺体を燃やす儀式」と説明調に訳した。
　もう一つ問題となったのは、官職名、調度品、建物やその部位、色名
といった固有名詞の翻訳方法である。この点に関しては、サーヒティヤ
アカデミー版のウルドゥー訳『源氏物語』が大変参考になった。その上
で、今回は対応する語彙が見つからない場合、①「サーヒティヤアカデ
ミー版に則る」、②「類似の単語を充てる」、③「訳さない」、④「説明
調に訳す」の 4 つの方法を適宜用いて翻訳を行った。注を付与すると
いう方法も考えられたが、その場合、読者は文章の途中で注へ飛び、そ
の内容を確認しなければならず、物語の流れを阻害してしまうことにな
る。そのため、注の使用は最低限に抑える、という方針をとった。実際、

「桐壺」では注は使用していない。
　まず方法①は、主に官職名や役所名に用いた。その例は以下のような
ものがある。
例①－ 1「靫負の命婦」
【原文】
風が強くて肌寒い夕暮れに、〈靫負の命婦〉という女官を〈桐壺の更衣〉
の母の所へ行かせました。
【戻訳】
天皇は自分の弓筒持ちの娘（tarkash bardaar kii laRkii）に亡き王
妃の母親に宛てた一通の手紙を託して届けさせました。

例①－ 2「左大臣」、「右大臣」
【原文】
〈左大臣〉の息子の〈蔵人少将〉は、〈右大臣〉の〈四の君〉と結婚す
ることになりました。
【戻訳】
左大臣（Waziir-e yasaaruddaulah）の息子も右大臣（Waziir-e 
yamiinuddaulah）の 4番目の娘と結婚することが決まりました。
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例①－ 3「左馬寮」、「蔵人所」
【原文】
左馬寮という役所が所有する馬に、蔵人所という役所が所有する鷹を
添えて、〈左大臣〉にあげました。
【戻訳】
　 天皇は左大臣に天皇の馬舎（shaahii astabal）から一頭の馬と、
天皇の狩場（shaahii shikaar khaanah）から一頭の鷹を贈り物とし
て与えました。

　
　次に用いた方法は、②「類似の単語を充てる」である。この手段は調
度品に多く用いた。その例は以下のようなものがある。
例②－ 1「輦車」
【原文】
帝は、〈桐壺の更衣〉に輦車に乗ることを許し、〈桐壺の更衣〉は実家
に帰りました。
【戻訳】
天皇は《桐壷》王妃に輿（paalkii）に乗ることを許し、彼女は自分の
実家へと帰っていきました。

例②－ 2「御簾」、「琴」、「笛」
【原文】
大人になってからは、子供の時のように〈藤壺〉と同じ御簾の中にも
入れません。合奏をする時々に、琴や笛の音色に気持ちをこめ、かす
かに聞えてくる〈藤壺〉の声を慰めにして、〈光源氏〉は宮殿でばか
り過ごしています。
【戻訳】
成人してからは以前のように《藤壺》皇妃の御簾（cilman）の中へ
入ることができませんでした。ですので、彼は楽器を演奏する時、自
分の愛を琴（barbat）や笛（baansrii）の甘美な調べに共鳴させて皇
妃のもとへ届けようとしていました。
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今回の翻訳では、対応する単語がみつからず、さらに訳さなくとも物語
の内容に直接影響を与えないと判断した固有名詞については、省略する
という方針をとった。そのうちの一つが、建物名である。

例③－ 1「梨壺（照陽舎）」、「桐壺（淑景舎）」、「藤壺（飛香舎）」、「梅
壺（凝花舎）」、「雷鳴壺（襲芳舎）」
【原文】
宮殿の梨壺という建物は照陽舎の別名です。桐壺という建物は淑景舎
の別名、藤壺という建物は飛香舎の別名、梅壺という建物は凝花舎の
別名、雷鳴壺という建物は襲芳舎の別名です。( お后の名前は、それ
ぞれの住んでいる建物の名前で呼びます )
【戻訳】
　王宮の中には王妃たちの住居がいくつもあり、それぞれの住居に
別々の名前がついていました。例えば、梨壺、桐壺、藤壺などです。
そして王妃たちも自分が住んでいる住居の名前で呼ばれていました。

この照陽舎、淑景舎、飛香舎、凝花舎、襲芳舎といった別称は、日本語
非母語話者にとって難解かつ省略しても話の内容に影響を及ぼさないと
判断したため、省略した。もう一つ、省略の例として、「女御」、「更衣」
が挙げられる。

例③－ 2「女御」、「更衣」
【原文】
いつの時代のことでしょうか、女御や更衣などといったお后が大勢い
らした中に、特に高貴な身分ではなく、帝にとても愛されていらっしゃ
る女性がいました。
【戻訳】
　どの天皇の時代だったでしょう、王宮に多くの王妃たちが住んでい
ました。その中で一人、特に位が高いわけではありませんでしたが、
天皇のご寵姫となった方がおりました。 
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　省略に関する判断は、「桐壺」のみを訳した現段階における判断であり、
今後翻訳を進めていく中で、その対応に変化が生じる可能性があること
も、記しておかなければならないだろう。
　最後に、④「説明調に訳す」の例である。この手法は主に儀式名と
和歌の翻訳に用いた。宗教的語彙の翻訳例で挙げた、「火葬」もその一
つである。その結果、「袴着の儀式」は「初めて儀礼用の衣装を身に着
けさせる祝いの儀式（pahlii baar rasmii libaas pahnaane kii tahniyatii 
taqriib）」、「読書始めの儀式」は「勉学始めの儀式（maktab nashiinii 
kii taqriib）」、「元服」は「成人の儀（baaligh hone kii taqriib）」と訳した。
今回は、和歌の翻訳にもこの手法を用いた。ウルドゥー語は韻文文学が
盛んな言語であり、今回のような説明調の散文ではなく、韻文の形式で
訳すことができれば、ウルドゥー語を母語とする読者の大きな興味を引
く要素となりうる。しかし、和歌自体の意味に加え、ウルドゥー詩の押
韻や韻律などにも留意しなければならず、現段階では説明調の散文によ
る訳にとどめている。この点は、今後の課題のひとつにしたい。

例④－ 1「いときなきはつもとゆひにながきよを」
【原文】
いときなきはつもとゆひにながきよを　ちぎるこゝろはむすびこめつ
や
【戻訳】
詩の意味：成人前のこの子供の髪を糸で結んだ時、そなたはこの糸が
両家の絆も永遠に強く結び付けてくれるようにとの祈りも込めました
か。

例④－ 2「すゞむしのこゑのかぎりをつくしても」
【原文】
すゞむしのこゑのかぎりをつくしても　ながき夜あかずふるなみだか
な
【戻訳】
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詩の意味：鈴虫が力の限り夜通しジーン、ジーンという声を出し続け
るように、秋のこの長い夜にわたしの目からも止めどなく涙が流れま
す。　

　和歌の翻訳を通して浮かび上がったもうひとつの問題は、日本人であ
れば感覚的に感じ取ることができるであろう情緒・季節感などに関連す
る事物・事例をどう訳すか、ということであった。この点については、
語彙の補足や説明調にする、といった対処法を考えている。例えば、例
④ - ２において「ながき夜」の訳に「秋のこの長い夜に」と「秋」とい
う語彙を補足したのが、これにあたる。
　最後に、『十帖源氏』「桐壺」に対するウルドゥー語話者の反応の中から、
気になった問題を挙げておきたい。「桐壺」の翻訳完成後、筆者は数人
のウルドゥー語話者に翻訳を見せ、感想を求めたところ、「物語の流れ、
文章と文章のつながりに違和感がある」という意見があった。これは『十
帖源氏』の持つ特徴の一つに起因する。『十帖源氏』は、本来 54 帖あっ
た物語を 10 帖に圧縮した簡略版であるが、和歌についてはほぼすべて
が収録されている。その結果、物語部分のみが大幅に抄訳されることと
なり、ストーリーの流れに不自然さが生まれてしまっているのである。
読者に易しい翻訳を目指す上で、この点は大きな問題となると考える。

（インド・アラハバード大学・大学院生）
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パンジャービー語訳の問題点　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

リーマ・シン

　文学翻訳という行為は非常に面白くて、責任感をとても感じさせるも
のだと思う。言語的な問題もあり、対象言語で異国の風景、事物、感情
表現などを訳する難しさが数えないほど含まれている。『十帖源氏』を
パンジャービー語に訳する際の問題点及び翻訳者として私の立場みた点
をいくつか取り上げたいと思う。

 １． タイトルの決定

　世界中で知られている『源氏物語』と、それほど知られていない『十
帖源氏』をインド人のパンジャービー語話者にアピールするのに、翻訳
でもタイトルを区別する必要があると思った。だから、パンジャービー
語訳のタイトルでは『十帖源氏』は『源氏物語』のダイジェスト版であ
ることがはっきり分かるように『光源氏の簡潔な物語』（��w¹����　r�»w�
　��a ����»��a ¹��~�）と意味するパンジャービー語のタイトルを付けること
にした。文学翻訳という行為には、さまざまな社会言語的や文化的な判
断が含まれており、対象言語の読者にソース言語の未知の世界を紹介す
ることの重要さは忘れてはいけない。しかし、ソース言語（ここでは日
本語）の代表的な文学である『十帖源氏』をインドの公用語の一つであ
るパンジャービー語に訳す際にも、読者に読みやすい異国の古典文学に
する責任も翻訳者にあるので、いくつかの判断をしないといけない。



- 87 -

 ２．日本的な事物、人物、女御たちの位等の訳

―日本語とパンジャービー語の音韻的な違いから生じる人物の名前のパ
ンジャービー語の表記―
　Kiri-tsubo Fuji-tsubo が ��w������: Fujeet-subo ¹��������： Kireet-
subo になる。パンジャービー語は「つ」という音がなくて、「す」
である。坪（つぼ）の「つ」を「霧」（きり）と一緒にくっ付けざる
を得ない。そして、女御たちの位や桐壺・藤壺の女御、『左馬寮』や『蔵
人所』などの肩書きの翻訳もパンジャービー語に訳すのが難しかった。
私のパンジャービー語訳では女御たちの位を無視することにした。

 ３．ソース言語（日本語）の文化や物語が執筆された時代を対
象言語に置き換える難しさ

　固有名詞などをいくつかそのまま残すことによって、対象言語（パン
ジャービー語）の読者の関心を掻き立てる。インド人のパンジャービー
語話者に日本を紹介するこれは文学翻訳にはとても重要なことだと思
う。

a.　袴儀　→ hakama paan di rasam hui　 �¹���a��~a��a���a��±a―　
はかまをそのまま残す 
b.　読書始めの儀式　→　vidya arammbhi rasam  ��¬��pa°�«��a��� 
ー　北インドには同じ儀式がないので、説明調で書く

 ４． 対象言語で物語り風な言い方にし、文化的な概念を訳しな
くても自然な流れを生み出す方法。

例：ストーリーの自然な流れによって対象言語の読者を楽しませるのは
悪くないと思います。
帝が部屋の外の庭に咲いている花を見ながら、回りにいる 4 ～ 5 人の
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侍女たちの話を聞いていました。

Samraat apne kamre de bahar bagiche ich khide phull vekh 
reya si te usdi seva lai khadiyaan chaar panj sevakaavaan 
usda mann behlaan lae usnu kahaniya suna rahiyan sann.

パンジャービー語の中で説明調で書かなかれば、文章の流れが不自然に
なるため、「侍女」の前に修飾語として少し説明「世話するために立っ
てにた侍女」にして、パンジャービー語で読みやすくする。

 ５．対象言語（パンジャービー語）の特徴

　対象言語（パンジャービー語）の特徴をよく頭に置くのが当然である
が、ソース言語の古典文学のようなものを訳す場合は特に、ソース言語
の細かいニュアンスまで意識し、より効果的で読みやすい翻訳ができる
と思う。これができるには、ソース言語の言葉の順序や言い方にあまり
にもこだわらずに、ソース言語に自然に表現する必要がある。パンジャー
ビー語訳をする時には、ソース原稿になかった一人称代名詞を加えなけ
ればならなかった。これは一人称代名詞の多いパンジャービー語では文
章の流れをよくする役割を果たすので、文中に一人称代名詞をいくつか
加えた。

例：桐壺の母が目に涙を浮かべ、帝に娘を実家に帰らせてもらう場面。
―人称代名詞を避けるとパンジャービー語では自然な流れにならない。

w��»a³���a����a����aq����a��ar±a��»a³���a��»a��ap�~�p»a°¬q�»a��ua°¬���a�¬�a¹�ap�~�a
��z�a��«ap�~�a��¬��a��«a��w����aa��uav¬|a¹�ap�~�as�ap~a��a²w��w��a�«r�¾  
jadon usdi（彼女の（一人称代名詞） haalat bahut kharab ho gai 
taan usdi（彼女の（一人称代名詞） maan ne apniyaan （自分の目
を意味する（一人称代名詞） akkhan wich athhru bhar ke apni （自
分の（一人称代名詞）beti nuun puttar hikaru nu rajmahal vich 
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chod ke, aapne（一人称代名詞）ghar aun di ijaazat manggi.

 ６．和歌を訳す難しさ

　和歌や短歌はとても日本的なもので、パンジャービー語話者にその比
喩や遠回しな言い方等を自然に訳すことはなかなか簡単ではないと感じ
た。以下の和歌では「露」を涙として捉えてパンジャービー語に訳した。
和歌のリズムを保つのは難しかった。そして、何を対象言語に訳さない
ことにするのかも大事な決定点になると思う。

帝からの手紙に書いてあった和歌です。
（「書いてあった」は、パンジャービ語で「書いてありました」になる）

みやぎ野の露ふきむすぶ風もをとに、子萩がもとをおもひこそやれ
us chitthi ich samraat ne Waaka di ek kavita likkhi hoi si
³�a�u¬{�a��ua����za��a��¹�a��aa²¹a¹����a��¬q�a��±a��¾
Miyaagi de patjhad di os dian bundaan lae jaundiyaan hawaan,
Mere khayallan vich aunda ae tu hagi da phull banke.. （ー little 
boy を訳しないという判断）
����r�a��a�¬�x¬�a��a°��a��p»aa��«��»aa��aaw�»��p»aa�����»a+
����a�q�p��»a��uap³»��aµ»a��«a��r�a��a��¬�a�~¹�¾

　平行して二つのストーリーが動いているソース言語の特徴を、対象言
語でも守るのは難しい。
　以下の和歌でも「露」をパンジャービー語で涙として捉えて訳した。
これはいくつかの英訳を参考にし、判断した。しかし、和歌ののリズム
を保つのはパンジャービー語では無理だったので、リズムをあまり気に
せず、翻訳した。
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（桐壺の母が返事で書いた和歌）

いとどしく虫のねしげきあさぢふに
露ときそふる雲のうへ人
Khaali ghaan de khetaan wich tidde hor vi zor de ronde ne,               
Badlaan ich disdaa manukh, hor vi hanju vagaunda hae
��«��as��a��aq���»aa��ua�z¬|�a���a��aw���a��a��»��a��a+
����»a��ua�����a���¬qa+a���a��a�«x�a�r�³»��aµ¾a　

 ８．日本語の自動詞・他動詞で表された動作の
パンジャービ語訳

　桐壺の母が娘の燃やされた遺体の煙と共に消えたい場面も、パン
ジャービー語では翻訳しがたい場面であった。日本語における自動詞・
他動詞の使い方はパンジャービー語での使い方とは異なるので、自然に
訳すのは挑戦的だった。

The old woman wanted to disappear with the smoke of her 
daughter’s pyre.
パンジャービー語（ローマ字）usdi buddhi maan beti di chikha te 
dhuen di tarah aap vi udd jaana chaundi si..par wo is tarah naa 
kar saki te dhii da saskaar karan lai gaddi wich bae ke pichche 
picche chali gai.
³���a��¬}�a��»a��z�a��a�u¬q�a��a��µ»a��a���»ap�a��a³¬|aw�~�au���«��a��¾a��a·a²�a���»a��a
¹�a�¹�a��a��a��a��¹��a¹��a�±ar¬|�a��ua��a¹�a��¬v�a:��¬v�au��ar±¾

　このような問題点に直面しながらも、『十帖源氏』のような美しい日
本の古典文学を母語のパンジャービー語に訳す機会をいただき、本当に
光栄に思う。パンジャービー語訳を全部終えた時に、声を出してパン
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ジャービー語で読んだら、隣にいた叔母も私も感動して涙を流し、物語
における切なさを母語で感じられた。翻訳する行為の魅力は確かにこれ
に違いない。

（デリー大学博士課程３年生（文学翻訳））
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『十帖源氏』第一巻「桐壷」巻のベンガル語訳について

T
（ タ リ ク
ariq　S

シ ェ イ ク ）
heikh

　ベンガル語はバングラデシュ全国、インド東部の西ベンガル州、トリ
プラ州、アッサム州などで話されている言語である。話者数は 2 億人
を超え、世界 7 番目の言語である。アジア初のノーベル文学賞受賞者
のタゴールの文学作品をはじめ、南アジアで最も豊富な文学を有する言
語の一つなので、源氏物語をベンガル語に翻訳する重要さは言うまでも
ない。しかし、翻訳をすることに当たって多様な困難と闘わなければな
らなかった。

題名「源氏物語」の「源氏」をそのまま “~oy¿�Â” （Genji）と翻字する
と、ベンガル語の同音の言葉で「上半身に着る下着」の事になってしま
い、どうも印象が悪く、読者を笑わせてしまう恐れがある。もともとは
源（みなもと）の氏（うじ）なので、GenとJiの間にハイフンをつけて
も構わなかったかもしれないが、ベンガル語では母音のついていない子
音を書くと、子音で終わるようにも読めるし、後舌母音で終わるように
も読めるので、判断しにくい。源氏物語は平安時代に『光る源氏の物
語』という題名で知られていたこともあって、その意訳として “wxÂk{§xw�

~Â¦�xyt§w�~¦�w�kxy²®z” （光王子の物語）という題名を今回の翻訳で使った。

またベンガル語には日本語と同じように文語��³xu{�­x¨x��\JMQ^�KQJ\QJ�　
と口語　�ry©t�­x¨x��cholit bhasha) があり、日本語と同じく20世紀前半に
言文一致されている。源氏物語は昔書かれた文学作品なので文語にした
方が自然なのかもしれないが、今回の翻訳のテキストとして使われてい
るのが十帖源氏の現代語訳なので口語に訳すことにした。だが、ベンガ
ル語の文学ではインド独立前（70年前）までは文語が使われていたの
で、なんとなく違和感がある。
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日本語の名前や固有名詞をローマ字で書くときは、ヘボン式などの標準
があるので読み書きに困らないが、ベンガル語の場合は翻字しにくい音
がたくさんある。

例えば、「つ」という音はベンガル語にはない。無理して書こうと思え
ば書けるが、日本語ができないベンガル人にはとても読みにくいのであ
る。「ざ」、「ず」、「ぜ」、「ぞ」、「づ」の音も同様である。

例：
紫式部の系図
堤中納言兼輔…
�§{wx³xky�¯ykyv{w�v�¯xv©z��

kx~®³{~k���³{�³{y§�§u¦�vtw�z�«wx§¯w�°xtx� . . .
[Murasaki shikibur bongshaboli: Kanesuke (tsutsumi modhyoborti 
poramorshodata)...]
ここでは、話の前後を考えると、「つつみ」という言葉はそれほど重要ではないた

め、略した。

日本語の長音をヘボン式ローマ字ではマクロンで表記するが、ベンガル
語では「トー・シキブ」を「ト・シキブ」のような書き方にしなければ
ならない。

例：
もともと「藤式部」と呼ばれていましたのを . . .
«w�À~§�~©ynkxw�®x§�#~tx�y¯ykv{$�y²~³~v�«w�ry©t�²~©½. . .
[Prothome lekhikar naam ‘To Shikibu’ hisebe procholito holeo...]

日本語のひとつの子音の対してベンガル語には無気と有気の２種類の子
音があり、日本語の名前などを書くときはできるだけ日本語の発音に近
い子音をとったのである。
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例：
越前守為時　̶̶　¼yr~Â~®w� «w�¯x³k� Àx~§~txyk  [Echijener proshashok 
Tametoki]

日本語の文の中で出てくる中国の名前を日本語の発音で読むことが普通
であるが、ベンガル語では元々の中国語の発音にできるだけ近い表記を
した。

例：
中国で〈玄宗皇帝〉を夢中にさせた〈楊貴妃〉の話に例えられそうに
なりました
³§w�x~¶w�t{©®x�±¦�x��o{±~¬±	¼w�~«w�~§�yv~­xw�²½¦�x�rz~®w�³§w�x¶�¯{¼®³{q	¼w�³x~À�kwx�¯{w{�

²~©xl

[Somrater tulona Yang Guifei -er preme bibhor howa chiner somrat 
Shuensung-er sathe kora shuru holo]

「ひぎょうしゃ」の小さい「よ」の音はそのまま書けられず、「ひぎよしゃ」
にするしかなかった。

例：
藤壺という建物は飛香舎の別名…
y²yo~¦�x¯x��¶�¶xy©kxw��~wk�®x§�¬{yÂ�³{~vx…
[Higiyosha ottalikar aarek naam Fujitsubo]

「桐壷」に出てくる旧暦の月をまず新暦に変え、それからベンガル歴に
変えるということも、簡単にできることではなかった。旧暦の8月15日
は新暦で言うと9月中旬から10月上旬の間なのでベンガル歴で言うと6
番目の月アッシン（�y¯v�®）になる。季節は同じく秋だが、  ベンガルの
文化では秋の月イコール綺麗な月という決まりが全然ないので「満月」
のかわりに「美しい満月」というような言い方をしなければならなかっ
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た。

例：
すると、《八月十五夜の満月》が、《琵琶湖》の水面に映って、物語の
風情が頭に浮かんだので…
�y¯v�®�§x~³w�§~®xw§�«|yªw�§x�rx�°� yv½¦�x�²w�~°w�Â~©�«w�yt¬y©t�²~t±� y¯ykv{w�§y³�t~¨�k�

kxy²®zw�¸�«®�®�²¦��¼v�…
[Asshin masher monorom purnima chaand Biwa hroder jole 
protifolito hotei Shikibur mostishke kahinir utponno hoy ebong…]

仏教用語を訳す際も困難に陥った。仏教はインドで生まれた宗教だから
といって菩薩の名前をもともとのインドの名前にしてしまっていいかど
うか判断するのも難しかった。観音というのはサンスクリット語のア
ヴァローキテーシュヴァラの意訳から生じた言葉だと言われ、同じ人物
のことなのだが、英訳などでは「Kannon」となっている。アヴァロー
キテーシュヴァラを使うと古代インドのイメージが強いかもしれない
が、そのまま Kannon と書くと脚注をつけなければならないのでアヴァ
ローキテーシュヴァラにした。

例：
〈紫式部〉は、観音の化身だという伝説もあります。

¼§®½�~©xkkxy²®z��~Á�~¦�§{wx³xyk�y¯ykv{��³~©��v~©xyk~t¯v�w�~vxyu³t�~tv�w�¼k��vtxwl

[Emono lokokahini aachhe je Murasaki Shikibu asole Obolokiteshshor 
bodhishotter ek obotar]

「桐壷」に出てくる宮殿の中の建物の名前にはそれぞれ意味があるし、
源氏物語の有名な英訳には建物名の一つひとつの漢字が直訳されている
こともあるが、日本語の人名や地名は意味の付いている漢字で出来てい
るため、その一つひとつの漢字を直訳しだしたら切りがないように思わ
れたので、建物の名前はそのままにしておいた。
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また、日本語の現代語訳には「A という建物は B の別名です」という文
型を使っているが、それではベンガル語でわかりにくいので、「A とい
う建物の別名は B です」にしなければならなかった。

例：
宮殿の梨壺という建物は照陽舎の別名です。
«w�x³x~°w�§~u¦��~¯x~¦�x¯x�®x§k�~¦��¶�¶xy©kx��~Á�txw��~wk�®x§�®x¯z�³{~vxl

[Prasader moddhe Shoyosha namok je ottalika aachhe taar aarek 
naam Nashitsubo]

女御、更衣、后、侍女、女官など、平安宮廷の女性の位階は多様だが、
ベンガル語にはそこまで様々な言葉がない。帝のすべての妻のことを「
女王」（wx®z)と訳し、侍女を「女王に仕える女性」（wx®zw� ³yq�o®z）、女官
を「宮中で仕事をする女性」（wxÂ «ywrxywkx）と訳している。

例：
お后が大勢いらした中に、特に高貴な身分ではなく、帝にとても愛さ
れていらっしゃる女性がいました… ---- � «w�x³x~°w� �³�n� wx®z~°w� §~u¦�� ¼ky¶�

§y²©x~k�³§w�x¶�yv~¯¨�~³�®²�kw~t®…  [Prasader osonkho ranider moddhe ekti 
mohilake somrat bisesh sneho korten …]

見送りや出迎えの侍女の… ----- ½®xw� ³x~À� ~¦� ³yq�o®zwx� ¦x½¦�x� �¯x� kw~tx…  
[onar sathe je songinira jawa asha korto…]

女官が主人である帝に伝えました… ----- � ¼k� wxÂ	«ywrxywkx� ³§w�x¶~k� nvw�

y°~©®�~¦… [ek raaj-poricharika somratke khobor dilen je]

和歌の中では光源氏のことを表す隠喩として「小萩」という言葉が使わ
れるが、萩という植物はベンガル語が話される地方にはないので、ベン
ガル語の言葉はない。似たような花も見つからなかったので、脚注をつ
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けて「ハギ」とそのまま書いた。脚注にはハギとは光源氏の隠喩だとい
うことも書いた。

例：
みやぎ野の露ふきむすぶ風のをとに　小萩がもとをおもひこそやれ
y§¦�xyo�§x~Ãw�y¯y¯w�¸y·�~¦��~¬©x�vxtx~³w��½¦�x~Â��~Áx¶�¶�²xyo�¬{©y¶w�kÀx�§~®�«~w

[Miyagi mather shishir uriye fela batasher awaje, chhotto hagi phultir 
kotha mone pore]

同じく、日本の笛と似ている楽器がインドにもあるのでその言葉を使っ
たが、琴に近い楽器はないのでそのまま「コト」と書き、脚注をつけて

「日本の弦楽器のこと」と説明した。

例：
勉強はいうまでもなく、琴や笛といった楽器もよくできて、宮殿の人々
を驚かせました。
~©nx«·�x� ~tx� v~¶±�� ~kx~tx� vx� vx�y¯w� §~tx� vx°¦�¦®�tw�~t½� y®°xw{®� °k�¨tx� ~°yn~¦�� yty®�

wxÂ«w�x³x~°w�³k©~k��y­­|t�k~w�t{©~©®

[Lekhapora to botei, koto ba banshir moto badyojontreo nidarun 
dokkhota dekhiye tini rajprasader sokolke obhibhuto kore tullen]

現代の日本では注を読みながら古典の詩歌を鑑賞するのが普通だが、一
首の和歌に何回も脚注が出てくると読みづらくなる。本文に端的な言葉
を入れるだけで説明がつき、わかりやすく読めるようになるところには、

「露（涙）」や「雲の上の（宮殿の）」のようにカッコの中に説明を入れた。

例：
露をきそふる雲のうへ人
�w½�y¯y¯w���¯w�{��v~¦��¦x¦���~²�~§~pw��«w�x³x~°w��§x®{¨l 
[aaro shishir (oshru) boye jaay, he megher (prasader) manush]
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上記の問題点以外も多様な困難があったが、日本の平安時代中期の作品
を 21 世紀のベンガル語に翻訳をしようとすると当然なことである。し
かし、人間の感情には時代や地域を問わず普遍性があるので、現代のベ
ンガル語話者が今回の翻訳を読んで楽しめることができるのであろう。

（ハイデラバード大学　准教授）



パネルディスカッション





- 101 -

第８回インド国際日本文学研究集会
パネルディスカッション

      司　会　   入口 敦志
コメンテーター　アニタ・カンナー

        麻田 豊

入口　これからパネルディスカッションに移りたいと思います。先生方
とご発表者の皆さんは壇上の席におつきください。

麻田　今、各言語で桐壺の冒頭部分を担当者の方々に読んでいただきま
したが、実はこの企画はおととい決めさせていただきました。特に日
本から来られた先生方が、インドの言語に全くなじみがないままこの
プロジェクトを進行なさっているのは、ややおかしいなと思ったから
です。そこでインドの言葉を生で提示することでバラエティーがどれ
だけあるのかということを少しでも理解出来たらいいなと思って決め
たんです。まあ、少しだけ聞いてわかるようなら苦労しないんですが。
　そうしてまず、インドを地理的に北部と南部に分けてみますと、言
語も北インドのインド・アーリア諸語と南インドのドラヴィダ諸語に
分類されます。今回はドラヴィダ諸語は１言語しかありませんが、大
変大きな言語圏を形成しています。というわけで、北インドの東のベ
ンガル地方のベンガル語から始まり、その南隣のオディアー語それか
ら西部ヒンディー語群に入る北インド中央部のヒンディー語とウル
ドゥー語、次にその西隣のパンジャービー語、そしてインド最南端で
話されている今回ただひとつのドラヴィダ諸語のマラヤーラム語のサ
ンプルをそれぞれ提示していただきました。どれだけの違いがあるか
幾分なりともお分かりいただけたでしょうか。
　僕自身はウルドゥー語、ヒンディー語以外はまったくわかりません。
特にマラヤーラム語などは耳で聞いても何の取っ掛かりもないんです
ね。反り舌音と巻き舌音がクルクル回っているようにしか聞こえない。
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いつも思うことながら、それほど違うということなんですね。
　ところが、北インドのインド・アーリア諸語でも、中央から西のほ
うのヒンディー語、ウルドゥー語、パンジャービー語はひとつにまと
められるものの、東部のオディアー語とベンガル語のグループとはや
はり随分違いがあるんですね。今回取り上げられる６言語だけを見て
もインドの多様な言語事情の一端が見て取れたかと思います。
　先ほど午前の部において、３言語の発表がありました。それぞれの
言語による翻訳上の問題点に関してですが重複する問題点、箇所が多
かったように思います。最初に幾つか僕のほうから、コメントでも何
でもないんですけれども、ちょっと述べさせていただきます。
　先ほどから話が出ておりますけれども、1950 年代以降でしょうか、
インド国立文学アカデミーであるサーヒティヤ・アカデミー Sahitya 
Akademi から、アーサー・ウェイリー訳を底本とした、インドの８
言語での『源氏物語』が出ているんですね。それで、この 8 言語によ
る翻訳本を集めるのに伊藤先生が苦労なさっているのを、僕の研究室
にいた当時院生だった村上明香が、何かのきっかけで知ったんです。

村上　ネルー大学でウルドゥー語版『源氏物語』発見についての記事を
先生のブログでたまたまみつけたんです。その中で先生が、この書誌
情報について、何か説明できる方はいらっしゃいませんかというのを
見て、そこにコメントをさせていただいたのがこの翻訳に携わること
になったきっかけです。

麻田　これはたまたま見つけたんですね。それを見つけなければ僕た
ちウルドゥー語を東京外国語大学でやっていましたから、『源氏物語』
の訳とは接点がなかったんです。ところが、今はネット社会ですので、
いろいろ調べているうちに、というか村上明香も『源氏物語』は何ら
かの方法で、何かつてがあればいつかは訳したいと思っていた心が通
じたということでしょうか、伊藤先生の研究室を訪ねたんです。
　カンナー先生がいらっしゃいました。先生、こちらのお席にどうぞ。
　で、じつはその昔、伊藤鉄也先生の『新文学資料整理術 パソコン
奮戦記』（桜楓社、1986 年）を読み、パソコンを駆使したまったく
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新しい文学研究のアプローチに感銘を受けたんです。その先生と数十
年後にじかにお会いできるとは思いもよらないことでした。そんな出
会いから、結局、僕のような門外漢までもが今回この国際研究集会に
参加することになりました。インドではさまざまな文学集会に参加し
てきましたが、もちろん専門のウルドゥー語や文学に関するものなの
でウルドゥー語を使ってきました。今回インドで初めて日本語で喋る
自分のことをやや奇異に感じています。
　さて、サーヒティヤ・アカデミーの翻訳本に話を戻します。僕はこ
の翻訳本に関しては、ウルドゥー語のものしか見ておりませんが、ウ
ルドゥー語訳は大変いい訳だと思います。イラーハーバード大学ウル
ドゥー語学科長をつとめたサイヤド・エヘテシャーム・フサイン先生
の訳です。やはりさすがサーヒティヤ・アカデミーの人選かなと思い
ました。ほかの７言語の訳者についてもネットで調べてみました。皆
さんはご存じでしょうか。
　こちらの冊子のほうの講演「インド８言語訳『源氏物語』の書誌」
の２ページ目のところから載っておりますが、訳者は各言語の文学者
ないしはジャーナリストで、ネットに一応名前が載っている人々でし
た。要するに無名の人ではないということなので、一応は信頼に足る
人々を選定したようです。
　しかしこれ以上のことは僕にはわかりませんし、何しろ 1950 年代
ということで、ほとんどの訳者がもう存命していないはずです。とこ
ろが、１番最後まで存命していた訳者がひとりいました。昨年亡く
なったパンジャービー語の訳者はパンジャーブ州のジャランダル市か
ら発行され、海外のパンジャーブ人でも広く読まれていた『nawaan  
zamaanaa 新時代』という日刊新聞の編集長で、文学界ではかなり知
られた人物です。その程度のことはわかりました。伊藤先生が会われ
ていれば、興味深い話が聞けたかと思いますねえ。
　ところで、ヒンディー語の訳者、何ていいましたっけ、チャヴィナー
ト・パーンデー。これは有名な方なんですか。ネット上にあまり出て
きません。ただ、しつこく調べたら、同じくサーヒティヤ・アカデミー
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から『ドン・キホーテ』のヒンディー語訳を出しているではないですか。
　ですから、各言語の翻訳担当の方は、まずは、自分たちよりも前に、
たとえ完全・不完全でも訳の良し悪しなど問わず一体どういう人がど
の程度の仕事をしたのか、やはり知っておく必要があると思うんです。
　そのような意味で、このサーヒティヤ・アカデミーから翻訳が出て
いたという事実はやはり非常に重要かと思います。伊藤先生もそこか
ら始められたことですし、このインド多言語翻訳プロジェクトという
のを。各担当者も翻訳本をもう少し調べるとおもしろいかと思いまし
た。
　それから、先ほどの発表を聞いていて思ったことですが、やはりネ
ルー大学とかデリー大学で日本語をきちんと勉強してこられた人たち
はみんな優秀かつ真面目過ぎるようですね。もちろん真面目でなきゃ
だめなんですが、かなりの重圧がかかったようで、微に入り細にわた
るようなかなり細かい点、それもほとんどが共通している点が多かっ
たですね。
　つまり、日本特有のあるいは平安時代特有の事物とかを皆さん気に
なさっている。翻って考えると、日本は大いなる翻訳文化の国なんで
す。これほど多くの言語から翻訳しているところはないのではないか。
例えば、我々、ヨーロッパの中世の事物をそんなに難しく考えないで
しょう。だから、それは訳されていることをいかに受容できるかどう
かの問題ではないでしょうか。
　だから、日本文化、日本文化ってあまり考えてしまうと、これはも
う切りがないんです。インドにおいても、大学等々で日本語を勉強し
て日本のことを本当に知りたいという人は別ですが、一般読者にとっ
ては、細かい事物のことなどに余り神経を注がなくてもいい程度ぐら
いで物語の進行やテーマのほうに重きを置いて訳出したほうが読者に
とっては親切でしょうし、アピールもするでしょう。
　訳の完璧さを求めるがゆえに逆につまずくかもしれない。さまざま
な方法で置きかえするとか説明とかを入れながら可能かと思います。
もちろん、古典作品の翻訳にはそれ相応の格調さが求められるでしょ
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う。軽々しく考えちゃいけないと思ってしまう。でも所詮翻訳ですの
で、その点は妥協もあり得ると頭に入れておいていいのかなと思いま
す。
　それから、翻訳論でよく言われるのは、原文が難しければ翻訳文も
それ相応に難しく、易しければ同様に易しくということです。ただ内
容だけを移しかえるのではなく、リズムとか、難しい、易しいとかそ
ういうのも含めて考えると、語彙選定にあたっても、古典作品の場合
は原文の文体や雰囲気を考慮しながらクラシカルな語彙を選定すると
か、そこら辺は翻訳の常識の範囲内で考えていくべきでしょう。
　先ほどの事物とかいろいろな官職や位階とかがありましたけれど
も、余りにもそれも考えてしまうと、妙に逐語訳的になってしまう。
要は雰囲気が醸し出せればいいのではないでしょうか。
　インドに到着した晩に例の高額紙幣廃止が発表され、我々もずいぶ
ん往生しました。換金する前に ATM が閉まってしまったので、我々
には現金の持ち合わせがないんです。いまだにです。ところが、イン
ド政府考古局管轄の遺跡では旧紙幣が使えるとのニュースを聞いたの
で、手持ちの旧紙幣を持って昨日、ラール・キラー（Red Fort 赤い砦）
に行ってきました。菊池さんのヒンディー語訳では冒頭にキラー（城
砦）が出てきましたが、そのラール・キラーの中に入ってみると、や
はり国文学の先生方は違いますね。多分ここにあれがあってとか、あ
の橋が似てるよねとか、なにかしら感慨深げな様子でした。同じ物で
なくても相通じるものがあるし、だからこそそれは代用ということで
もいいような気がします。
　また、日本特有のものが出てきた場合、菊池さんの発表にもありま
したが、注釈的に「これこれこういうような＜浮き橋＞」のような表
現は避けたほうがいいと思います。訳文にこういう日本語が入ると、
その個所でつっかかってしまう。よほど置きかえできない場合は仕方
ないでしょうが。例えば、廊下ですが、廊下ないしは廊下のようなも
のは、形状は違えどもインドにもありますし、だから各地域の廊下を
表す語でいいかと。
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　それから、今我々は現代を生きているので意外と知らないのですが、
例えば、ムガル王朝の宮廷文化はウルドゥー語 / ヒンディー語の世界
では、映画『ムガレ・アーザム Mughal-E-Azam（偉大なるムガル）』

（1960 年）をはじめとして身近にあります。それも意外とわかりや
すく伝わっていると思います。でも、官職の名前などはなかなかわか
らないですね。でも、いろいろ探索してみるとそれなりの文献に出く
わします。ムガル朝時代の官職名簿のような研究書なんてのもあるん
です。でもそれは、文学とか外国語をやっている我々にとっては当然
知識の外にあるものだから、歴史学とかからのアプローチも必要では
ないかと思いました。
　またおいおいいろいろな問題が提示されるでしょうから、まずは全
体的な点をいくつか問題提起を兼ねてお話しさせていただきました。
カンナー先生のほうからもお願いします。

カンナー　たしかに、日本特有の物などはインドのそれぞれの公用語に
は見られない文化的な要因ですので、それらをどう翻訳するかは翻訳
者の皆様が今後直面する課題かもしれません。やはり、翻訳するとい
う行為も、時代とともに変わってゆくものなので、古典的な事柄、風
景、概念などを現代の人々に理解してもらうように工夫するのが、ひ
とつ大きなチャレンジだと思います。
　例えば、日本の「紅葉（もみじ）」は我々都会に住む人たちにはイメー
ジがなかなか沸かないですよね。しかし、ヒマラヤや他の北インドの
山地の方に行くと、紅葉した葉っぱがたくさんあるので、理解できる
かと思います。でも、「もみじ」はデリー育ちの私たちの美感にはな
ぜか訴えないんです。
　日本に柿がありますよね。私はこの柿を初めて日本で食べましたが、
その味は大好きになりました。日本の伝統的な果物ですけれど、ここ
数年、デリーあたりには、ほかの州からも果物がいろいろ流入してき
ているので、店先に柿が目につくことがあります。インドで採れたも
のです。形も色も大体同じ、それほどおいしくないかな。ところが、
名前を聞いてビックリしました。普通はラームパル（raam-phal）と
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言いいますが、ときにはジャーパーニー・パル（jaapaanii-phal、日
本の果物）と言うんですよ。

村上　パキスタンでもウルドゥー語でジャーパーニー・パルですね。
菊池　英語で Japanese persimmon とも。
カンナー　はい、ヒンディー語の名前がジャーパーニー・パル。これに
は本当に感動しました。こうした文化的なおもしろい例は本当に切り
がないほどありますよね。私たちが想像できない言葉に出くわすこと
がありますもの。　
　菊池さんはいつもインドで日本文学などをヒンディー語に翻訳され
ていますが、例えば、今日の光源氏の「ヒカル」の名前のところで「美
貌の」を意味する priydarshan が出てきました。これを見て、なるほ
どと思いましたが、直接的に「輝き、光彩」を表す raunaq という語
も出てきましたよね。そこで 1 つ聞きたいんですが、日本語での「ヒ
カル」は比喩的なのか、それとも本当に光っていたのか。もちろん、
比喩的ですよね。そうなら、ここは同じ比喩的な priydarshan にした
ほうがいいかもしれないと思いました。そう私は自分では納得したわ
けです。

カンナー　同じように人相見に用いている mukh-visheshagy ですが、
これだと「顔の専門医」といった漠然とした意味を連想してしまいま
すが。

菊池　ちょっと医学的に聞こえます。
カンナー　ちょっと不自然かな。人相は簡単に言うなら cehraa-mohraa
でしょうし、人相見は顔の mukh を使いたいなら、「表情とか形相の
専門家」の mukhaakrti-visheshagy がいいのではないでしょうか。ま
あ、これも造語ですが。

菊池　ムカークリティ・シャーストリー mukhaakriti-shaastrii っていう
可能性もあります。「表情・形相の学者」という意味です。

麻田　ウルドゥー語には人相見として cehra-shanaas、cehra-xwaan、
qiyaafa-shanaas などがあるけどね。

村上　いずれも造語ですね。
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麻田　そう、造語なんだけど、すでに辞書に収録されているんです。
菊池　最後、ジョーティシー jyotishii はインドでは一般的ですよね。で
も、これは占星術師。

カンナー　手相見までならいいでしょうが。
麻田　人相見と占星術師・手相見は似て非なるもの。占う、ということ
では共通していますが。

菊池　でも、インドの文脈では占星術師がぴったりくる。
麻田　人相見というのはどういう人をいうんですか。
菊池　役割は何ですか。
麻田　でもこれは、コリアから来たというんですよね。
伊藤　そうです。高麗人の相人ですからね。
麻田　人相見は日本にもいたんですか。
入口　いません。基本的にはいません。
シャーム　マラヤーラム語では、１つはそのジョーティシーに近い単語
だとジョウツェンになるんですけど、意味は同じなんですね。また、
プラワーチャカンという、いわゆるこう預言者みたいな、未来を占う
という、いわゆるキリスト教のそういう考え、先生がおっしゃるとお
り外から入ってくる人のイメージがありますね。ジョウツェンだと、
やはりその現地の人として捉えてしまうので、外から来る人であれば、
プラワーチャカンがいいのかもしれませんね。

カンナー　外から来た人、外国から入ってきた人は自然と偉い存在であ
るような。外国から入ってきたという。

シャーム　そうです、そうです、そうです。
麻田　まあ、原文が相人、すなわち人相見でありますからね。やっぱり、
皆さんはちょっと真面目に考え過ぎる傾向にありますね。だから、何
かある程度置きかえられる語があれば、それを使って、わかるように
文章を練ったほうがいいような気がしますね。ここまでありがとうご
ざいました。では、この辺で 10 分間の休憩に入りましょうか。

【休憩】
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麻田　そろそろ始めましょうか。閉会の５時半まであと１時間ほどあり
ます。

伊藤　それでは、後半を始めます。先ほどの議論を聞きながら、私のほ
うからおわびをまず申し上げます。つまり、訳をしてもらうに当たっ
て、私のほうから現代語訳を提示しましたが、２月の段階以降にお願
いした方の現代語訳と、もう２、３年前にお願いした人の現代語訳が
異なっていました。
　例えば、先ほど人相見ってありましたよね。相人とか。済みません、
ヒンディー語は、もう相当昔のバージョンでした。ウルドゥー語は２
年ぐらい前のでした。我々のほうは、毎年現代語訳を見直してきまし
た（笑）。
　ネットには、常時この改訂版を掲載しています。例えば、最新の現
代語訳がバージョン４だと思います。 現代語訳は結構見直しをして
おります。なぜ頻繁に見直しをするかというと、海外のいろいろな方
から、うちの国ではそれを訳せないなどと言われたり、主語がないと
困るんだと言われると、じゃあ主語を入れてあげましょうとか、そう
いう細かいことをやっています。
　先ほどの人相見の部分ですが、このテキストの最後の資料の、この
資料は最新版ですが、９ページから 10 ページをごらんください。後
ろから、９ページの１番下の段、つまり古文ですね、翻字本文、古文
は「そのころ、高麗人（こまうど）の相人」。これが原文です。

麻田　あ、相人。
伊藤　これに対応する現代語訳をごらんになると、「高麗人（こまびと）
の相人」になっていますね。ところが、菊池さんと村上さんがお持ち
の、これ以前のバージョンでは、人相見になった現代語訳をもとに訳
しているはずです。ちょうど元になる現代語訳のバージョンが異なっ
ていた部分が話題になったものですから補足説明をさせていただきま
した。
　つまり、ヒンディー語とウルドゥー語は人相見という現代語訳から
訳されているわけです。ことしの２月からお願いしたそれ以外の方全
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てには、現代語訳でも相人としてあります。なぜこれを変えたかとい
うと、ある国の人から、人相見では、いろんな訳ができて困るという
話がありました。それだったら、下手にこちらが人相と訳さない。現
代語訳もだから原文どおりのままにしておいて、あとはおたくの国で
考えてくださいと、それしかないんですね。下手にこっちが規定して、
その国で、そんなのもういろいろな意味があってだめだと言われたら、
じゃあ原文に戻る。
　ですから、ここは原文が高麗人（こまうど）の相人だから、現代語
訳も高麗人（こまびと）の相人になっています。ですから、ネットに
出ているのを最新バージョンとさせてください。
　じつはこの次、来年また新しいバージョンになると思うんです。い
ろいろな国から言われてくるんです。この間はロシアからいっぱい来
ました。この現代語訳、もうちょっと何とかならないのとか。あまり 
聞いていても切りがないですけどね。ですから、今後は現代語訳に手
を入れたらそこを赤にすることにします。

麻田　でも、今、先生がおっしゃった相人について『源氏物語』の注釈
本を見ると、相人はやっぱり人相見のこととありますが。だから相人
だろうが人相見だろうが、同じではないでしょうか。

入口　日本語の意味としては。
麻田　そう、意味として同じ。だから、逆に現代語訳で相人にしたら
わからないのでは。あくまでも人相を見る人なんですから。ちなみに
相人って現代国語辞書に載っていますか？ 載っていないんですよね。

『岩波古語辞典』では「人相・家相などを見て、うらない、予言する者」
とありますが。

伊藤　でもね、その国の文化の中で、人相を見ることがないとか……
麻田　違うんではないですか。 なぜ翻訳される言語に合わせるんです
か。

伊藤　その国に移しかえてもらえばいい、何か違う言葉に。
麻田　違いますって。人相見だろうが相人だろうが同じなんです。原
文は相人なんです。注釈本にも人相を見ると書いてある。だから、わ
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かりやすいように、現代語訳で人相見としたらロシアから、人相など
見ないですと。 じゃあ何を見るんですか。 手相なのか何なのか。で
もここでは、あくまでも人相にしなけりゃだめなんでしょ？　そうで
しょう、先生？

伊藤　はい、僕はそう思う。
麻田　ね、ほら。翻訳される側の文化とか言語を考える必要はないんで
す。原文ないしはその現代語訳をいかに各外国語へ訳すか、翻訳力の
力量が問われるんです。

伊藤　うーん、わからなくなってきた。はははは。
須藤　相人、あるいは、人相見をどう訳せばよいか、ということについて、
参考になるかと思っていることがあるのですが、英訳ですと、たとえ
ば、官職に決まった訳し方があります。『源氏物語』だけではなくて、
他の文学も含めた英訳の歴史の中で、この官職はこの訳し方をしよう
と決まってきたわけです。それが正しいかは別にしても、でも、歴史
の中で淘汰され、生き残った訳し方であることには違いないわけです。
それぞれの言語、それぞれの翻訳者の独自性は薄れてしまうかもしれ
ませんが、以前になされていた訳を参考にしてみてもよいかな、と感
じました。

菊池　まったく違う質問なんですが。これだけは知りたいもので。「桐壺」
が始まる前のところに「第１には物語の本文から、第２には和歌から、
第３には本文と和歌から、第４には和歌にも本文にもないところから
巻の名前を決めました」とあるのですが、この第１、第２、第３、第
４は何なのか……

伊藤　はい、つまり 54 巻に名前がついていますが、ついたのは鎌倉時
代以降です。平安時代に巻に名前をつけたという確証はないんです。
つまり、作者はあずかり知らないんです。鎌倉時代以降に、注釈を書
く人が、この巻は、その巻の中の、この本文とあるのは地の文という
ことですが、その本文から言葉を持ってきたり、たとえば「若紫」は
和歌からとってきています。「桐壺」は、文章の中の建物の名前から持っ
てきています。だから第１は物語の本文から名前をつくりました、２
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つ目が和歌から名前をつけました、という意味です。
菊池　巻名のつけ方の種類なんですね。
伊藤　歌にも言葉にもないってことは、どこから持ってきたかわからな
い巻の名前もあるわけです。理由がわからない。例えば、ウルドゥー
語ではどうですか。

村上　そこの部分の私の戻し訳を読むと、「巻の名前は第 1 には物語の
本文から、第 2 には詩から、第 3 には本文と詩から、第 4 にはどこ
か別のところから採用されました」。

菊池　ありがとうございます。納得できました。
伊藤　あと、菊池さんが、あした参加ができないんで、きょうしか参加
できないんで、きょうちょっと集中的にですね……

入口　ウエブサイトの英訳の１番最後の琴、笛ですが、これは大丈夫な
んですか。 ちょっと英訳がおかしいと思ったんですけれども。

麻田　koto と flute ですか。
伊藤　すみません、補足します。このプロジェクトは、要するにネイティ
ブの方と非ネイティブの方の二人に訳してもらうことを原則にして進
めています。ですから、イタリア語ならイタリアにいるネイティブの
方と日本にいてイタリア語の得意な方というふうに。スペイン語もそ
うです。ロシア語も英語もそう。
　特に、英語の場合は、読む人が一番多いと思って相当厳選しました。
日本は緑川眞知子という、英訳ではもう一番の成果を上げている人、
アメリカはカーンさんという若手で、今一番勢いのある人。早稲田で
勉強して帰ったばっかりです。だから英訳は相当レベルの高いものを
２つ並べたはずなんです。
　違いを出したかったんです。違う文化圏で育った人が同じ文章を読
んだときにどうするか。だから２つ出しています。だからさっきの発
言で、誰かに見てもらうっていう話は、逆に非ネイティブの方は、ネ
イティブの方に見てもらっちゃ困るんですよ。

麻田　いや、まったく違うような……。
伊藤　全然違いますか（笑）。
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麻田　僕の認識は伊藤先生のとは違うんですけれども、先ほどから先生
がおっしゃっているのは、今年度までは科研費のプロジェクトなので
上述のような研究目的があるんだと。文科省から研究費をもらってい
るんだから、一般読者向けのポピュラーなものを目指さないっていう
のはわかりますよ。
　しかし、翻訳の前提条件は「良質な訳」ではないんでしょうか。 
つまり非ネイティブの日本人が訳す場合でも限りなく良質なものでな
ければだめなのでは？ これが前提となりませんか。
　先生がおっしゃるように、非ネイティブの訳とネイティブの訳とで
どんな違いが出るかなんて、そんな違いを期待しちゃいけないんで
す。もちろん文化理解度における、はたまた当該言語の運用能力にお
ける差異は当然出てくるでしょう。しかしながら、いま問題としてい
る「桐壺」の巻を見た場合、最初から最後まで、双方の訳がそれぞれ
滑らかな訳文になっていなくてはいけない。そこが肝腎要な点ではな
いでしょうか。
　そうすると、僕が常々思っていることは、いま英訳の話が出ました
けど、やはり英訳には長い歴史がありますよね。歴史があるというこ
とは、各英訳のバージョンが多くの人に読まれてきたことを意味しま
す。インドの言語の訳なんてそんなに読まれませんからね。サーヒティ
ヤ・アカデミーが出したのだって読まれていないんです。図書館にも
そろっていない。
　だから、このような実情を考えると、今回、さまざまな言語で訳し
てもらいたい場合は、インドはもともとが英語圏であることもあり、
だからこそこれまでなされてきた様々な英訳を大いに活用すべきだと
思うんです。そうすると各人の発表でも出されたいろいろな問題、事
物の名前、琴とか笛もそうですよね、過去のいろいろな英訳のバージョ
ンではどう訳されてきたか、どう表現されてきたかを参照しながら訳
すと、よりよい訳語がみつかるのではないでしょうか。先人の訳文、
それも特に英訳を吟味することは最低限必要な作業かと思いますが。
　たとえば帝をどう訳すかですがきょう聞いていても、ウルドゥー語
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以外は「samraat （皇帝、帝王）」系が多いですね。マラヤーラム語で
は……ああ、「cakravartii（世界を支配する王）」ね。やはりいろいろ
ありますね。
　僕に身近なウルドゥー語では、誰かが「スルターン」とか「バード
シャー」とか訳そうとした人がいたんです。でも帝、現代語での天皇
は「シャハンシャー」という定訳があるんです。日本の天皇は「シャ
ハンシャーヘ・ジャーパーン」以外はジャーナリズムでもあり得ませ
ん。なので、「スルターン」等々は論外です。
　だから、さきほど須藤君が言ったように、ある程度言語によって決
まっているんですよね。でも、最低限その決まりを踏襲していけば何
とかうまくいくはずなんです。その意味でも、最低限サーヒティヤ・
アカデミー版は一度目を通されることをおすすめします。マラヤーラ
ム語版もありましたよね。

シャーム　はい、あります、あります。
麻田　あ、そうです、マラヤーラム語訳はサーヒティヤ・アカデミー版
のが現在、別の出版社から再版されていますね。珍しく需要があるん
ですね。

シャーム　初版がサーヒティヤ・アカデミーから 1965 年に出ていて、
現行の再版本は８年前の 2008 年に別の出版社から出ていますね。

麻田　一応参照すればおおよその見当がつくし、かなりヒントが得られ
ると思います。だけど、この言い回しとかは嫌だなとか感じれば、そ
れはそれで新たに挑戦すればいいわけです。先人の訳を無視しては先
人に対して失礼でもありますし。
　あと何かフロアからありませんか。 きょうの３人の発表に限りま
せんが、できるだけきょうの３人の方々から出された問題点について、
いかがでしょう。

菊池　別の疑問点です。『十帖源氏』の「十帖」についてです。54 帖
を 10 帖に短くまとめた梗概、要約、短縮版の意味ですよね。古賀勝
郎・高橋明『ヒンディー語＝日本語辞典』（大修館、2006 年）には

「sankshipt」があり、語義は「簡略な；要約された；簡潔な」とあり
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ます。これを使えないかと。
リーマ　sankshipt だと「簡潔されたもの」に解釈されてしまうので、
私の意見では saaraansh の方が「ダイ ジェスト版」に近いから、パ
ンジャービー語訳のタイトルでは「源氏物語のダイジェスト版」とい
う意味を伝える saaraansh を用いたい。

菊池　サールsaarとかsaaraanshは確かにいい言葉だと思います。ただ、
題名につけたときに、うまくきれいに収まるかというと……。そうな
ると、「genjii kii kahaanii (sankshipt) 源氏物語（簡略版）」あたりに
なるのかなと。

リーマ　なら、「genjii kii kahaanii (ek saaraansh) 源氏物語（ある要約）」
ではどうでしょうか。

村上　ウルドゥー語だと「genjii kii muxtasar kahaanii 源氏の簡約物語」
ですかね。

麻田　そうね。
須藤　私は『十帖源氏』の「十帖」という部分を活かすことができない
か、と思っているのですが、どうでしょうか。

麻田　なぜ 10 帖なのかという事情がインドの読者に前もってわかって
いればいいんでしょうが。

須藤　いま提示されたタイトルは、ただ簡潔なとか省略した、という言
葉を付けています。でも、『十帖源氏』は、『源氏物語』は全部で 54
帖もあるけれども、それをわずか 10 帖にまとめたんだ、という意味
で付けられたタイトルです。そのことを、何らかのかたちで反映でき
ないでしょうか。『十帖源氏』の「十帖」を何とか活かした訳が模索
できないかな、と。

麻田　細かい点ですが、元本の観点から考える価値はありますね。54
が 10 になったんだから。だから、それを考慮して菊池さんも、「短
縮した」的なものを入れたかったわけですよね。

菊池　せめてそれぐらいは入れたい。
伊藤　あのね、この『十帖源氏』の前は『おさな源氏』を、アニタ・カンナー
先生とやり始めたわけですよ。つまりもっと短いやつね。『おさな源氏』
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をもし全巻やったら名前はどうするんでしょう。つまり……。
菊池　そう。だから、やっぱり同じく「要約」とかを入れる……。
伊藤　要約はいっぱいあるんですよ、何種類も。『雛鶴源氏物語』もあ
るし。

菊池　たとえば、扉のところに、これは『十帖源氏』というものをもと
にして、と書き足したらどうですか。扉に説明を書いておけば区別が
つくし。

須藤　私は、でも、やはり、タイトルに「十」が欲しいと思っています。
単に短縮したわけではない。この「十」を切り捨ててしまうには違和
感があって……。

菊池　切り捨てるわけではないけど。そうするかどうかの瀬戸際にある。
村上　急に 10 巻って言われると、ただでさえ日本文化や文学に馴染み
のない読者は混乱すると思いますが。

タリク　本来の『源氏物語』が 54 巻で、それを要約する形で『十帖源氏』
が出来たとかの説明がいりますよね。

パンダ　菊池さんは、あしたいらっしゃらないそうなので、ひとつ伺い
たいことがあります。「いつの時代のことか」の訳なんですが、菊池
さんの訳を戻し訳すると、「古い時代の話です。その時～」のようになっ
ていることがわかります。どうしてこういう訳になったのか、きっと
何か理由があると思いますけれども、その理由を少し説明してくださ
ればと思います。

菊池　「いつの時代のことでしょうか」というのは、直訳すれば na 
jaane kab kii baat hai（一体いつの話でしょう）になりますが、これ
は口語過ぎるので、もう少しフォーマルな形にしたような訳も考えた
のですが、そのように始めるとわかりづらいと思ったんです。昔の
話です、と言った方が読者にとって、あ、これから昔の話を読む準備
態勢に入れると思いました。ですからもう最初から断言して praaciin 
kaal kii baat hai（古い時代の話です）で始めることにしたわけです。

麻田　翻訳者によってそれぞれ翻訳が異なるのは当然ですが、でもこの
原文の「いづれの御時にか」は門外漢の僕の耳にも非常に心地よく響
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く日本語として独特な表現ですよね。だから翻訳も難しく感じてしま
う。
　今日、僕は冒頭で「難しい表現は難しく訳す」と言いましたが、で
きるだけ原文の持つ文体やリズムをできる限り映す。それが単なる訳
でなく翻訳だと思うんです。こういうところで翻訳者の技量が問われ
るんです。この出だしの表現で『源氏物語』はずいぶん得をしている
んじゃないですか。「いづれの御時にか」。いやー、じつにうまい言い
方だ。

伊藤　皆さん、ご存じのとおり、例えば『竹取物語』は「今は昔」、『今
昔物語』も「今は昔」、『伊勢物語』は「昔、男ありけり」で始まりま
す。「今は昔」って、今から見たら昔という時間的な過去です。とこ
ろが『源氏物語』は、「いづれの御時」なんですよ。「いづれ」ってい
うのは時間じゃないんです。これに関してはまたいっぱい論文があり
ます。従来は、時間的に「今は昔」だったのが、ここでは「いづれの
御時」。つまり、読者は頭にどの時代かを想定できる。あ、あの天皇
のときのお話なんだな、と思わせるような背景があるものの、はっき
り言わないわけです。

カンナー　そうですね。はい。
伊藤　注釈書によると、醍醐天皇の頃だったんだろうなという感じで。
だけれども言葉には出てきていない。だから読まれてきたんですよね。
いずれって誰、どなたか、ですからね。そういう意味では斬新な表現
です。私は、菊池さんの訳を聞きながら、ああ、それもありだなと、
うん。

カンナー　イエス。ありえますよ。
伊藤　まず、読者をつかまなくちゃならないですよね。
麻田　それでは、リーマさんはウルドゥー語もわかるでしょうから、例
えばウルドゥー語訳の出だし部分をもう一度提示してみては。どうい
うふうに響くか、意見をいただけますか。

村上　そのまま、「いづれの御時にか」ですが、kis shahanshaah kaa 
zamaana thaa です。訳し戻すと「どの天皇の時代だったでしょう」。
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伊藤　いづれと、どのはどう違うんでしょう。
村上　いづれでもいいんですが、どのでも同じじゃないでしょうか。両
者ともに類語だと思っていただければいいのでは？

伊藤　ああ、そうか。
麻田　今のはどうですか、 リーマさん。
リーマ　まあ、それもありでしょうね。
麻田　na jaane は「一体全体何かはわからないのだけれど……」の意味
ですよね。

リーマ　それもありますけどね。
菊池　「わからないけれども……」。
麻田　そうそう。パンジャービー語はどうでしたっけ。 最初の出だし。
na jaane でしたっけ。

リーマ　kaun jaane kis …
麻田　「誰が知ろうか」。
リーマ　「誰も知らない」ですね。
須藤　今、話題になっている冒頭部分なのですが、明日の私の報告資料
に、いくつかの英訳を引用しています。ウェイリーとサイデンステッ
カー、タイラーの英訳です。これを見てみますと、ウェイリーは、「あ
る帝の話」だと言いつつ、「その帝がいつ生きていたかは問題ではな
い」と訳しています。原文が「いづれの御時にか」というのは、つまり、
疑問文ではない、いつの時代か特定したいわけではない、そういうの
は問題にしない、いつでもいいんだと。サイデンステッカーとタイラー
も、意識としては同じだと思います。どの帝の時代であるかは、ここ
では問わない、という姿勢です。これらの英訳が示しているように、
原文の「いづれの御時にか」、現代語訳ですと「いつの時代のことでしょ
うか」とありますが、これは、純粋な質問、問いかけとは全く異なっ
ているのだと思います。当時の『源氏物語』の読者たちは、ああ、こ
れはあの帝の時代だな、と想像して読んだはずですから、そのことか
ら考えてみても、どの時代のことですか、という質問ではなくて、敢
えて言いませんけど……という姿勢として捉えてみなければならない
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のだ、と感じます。
麻田　そうですね、in a certain reign のようにかな。 kisii shahanshaah 
(samraat ) kaa zamaana thaa。意味は「いずれかの皇帝の時代だった」。
長すぎる。 

須藤　例えば、タイラーとサイデンステッカーですが、タイラーがサイ
デンステッカーを踏まえていると思います。タイラーもあれこれとよ
い訳を考えたのだと思いますが、何も思いつかなくて、やはり、サイ
デンステッカーと同じく in a certain reign で始めようと悩んだ結果、
一緒にしたのだと思います。この訳し方でよいのかどうかは、なおいっ
そう、考えていかなければなりませんが、自分自身の訳し方を考える
ためのヒントとして、以前の翻訳を活用する姿勢はやはり必要だな、
と感じます。

麻田　おっしゃるとおりです。さて、今度は遺体を焼くという場面のこ
とですか。ウルドゥー語の背景にあるイスラームでは土葬で、火葬に
しないですもんね。だからといって火葬を表現できないことはない。
また、一般論として、ウルドゥー語はイスラーム色が強いとか、ヒン
ディー語はヒンドゥー色が強いとか言われますね。つまり言語と宗教
の関係が常について回るんです。何々語は宗教的（religious）なのか
世俗的（secular）なのかとね。異なる宗教の習慣とか儀礼を扱う場
合は当然語彙を変えることになる。だから、ウルドゥー語の場合はヒ
ンディー語的な要素がミックスにならざるを得ないんですよね。

パンダ　菊池さんが発表の時に元服とのかかわりの中で言及された
janeuu ジャネーウーの儀式は、ヒンドゥー教の上位カーストの再生
族、すなわちバラモン、クシャトリヤ、ヴァイシヤの男子が聖なる紐
を身に着けることですが、これなどはヒンドゥー的もいいところです
よね。

麻田　ははは、まあね。
菊池　私が janeuu をそこで持ち出したのは、皆さんのご参考までにと
いうことで、こんなに似ている儀式がインドにはありますよという例
として紹介したまでのことで、janeuu を元服の訳に使おうとは思っ
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てもいません。
麻田　ひとつひとつ取り上げていては切りがありません。現段階では試
訳、試みの訳であるわけですから、各自の訳をできるだけ多くの関係
者に読んでいただき、さまざまな意見を頂戴する必要があるでしょう
ね。１人の頭の中で考えていても、堂々巡りするだけです。今年の春
にオンラインジャーナルにヒンディー語とウルドゥー語の訳例が掲載
されたのはいいことです。今度は 6 言語の訳が掲載されるんですよ。
　そろそろ時間ですが、あともう１つだけ。またまたウルドゥー語の
問題で恐縮ですが、ウルドゥー語は今やインド国内においてもムスリ
ムの家庭の子弟たちでもペルシャ・アラビア文字が読めないんです。
というのも、学校教育で教えられないので、みんなヒンディー語のデー
ヴァナーガリー文字しか読めないんです。シャバーナ・アーズミーと
いうムスリムの大女優がいますが、彼女は英語を教育媒介語とする
ミッション系の学校で教育を受けたのですが、家庭内でのウルドゥー
語の雰囲気がよかったために、彼女のウルドゥー語はピカいちなんで
す。ところがウルドゥー語のペルシャ・アラビア文字の読み書きがで
きない。このような現象がインドにはあるんですね。非常に奇妙で不
思議な感じですが、これが現実なんです。
　今日も各言語での朗読をしてもらいましたが、ヒンディー語とウ
ルドゥー語は同一言語のふたつのヴァリエーションなんです。One 
language, two scripts などとも言われます。ですから耳で聞けば理解
できる範囲がぐっと広がります。それだけ意見を徴することも可能と
なります。
　そこで、提案です。このような言語的状況が現にあるため、源氏の
ウルドゥー語訳はアラビア文字とデーヴァナーガリー文字両方のバー
ジョンを出していただいたらいかがかと。アラビア文字からデーヴァ
ナーガリー文字に自動的に変えればいいんです。つまり「翻字」です。
ヒンディー語では「リピャンタラン lipyantaran」といいます。よろ
しいですか。ああ、よかった。ありがとうございます。
　例えばリーマさんが好きだという 19 世紀のウルドゥー語詩人ガー
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リブの詩集とか、もう様々なウルドゥー語の古典作品がデーヴァナー
ガリー文字に翻字されています。なので、教養人は皆さんウルドゥー
文学を理解しているんです。
　もうひとつ例を挙げます。数年前に今言及した女優シャバーナ・アー
ズミーの母親シャォーカト・カイフィーの自叙伝が出ました。夫君は
進歩主義詩人だった故カイフィー・アーズミーです。これを村上明香
と２人で日本語に訳して研究室から刊行したんですが、オリジナルは
最初にウルドゥー語版が出たんです。そのあとにヒンディー語版が出
ました。てっきりヒンディー語訳かなと思って取り寄せてみたら、文
章は全く同じで文字だけを変えたヒンディー語版だったんです。こう
することで多くの読者を獲得できる仕組みになっているんです。ほか
にどなたか。

菊池　はい、葬儀のところの現代語訳が気になりました。「きまり通り、
愛宕という所で、葬儀を行いました。母君も、〈桐壺の更衣〉と一緒
に、火葬の煙となって消えてしまいたいと、泣いて」云々です。ヒ
ンディー語訳は以下のとおりです。paranparaanusaar atago naamak 
jagah par uskaa daah-sanskaar kiyaa gayaa. kiritsubo kii chotii raanii 
kii maataa ne apnii betii ke saath wahiin apne ko bhii khatm karnaa 
chaahaa.  にしました。火葬の煙というのは、全く無視しています。
葬儀というのは daah-sanskaar にしました。火葬は、出しませんでし
た。私の今の部分を訳し戻しますと、「伝統にしたがって、愛宕とい
う名前の場所で彼女を燃やす儀式（火葬）がなされました。桐壺の更
衣のお母さんは娘と一緒に、そこで、自分をも消し去りたいと欲しま
した」という訳が直訳です。

伊藤　はい、理解できました。ただ、我々というか、古典をやっている
人間は、この現代語訳から意識がスタートしないものですから。つま
り、古文から見ちゃう。そうすると、皆さんこの７ページをごらんく
ださい。原文、古文はどうなっているかといいますと、「をたぎとい
ふところにて、けぶりになし奉る」ですね。つまり、現代語訳は、葬
儀となっていますが、そのもとの文章は、けぶりというだけなんです。
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菊池　葬儀という言葉自体がないのですね。
伊藤　だから、ないのはいいなと思ったんですよ。もう１つは、その続き。
「母君も、同じ煙にと、なきこがれ」。その現代語訳が「母君も、＜桐
壺の更衣＞と一緒に火葬の煙となって消えて」。つまり、現代語訳を
つくるときに、いろんな工夫をしているってこういうところなんです
けどね。だから……。

菊池　煙になるにしたほうが……。
伊藤　だからそこはね、つまり、原文まで戻ってくださいという要求は
難しいと思っているんです。ただ、何かのときにひゅっと原文を見て
もらえたらと。つまり現代語訳も大分いろんな言葉を補い、わかりや
すくすると、今も２つ目だったら、「火葬の煙になって」という訳になっ
ていますよね。原文は、「同じ煙にと」です。火葬という言葉は原文
にはありません。もとはね、だからそこからわかりやすいだろうと思
うことで、土葬じゃなくてという……。

村上　荼毘にふす儀式。
須藤　私は、「煙」というのを活かした訳にして欲しいと思っています。
原文では、「けぶりになし奉る」とあって、火葬にしたことが大切だっ
たのではなくて、煙にしたんだ、といっています。一方で、母君の「お
なじ煙に」というのは、単に、私も死んで火葬にして欲しいというこ
とではなくて、桐壺更衣と同じ煙になって、同じ空に消えていきたい、
つまり、空にただよった煙はやがて同じ空に消えて一つになっていく、
そうした煙がもつイメージ、思想が反映しているのだ、と思っていま
す。

伊藤　葬儀とか火葬っていう言葉をもう使わない。
麻田　なるほど。婉曲な話法みたいでいいですね。
須藤　いずれにしても、ここは、桐壺更衣が「煙」になって、それに対
して、母君も「同じ煙」になりたいと願うところですから、現代語訳
には、両方に「煙」があって欲しい。今の現代語訳は、桐壺更衣が「葬儀」
とだけあって、母君が「火葬の煙」となっています。そうしたとき、『源
氏物語』が何を重要視していたのかが見えにくかった。今回の議論で、
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この場面のキーワードである「煙」をもっと活かした現代語訳を作ら
なければならなかったのだ、ということが分かってきたのだと思いま
す。

伊藤　現代語訳は何回も何回も練ってきましたからね、10 年近くも。
須藤　やっぱり、いろんな方に見てもらうと、現代語訳にも不備がまだ
まだたくさん見つかります。

伊藤　はい、次は須藤訳を使いましょう。でもありがたいよね。どうい
う工夫をしたらいいのか、よろしくね。

須藤　そうですね、いろいろ意見は聞いているんですけれども、まだい
ろんな意見を聞く余地がある。

伊藤　主語をいっぱい入れていますけど、それだってスペイン語からは
余計なお世話だって言われてるし。スペイン語も、主語がなくても訳
せるんだそうです。

麻田　へー。
伊藤　当然、ヨーロッパの言語はみんな主語がいるんだろうと思ったら、
スペイン語は主語はいらないから、邪魔って言われるんですよ。

菊池　ヒンディー語もなくて済みますよ。
伊藤　ヒンディー語もそうですか。
菊池　何回も何回も同じ主語が出てくると邪魔になります。
麻田　主語のあるなしはその言語の特質ゆえの問題で、どうにでもでき
るはずです。ウルドゥー語やヒンディー語でも暗黙の了解が成り立つ
場合は、主語を省略できますしね。前後関係の文脈から、あるいは菊
池さんがおっしゃった何度も何度も同じ主語が頻繁に出てくる場合は
主語の削除は可能となります。
　日本語は元来、彼・彼女といった人称代名詞を使わない言語ですよ
ね。それが翻訳文になると、やたら彼・彼女等々の人称代名詞を使う
傾向にあるようです。それに反旗を翻したのがＴ．コラゲッサン・ボ
イル『ケロッグ博士』の訳者、柳瀬尚紀氏で、人称代名詞を一切使用
しない「全 657 頁、新しい翻訳矯正文体を実践した」というのです。
　このように、日本語は彼・彼女らを使わない代わりに人名や職業名
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をこれでもかというほど使います。これはもう各言語の特質や事情に
よって訳文の翻訳文体は自ずから決まる問題ではないでしょうか。何
度もしつこいですが、あくまでも、流れるような良い文章に、という
のが必要最低条件になるかと。

伊藤　いや、それを聞きながら、さっきの菊池さんが指摘した、何回も
出てくるという、これを聞きたいんですが、訳の４ページのところに、
上のほうの翻字本文の最後に、「この君の御にほひ」その下に「此み
こ生れ給て」とありますね。その現代語訳が、下の２行で「この〈光
源氏 ( 若君 )〉の美しさ」それから「〈光源氏（若君）〉が生まれて」。
つまり、この君もこの御子も混乱しないように一緒にしてしまった、
いや、統一したんです。
　同じように、その下、１番下から２行目です。「一のみこの女御は、
おぼしうたがへり。」の「一のみこの女御は」は、現代語訳を見てみると、

「第一皇子の母である妃」つまり、冒頭の「いづれの御時にか、女御」
の女御は、これは残しているんです。これは余りにも有名で、日本人
がみんな暗記しているので、ここの女御を置きかえたら皆さんが混乱
してしまう。だから、もうそれから以降は、女御はほとんど置き換え
ています。それから、ほかのところも、侍女に統一したりね。
　だから、皆さん最初に何か階級とかにこだわっておられたようです
けど、現代語訳をする立場からすると、階級差が出ないように、帝は
置いておきますけれども、それ以外はもう統一しちゃったほうがいい
だろうと考えました。下手に階級をずっと引っ張っていくと大変です
からね。
　ですから、女性や女御とかそういう関係の人は、みんな侍女に統一
しました。 もっと後の巻だともっといっぱい出てくるんで、ある意
味で一括置換みたいなものですけどね。須藤君、いかがですか。

須藤　『源氏物語』の原文ですと、更衣と女御には、もちろん、決定的
な階級差があります。でも、いくつかの外国語訳を眺めていますと、
そのことはあまり意識されていないように感じます。たしかに、その
方がわかりやすいと思います。身分というのは、当時は、かなり意識
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していたはずなのですが、それをひとまず取り払ってみて、まずは、
物語の展開や叙述の美しさを翻訳してみるというのも、ひとつのアプ
ローチだと感じます。あるいは逆に、身分差をつけてもらったときに、
どういう訳が生まれてくるのかということも面白いアプローチだとは
思っているのですが……。

伊藤　まあ、現代語訳にもいろいろな課題を突きつけられております。
何らかの新たな方針を作らないと、とは思っています。次は第５巻の

「若紫」を予定していますので、現代語訳の提供に関しては少し考え
させてもらいます。よかれと思ってやっているのは当然なですけれど
も、余りにも突っ込んではだめでしょうし、余りにも勝手にやっても
だめでしょうし、頃合が難しいところです。
　ただ敬語に関してはずっと方針は変わらないはずです。帝に関する
部分では敬語は訳すけれども、それ以外は訳さない。光源氏に関して
は、一切敬語はないはずです。

麻田　ウルドゥー語は敬語を多用する言語ですが、今回は、帝に関して
も敬語は一切使用せずの方針のようですね。

村上　はい、過去の話ですから、帝に敬語は使用しなくても違和感は感
じないはずです。また、サーヒティヤ・アカデミー版でも帝に敬語は
使っていません。

麻田　パンジャービー語ではどうですか。 敬語を使うか使わないか。
リーマ　帝だけに敬語を使うのもおかしいかな、と疑問符がつく問題で
すね。当時のインドに存在しなかった概念や肩書きを無理やり古典的
に描写することに私は少し違和感があります。私ならここで、普通の

「帝」のパンジャービー語に当たる言葉を用いたいですね。
伊藤　それでは予定の時間を過ぎましたのでこの辺で閉めたいと思いま
す。明日さらに３つの言語があります。明日、今日の３言語も含め、
６言語を全てまとめてという流れになっています。また明日も、今日
の議論を踏まえながら、いろいろな言語のことを考えていきましょう。
　私個人としては、非常におもしろくて、何度もへーと思いました

（笑）。本当にへーですよ。ただ１つ思ったのは、それぞれの言語が別
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個で、あんたのとこはそうだけど、うちは違うよと分かれちゃうのか
なと思っていたんですよ。ところが、何かみんな接点があったってい
うのが、私にとっては非常に意外でした。つまり、話をしていけばい
くほど、みんなが語れるんですね。あんたの勝手でしょじゃないとこ
ろがよく感じられて、非常に意味のある議論でした。
　つまり、コラボレーションというみんなで一緒に協働でやりましょ
うというのが、ここまで成立するとは思っていませんでした。それぞ
れが、ただ、違いがわかったらいいかなという、そのばらばらな状態
がわかったらいいかなという程度に考えていたんですが、日本の文化
に関して、ばらばらでも一緒の共通の部分が見えたというね、これは
おもしろいなと思いましたね。明日の言語数は６つです。進行役の麻
田先生は大変でしょうが、よろしく。

麻田　いえいえとんでもありません。やっぱり各言語とも非常に大きな
インド文化圏に属しているわけなので、共通のインド性があるのかも
しれないですね。この翻訳のプロジェクトにおいても、インドのモッ
トーである Unity in diversity（多様性の中の統一）が現れたような感
じがします。皆さん、長時間どうもありがとうございました。

（拍手）



シンポジウム
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第８回インド国際日本文学研究集会シンポジウム

      司会・進行   伊藤 鉄也
コメンテーター　アニタ・カンナー

        麻田 豊

伊藤　それでは、２日間にわたる研究集会の最後のセッションに入りた
いと思います。
　当初の時間より予定をちょっと早めていますので、午後５時終了を
めどに、昨日と同じように６言語の問題や課題を含めていただければ、
と。

麻田　一応きのうときょう、題目がちょっと違うんですが、きのうもい
ろいろな問題が出されました。全体を聞いていますと、きのう、きょ
う、やはり気になるところは同じところのようです。『十帖源氏』の
本文に入る前の部分、そこに日本語としてやや難しい語が出てきたり
するので、皆さん、引っかかるようですね。
　始める前にひとつだけ確認させていただきます。各言語名をどうカ
タカナ表記にするかという問題です。ヒンディー語とウルドゥー語は
このカナ表記ですでに定着しています。パンジャービー語については
パンジャーブ語とパンジャービー語の両方が通用していますが、担当
のリーマさん自身、レジュメではパンジャーブ語と書いているのに、
発表ではパンジャービー語と発音しています。

シン　実は日本語では州の名前、例えばパンジャーブ Punjab/Panjab
に語を付けてパンジャーブ語とする傾向がありまして、日本人には分
かりやすくずっとそう使われていたので、書く際にも私は日本人には
分かりやすいだろうと思って、伝統的な表記「パンジャーブ語」に
したのです。しかし、インドではパンジャービー（語）と呼ばれるの
で、口頭だとついパンジャービー語を使ってしまいます。こういうこ
とを考えると、今回インドで開かれているこの国際集会の場を借り
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て、実際に発音・書記されている表記に直すいいタイミングだと思い
ます。今こそが、日本語での慣例的・伝統的な表記と実際にその国で
使われている言語の名前を一致させるタイミングであると思うので、
インドのパンジャービー語話者にも通じるパンジャービー語 Punjabi/
Panjabi にした方がよい、と私は考えます。

麻田　ところがタイミングがいいというか、運よくというか、昨年（2015
年）５月に三省堂から本邦初の本格的な辞書が刊行されました。その
書名が『パンジャービー語・日本語辞典』です。これを採用しないわ
けにはいかないでしょう。昨年と今年、シンハラ語、ヒンディー語、
カンナダ語の辞書も三省堂から出ました。いずれも東京外国語大学ア
ジア・アフリカ言語文化研究所のプロジェクトによる成果刊行物です。
　日本語式ならパンジャーブ語でもいいんです。国名や地域名に語
を付加する方式が日本方式ですから。フランス語、ドイツ語などな
ど。パンジャービーというのはパンジャーブの形容詞のほかに、パン
ジャーブの人やパンジャーブの言語を表します。僕自身はインドでの
言語名に語をつける方式を支持しますが。それが伝統的日本方式にし
てしまうと、オディシャー州（旧オリッサ州）の言語はオディシャー
語になってしまいます。これは混乱を来すので、まずいでしょう。ち
なみに、ヒンディーのもとは Hind ヒンドで、これはペルシャ語でイ
ンドを意味します。それに形容詞の「ii イー」がついて形容詞になっ
たんです。ヒンド語としますか。しませんよね。
　日本で通用しているカナ表記を信用してはいけません。マスコミの
無知ゆえに間違ったカナ表記が横行しています。みな、気に留めない
んですね。ですからこの際、伊藤プロジェクトにおけるインド諸語カ
ナ表記を変えてしまうのはいかがでしょう。ところが、もうひとつ問
題があります。ベンガル語、これ自体日本方式ですね、これをそうす
るかです。ベンガルとは地域名です。インドの州で言うと、西ベンガ
ル州です。その東にバングラデシュがありますが、大きなベンガル地
域が東西に分断されています。日本語ではベンガルですが、タリクさ
ん、英語では何と言いますか。ベンガル語では……？
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シェーク　英語では Bengali ベンゴーリー、ベンガル語では「Bangla
バングラ」が妥当でしょうか。ヒンディー語では banglaa バングラー
ないしは bangaalii バンガーリーですね。

麻田　日本では、2012 年４月に東京外国語大学にこれまでのウル
ドゥー語、ヒンディー語に加え「ベンガル語」が新設されました。
　余談になりますが、日本でのウルドゥー語の表記は長らく「ウル
ドウ」だったんです。「ドゥ」が日本語にないからとの理由で。1990
年代に「ウルドゥー」に直させたんですが、大変な量の作文をして書
類を文科省に提出しました。文科省のみならず法務省宛にもです。法
律文書の中にもあるもので。５年以上かかりましたかね。決められて
いるものを変えるのは並大抵ではないんです。そこでです。どうすれ
ばいいか、に戻りましょう。
　そうそう、その昔、フランス語とかドイツ語などと同じように、ウ
ルドゥー語は印度語とかインド語と呼ばれていたんですよ。この夏に
西ベンガル州政府議会は州名変更の決議をしたそうですが……。

シェーク　ああ、はいはい。西ベンガル州の名称は Paschim Banga と
書いて、発音は「ポスチム・ボンゴ」。でも、まだ提案のままです。

麻田　言語名も変更される可能性がありますか？ やっぱり「ベンガル
語」でいいのかな。
　パンダさん、昔 Orissa オリッサ州と書かれていたのが最近変更さ
れて Odisha になりましたよね。そして、言語名が Odia オディアー
語です。これでいいですか。

パンダ　オディアー語で結構です。
伊藤　きょう確定してしまいますよ。あと確認すべきはマラヤラム語で
すか。

麻田　これはマラヤーラム語でいいのでは。
伊藤　ヤーだけを伸ばす。はい。それからヒンディー語。
麻田　これは問題ないですよね。最後を音引きにする。ウルドゥーも同
様に。あと、何がありましたっけ。

伊藤　確認しますよ。パンジャービー語。ジャーと伸ばして、ビーと伸
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ばす。
麻田　はい。
伊藤　それからベンガル語にオディアー語。では、これで今回の言語名
は確定です。フェイスブックに登録しておきます。もう 1 つあります
ね。ニシムさん担当のマラティー。

麻田　マラーティー語。長音が２つです。
伊藤　了解です。マラーティー語ですね。もう 1 つ何でしたっけ。
バス　テルグ。どこも伸びない。
伊藤　はい。これで８言語ですね。念のために皆さんの名前のカナ表記
の確認はいいですか。

麻田　これも厄介ですね。日本語をきちんと勉強していてもなかなかカ
タカナに正しく直せない。

伊藤　今回は皆さんのメールの最後に書いてあるものをコピー・アンド・
ペーストで。今、わかる範囲で。シャム・アルンさん。

シャーム　シャームは伸びます。
麻田　シャームなんだけど、マラヤーラム語ではどう発音するかです。
伸びますか。

シャーム　伸びますね。
伊藤　氏名の順番はいかがですか。つまり、シャーム・アルンかアルン・
シャームか。

シャーム　インドでの順番はアルン・シャームになります。
伊藤　従来の表記や順番がことごとく崩れることに。この際、新しい歴
史をつくりましょう。
　アンビカさんがつい最近学位をとりましたが、学位にはどう書いて
あるの？

バス　バス・アンビカ。
伊藤　バス・アンビカ。あなた自身の順番は。
バス　アンビカ・バス。おかしいでしょ？
麻田　おかしいと思っても何も言えないんですよ。日本の機関は強制的
に日本の氏名の順番を盾に、変えられてしまうんですよね。
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伊藤　申請書自体が日本の書式に合わせているから仕方ないのかな。
パンダ　私の学位記にもパンダ・ナビンの順番で書かれていますよ。
麻田　日本人のローマ字での書き方はどうなってます。
伊藤　私の場合は名字は大文字で、名前の１文字目だけは大文字という
ふうに書いてますが。

麻田　順番は？
伊藤　私は先に伊藤を書きます。
麻田　僕も先に麻田です。フランスは名前、姓の順番ですが、通常は、
姓に相当する部分を大文字で書きますね。わかりやすいようにでしょ
う。ハンガリーのマジャール語では日本と同じように、姓が先なんで
す。まあ、国によっていろいろなパターンがある。だから日本式に統
一する必要など全くありません。

須藤　インドに来る少し前に、日本人監督のある映画を見たのですが、
その監督の氏名が、漢字ではなくローマ字表記で、なおかつ、名前、
名字の順番でした。どうやら、これにはこだわりがあるようで、その
監督によれば、自分はハリウッドで映画を学んでいて、ハリウッド育
ちだということにプライドがある、それを何とか氏名の表記にもあら
わしたい、だから、ローマ字で、名前、名字の順番にしたのだ、といっ
ていました。表記の順番というのは、それぞれの主張ともかかわって
くるものだと思うのですが、どうでしょうか。個人個人でこだわりも
あると思うので、一律に、これと規定するのは……。

麻田　こだわりで名前の順番を変えるんですか。アイデンティティーの
喪失では。一般論として、日本人はローマ字表記をするときに逆転し
たがるんです。よくある話に「毛沢東はどう転んでも毛沢東」があり
ますが、ローマ字表記の順番は一貫して Mao Tse-tung なんですよ。
沢東毛にはならない。ところで今、我々は国際交流基金ニューデリー
事務所にいますが、国際交流基金本部から 1980 年代に出ていた季刊
ニューズレターは革命的でした。各号の 1 ページ目の下に「これまで
の慣例を廃し、このニューズレターでは日本人の名前は名字・名前の
順番に書く」と注記され、そのとおりに実行されていたんです。しか
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し、今は昔、もとに戻ってしまったようです。どうしてあの方針は頓
挫してしまったのか。欧米かぶれ組に負けたのでしょうか。

伊藤　日本文化センターの野口さんの名刺には、コウスケ・ノグチとあ
りますね。

麻田　やっぱりねー。普通の人に成り下がっちゃってる（笑）。これは
もう大多数の日本人のメンタリティーなんでしょうね。西欧先進諸国
の方式に盲目的に倣ってしまう。その点、伊藤先生のやり方は素晴ら
しいし凄いですね。

シャーム　も一度言いますが、私の場合はアルン・シャームで、この順
番が正式です。

麻田　リーマさんはどうですか。
シン　日本方式に合わせるのは個人的に全然問題ありません。しかし、
自分のアイデンティティーを先におくと、確かに最初はリーマと書い
て、名字のシンは後になる形の方がインド人としては落ち着きます。

麻田　実際の発音に近いカナ表記の「スィン」になぜしないんですか。
シン　ううん。「シン」でいいです。インドではスィンと発音されるけど、
日本語で表記できないし、できても中国人っぽく聞こえるので、『シン』
と書きたいです。

麻田　できますよ。
シン　でも、カタカナにすると中国人ぽい名前に聞こえるので。
麻田　この「スィ」の問題も厄介なんですが、いまだに『広辞苑』でも「ス」
に小さい「ィ」の「スィ」は採用されていません。でも、ずいぶん前
のことになりますが、「ウ」に「〝」の「ヴ」は採用されたんです。だ
から、次に採用されるのは「スィ」だと思います。『広辞苑』を発行
している岩波書店から『岩波イスラーム辞典』が 2002 年に刊行され
ましたが、ここで初めて「スィ」の表記が採用されたんです。ここま
で実例を挙げても、リーマさんの心は変わりませんか。

シン　日本人が困らない限り大丈夫だと今まで思っていましたが、日本
人がインドのことについて無知でない時代に変わってきているので、
少なくともインド人としての自分のアイデンティティーをアピールで
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きるのではないかと思います。なので、リーマ・シンと書けば、私の
心が落ち着きます。スィンには少し違和感があるけどなあ。何度も言
いますが、なんか中国人みたいだもん（笑）。

麻田　それはわかるんですが……。
伊藤　本人がシンでいいって言ってるんだから、それでいきませんか。
麻田　仕方ないなあ。
伊藤　今回はプログラムのあちこちに名前が出てくるから、この１冊の
中では統一したいですよね。

麻田　もうリーマさんは死ぬまでこのカタカナ表記「シン」でいくんだ
と決めればいいでしょう。

伊藤　決断を。
シン　では、リーマ・シンでお願いしたいと思います。
伊藤　じゃ、結論としては、リーマ・シンとして残したいということで
すね。

伊藤　じゃあ次。シェーク・タリクはどうですか。
麻田　シェークが前につく場合と後ろにつく場合の二通りがありますよ
ね。

シェーク　私の場合はタリク・シェークの順です。
麻田　本来はアラビア語のターリクだけど、ベンガル語に入ってタリク
ですね。

シェーク　はい。
麻田　本来伸びるべき音節がベンガル語に入ると伸びずにタリク。
シェークは伸びますか。

シェーク　はい。
麻田　そうするとこれまでのシェーク・タリクからタリク・シェークに
逆転させる。

シェーク　はい。
伊藤　このタリクは日本でいう名字？
シェーク　シェークのほうが名字ですね。
伊藤　ああ、シェークが名字。じゃあ、あなたは日本式に順番を逆にし
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てメールの最後に書いてくれている。
シェーク　そうです。
伊藤　名前を先に持ってきて、名字は後ね。パンダ先生の場合は？
パンダ　私の名前はナビン・パンダです。母語ではナビンが最初で、そ
のあとにパンダの順です。

伊藤　じゃあ、今後はインドの方々の名前をこういう研究集会で使うと
きは、名＋姓、つまり名前＋名字の順番でというのが、一応ここで決
議されたんですね。

麻田　はい。
麻田　ナビンですか、ナビーンですか？
パンダ　伸びるんですが、私はナビンのほうがいいです。
麻田　すみません。長いことうるさく言いまして。カナ表記の問題はか
ように厄介なんです。

伊藤　アニタ・カンナ先生もこうですね。これで姓、名。
カンナー　いえ、名、姓。
伊藤　いや、ここで翻るかなと思って（笑）。相当日本化されているから。
麻田　カンナ先生は、これまでの長い歴史の中で、ご自身のカタカナ表
記が定着してしまっているから、もう古い世代と思って、もうこれは
残しましょう。

カンナー　新しい世代に入りたいので、カンナーにします（笑）。
伊藤　はい、じゃあそれで確定しましょう。カンナーと伸ばしていいで
すね？

カンナー　はい。伸びる。
伊藤　伸ばすんですか。今まで書いたことないですよ。
麻田　だから、生まれ変わりたいんですって。
伊藤　きょうから突然生まれ変わって……。何かカンナーさん、困った
顔して。

カンナー　大丈夫。
麻田　先生は少し戸惑っておられるんですよ。どっちでもいいのに、う
るさいなーとか思っているんでしょう。
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伊藤　みんな、アドレスブックをこれで変えますからね。確定。
麻田　まあ、これで一番基本的な問題が片付いたので、ここから翻訳に
関しての問題と課題に移ろうかと思います。
　きょうは３人の方から発表がありましたが、きのうと同様、大体同
じような点が問題になりましたね。パンダさんから最後にお話があっ
たように、方針というか心構えは、みなさん大体同じだと思います。
例えば、僕の場合はウルドゥー語から日本語への翻訳が圧倒的に多い
んです。もう 40 年以上、ウルドゥー語の文学作品を訳してきていま
すが、みなさんと同じような問題に引っかかるんですよね。その土地
や国に特有の事物の固有名詞が一番引っかかりますが、古い時代の色
名にも悩まされます。それらが解決すれば、あとは流暢な訳文を作り
上げればいい。もちろん推敲に推敲を重ねるわけですが。
　きょうのお昼休みに、マンジュシュリー・チョーハーン先生が村上
明香の発表原稿をのぞきながら直されていました。ローマ字表記が
あったからこそ、添削が可能だったんです。これがペルシャ・アラビ
ア文字だけで書かれていたらお手上げだったでしょう。どんな訳を
しているか知る由もない。でもローマ字表記があることで、他人か
ら意見や指摘を受けることができるんです。特にヒンディー語とウ
ルドゥー語は理解する人の数が他の言語に比べて圧倒的に多いため、
ローマ字を介して翻訳に関する意見を集めやすい。他の言語の方も、
いろいろな人から意見を聞かれるのがいいかと思います。

伊藤　今のお話でもう１回確認を。この会は今後とも続きますので、今
後この国際集会では資料にローマ字を併記したものを提出することを
原則にすればいいということですね。

麻田　はい、今回発表者に依頼したように、発表原稿の中で『十帖源氏』
からの訳の引用をする場合などはローマ字表記をつけたほうがいいで
しょうね。というより、読者に対して、より親切でしょうね。

シャーム　そうですよね。
麻田　きのうも触れたように、『十帖源氏』翻訳に関して言えば、ヒン
ディー語とウルドゥー語は同一言語ですから、文字の問題が解決すれ
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ば、つまりローマ字表記が提供されれば、理解できる層が膨れるので
有益でしょう。パンジャービー語の文法的要素もヒンディー語・ウル
ドゥー語とかなり重なっているので、やっぱりローマ字表記があれば
わかりやすくなるでしょうね。

伊藤　ジャーナルに載せる際の原稿ではどうしますか？
麻田　発表原稿にはローマ字表記も併記するわけですから、そのまま
ジャーナルに掲載すればいいでしょう。『十帖源氏』の翻訳文は各言
語の文字だけでいいでしょうが、ただ、ウルドゥー語のみ、ペルシャ・
アラビア文字とデーヴァナーガリー文字の両方で表記する、ではどう
でしょうか。

伊藤　村上さん、それでいいですか。
村上　はい、結構です。
シン　私もパンジャービー語にローマ字表記をつけたいです。
伊藤　まとめると、どうなりますか。
麻田　ウルドゥー語はペルシャ・アラビア文字とヒンディー語を表記す
るデーヴァナーガリー文字の併用で。そしてパンジャービー語は固有
のグルムキー文字とローマ字で。

伊藤　まとめると、全部につけてもらったほうがいいんじゃないの。違
うの？

村上　全部につける意味はあるのかなという……。
麻田　いや、発表原稿と翻訳文を混同していませんか。全部に、の意味
は、各人の発表原稿に引用されるであろう『十帖源氏』の翻訳文など
にはローマ字表記も併記するという意味です。別データである『十帖
源氏』の翻訳文そのものは各言語の固有文字だけでいいでしょう。で
すから例外はウルドゥー語とパンジャービー語だけになります。

伊藤　今後のことがあるので。今回は一応７言語、きのうときょうとで
は６言語やりましたよね。でも今後 10 言語まで広がりますから、そ
の時に問題は出ないかなと。

麻田　大丈夫のはずです。
伊藤　あとテルグ語とマラーティー語にもいらない？
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麻田　いりません。
男性　そうですね。発表原稿にローマ字表記があれば理解度が高まりま
すね。

伊藤　翻訳データベースだけは、ウルドゥーだけが例外的扱いになるん
ですね。あ、それとリーマさんがさきほどローマ字表記併記の希望を
出したパンジャービー語。バージョンが２つ出るわけよね。

麻田　はい、そうです。
伊藤　今後ウルドゥー語で何か翻訳をしたり、ここでウルドゥー語で発
表する人が両方をつくって出すのは嫌だという可能性はないわけです
ね。

麻田　特にインドにおいては、ウルドゥー語を表記するにはペルシャ・
アラビア文字だけでいいという時代は終わったような気がします。プ
ラスアルファとしてデーヴァナーガリー文字が加われば鬼に金棒です
よ（笑）。
　バザールの本屋へ行けばウルドゥー語の古典文学作品のデーヴァ
ナーガリー文字版はほぼ全て揃うでしょう。中身はそのままで、文
字だけがヒンディー語で使用するデーヴァナーガリー文字に変換さ
れている。翻訳ではなく、翻字なんです。これをヒンディー語で
lipyantaran リピャンタランと言います。しかし、各言語の固有の文
字ももちろん重要です。

伊藤　大変な言語社会というか言語生活が行われてるんですね。政治的
に、それは中立なんですか。

麻田　はい、我々はすごくいい方向に進んでいると思いますよ。
伊藤　『十帖源氏』をデータベース化して公開するときには、ウルドゥー
語に関してはペルシャ・アラビア文字とデーヴァナーガリー文字の２
つのバージョンができる。これでいいのかな。やっと飲み込めた感じ。

麻田　いやあ、すいぶん長い議論になっちゃった。
伊藤　まだまだ入り口ですよ。
麻田　この表記の問題は重要であるにもかかわらず、なんか避けてこら
れてた感じがしたもので、問題提起させていただきました。
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パンダ　話を変えます。発表のときも申し上げましたが、特殊な事物を
表す単語が出てきた場合、解説的な文章で説明することになるかもし
れませんが、図解や挿絵などを入れることができるでしょうか。

伊藤　これは編集する立場から言いますと、写真とか絵を入れる場合に
は、手元にオリジナルがあればいいんですが、なければ版権の問題を
処理するのに膨大なエネルギーと、場合によってはお金がかかるもの
で、できうれば私たちの負担を重くしないでほしいんですね。でも、
今回の『十帖源氏』については、先ほど入口先生がスクリーンに投影
してくれた絵があるんですね。１つの巻に多い場合は３枚ぐらい入っ
ているかな。総数は何枚でしたっけ。

入口　全巻で 120 図あります。
麻田　ずいぶんありますね。
バス　それは自由に使えますか。
伊藤　はい、使えます。その絵を活用することは 1 つの方法ですよね。
この絵で処理できれば、さっきの紅葉の段のところの絵だって、あれ
で十分でしょう。

入口　もう十分ですね。
伊藤　絵にはいろいろな情報が入っていますから。そして、この手元の
資料で『十帖源氏』の現代語訳の中で、挿絵に簡単な説明がついてい
ますが、これは意識してつけているんです。
　この桐壺の巻には絵は３枚入っていると思います。例えば３枚目の
絵には「＜光源氏＞十二歳のときに、宮殿で＜光源氏＞が元服の儀式
をした場面」と説明がついています。この文章はこちらのほうで絵を
読み取ってつけた説明書きです。つまり、絵が検索できるように、キー
ワードを入れた説明になっています。

麻田　だから各翻訳者にはその絵が入っている現代語訳が提供される
べきだったんですね。３枚だけでもあれば少しは翻訳の助けになるで
しょう。

伊藤　でもさっきサイト一覧を紹介しましたよね。あそこに衣服とかお
菓子とか、いろんなサイトのアドレスが一覧になっていますから、そ
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こから見たらすぐ絵が出てきます。それは『十帖源氏』の版本自身の
絵も全て、さっきのデータベースから見てもらえば、早稲田とか資料
館とかが持っている画像をすぐ確認してもらえます。最終バージョン
は全ての画像にリンクしていますので、ここのページは国文研の何丁
だったとか、クリックすればそこの画像が出るようになっています。

麻田　きのうから議論されている短縮版という意味を各言語版でどうつ
けるかですが、リーマさんからは、ヒンディー語なら「源氏の物語」
のあとに「ek saaraansh（ある要約）」をつけたらどうかとの案が出
されました。ところが、須藤先生からは、「十帖」をなんとか入れる
よう工夫できないかとの要望がありました。この問題は今後の課題と
しますが、まあ、各言語の表現法に則り、「短縮された」がはっきり
わかればいいのではないでしょうか。例えば、ウルドゥー語ではどう
なりますかね？

村上　きのうも述べましたが、「簡約」を入れるなら genjii kii muxtasar 
kahaanii（源氏の簡約物語）、そして「十帖」を入れるなら、やや長
いですが das (10) jildoN par mushtamil genjii kii kahaanii（10 巻か
らなる源氏の物語）。あるいは短くして genjii kii kahaanii (das jildoN 
meN)（源氏物語（10 巻物））あたりですかね。今のところはこんな
ところです。さらに考えてみます。

伊藤　『十帖』は巻によっては要約した巻もあれば、カッターナイフで
ぶつぶつと切っていって、スポーンと抜いちゃってくっつけた巻もあ
ります。だから、厳密には 54 巻全部の要約とは言えないんです。

須藤　今の問題ともかかわるのですが、今日のご報告を聞いていて、ベ
ンガル語のタイトルがもっとも気になりました。「男性用ランニング
シャツや半袖のアンダーシャツ（英語の guernsey から）」の意味に取
られかねない、ベンガル語の「源氏」というタイトルは、本当に苦笑
いしてしまうようなものなのですが、たとえ、原文に忠実であったと
しても、物語の顔でもあるタイトルがこうしたかたちになっているの
は大きな問題ではないか、と思います。私は、きのうのパネルディス
カッションでは「十帖」という語にこだわったのですが、それでも、『十
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帖源氏』となれば、「源氏」が入ってきてしまいます。そこで考えた
のですが、むしろ、「源氏」にこだわらなくてもよいのではないでしょ
うか。というのも、『源氏物語』は、実は、いつの時代も『源氏物語』
と呼ばれていたわけではなく、さまざまな名前で呼ばれていました。
紫式部のことを意識したのか、紫の上のことを意識したのか分かりま
せんが、「紫のゆかり」ということもありました。『源氏物語』とは全
く違っています。「光る源氏の物語」と呼ばれることもありました。
そこで、たとえば、「光る君の物語」などとしてみてはどうでしょうか。
タイトルだけではなくて、本文のところの「源氏」も「光る君」とし
てしまう。これは、大きな決断ですが、時々に笑ってしまうよりは、よっ
ぽどよいと思います。「源氏」ではなく「光る君」という。いかがでしょ
うか。

シェーク　いいですねえ。
バス　私もそれに賛同します。
シェーク　ちょっと今思いついたんですけれども、本文の翻訳の中では
「光」と同じ意味の「ジョティルモエ」というベンガル語の言葉を使っ
ていますが、その「ジョティルモエ」というのもよくベンガルの男性
の名前になるので、タイトルにもそのまま使えると思いますね。

伊藤　平安時代には「光源氏の物語」という表記もありますから。「紫
の物語」もあります。

麻田　僕もですが、余りにも『源氏物語』という書名や呼称にこだわり
すぎていたんですね。いま出たさまざまな呼び名はネット上でも見つ
かりますよね。

伊藤　それはもう、幾らでも出てくる。「源氏物語 書名の由来」で検索
をしてみてください。

麻田　書名の由来、ですね。これは課題として各自持ち帰っていただい
て、それぞれ考えていただくことにしましょう。

伊藤　今も言った「紫」というのは意外と伝統的ですよ。
麻田　紫ねえ。でも別にすべての言語版の書名を同じにする必要はない
んでしょう？ 各言語で何かぴたっと来るような書名を探すというこ
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とで。
伊藤　各言語ごとに変わるんですか。
須藤　笑ってしまうくらいなら、もう、『源氏物語』という書名にこだ
わる必要はないと思いました。

伊藤　言語別に書名が変わるのはどうかな。
高田　書名は言語ごとに変わってもいいとしても、データベースの名称
には『源氏物語』や『十帖源氏』が入っていたほうがいいですよね。

伊藤　そうですね。いや、総タイトルと全てをくくるのは『十帖源氏』
であって。

麻田　もちろん。
高田　当然。
伊藤　その下にそれぞれの担当言語によって『十帖源氏』をどういうふ
うに理解したかという、要するにタイトルの翻訳だよね。

高田　『十帖源氏』がいいんですか。
伊藤　タイトルはやっぱり『十帖源氏』が一番、もともとの固有名詞で
すから。

麻田　それぞれの言語に適した何か、いろいろとひらめきがあるでしょ
うから、ネットで書名の由来とか調べてから再考していただければと。

伊藤　調べられると、やっぱり一番多いのは、古いところでは「源氏の」
で、「の」が入るんですよ。私としては、「の」が入ったほうで訳して
ほしいなという気持ちですが。

麻田　「の」が入るか入らないかは日本語の問題で、外国語にも「の」
を入れてほしいという話はおかしいですね。「の」が入らない『源氏
物語』の英訳だって『The Tale of Genji』と「の」に相当する「of」が入っ
ている。「源氏の物語」を英訳しろと言っても同じ訳になるでしょうね。
これは言語の性質の問題ですから。ヒンディー語でもウルドゥー語で
も文法上、「genjii kii kahaanii」と「の」に当たる「kii」を必然的に
入れざるを得ないんです。何かひらめいて決まった場合は、伊藤先生
のほうにお伝えください。

バス　現代語訳のバージョンについて聞きたかったのですが。どのバー
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ジョンに基づいて翻訳をすればいいのでしょうか。
伊藤　これは 2016 年１月バージョンですので最終版ではありません。
でも、ヒンディー語とウルドゥー語以外の方々に渡したものです。

バス　翻訳しているときに、セクション番号や小見出しはつけるんです
か。

伊藤　いりません。データベース化して出すときには、日本語のほうに
番号などがついていますので。セクションごとに小見出しをつけて、
さらにセルの小見出しがあって、そのグループごとに横並びで対照で
きるようにします。、今後ともずらーっと横に並んでいきますので、
この情報は統一用語で、日本語の現代語訳だけにつくものです。

シェーク　原文を訳す必要はないですよね。
伊藤　ないです。
シェーク　訳出する際の元の日本語は現代語訳ですね。
伊藤　現代語訳です。原文を訳されると日本人ですらさまざまな訳が出
てくるので、海外の方はさらに混乱してしまいます。だからそれを避
けるために、提供する日本語文は１つにしたわけです。

シャーム　もう最初から番号をつけて送ったらとか、どうですか。
麻田　その方がわかりやすいでしょうね。編集される方が、各言語の文
字を解さずに各言語の翻訳分をセクションごとに区切るのは、かなり
難しいはずですが。

バス　たしかに、その方がわかりやすいですよ。
伊藤　それはこちらにとってはありがたいことなんですが、ただ、たく
さんの要求をすると送ってくるのが遅くなると予想されたもので。

バス　番号を入れるだけですよ。
伊藤　では、区切りを入れてもらいましょうか。逆に言うと、英語訳の
区切りに倣うことになりますが、現代語訳のセクションに従ってほし
いと思っています。

須藤　今回は、とりあえず、皆さんのご厚意に甘えることにして、セク
ション分けをした現代語訳を皆さんに送信する。それに従って、セク
ション分けを各自で行ってもらうかたちでどうでしょうか。そうすれ
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ば、我々の負担も大幅に軽減されると思います。
麻田　だから今回の場合は今現在の現代語訳にのっとって、各言語に翻
訳をする。でも、後々、最終的に全文をまとめる段階で、日本語の現
代語訳にも問題があるなら、そちらも改訂しながら各言語版の翻訳も
新たに手直しをする可能性があるということですね。

須藤　現代語訳も次から次へとバージョンアップしていきますから、そ
れが揺れてしまうと、翻訳をお願いしている皆さんも混乱すると思い
ます。どこかで、これを決定しなければならないとは思っています。

高田　和歌に現代語訳はつけていないのですか。
伊藤　今のところ全くつけていません。つまり、和歌に訳をつけ出した
ら、それこそ 100 年経ってもできない。こんなのは 10 年あればでき
るんですけどね。

高田　和歌には現代語訳はつけない。
伊藤　原則、つけないんですが、ひそかにやっているのは仲間の渋谷栄
一君が訳した『源氏物語』の訳がネット上に公開されているので、彼
の訳を訳してもらおうかなと考えていますけれども、ただ彼の訳も多
分に問題があって。つまり、和歌の訳はいかに難しいかということで
す。

麻田　でもウルドゥー語訳では、それは使ったんじゃない？
村上　渋谷先生の現代語訳はネット上では有名なので、それを参考にし
て、ウルドゥー語版には和歌の訳も入れました。

伊藤　それでもいいんですけどね。ただほかの巻になると、うーんとい
う、これはとてもじゃないなというのが出てくる。だから、寂聴もだ
め、谷崎もだめ、となるんです。

須藤　どの翻訳であっても、一長一短があります。
伊藤　和歌の訳はいかに難しいかというのがあるので、だから今のと
ころは見て見ぬふり、といっては申しわけないんですけれども、どう
しようもない。もう１つは、要するにダイジェスト版ですよね。和歌
が突然出てくると、和歌の訳の中で前後をつなげる必要も出てくるん
ですよね。そうしないと、読めないですから。「幻」の巻なんて歌だ
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らけでどうするんだってなりますから。だから、和歌の訳にちょっと
前後の意味を入れたら話がつながる場合がある。その辺の技術は相当
高度だと思いますね。オリジナルの和歌を訳すんじゃなくて、物語の
中に埋まっている訳をつくるとなると、もうこれだけで相当なエネル
ギーがいるので、そういう意味では今のところは逃げていて、とにか
くできたという形をとるには和歌を除いて訳してもらうしかないんで
すよ。だから、そこはそのままに置いています。

高田　空白っていうこと？
伊藤　はい、今はそうです。
須藤　今回のプロジェクトの方針として、和歌は訳さないという決まり
がまずあります。だから、和歌には、現代語訳がない。でも、翻訳し
ていただいた皆さんには、そのことが伝わっていなかったのではない
でしょうか。

伊藤　だからそのことを言わなかったのは、和歌を訳してくださいと改
めて言うと、例えばタチアナ先生のように、和歌をロシア語に訳すの
に 15 年かかったというようなことが起こるんです。和歌だけの訳で
そんなに時間がとられてしまう……。だから、みなさんに和歌の訳は
求めていません。でも、いろんなものを見て訳してくださる方はあり
がたい、というスタンスです。

須藤　皆さんに訳したいという希望が強いのであれば、こちらで現代語
訳を付けて、それを訳してもらったほうが……

カンナー　和歌を抜きにしても全体の流れは大丈夫ですかね。
須藤　『十帖源氏』全体の流れを見たとき、和歌はかなり重要な位置を
占めています。でも、和歌があったとしても、『十帖源氏』にはぶつ
ぶつ切れているところがいくつか存在しています。

カンナー　それなら、昔やりかけた『おさな源氏』のほうがよかったの
にね。和歌が少ないでしょ？

伊藤　いや、一緒です。
カンナー　ああ、一緒ですか。
伊藤　だから余計にあれはだめだったんですよ。とにかく、趣旨は和歌
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のためにこのプロジェクトをとめたくないんです。
麻田　翻訳者の皆さんは、和歌があるならそれもそれぞれに理解して訳
したいのでは？ これまでに出ている英訳とかを参照すれば理解でき
るのではないでしょうか。ロシア語のタチアナ先生のやり方は知りま
せんが、ロシア語としての韻律なども考慮して訳すとなると大変です
よね。でも、物語の中に和歌が出てくるなら、その和歌を詩としてで
はなく、説明的な散文に訳してもいいんじゃないですか。

カンナー　そうですね。それしかまた方法はないでしょうし。
伊藤　そうすると前後が２ページ、３ページとカットされていて、和歌
が来た場合には、その流れを和歌で説明しなくちゃだめですよね。例
えば和歌の前の２ページないしは３ページがないというときに、和歌
の前と後ろをつなげる役割を和歌に持たせる必要があります。そうす
ると、今までの和歌の訳が使えなくなりますよね。和歌を純粋に訳し
たのでは、『十帖源氏』の中で完全に孤立しますから。余計にわけが
わからなくなる。

入口　でも、それが『十帖源氏』なんです。だからそのままでいい。改
変する必要などないんです。

麻田　入口先生に同意します。
伊藤　でも、読者が……。
入口　当時の読者はわけがわからなかったかもしれないし、わけがわ
かったかもしれない。しかし読む人は和歌を読んでいるはずです。そ
の理解の仕方をすればいい。
　ちょっとさっき言いましたけど、やっぱり『十帖源氏』で初めて読
むわけです。『源氏物語』を読んだ人がわざわざ『十帖源氏』には戻
らない。『十帖源氏』はまず入門ですから。そのために短くしている
わけで。そこから読むわけです。その人たちは全体のストーリーなん
かはそこではじめて読んでいくわけですね。そこに歌もある。伊藤先
生や須藤さんは『源氏物語』全部が頭に入っているから、ここは足り
ないとか思うわけですね、当然。だけど初めて読む人は足りないか何
かはわからないんです。ただ歌がそこにあって、歌の意味をこんな意
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味だろうと思って読んで次に行くわけで、足りない部分を補いながら
とかいうことではないはずです。我々も同じようにそこを辿ってみる。

伊藤　きのうもちょっと言ったんですけど、今整理する必要があると
思っているのは、私は３月までは日本の文化が翻訳でどう伝わってい
くのかの研究をするための資料として訳をしてもらっている。今のお
話は、ほとんどのお話が私にとっての４月以降のプランなんですよ。

須藤　長い目でみた場合のプランと、あくまでも、今回のプロジェクト
で達成できる課題をしっかりと分けて考えなければならない、という
ことですか。

カンナー　現代語訳の英訳がありますよね。『十帖源氏』の英訳があり
ますよね。

村上　ジョン・Ｃ・カーンさんの訳。
カンナー　そう、カーンさんの。
伊藤　あれはこちらから提供した情報で訳してもらっています。こちら
から依頼して、それで謝金を払って訳してもらっています。もう１回
申し上げますが、３月までは私の経費でやっています。

麻田　それは理解できます。
伊藤　４月以降は自分のやりたいことをしようと。皆さんのおっしゃっ
ていることはわかっています。ただ、３月までに成果が出せるか。報
告書に成果が出せるか。荒っぽいですが、何とかここまで来られたの
は、３月までは私は公的資金でやってきた成果を出すという目標が
あったからです。

村上　でも、和歌を含めてですか。
伊藤　だから、和歌を含めてしまうととても出ないと踏んでいるわけで
すよ。でも、今聞いたら、そうじゃないような気になってきました。

須藤　つまり、伊藤先生は、和歌の翻訳は大変だから、期日に間に合わ
なくなる可能性があるという考えがあって、今回のような依頼の仕方
になった、ということですか。

伊藤　そうです。
須藤　和歌の翻訳は大変だろうから、依頼してしまうと、きちんとした
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成果が出ないのではないか、あるいは、どなたかが遅れて出せないか
もしれない。

麻田　そう。
須藤　和歌の翻訳は難しくて、私たち自身にとっても、優れた現代日本
語訳を作ることは難しい。そうした中で、皆さんが、和歌だからこそ、
素晴らしい、よい訳をしたい、そんなふうに思って取り組んでいたら
期日に遅れてしまうのではないかという懸念があった。だから、今回
のような依頼の仕方になった、ということですね。

カンナー　それはわかります。
麻田　和歌の翻訳はいらないということを、翻訳担当者は聞かされてい
なかった。

バス　和歌は入ってるけど、その訳はいらないとは知らなかったんです。
伊藤　つまり意識的に言わなかったということです。そこを酌んでほし
い。つまり、３月までに成果が出るかどうかで、和歌を入れたら、私
は出ないと踏んだ。

パンダ　和歌の翻訳なんですが、今のところもちろんできると思います。
他の方のことはわからないですが、リーマさんとわたしは和歌の翻訳
についても考えていますので、和歌の翻訳はお約束します。もちろん、
今直すだけですから、多分大丈夫です。もしできない場合は、最後の
最後に和歌を外してもいいでしょうね。

麻田　だから最初から今言ったようなことをはっきり言っておけばよ
かったんですけど、通常これを見て現代語訳がなくても、和歌は当然
みんな考えますよね。和歌は難しいから抜いちゃおう、なんて思わな
いでしょ？

カンナー　まじめな方々ですから。
麻田　そう、まじめですからね、皆さん。伊藤先生の話を聞いていると、
ロシア語のタチアナ先生の和歌の翻訳に時間がかかったというのは、
たぶん翻訳の方法が違うんじゃないですか。詩形とか韻律などのこと
を念頭に置いてきちんと訳すとか。そりゃ時間がかかるでしょう。皆
さん詩人でもないし、詩的に訳そうとは思っていないでしょうから、
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そんなに心配しなくてもいいと思うんですが。散文訳も大変だと思う
ならば、パンダさんがおっしゃったように、和歌を抜いた本文だけの
訳を提出すればいいし。和歌にはそんなにこだわらずに。

伊藤　当初の予定どおり、我々としては２月にオンラインで公開したい
と思っています。11 月末でしたっけ、原稿の最終の締め切りは。そ
のときまでにいただいた原稿をもとに、我々は年末年始で版組みをし
ます。ですから、そのときまでに和歌が入っているとありがたい。こ
ちらからは特にお願いしなかったわけですから、ありがたい。私とし
てはやっぱり締め切りがあるので、ついついこういう態度をとってい
ますけれども、済みません。事務的で申しわけない。ただ済みません。
４月以降はいい仕事をしましょう。

入口　４月以降のために和歌の現代語訳は確かに必要ですよ。改めてご
提示ください。

伊藤　それは渋谷栄一君の現代語訳があるから。もう本人の了解も得て
いるし。仲間ですし。それから渋谷君のあのデータベース全てをＮＰ
Ｏ法人が管理しています。

入口　ああ、そうですか。はい。
伊藤　ですから、その辺りの権利は全て我々が持っているんです。あれ
を使ってもらえれば、問題は多々ありますが。だから、ほかの本から
抜いてもらうと何かとあるので、できたら渋谷君のほうを使ってくだ
さい。期日を優先したためで、ごめんなさい。

麻田　はい、どうぞ、入口先生。
入口　もうぼちぼち終わりに向けて。
麻田　翻訳する上での基本的な事柄について、きのう、きょうとで少し
だけですが議論できたかと思います。あとは皆さんから原稿を出して
いただいて、それがオンライン版の報告書に掲載され、読者の方々に
読んでもらい、有益な意見が出されるといいですね。そうした意見・
感想・評価をもとに訳文がさらにブラッシュアップされることを期待
したいです。その意味でも、今回提出していただく訳文ははたたき台
という位置づけでしょうか。
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伊藤　パンダ先生のきょうのお話の中で、３ページ目ですか、翻訳をす
るとき、自分の頭だけを使わないで、と下のほうに書いています。こ
れを聞きながら、ロイヤル・タイラーさんがどうやって訳したかとい
うことを少しお話しておきます。タイラーさんは全てネット上に公開
されたんです。私も 1996 年～ 97 年にタイラー先生が公開されてい
る英語バージョンを見ましたし、そのディスカッションも同時進行で
見ています。私には意味はわからないですけれども、何をやっている
かぐらいはわかって、つまりタイラーさんが頭中将をどういうふうに
訳したかとか、いっぱいみんなが言ってくるんですよ。それで現在の
タイラー訳が決まったんです。つまり、タイラーさんはネットを使っ
て、バージョンアップするごとに、どんどん公開したんです。私です
ら見る環境に置いてくださったんですよ。そのディスカッションも全
部公開された。その結果、最終的訳文は相当変わったらしいです。だっ
て世界中からみんながみんな言ってきますから。あのタイラーさんの
訳をみんなが評価する点は、いろんな方からの意見を取り入れながら
訳を進めていったこと。１回やってからもう１回見直している。それ
も最後になってまた意見が来て、そこからまたざーっと見直してるわ
けですよ。普通は個人のタイラー訳ですけれども、私なんかはみんな
でコラボレーションする中で生まれたタイラー訳だと思っています。
サイデンステッカーはあくまでも１人で机の上で訳した。その違いが
翻訳にも出てくるので、今回の「桐壺」が公開出来た暁には、意見交
換をしながらバージョンアップしていけばいいかなと思いますね。タ
イラー訳はそういう意味では画期的な翻訳でした。
　そうすると、そのためにはこれはきのう私が言われたことですが、
メーリングリストをつくれと。きのう私はいろんな失言をしました。
現代語訳を見てくれとか、新バージョンを見てくれとか言ったら、見
てくれはだめだろうと言われました。代わりに、メーリングリストを
新たにつくって、そこにバージョンアップした旨流してくれ、とも言
われました。ごもっともですので、早速メーリングリストをつくって、
きょうのこともそこにまとめて流したいと思います。
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麻田　それから最後にもう１点。ネイティブとノンネイティブのお二方
に訳してもらうと謳いながら、インドの諸言語に限っては片方しかい
ないんですよね。適任者がなかなか見つからなかったのでしょうが、
現在、訳者が両方いるのは何語ですか。

伊藤　まずは英語。それからスペイン語とイタリア語、もうすぐロシア
語ですかね。ああ、中国語も進んでいますね。済みません、これには
謝金を払っているんです。だからできたと思ってもいます。それで、
３月までは謝金が払えるんですが、４月以降は科研費がなくなります
ので、謝金が一切払えない。今回の皆さんは謝金がないのに、非常に
申しわけないと思いながら……（笑）。でも実際、謝金を払うと原稿
が早く集まるんです。優秀な留学生が手を挙げてきます。謝金がない
となかなかうまくいきません。個人的なかかわりで拝み倒すしかない
んです。だから片方ずつしかないというのは、済みません、そういう
理由からです。

麻田　今回、ノンネイティブの日本人がかかわっているのはヒンディー
語とウルドゥー語だけです。きちんと調査をすれば見つかるでしょう
けど、漠然と考えていただけでは翻訳技術に長けた人は見つからない
と思います。
　伊藤先生は最初におっしゃったように、ネイティブならではの訳と
ノンネイティブならではの訳を求めたんですよね。何か理解の過程に
おける文化的差異が出てくるとおもしろい、と考えられたような。で
も、来年の３月までの科研の研究には間に合いませんよね。だから、
翻訳ができる人ならば誰でもいいと思われたのでは？ ただし、その
翻訳者は質のいい翻訳を目指さなければならない。自分で用意した訳
稿を誰かに見てもらうとか、添削をしてもらうとか、当然そういう過
程を経ると思うんですが、翻訳の質の問題についてはあまり考えてお
られない気がしますが。

伊藤　４月以降は、ネイティブ、ノンネイティブを私自身こだわってい
なくて、今から５年前に科研の申請書に書いたことを今実行している
だけです。これは３月に終わります。



- 153 -

麻田　ウルドゥー語の場合はノンネイティブは見つかったが、ネイティ
ブは探さなくてもいいんですか。

伊藤　４月以降ですか。
麻田　はい、４月以降です。
伊藤　つまり、難しいんであれば仕方ないでしょう。
麻田　ノンネイティブを探すのが難しいとおっしゃいますが、誰が探そ
うとしていたんですか。

伊藤　私の知り合いを通じてです。たまたまタリクさんと出会って、話
の中で今回の人選ができたわけでして。だからヒンディー語とウル
ドゥー語以外は、全部タリクさんを通じて一応……。突然展開したん
です。それ以外に私の交友範囲はなかったわけですからね。

麻田　いや、それはネイティブですよね。ネイティブはいいんです。探
そうとすれば探せるでしょう。人探しが難しいのはノンネイティブの
場合です。たまたまヒンディー語とウルドゥー語に限っては日本人が
いたからいいですが。まあ、それは大言語なので当然、運用能力を持
つ人もそれなりにいるでしょうから。だけどほかの言語となると、日
本できちんとやられている人がいないに等しいですからね。
　ということで、皆さんは今後とも『十帖源氏』の翻訳をたゆまなく
続けていってください。どの言語の翻訳でも、完成すればそれなりに
おもしろい結果が待ち受けていると信じています。きのう、きょう、
長い時間を費やしてきましたけれども、基本的な問題点や課題は共有
できたかと思います。そろそろ時間ですので、最後に伊藤先生から
……。（拍手）

伊藤　最後になりますけれども、さっきから実験とか縛りがあってとか、
言ってましたが、申しわけありません。５年前に書いた書類が採択さ
れたがゆえに、その縛りの中でやってきましたけど、来年４月以降は
縛りはないわけですから、実験もしなくていいわけです。皆さんと好
きな形で気の済むようにやれるな、と思います。期限内の成果も気に
しなくて済みますから、そのときはまた改めて皆さんと一緒に仕事を
したいなと思っています。いろんな勝手なことを言ってきましたが、
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ここで改めてお詫びをし、お許しいただきたく存じます。４月以降の
このテーマ自体は、今持っているＮＰＯも一緒にかかわっていくとい
うことになっていて、成果を出せる出口もあることが確認されていま
す。つまり、地球上のどこにでも情報を流せる出口、場所は持ってい
るということです。そのことだけご理解いただいて、ご協力していた
だけるとありがたいと思っています。本当にありがとうございました。

（拍手）
入口　それでは、これにて散会とさせていただきます。



【付録】

各国語訳『十帖源氏』
「桐壺」翻訳データ

（現代語・マラヤーラム語・ヒンディー語・ウルドゥー語・
ウルドゥー語（デーヴァナーガリー文字）・
パンジャービー語・ベンガル語・オディア語）
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十帖源氏

    原　作：『源氏物語』（紫式部）
    底　本：国文学研究資料館所蔵
    編　者：野

の の ぐ ち

々口 立
りゅうほ

圃
    成　立：17世紀半ば
    翻訳者（本文）：畠山 大二郎
    翻訳者（和歌）：渋谷 栄一
    翻訳補訂：淺川 槙子

『源氏物語』の誕生
　〈村上天皇〉の十番目のお姫さまである〈選子内親王（大斎院）〉が、
〈一条天皇〉の后である〈藤原彰子（上東門院）〉に「新作の物語は
ありませんか」と、お望みになりました。〈彰子〉は、《紫式部》を呼ん
で「がんばって《物語》を新しく作ってきてください」と、おっしゃい
ました。
　《紫式部》は、《石山寺》に滞在して、この事を祈りました。すると、
《八月十五夜の満月》が、《琵琶湖》の水面に映って、物語の風情が頭に
浮かんだので、まず、須磨の巻から書いたそうです。『源氏物語』の巻
の数は天台の教典六十巻をもとにして（現在の『源氏物語』は五十四巻）、
巻の名前は四諦の法門、「有門、空門、亦有亦空門、非有非空門」とい
う文を参考にして名付けました。
　第一には物語の本文から、第二には和歌から、第三には本文と和歌か
ら、第四には和歌にも本文にもないところから、巻の名前を決めました。
もともと「藤式部」と呼ばれていましたのを、この物語の一部で〈紫の
上〉のことをとてもすばらしく書いていたことから、「紫式部」と呼び
名が変えられたのです。
　〈紫式部〉は、観音の化身だという伝説もあります。檀那院僧正に天
台一心三観の血脈を許されたのです。
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紫式部の系図
堤中納言兼輔―因幡守惟正―越前守為時―女（紫式部）　　
　　　　　　母は摂津守為信女の堅子です。

（注）一般的な説とは異なる部分もあります。類似した系図が『源氏物語』の注釈書

である、『湖月抄』にあります。

〈絵１〉八月十五日の夜、石山寺で、〈紫式部〉が、『源氏物語』を書きはじめた場面

〔小見出し１〕
（桐壺）
　いつの時代のことでしょうか、女御や更衣などといったお后が大勢い
らした中に、特に高貴な身分ではなく、帝にとても愛されていらっしゃ
る女性がいました（「いつの時代」とは、〈醍醐天皇〉の時代のことです。
帝に愛されていらっしゃった女性というのは、〈桐壺の更衣〉です）。

　宮殿の梨壺という建物は照陽舎の別名です。桐壺という建物は淑
景舎の別名、藤壺という建物は飛香舎の別名、梅壺という建物は凝
花舎の別名、雷鳴壺という建物は襲芳舎の別名です（お后の名前は、
それぞれの住んでいる建物の名前で呼びます）。

　この桐壺に住んでいる更衣を愛されたので、この時の帝のことを〈桐
壺の帝〉ともいいます。大勢の女御や更衣たちはうらやんで、毎日〈桐
壺の更衣〉が帝の近くにいることに、嫉妬をしてばかりいました。

〔小見出し２〕
　そうやって、他の后たちの恨みをたくさん作った結果でしょうか、体
が弱くなっていきました（重い病気です）。
　心細い感じがして、実家に帰っていることが多い〈桐壺の更衣〉のこ
とを、帝は、これまで以上にたまらなくお思いで、人々が悪口を言って
いても、愛情をお止めになることができません。
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〔小見出し３〕
　中国でもこういう恋愛関係が原因となって、世も乱れ、とんでもない
ことにもなったと、世間の人もおもしろくない気がして、人々の悩みの
種にもなり、中国で〈玄宗皇帝〉を夢中にさせた〈楊貴妃〉の話に例え
られそうになりました。

〔小見出し４〕
　この〈桐壺の更衣〉の父はすでに死んでいて、母親の〈北の方〉は、
由緒のある家柄出身であり、古風な人なので、他のお后たちにも負けな
いようにしています。しかし、何か大事なことがある時には、頼るとこ
ろがなく、心細い様子です。

〔小見出し５〕
　（〈桐壺の帝〉と〈桐壺の更衣〉は）前世でも約束が深かったのでしょうか、
美しい玉のような皇子までも生まれました（この人を〈光源氏（光る君）〉
といいます）。第一皇子は、〈右大臣の女御〉が生んだ子供なので、間違
いなく皇太子になるだろうと、世間の人々も大切にしているのですが、
この〈光源氏（若君）〉の美しさには、とうてい勝つことができません。

〔小見出し６〕
　〈光源氏（若君）〉が生まれてからというもの、帝はこの〈光源氏〉を
とても大切にしていらっしゃいましたので、〈光源氏〉が、皇太子にな
るのではないかと、第一皇子の母である后は、心の中で心配しています。

〔小見出し８〕
　帝が、たくさんの后たちの部屋の前を素通りして、何度も何度もお通
いになることに、他の后たちが嫉妬しているのも、もっともなことです。
あまりに〈桐壺の更衣〉が帝に呼び寄せられる回数が多くなっていきま
す。すると、打橋や渡殿といった宮殿の廊下など、〈桐壺の更衣〉が通る、
あちらこちらの道にいたずらがされていました。それは、見送りや出迎
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えの侍女の着物の裾が、まったく我慢できなくなるような、とんでもな
いことなどです。またある時は、〈桐壺の更衣〉が、絶対通らなければ
ならない中廊下の扉を閉めて、こちらとあちらで協力し、〈桐壺の更衣〉
を閉じ込めて、ひどい目にあわせたり困らせたりすることも多いのです。

〔小見出し９〕
　帝はますます〈桐壺の更衣〉をかわいそうに思って、後涼殿という所
に前から部屋をもらっていた身分が低い后を、他の場所へ移し、〈桐壺
の更衣〉のもう一つの部屋としました。
　部屋を他に移された后の恨みは、とうてい晴れることがありません。

〔小見出し 10〕
　〈光源氏（若君）〉は、三歳になった年、袴着の儀式をしました。その
様子は、第一皇子がこの儀式をしたときにも負けないほどです。見た目
や性格が、めったにないほど素晴らしいので、〈光源氏（若君）〉を他の
后たちも憎むことができません。

〔小見出し 11〕
　その年の夏、母の御息所（〈桐壺の更衣〉のことです）は、病気になって
実家へ帰ろうとしますが、〈桐壺の更衣〉がいつも体が弱いことに、帝
は慣れてしまい、帰ることを絶対に許しませんでした。日に日に病気が
重くなってきて、ひどく衰弱したので、〈桐壺の更衣〉の母は、泣きな
がらお願いをして、〈光源氏（若君）〉を宮中に残したまま、〈桐壺の更
衣（御息所）〉だけ帰ることになりました。

〔小見出し 12〕
　帝は、かわいらしい〈桐壺の更衣〉が、やつれて意識がはっきりしな
い様子を御覧になって、今までのことや将来のこと、いろいろなことを
約束したりするけれども、〈桐壺の更衣〉は、返事をすることもできま
せん。つらそうな顔をして、意識を失った状態です。帝が「死への旅にも、
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共に行こうと約束しましたのに、私を残してはいけませんよ」と、おっ
しゃるのを、

〔小見出し 13〕
〈桐壺の更衣（女）〉も、とても嬉しく思い、次のように和歌を詠みました。

人の命には限りがあるものと、今、別れ路に立ち、
悲しい気持ちでいますが、わたしが行きたいと思う路は、
生きている世界への路でございます。

　帝は、〈桐壺の更衣〉に輦車に乗ることを許し、〈桐壺の更衣〉は実家
に帰りました。

〔小見出し 14〕
　帝は胸がつまるほどに悲しんでいます。帝のお見舞いの使者が行って
帰って来るほどの時間もたっていないほどに、「夜中を過ぎるころに、〈桐
壺の更衣〉が息を引き取りになりました」と、お聞きになります。帝は、
気も動転して、もう何の分別もつきません。

〔小見出し 15〕
　帝は、〈光源氏（若君）〉をこんな時でも御覧になりたいと思うけれど、
喪中の人が宮殿にいることは前例にないので、〈光源氏〉を母君の実家
に帰らせました。〈光源氏（若君）〉も何が起きたのかもわかりません。〈光
源氏〉は、周りの侍女たちが泣きわめき、帝も涙がとまらなくなってい
らっしゃるのを、何だか変だと見ています。

〔小見出し 16〕
　きまり通り、愛宕という所で、葬儀を行いました。
　母君も、〈桐壺の更衣〉と一緒に、火葬の煙となって消えてしまいた
いと、泣いて、見送りの侍女の車に、追いつくようにして乗ってでかけ
ました。
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〔小見出し 18〕
　帝から使者があって、亡くなった〈桐壺の更衣〉に三位の位をお贈り
になりました。

〔小見出し 21〕
　帝は、第一皇子を御覧になっても、〈光源氏（若君）〉を恋しく思い出
してばかりいて、侍女や乳母などをつかって、〈光源氏〉の様子をお聞
きになります。風が強くて肌寒い夕暮れに、〈靫負の命婦〉という女官
を〈桐壺の更衣〉の母の所へ行かせました。

〔小見出し 26〕
　帝からの手紙に書いてあった和歌です。
宮中の萩に野分が吹いて露を結ばせたり
散らそうとする風の音を聞くにつけ、幼子の身が思いやられる

　〈靫負の命婦〉が、〈桐壺の更衣〉の母に会って詠んだ和歌です。
鈴虫が声をせいいっぱい鳴き振るわせても
長い秋の夜を尽きることなく流れる涙でございますこと

 （〈靫負の命婦〉が詠んだ和歌に対して、〈桐壺の更衣〉の母（祖母君）は次のように
和歌を返しました。）

〈祖母君〉
　　ただでさえ虫の音のように泣き暮らしておりました荒れ宿に
　　さらに涙をもたらします内裏からのお使い人よ

〔小見出し 32〕
　良い贈り物をする場合ではありませんので、〈桐壺の更衣〉が残した
着物や装飾品を、手紙にそえてあげました。

〔小見出し 34〕
　帝は夜更けになってもおやすみにならず、庭先に植えてある花を眺め
ながら、侍女を四、五人そばに控えさせて、お話をしていらっしゃいま
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した。

〔小見出し 35〕
　帝の手紙に対して詠んだ、〈桐壺の更衣〉の母の歌です。
荒い風を防いでいた木が枯れてからは
小萩の身の上が気がかりでなりません

〔小見出し 37〕
　〈桐壺の更衣〉の母（祖母君）の話や〈光源氏（若君）〉のことなどを
話して、贈り物を見せると、帝は次のように和歌を詠みました。
〈帝〉

亡き更衣を探し行ける幻術士がいてくれればよいのだがな、
人づてにでも魂のありかをどこそこと知ることができるように

〔小見出し 39〕
　第一皇子の母、〈弘徽殿の女御〉は、長い間帝の側に呼ばれず、月の
美しい夜に合奏をして遊んでいます。殿上人や侍女たちは、「具合の悪
いことだ」と、その合奏の音を聞いています。

〔小見出し 40〕
　帝は、〈桐壺の更衣〉の母（祖母君）の生活を心配して、次のように
和歌を詠みました。
雲の上の宮中までも涙に曇って見える秋の月だ
ましてやどうして澄んで見えようか、草深い里で

〔小見出し 43〕
　月日が過ぎて、〈光源氏（若君）〉が宮殿にやってきました。美しく成
長したので、神につれていかれたりしないかと大変不安に思われました。
翌年の春、第一皇子が皇太子に決まったときも、帝は、〈光源氏〉に第
一皇子を越えさせたいと思いましたが、世間が納得しないことだと、遠
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慮して、表情にも出しません。

〔小見出し 44〕
　あの〈桐壺の更衣〉の母（祖母君）は、心を慰めることもなかったか
らでしょうか、亡くなってしまいましたので、またしても帝は、悲しい
ことだとお思いになります。

〔小見出し 45〕
　《光源氏（若君）》は《七歳》になりましたので、読書始めの儀式をし
て、勉強はいうまでもなく、琴や笛といった楽器もよくできて、宮殿の
人々を驚かせました。

〔小見出し 46〕
　そのころ《高麗人の相人》がやってきて、この《光源氏（若君）》の
学問の才能がすぐれていて、《容姿も美しい》のをほめたたえて、「光る君」
と名付け、贈り物などを差し上げました。帝は、この〈光源氏（光る君）〉
を皇族から外すのは惜しいけれど、源氏の名字をつけて、臣下にするよ
うに決めました。

〈絵２〉〈光源氏〉七歳のときに、迎賓館で、〈光源氏〉が高麗の相人に占いをしてもらっ

ているところ

〔小見出し 51〕
　年月が過ぎても、帝は、〈桐壺の更衣（御息所）〉のことを忘れること
がなく、心をなぐさめることもできません。前の天皇の四番目のお姫さ
まで、見た目がとても美しいということを、〈典侍〉という女官が、主
人である帝に伝えました（その人を、〈藤壺〉といいます）。

〔小見出し 52〕
　昔の〈桐壺の更衣（御息所）〉によく似ていて、
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〔小見出し 55〕
身分も高いので、帝は、〈藤壺〉に自然とお気持ちが移っていきました。

〔小見出し 56〕
　〈光源氏〉は、帝の近くから離れないので、〈藤壺〉のところにも《帝》
と一緒によくついていきます。

〔小見出し 59〕
　〈光源氏〉と〈藤壺〉は、《帝》にそれぞれにとても愛されているので、
〈藤壺〉のことを、〈光源氏〉の「光る君」に対して「輝く日の宮」とも
呼びました。

〔小見出し 60〕
　《光源氏》は、《十二歳》で《元服》と呼ばれる成人式をして、《左大臣（引
き入れの大臣）》の娘で、皇女の母親をもつお姫さまを、妻にすること
が決定しました（その妻が〈葵の上〉です）。

〈絵３〉〈光源氏〉十二歳のときに、宮殿で〈光源氏〉が元服の儀式をした場面

〔小見出し 65〕
　〈帝〉
幼子の元服の折、末永い仲を
そなたの姫との間に結ぶ約束はなさったか

　〈左大臣〉は返事として次のように歌を詠みました。
元服の折、約束した心も深いものとなりましょう
その濃い紫の色さえ変わらなければ

〔小見出し 66〕
　左馬寮という役所が所有する馬に、蔵人所という役所が所有する鷹を
添えて、〈左大臣〉にあげました。
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　宮殿の階段のところに、上級の貴族や親王たちが立ち並んで、引出物
などを位に応じて帝からもらいます。

〔小見出し 67〕
　その夜、〈左大臣〉の家に〈光源氏〉は行きました（〈光源氏〉は十二
歳、〈葵の上〉は十六歳です）。

〔小見出し 69〕
　〈左大臣〉の息子の〈蔵人の少将〉は、〈右大臣〉の〈四の君〉と結婚
することになりました。

〔小見出し 70〕
　〈光源氏〉は、帝がいつも自分の側近くにお呼びになるので、ゆっく
りと〈左大臣〉の家に落ち着くこともできません。〈光源氏〉は、〈藤壺〉
のことを世の中にめったにないものと思って、〈藤壺〉のような女性と
結婚したい、〈藤壺〉と似ている女性もいないなあと思うので、
　〈葵の上（大殿の君）〉とはあまり親しくなりません。

〔小見出し 71〕
　大人になってからは、子供の時のように〈藤壺〉と同じ御簾の中にも
入れません。合奏をする時々に、琴や笛の音色に気持ちをこめ、かすか
に聞えてくる〈藤壺〉の声を慰めにして、〈光源氏〉は宮殿でばかり過
ごしています。
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�ȯ ��Ȳ�ɉ��ȡ��ȡ����ȡ���ȡ�@��Ȳ�ɉ��ȯ ��Ȣ�[��`���ȡ����ȣ�ɉ��ȯ �]�ȡ�������ȯ�
�f�@��¡�ȯ���ȣ�ȯ ��Ʌ��Ȣ�[���¡ȡ�Ȣ��ȯ �]�ȡ�������ȯ��f���Ǘ �ȯ���ȣ�ȯ ��Ʌ��Ȣ�[��
�ǒ��ȡ��ȯ �]�ȡ�������ȯ��f���Ȣ �ȯ���ȣ�ȯ ��Ʌ��Ȣ�[���¡ȡ�Ȣ�k���ǒ��ȡ��Ȫ�ɉ�
�ȯ �]�ȡ�������ȯ��f�k���ȫ�ȯ���ȣ�ȯ ��Ʌ��Ȣ�[���ȡ��¡ȡ�Ȣ�k���ǒ��ȡ� ȯ��Ȫ_�
 Ȳ�Ȳ���¡ȣȲ�¡Ȱ�@��Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ��¡�ȯ���ȪǓ�Ǒ��Ǖ���ȡ�� ȯ��ȡ�Ȣ��ȡ�Ȣ��Ȣ�@�
` �ȯ��Ʌǔ���ȧ��¡ȡ�Ȣ��Ʌ��ȡ�Ȣ���Ǖ�ȡ ȡǑ��Ȫ`f���ȧ� ǕȲ���\Ǔ�å�ǒƠ��ȧ��̂  Ǔ�f�
` ȯ��ȡ���Ʌ��Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ��ȯ ��ȡ�� ȯ��Ǖ�ȡ�ȡ��ȡ�ȯ���ȡ�@�g Ȣ�Ǒ�Ȳ ��Ȳ�Ȣ�¡Ȱ�Ǒ��
��Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ��\��ȪǑ��ȯƳ���ȡ�\��ȡ��¡Ȱ�@�` �ȯ��Ǖ�ȪǑ¡���ȡÛ�ȡ^� Ȫ�Ȫ�
 ȯ��ȣ�Ȳ�ȡ^��ȯ �Ǔ ƨȡÛ�����]�ȡǐ���Ĥ�Ȫ����ȧ��ȣ¢ȡ��Ȣ�@�
�Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ��ȡ��Ȳ��Ǚ¢�
× Ǖ× ǕǓ��Ǘ��Ȫ���ȯ Ǖ�ȯ � -� ^�ȡ�ȡ�Ȫ�ȡǓ��Ȫ�ȯ�ȡ ȡ� -� fǓ��ȯ��Ȫ�Ǔ��ȡ�ȯ�ȪǑ��
-��ǕğȢ�
�Ǖ�ȡ ȡǑ�Ǔ�Ǒ��Ǖ�



�������
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〔小見出し１〕

�Ǔ�Ǔ�Q Ǖ�Ȫ�
�Q�ȡ�Ȣ���ȡ���Ȣ��ȡ��¡Ȱ��` � ����Ǔ�ȯ��ȯȲ� Ȳ��Ȣ��ȡ�Ȣ���Ȫ�Ȣ��ȡ�Ȣ�]�Ǔ�
�_���ȪȲ��Ȣ��ȡ�Ǔ�ȡȱ�f�� ȡ���¡�Ȣ��ȢȲ�@� �Q�ȡ���Ȫ�f���ȡ�Ȣ� ȯ��¡Ǖ���Q�ȡ��
¡Ǖ]������¡��¡Ǖ��aȲ�ȯ��Ǖ���Ȣ��¡ȢȲ��Ȣ�@�
��¡��¡ȡ�Ȣ� �Q�ȡ���ȡ^�Ȫ��ȯ�
�Ǖ���Ȣ�¡Ȱ�k��` ��ȡ�Ȣ��ȡ��ȡ���Ȫ�Ȣ��ȡ�Ȣ��Ǔ�Ǔ�Q Ǖ�Ȫ�¡Ȱ����Ǔ�ȯ��ȯȲ��ȡ�Ǔ�ȪȲ�
�ȯ��_����ȯ��ȯ�k���Q��Q�ȯ�����ȯ��ȡ��ȡ���Ȣ��ȡ�@��ȡ�Ǔ�ȪȲ��Ȫ�\��ȯ����ȯ�
�ȯ��ȡ�� ȯ��Ǖ�ȡ�ȡ��ȡ�ȡ��ȡ�@�f���ȡ�Ȣ��ȯ����ȯ��ȡ��ȡ���ȡ�Ǔ�Q Ǖ�Ȫ��ȡ�k��
` �ȡ��Ǘ �ȡ��ȡ���Ȫ�Ȫ�ȡ��ȡ� @��Ȣ��` Ȣ��Q��ȡ����Ǔ�Ǔ�Q Ǖ�Ȫ��ȡ������ȯ�
�ȡ��Ǘ �ȡ��ȡ���Ǔ�ȯ^�ȡ��ȡ���Ǖ�Ǔ�Q Ǖ�Ȫ��ȡ������ȯ��ȡ��Ǘ ���ȡ��¡Ǔ�Q�Ȫ�ȡ�
�ȡ��`�ȯ�Q Ǖ�Ȫ��ȡ������ȯ��ȡ��Ǘ �ȡ��ȡ���Q�Ȫ�ȡ�ȡ��ȡ�k����Ǔ�ȡ�Ǔ�Ȫ�Q Ǖ�Ȫ�
�ȡ������ȯ��ȡ��Ǘ �ȡ��ȡ���Ǘ¡Ȫ�ȡ��ȡ�@�` � ����ȡ� �Q�ȡ���Ǔ�Ǔ�Q Ǖ�Ȫ�
�ȡ������ȯ��ȯȲ��¡�ȯ��ȡ�Ȣ��Ȫ�Ȣ��ȡ�Ȣ� ȯ��¡Ǖ���Q�ȡ�����ȯ��ȯ��^ �Ǔf�`��Ȫ�
��Ǔ�Ǔ�Q Ǖ�Ȫ��ȡ� �Q�ȡ����ȡ���Ȣ� �Ǔ�ȡ� ��ȡ� @��Ǔ�Ǔ�Q Ǖ�Ȫ��Ȣ��Ȫ�Ȣ� �ȡ�Ȣ�
¡�ȯ�ȡ� �Q�ȡ���ȯ� ȡ���¡�Ȣ��Ȣ��^ �Ǔf�\�Q���ȡ�Ǔ�ȡȱ�`  ȯ��¡Ǖ���Ȣ��Ȣ�
�Ȣ�k��_�Q�Q�ȡ� ȯ�����¡Ȣ��Ȣ��
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�ȡ���` Ȣ��ȯ ��ȡ���¡Ȫ�ȡ�Ǒ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ����Ȫ��¡Ȫ�ȯ���Ȣ�@�
�
�ȡ�ȧ��Ȣ�ȡ��¡Ȫ��_����ȡ�Ȣ����ȡ��_�k��\È ���ȡ��ȯ ��Ʌ���Ȣ��ȡ�ȯ���Ȣ�@�
 Ĩȡ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ�k���Ȣ��ȡ¡�ȯ���ȯ�@�Ǒ��ȯ��Ʌ��Ȫ�� Ĩȡ��
�ȯ �å��¡ȡ���ȧ�Ǔ�Ȳ�ȡ����ȯ���ȯ����Ȳ�Ǖ��ȯ�Ĥȯ���Ȫ��¡ȣȲ��Ȫ�� �ȯ �@�

〔小見出し３〕
�Ȫ��` ����ȡ��ȧ��ȡ������¡Ǖ��Ǔ�Ȳ�ȡ����ȯ���ȯ�Ǒ��Ǒ� Ȣ���ȡ�ȯ��Ʌ��Ȣ���Ʌ�
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 Ĩȡ���Ʌ Ȫ�
¢Ȳ«Ȫ���k���ȡ�Ȣ��ȪǑ�Ǒ¡�
����Ǖ^¹Ȱ ���ȯ �Ĥȯ���ȯ ��ȡ��� �ȡ��
�¡Ǖ����ȡ[��¡Ȫ���ȡ��ȡ�@�^ Ǔ�f��Ȫ�ɉ��Ȫ� Ȳ�ȯ¡��ȡ�Ǒ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��Ȣ��ȡ�Ȣ�
�ȪǑ�Ǒ¡�Ǒ����¡� Ĩȡ���Ȫ�]�ǒ�[����� ��Ȣ�¡Ȱ�@�

〔小見出し４〕
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ � ǒ��ȡ��ȡ�è��[�ȡ �¡Ȫ��Ǖ�ȡ��ȡ�@�`��ȧ��ȡ�ȡ�
�Ǖ ���Ǘ��Ȣ�k���ȡ�Ȳ�ȡǐ���ǒ��ȡ���ȧ��Ȣ��^ Ǔ�f�\��ȯ��Ȫ�\Û���Ǔ��ɉ� ȯ����
��Ǒ���ȯ��ȯ �Ǔ�f�¡�ȯ�ȡ���ȡ�����Ȣ��Ȣ�@���Ȳ�Ǖ���Ȣ���Ȣ�`��Ȫ��°ȡ��ȡ��
\�ȯ �ȡ�Ǔ���ȡ�ȡ��°�ȡ�¡Ȱ���Ȫ��Ȫ_�]Į����¡Ȫ�ȯ��ȯ ��ȡ����¡�\�ȯ �ȡ����¡ Ǘ �
���`�ȡ �¡Ȫ��ȡ�Ȣ��ȢȲ�@�

〔小見出し５〕
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȡ� Ĩȡ��k��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ ��Ǘ�[��Û���ȡ��¡�ȡ� Ȳ�Ȳ��
�¡ȡ�¡Ȫ�ȡ���Ȫ�ɉ��ȯ ��Ȣ���¡Ǖ�� ǕȲ����ȡ��Ǖ �ȡ���ȡ��Û��¡Ǖ]�k��̀  ȯ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��

Ǒ¡�ȡǽ�ȪǑ�Ǔ����ȡ��ȡ��Ǒ��ȡ���ȡ�@�`  ȯ��¡�ȯ�`��¡ȡ�ȲğȢ��ȧ� Ȳ��Ȣ��ȡ�Ȣ�
�ȯ ��¡ȡȱ�Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ���ȡ��Û�ȡ�¡Ǖ]��ȡ��^�Ǔ f�`Û¡ȣȲ��Ȫ��Ǖ��ȡ���ȡ�ȡ�
�ȡ�ȡ��ȡ�k���Ȫ��`��ȡ� à�ȡ�����ȯ��ȯ�@�Ǒ����Ȣ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȯ � ȫÛ��[��ȯ �
 ȡ��ȯ�`��ȧ��ǒ���Ȣ�¢Ȣ��¡Ȫ��ȡ�Ȣ��Ȣ�@�

〔小見出し６〕
��� ȯ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ��Û��¡Ǖ]����� ȯ� Ĩȡ��` ����ǒ��ȯ��Ú�ȡ�����ȯ���ȯ�
@�Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ���ȧ��ȡ�ȡ��ȯ�Ȱ��¡Ȫ�ȯ���Ȣ�Ǒ���¡ȣȲ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ��Ǖ��ȡ���ȡ�
�����Ǒ��ȡ��ȡf�@�

〔小見出し８〕
\Û���ȡǓ��ȡȱ�_ç�ȡ[� ȯ����Ȣ��Ȣ��È�ɉǑ��`��ȯ ����ɉ��ȯ � ȡ��ȯ� ȯ�Ǔ��ȡ����
 Ĩȡ���ȯ ���Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ ��ȡ ��ȡ���ȡ���ȡ�ȯ��ȯ�@� Ĩȡ���Ȣ�
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��ȡ���ȡ��\��ȯ��ȡ ��Ǖ�ȡ�ȯ��ȯ�@�Ǒ��ȯ��Ʌ�`Ǔ�¡ȡǓ��
k���ȡ�ȡ�Ȫ�Ȫ��ȡ����ȡè�ȯ� ȯ�Ǔ�������Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ� Ĩȡ���ȯ �
�ȡ ��ȡ�Ȣ��Ȣ��` ��ȡè�ȯ�����_�\ǒĤ���ȡ��Ǒ�f��ȡ�ȯ���ȯ�@��¡�¡�� ȯ��ȡ¡��



�������

¡Ȫ���ȡ��ȯ���ǐ��ȡǐ��ȡfȱ��ȡ�Ȣ��Ȫ��Ȫ°�ȯ�k���ȯ�ȯ��ȯ �Ǔ�f�` Ȣ��ȡè�ȯ����]�Ȣ�
�ȢȲ��Ȫ�`��ȯ ���°ɉ��ȡ�Ǒ��ȡ�ȡ��ȯ¡����ȡ��¡Ȫ��ȡ�ȡ��ȡ�@�g ȡ��Ȣ�¡Ǖ]�Ǒ�����
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ�ǔ� ��ȡè�ȯ� ȯ�Ǔ��ȡ��ȡ��ȡ��` Ȣ��ȡè�ȯ��ȯ �]�ȯ�
k���Ȣ�ȯ��ȡ�ȯ����ȡ�ɉ��Ȫ�Ǒ� Ȣ��ȯ��Ȳ�����ȡ�ȡ�k���ȡ�Ȣ��Ȫ�` Ȣ��ȡè�ȯ����
�ȡ�ȧ� �������°ȣ��¡�ȡ��°ȡ�@�^��ȡ�¡ȣ��¡ȣȲ��\Û��\�ȯ����ȣ�ɉ� ȯ�`��Ȫ�
��ȯ�ȡ��Ǒ��ȡ��ȡ�ȡ��ȡ�@�

〔小見出し９〕
�¡��ȯ����� Ĩȡ���Ȫ� Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ� �ȡ�Ȣ����k���Ȣ���ȡ�]_� @�
�Ȫ�Ⱦ�ȯ���ȡ�����¡��Ʌ�f���Ȣ�ȯ��Ǖ ���ȧ��ȡ�Ȣ��ȡ����ȡ��ȡ�@� Ĩȡ���ȯ�` �
�ȡ�Ȣ��ȯ �Ǔ�f��Ǘ �ȯ���¡�������ȡ�Ǒ���ȡ�ȡ�k��` ����ȯ��Ȫ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ�
�Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��ȯ�Ǒ��ȡ�@�\��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��Ȫ����ȯ�Ǔ����f�
@�` ��ȡ�Ȣ��Ȫ��¡Ǖ���Ǖ�ȡ���ȡ�k��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ� ȯ��°ȣ��Ǚ�ȡ�¡Ǖ_�
@�

〔小見出し 10〕
���Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ����ȧ�`Ĩ��� ȡ���ȧ�¡Ȫ��_�����`��ȯ �¡ȡ�ȡ�ȡǓ�� Ȳè�ȡ���ȡ�
]�Ȫ���¡Ǖ]� @� #� �¡ȡ�ȡ�ȡǓ����ȡ�ȡ�ȡ��Ȱ ȡ��ȡ�ȡ�Ȣ��Ȫ�ȡ��¡Ȱ�� ǔ� ȯ� ^ �
 Ȳè�ȡ���Ʌ��°�ȯ ��Ȫ��¡�Ȣ��ȡ���¡��ȡ�ȡ��ȡ�ȡ�¡Ȱ�k��^ � Ȳè�ȡ���ȯ � ȡ��
�°�ȡ� Ǒ��Ȫ�ȡ�è�ȡ�  ȯ� �Ǖ�ȡ�è�ȡ� �Ʌ� Ĥ�ȯ�� ���ȡ� ¡Ȱ� %� ^ �  ȯ� �¡�ȯ� Ĥ���
�ȡ��Ǖ �ȡ�� �ȯ � Ǔ�f� ` �  Ȳè�ȡ�� �ȡ� �°ȡ�]�Ȫ��� ¡Ǖ]� �ȡ�� ��Ȳ�Ǖ�]���ȡ�
]�Ȫ���`  ȯ��Ȣ�����¡ȣȲ��ȡ� @� Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ�\�Ȫ�ȡ�Ǿ�� ȫÛ��[�k��
\�Û��å�ǒƠ×���ȡ��g Ȣ�f���Ȣ��ȡ�Ȣ��¡ȣȲ��Ȣ��Ȫ�` �ȧ��Ǖ�ȡ_���� �ȯ �@�

〔小見出し 11〕
` �  ȡ�� �ȧ� ��ȸ� �ȯ � �ȫ �� �Ʌ� Ǔ� Ȫ�ǕȲ �Ȫ�Ȫ�Ȫ� �ȡǓ�� Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ�� �ȧ� �ȡ�ȡ�

Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ���Ȣ�ȡ��¡Ȫ��_�k��` �ȯ��ȡ��ȯ �����ȡ�ȡ��ȡ¡ȡ�@�
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�\È �����Ȫ���¡�Ȣ��Ȣ��^ Ǔ�f� Ĩȡ���ȯ�` �ȡ�
�ȡ �Ú�ȡ���¡ȣȲ�Ǒ��ȡ�k���ȡ��ȯ ��ȡ�ȯ��ȧ�\�Ǖ�Ǔ���¡ȣȲ��ȣ�@��Ȣ�ȯ��Ȣ�ȯ�` �ȧ�
¡ȡ����Ȳ�Ȣ��¡Ȫ�ȯ���Ȣ�k���¡Ǖ�����Ȫ��¡Ȫ��_�@�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
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�ȧ��ȡ�ȡ��ȯ��Ȫ��Ȫ���� Ĩȡ�� ȯ�\�Ǖ�Ȫ��Ǒ��ȡ�Ǒ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�

Ǔ� Ȫ�ǕȲ �Ȫ�Ȫ�Ȫ���Ȫ��ȡ��ȯ �����ȯ���Ʌ�k��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ�Ǒ��ȯ��Ʌ�\��ȯ��ȡ �
��Ʌ�@� Ĩȡ���ȯ�\�Ǖ�Ǔ���ȣ�

〔小見出し 12〕
k��`��Ȫ�\�ȡ����¡���ȡ���ȡ�Ǒ��`��ȧ�Ü�ȡ�ȣ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
�¡Ǖ�����Ȫ��¡Ȫ��Ǖ�ȧ�¡Ȱ���ȯ¡Ȫ�� Ȣ��°ȣ�¡Ǖ_�¡Ȱ�@��ȯ�ǒ���ȯ�Ǒ��ɉ�k���ǒ�ç��
�ȯ � �ȡ�ȯ� �Ʌ� �ȡ�Ȣ� ȯ� �ȡ�����ȯ� ��ȯ�k����¡���¡��ȯ � �ȡ�ȯ� �Ȣ� Ǒ�f�� ��Ȳ�Ǖ�
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ�¡ȡ���^��Ȣ���ȡ��¡Ȫ��_�Ǒ���Ȥ�� ȯ�`ƣ���Ȣ�
�¡ȣȲ��ȯ��ȡ��¡ȣ�@�` �ȡ��ȯ¡�ȡ�\ ¡�Ȣ����[��Ȫ���ȡ��¡ȡ��ȡ�k���ȯ¡Ȫ��¡Ȫ��¡ȣ�
�Ȣ�@� Ĩȡ���ȯ��¡ȡ����Ǖ��ȯ��ȡ�ȡ�Ǒ��ȡ��ȡ�Ǒ��¡���Ȫ�ɉ����Ȫ���ȧ��ȡğȡ� ȡ��
��Ʌ�ȯ���Ǖ���Ǖ�ȯ��Ȫ°����¡ȣȲ��ȡ� ��Ȣ�@��

〔小見出し 13〕
�¡� Ǖ����Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��¡Ǖ��]�Ȳ�� Ǔ��ȡ�k��` �ȯ�f��
�ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ��@

 Ĩȡ���ȧ�\�Ǖ�Ǔ�� ȯ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȡ°ȣ�����±�����ȡ��ȯ ����
�ȡ� ���Ȣ��_�@�

〔小見出し 14〕
 Ĩȡ���ȡ���ȯ�ȡ�����¡ȡ��ȡ�@�`Û¡ɉ�ȯ�f���Ǘ���Ȫ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
�ȯ � ȡ���ȯ�ȡ�@��¡��Ǘ���ȡ� ��Ȣ��¡ȣȲ�]�ȡ����� Ĩȡ���Ȫ��¡�����Ǔ��Ȣ�
Ǒ��]�Ȣ��ȡ���Ȫ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȫ��¡Ǖ_�@� Ĩȡ��f�������ȡ�
���ǒ��Ǔ���¡Ȫ��f�@�

〔小見出し 15〕
 Ĩȡ���Ȫ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ�� ȯ�Ǔ���ȯ��ȧ��¡Ǖ��^Í�ȡ�¡Ǖ_����Ȳ�Ǖ�` �Ȫ�\��Ȣ��ȡ�ȡ�
�ȯ ����Ǔ���ȡ�ȯ��ȧ�«Ǿ����Ȣ��È�ɉǑ��^ � ȡ���` �ȡ�Ǒ��ȯ��Ʌ��¡�ȡ�\�Ǖ��
�ȡ�ȡ��ȡ�ȡ��ȡ�@�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ��Ǖ �� ����Ʌ��¡ȣȲ�]�ȡ�k��\ Ǖǒ��ȡ��¡ Ǘ �



�������

¡Ǖ_�Ǒ�� ȡ�ȣ��ǐ��ȡǐ��ȡfȲ�«Ȫ�� ȯ��Ȫ��¡ȣ��Ȣ�k�� Ĩȡ���ȡ��Ȣ�]Ȳ ǕjȲ��ȡ��ȡ��
�¡��¡ȡ��ȡ�@�

〔小見出し 16〕
��Ȳ��ȡ�Ǖ ȡ��\�ȡ�Ȫ��ȡ�����¡����̀  �ȡ��ȡ¡� Ȳè�ȡ��Ǒ��ȡ���ȡ�@�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ�
�ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ��ȯ�\��Ȣ��ȯ�ȣ��ȯ � ȡ���¡ȣȲ�\��ȯ��Ȫ��Ȣ��×�����ȡ�
�ȡ¡ȡ�@�����¡��Ȫ�ȯ��Ȫ�ȯ�Ǒ� Ȣ���¡��ǐ��ȡǐ��ȡjȲ��ȯ � ȡ���ȡ°ȣ��Ʌ��Ȱ���_�k��
��ȡ�ȡ�¡Ǖ_�@�

〔小見出し 18〕
 Ĩȡ���ȯ��¡ȡȱ��Ǘ���ȯ�ȡ�k��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ�� ȲǓ���Ȫ��Ǖ �ȡ_��
�ȡ�������ȯ��� à�ȡǓ���Ǒ��ȡ�@�

〔小見出し 21〕
����Ȣ� Ĩȡ��Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ�� ȯ�Ǔ���ȯ�¡ɇ���Ȫ�`��Ȫ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȧ��ȡ��]�Ȣ�
¡Ȱ�@��ȯ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȧ������ȯ�ȯ��ȯ �Ǔ�f��ǐ��ȡǐ��ȡjȲ�k��]�ȡjȲ��Ȫ��¡ȡȱ�
�ȡ���ȡ���ȯ��ȯ�¡ɇ�@�f��Ǒ����ȡ���Ȫ�¡�ȡ��ȯ������¡ȣ��Ȣ�k���ȫ ��«�ȡ�
�Ȳ�ȡ��ȡ�� Ĩȡ���ȯ��Ǖ�ȯ^�Ȫà�Ȫ�Ǖ��ȡ����ǐ��ȡǐ��ȡ��Ȫ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
�ȧ��ȡ�ȡ��ȯ ��ȡ ��ȯ�ȡ�@�

〔小見出し 26〕
 Ĩȡ���ȯ ��ğ��Ʌ�f���ǒ��ȡ��Ȣ�@

〔小見出し 31〕
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ� ȯ�Ǔ�������Ǖ�ȯ^�Ȫà�Ȫ�Ǖ��ǐ��ȡǐ��ȡ��ȯ�f��
�ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@�
�Ǖ�ȯ^�Ȫà�Ȫ�Ǖ��ǐ��ȡǐ��ȡ��ȧ��ǒ��ȡ��ȡ�`ƣ���ȯ�ȯ�¡Ǖf�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
�ȧ��ȡ�ȡ�
�ȡ�Ȣ���ȯ�f���ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@
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〔小見出し 32〕
�ȡ�ȡ� �Ȫ� ^ �  ���  Ĩȡ�� �ȯ � Ǔ�f� `�¡ȡ�� �ȯ��ȡ� \�ǕǓ��� ��ȡ�� ^ Ǔ�f�
Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȯ ���°ȯ���¡�Ʌ�]Ǒ��Ǔ��ȡǓ��ɉ��Ȫ��ğ� Ǒ¡��Ǔ���ȡ�
Ǒ��ȡ�@�

〔小見出し 34〕
`��� Ĩȡ���Ȫ�]�Ȣ��ȡ������ȢȲ���¡ȣȲ�]_�@��ȡ���ȡȱ���ǐ��ȡǐ��ȡjȲ��Ȫ��ȡ �
�Ǖ�ȡ����ȡ���ȯ ��Ǘ �ɉ��Ȫ��ȯ��ȯ��ȯ��ȯ��ȡ�Ʌ�����¡ȯ��ȯ�@�

〔小見出し 35〕
 Ĩȡ���ȯ ��ğȪƣ���ȯ �Ǿ���Ʌ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ��ȯ�f���ǒ��ȡ�
�ȯ�Ȣ�@

〔小見出し 37〕
 Ĩȡ���ȯ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ�
�ȡ�Ȣ��k��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȯ ��ȡ�ȯ��Ʌ�
 Ǖ�ȡ�k��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ�Ǔ��ȡǓ��ȡȲ��ȯ�Ȣ�@�`Û¡ɉ�ȯ�f���ǒ��ȡ�
Ǔ��Ȣ�@

〔小見出し 39〕
 Ĩȡ���ȯ�Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ���ȧ��ȡ�ȡ���ȪǑ��ȯ���ȧ� Ȳ��Ȣ��ȡ�Ȣ��Ȫ��ȡ�ȧ� ���
 ȯ��¡ȣȲ��Ǖ�ȡ�ȡ�
^ Ǔ�f� Ȳ��Ȣ��ȡ�Ȣ� Ǖ����ȡȱ��Ȣ��ȡ���Ȫ� Ȳ�Ȣ���ȡ�]�Ȫ������]�Ȳ���ȯ��¡ȣ�
�Ȣ�@�Ǒ��ȯ��Ʌ��ǐ��ȡǐ��ȡjȲ�k��\Û���Ȫ�ɉ��Ȫ�\ ��� Ȳ�Ȣ�� Ǖ����\ Ǖǒ��ȡ�
�¡ Ǘ �¡Ȫ��¡ȣ��Ȣ�@�

〔小見出し 40〕
 Ĩȡ���ȯ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ�
�ȡ�Ȣ���ȯ ��Ȣ����ȧ�Ǔ�Ȳ�ȡ����ȯ�
¡Ǖf�f���ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@



�������

〔小見出し 43〕
�Ǖ ���¡ȣ�ȯ��ȡ��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��Ǒ��ȯ��Ʌ��ȡ� �]f�@��¡�^��ȡ� ǕȲ���¡Ȫ���ȡ�k���
�Ȫ�ɉ��Ȫ��¡Ǖ��Ǔ�Ȳ�ȡ�¡Ȫ�ȯ���Ȣ�Ǒ���¡ȣȲ�_Ƴ��` ȯ�\��ȯ��ȡ ����ȯ��ȡf�@�\��ȯ�
 ȡ���ȯ �� Ȳ���Ʌ�Ĥ����ȡ��Ǖ �ȡ���Ȫ��Ǖ��ȡ���ȯ �Ǿ���Ʌ�Ǔ��ȡ[ǐ���Ǒ��ȡ���ȡ�@�
 Ĩȡ������Ʌ��ȡ¡�ȯ��ȯ�Ǒ��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��¡ȣ��Ǖ��ȡ������ȡf���ȯǑ���`Û¡Ʌ��¡�
�Ȣ���ȡ��ȡ�Ǒ���ǕǓ��ȡ��¡ȣȲ��ȡ�ȯ�Ȣ��^ Ǔ�f�`Û¡ɉ�ȯ�\��Ȣ�^Í�ȡ��ȡ�Ǒ� Ȣ��Ȫ�
�Ȣ���ȡ�¡Ȫ�ȯ��¡ȣȲ�Ǒ��ȡ�@�

〔小見出し 44〕
^��ȯ��Ʌ�Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ��ȧ��ȡ�ȡ�
�ȡ�Ȣ��\��Ȣ��ȯ�ȣ��ȯ ��ȡ ���Ȣ�
�_���ȡ����ȯ��Ȣ��� ȯ�ǒ��Ǖ��¡Ȫ��_��Ȣ�@� Ĩȡ���Ȫ��¡Ǖ���Ǖ��¡Ǖ]�@�

〔小見出し 45〕
\��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ�� ȡ�� ȡ���ȡ�¡Ȫ���ȡ�k��` �ȯ �Ǔ�f��ȡ��]�Ȳ�����ȯ��ȡ�
 Ȳè�ȡ��Ǒ��ȡ���ȡ�@�

〔小見出し 46〕
�¡����ȯ ����±ȡ_��Ʌ�¡ȣ�\Í�ȡ��ȡ���ǔã���Ȫ�Ȫ���ȡȲ Ǖ�ȣ�]Ǒ���ȡ�ȡ�Ȣ��ȡƸȢ��
�ȡƭɉ��Ȫ��Ȣ��¡Ǖ��\Í�ȡ���ȡ�ȡ��ȡ��ǔ� ȯ��ȯ�����Ǒ��ȯ��ȯ ��Ȫ��¡Ȱ�ȡ��¡Ȫ��ȡ�ȯ�
�ȯ�@�

〔小見出し 47〕
f��Ǒ����Ȫǐ��ȡ� ȯ�Ï�ȪǓ��Ȣ�]�ȡ�@�

〔小見出し 50〕
` �ȯ� Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ�� �ȧ� ĤǓ��ȡ� k��  ȫÛ��[� �ȧ� �¡Ǖ�� Ĥ�Ȳ ȡ� �ȧ� k�� ` ȯ�
�Ǒ¡�ȡǽǑ�Ǔ����ȡ��ȡ���ȯ����_�`�¡ȡ�ɉ��ȧ��Ʌ���ȧ�@� Ĩȡ��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ�
�ȡ��ǐ��ȡ�� ȯ�\����¡ȣȲ����ȡ��ȡ¡�ȯ��ȯ����Ȳ�Ǖ����ȡ�«Ǿ�ȣ�¡Ȫ��_�k���Ǖ Ȣ���
�Ʌ�`Û¡ɉ�ȯ�` ȯ��Ʌǔ���ȡ��Ǖ ��ȡ���ȯ���\�Ǖ����ȯ �Ǿ���Ʌ�\��ȯ��ȡ ����ȯ��ȡ�
���Ǒ��ȡ�@�
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Ǒ��ȯ��ȯ �è�ȡ����¢��Ʌ��Ȫǐ��ȡ��ȡ�Ï�ȪǓ��Ȣ� ȡ�� ȡ���ȯ �Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ��ȯ��ȡ�
¡Ȱ�@

〔小見出し 51〕
�_� ȡ���Ȣ���f����Ȳ�Ǖ� Ĩȡ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
Ǔ� Ȫ�ǕȲ �Ȫ�Ȫ�Ȫ���Ȫ�
ǒ���Ǖ �� �¡ȣȲ� �Ǘ��  �ȯ � k�� �¡Ǖ�� `�ȡ � �¡�ȯ� �ȯ� @� �ȡ^Ǔ��Ȫ Ǖ�ȯ � �ȡ���
�ǐ��ȡǐ��ȡ��ȯ� Ĩȡ���Ȫ���ȡ�ȡ�Ǒ���Ǘ�[� Ĩȡ���ȧ��ȫ�Ȣ��ȡ�Ȣ��¡Ǖ�� ǕȲ���¡Ȱ�@�
�
` ��ȡ�Ȣ��ȡ��ȡ���Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ�¡Ȱ���

〔小見出し 52〕
�¡��Ȥ��Ǒ�ǐ�× Ǖ�Ȫ��ȧ��Ȫ�ȣ��ȡ�Ȣ�
Ǔ� Ȫ�ǕȲ �Ȫ�Ȫ�Ȫ���Ȱ Ȣ��Ȣ�

〔小見出し 55〕
k��aȲ �ȯ��Ǖ ���ȧ��Ȣ�@��Ȣ�ȯ��Ȣ�ȯ� Ĩȡ���Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ� ȯ�]�ǒ�[��¡Ȫ�ȯ���ȯ�@�

〔小見出し 56〕
Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��¡�ȯ�ȡ� Ĩȡ���ȯ � ȡ���¡�ȡ��ȡ�k���Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��ȯ ��ȡ ��Ȣ�`��ȯ �
 ȡ���ȡ�ȡ����ȡ��ȡ�@�

〔小見出し 59〕
 Ĩȡ�� �Ȫ� Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ�� k�� �Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ� �Ȫ�ɉ�  ȯ� Ü�ȡ�� �ȡ�� ^ Ǔ�f� �Ȱ ȯ� �ȯ�
Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ���ȡ��Ǖ �ȡ��ǒĤ���[����ȡ�� ȯ��Ǖ�ȡ�ȯ��ȯ���Ȱ ȯ�¡ȣ��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��Ȫ�
��ȡ��Ǖ �ȡ�ȣ�ǒĤ��Ǔ�[�Ȣ���ȡ�� ȯ��Ǖ�ȡ�ȯ���ȯ�@�

〔小見出し 60〕
�ȡ�¡� ȡ���ȧ�`Ĩ��Ʌ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ���Ʌ�Ǖ�Ǖ ��¡Ǖ]��Ȫ���è��¡Ȫ�ȯ��ȡ� Ȳè�ȡ��
¡Ȱ�
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〔小見出し 63〕
k��ǒ��ȡ¡��ȯ � Ǔ�f�f���ȡ��Ǖ �ȡ�ȣ��Ǖ�Ȣ��_�@�` �ȯ � ǒ��ȡ��¡ȡ�ȲğȢ��ȯ��Ȫ�
�Ǒ¡Ǒ�^�ȯ���ȡǓ���ȡ���¡��ȡ�ȯ��ȡ��¡×��Ǘ�[���[�ȡȲ�����ȯ��ȡ�ȯ��ȯ�k���ȡ�ȡ�
�ȡ��Ǒ¡�ȡ��Ȣ�@�` ��ȡ�Ȣ��ȡ��ȡ��]j^�Ȫ`f��ȡ�@���

Ǒ��ȯ��Ʌ��ȡ�¡� ȡ���ȯ �Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ��Ʌ�Ǖ�Ǖ ��ȡ��� Ȳè�ȡ��Ǒ��ȡ��ȡ��¡ȡ�¡Ȱ�@

〔小見出し 65〕
 Ĩȡ���ȯ�g Ȣ��ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@

�¡ȡ�ȲğȢ��ȯ�`ƣ���ȯ�ȯ�¡Ǖf��ǒ��ȡ�Ǔ��Ȣ�@

〔小見出し 66〕
 ȡ�ȡ�Ⱦ��ȡ��� ��ȡ�ȣ��Ý����Ʌ��Ȫ°ȯ��ȧ��ȯ��ȡ���ȧ��ȡ�Ȣ��Ȣ���¡ȡȱ� ȯ�f��
�Ȫ°ȡ��¡ȡ�ȲğȢ��Ȫ��Ʌ��Ǒ��ȡ���ȡ�@��Ǖ �Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ��ȡ��� ��ȡ�ȣ��Ý����Ʌ��ȡ��
�ȡ� Ȳ̂��ȡ��Ǒ��ȡ��ȡ�ȡ��ȡ���¡ȡȱ� ȯ�f���ȡ��`Û¡Ʌ�Ǒ��ȡ���ȡ�@�^ ��Ǖ��\� ��
���Ǒ��ȯ��ȧ� ȢǑ°�ɉ����\Ǔ��ȡ���Ȫ��k���_��ȡ��ǕȲ \���°ȯ�¡Ȫ��ȡ�ȯ��ȯ�k��
 Ĩȡ�� �Ȣ��Ȫ�\��ȯ�����ȯ �\�Ǖ ȡ��ǒ�Ǔ�Û���Ʌ���ȯ�ȯ��¡ȯ�@�

〔小見出し 67〕
` ��ȡ���Ȫ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���¡ȡ�ȲğȢ��ȯ ������ȡ�@�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ�¡� ȡ���ȡ��ȡ�
k��]j^�Ȫ`f� Ȫ�¡� ȡ���ȧ��Ȣ�@�

〔小見出し 69〕
�¡ȡ�ȲğȢ��ȯ ��Ǖğ��Ǖ �Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ�Ȫ��ȯ �ǒ��ȡ¡��ȯ �Ǔ�f�`��¡ȡ�ȲğȢ��ȧ��ȫ�Ȣ��ȡ��Ǖ �ȡ�ȣ�
�Ǖ�Ȣ��_�@�

〔小見出し 70〕
 Ĩȡ���ȯ�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ�¡�ȯ�ȡ�\��ȯ��ȡ ����ȡ��ȡ¡ȡ��^ Ǔ�f�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���Ȫ�
�¡ȡ�ȲğȢ��ȯ ��������¡��ȯ��ȯ �Ǔ�f�Ï�ȡ�ȡ� ����¡ȣȲ�Ǔ����¡ȡ��ȡ�@�Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ��
�ȡ��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ� ȯ��ȡ �]��[���ȡ�^ Ǔ�f��¡��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��Ȱ Ȣ��ȡ�Ȣ� ȯ�ǒ��ȡ¡�



ヒンディー語

��������������

���ȡ��ȡ¡�ȡ��ȡ�@��ȯǑ���` �Ȫ��Ȱ Ȣ��ȡ�Ȣ��¡ȣȲ��¡ȣȲ�Ǒ����¡ȣ��Ȣ��]j^�Ȫ`f�

j�Ȫ�Ȫ�ȪǑ�Ǔ��� ȯ��Ȣ�Ï�ȡ�ȡ�]�ǒ�[���¡ȣȲ�¡Ȫ��¡ȡ��ȡ�@�

〔小見出し 71〕
����Ȫ�ȡ��ȡ�����¡��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��ȯ ����ȯ��ȯ �\Ȳ���]� ��ȡ��ȡ����Ȳ�Ǖ�\���°ȡ�
¡Ȫ���ȡ��g ȡ����ȡ���ȡ��ȡ�@� Ȳ�Ȣ�� ��Ȫ¡��Ʌ��Ǘ���Ȱ�Ȥ�¡Ǖ_��Ǖ ǔ�× Ǖ�Ȫ��ȯ �Ǔ�f�
�¡��Ȫ�Ȫ��ȡƭ�k���ȡȲ Ǖ�ȣ���ȡ�ȡ�¡Ȱ�k��`��ȧ�¡ã�ȧ� Ȣ�]�ȡ�� Ǖ��ȯ��ȡ�
Ĥ�ȡ ����ȡ�¡Ȱ�@�^ �Ĥ�ȡ��Ǒ¡�ȡǽ�Ʌǔ���ȡ� ���\� ��Ǒ��ȯ��Ʌ�¡ȣ��Ȣ���ȡ�ȡ�
�ȡ�@�
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̶ϧΎ٬̯�̶̯�̶Οϧϳ̳

Asuka Murakami
２

؏ϳϭϬՌγϧϭ̩ف�ϧ�©ϭ̯ϭΑϭϧª�̵Ω΍ί٬η�؏ϳϭγΩ�̶̯�©̶ϣΎ̯΍έϭϣª�ϩΎηϧ٬η�؏ϳϭϬՌγΎΑ̯ف��ϥΎ̡ΎΟ�ˬ٫ف�ΕΎΑ�̶ϧ΍έ̡�ϩΩΎϳίف�γ�ϝΎγ�έ΍ί٫�

̶̯Ύγ΍έϭϣª�̶ϧΎΗγ΍�̶ϧ̡΍ف�ϧ̰؟�Ϡϣ�ˮ٫ف�؏ϳ٬ϧ�̶ϧΎ٬̯�̶΋ϧ�̶΋ϭ̯�Ύϳ̶̯̯�̯؟��ε΋Ύϣέϓف�γ�©ϭ̰ϳ̯΁�ª̰؟�Ϡϣ�̶̯�©ϭΟ�̶̩ϳ΍ª�ϩΎηϧ٬η�

έΩϧϣ�©ΎϣΎϳ�̶ηϳ΍ªف�ϧ�©ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣªل�΅΁ف�ϟ̯ف��έ̯�ϑϳϧλΗ�̶ϧΎ٬̯�̶΋ϧ�Ρέρ�̶γ̯؟�ϧ�̶γ̯̯؟��Ύ٬̯�έ̯�ϼΑ�ϭ̯�©ϭΑϳ̰ϳη�

©΍ϭ�̶Αªف�ϧ�α΍�ΏΟ̶ل�ϬΗ�Ε΍έ�؏ϳϭϫΩϭ̩�̶̯�Εγ̳΍فل�΋ΎΟ�ϭ٫�ϝίΎϧ�̶ϧΎ٬̯�̶΋ϧ�έ̡�ϬΟϣ̶̯�̯؟��ΎϋΩف�΋ϭف�٫Ηέ̯�̶ϧϳηϧ؟�ηϭ̳�؏ϳϣ�

�Η̰ϣ̩�έ̡�΢ργ�̶̯�ϝϳϬΟف��α΍�ϭΗ�ΎϬ̰ϳΩ�α̰ϋ�Ύ̯�ΩϧΎ̩̯ف�ϳϣ�ϥ٫Ϋ؏�ϧΎ٬̶̯�̯ف�΋΁�έϬΑ΍�έυΎϧϣف�γ�©Ύϣϭγª�ΏΎΑ�؏΍ϭϫέΎΑ�έϭ΍ف

��ωϭέη�ΎϧϬ̰ϟ�̶ϧΎ٬̶̯̯�ل

��Εϣ�ϫΩΑ�έ̡�̶ϧΎ٬̯�α΍̯ف�ϗέϓ�©̶΋΍վϧϳՌªف�Α�Ύ̯֐٫�έΛ΍�΍فل�٫�ΎΗΎΟ�Ύ٬̯ف�̯؟�ϗέϓ�α΍ف�٫�ϝϣΗηϣ�έ̡�Ώ΍ϭΑ΍�ϬՌΎγ�ΏΎΗ̯�αΩϘϣ�̶̯ف

̶̯�Ώ΍ϭΑ΍�ϥϭ˷̩�ϑέλ�̶ϧΎ٬̯�ϩΩϭΟϭϣ�ϥ̰ϳϟ̶ل�ϬΗ�̶Ϭ̰ϟ�؏ϳϣ�Ώ΍ϭΑ΍�ϬՌΎγ�̶ϬΑ�©̶ϧΎ٬̯�̶̯�̶Οϧϳ̳ªف�ϧ�©ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣª�΍Ϋ٬ϟ�

؏ϳ٬ϧ�Ύϳ٫�̶ف�ϬΑ�ΏϠρϣ�̶΋ϭ̯�Ύ̯ف�ϧ٫έ�ϩΩϧί�؏ϳϣ�ΎϳϧΩ�α΍�̶ϧόϳ�ˬΎϳ̳�Ύϳϟف�γ�ϕ΋ΎϘΣ�έΎ̩̯ف��Εϣ�ϫΩΑ�̶ϬΑ�ωϭοϭϣ�Ύ̯�̶ϧΎ٬̯�α΍٫فل��

ϭ�ϥΗϣـ�έγϳΗ�ˬفγ�ϡυϧـ�έγϭΩ�ˬفγ�ϥΗϣ̶�̯ف�ϧΎ٬̯�ϭΗف�Ϡ٬̡�ϡΎϧ�Ύ̯�ΏΎΑ̶ل�ϬΑ؟�ϧ�έϭ΍٫ف��ΎΗ̰γ�ϭ٫�̶ϬΑ�؏Ύ٫�Ώ΍ϭΟ�Ύ̯�α΍�έϭ΍�

γ�ϡυϧف�ϬΗϭ̩�έϭ΍ف�Ο�έϭ΍�؏ϳ٬̴̯؟�γف��Ύϳ̳�Ύϳϟل

�ϔϧ˷λϣ�ϝλ΍�έΩ؟�ϭΑϳ̰ϳη�ϭϧϭΗª©�ϧ�α΍�ϥϳ̰ϟ�̶ϬΗ�̶Ηϼ٬̯ف�Ύγ΍έϭϣ�ª�̵ϭϳΑ�̶̯�©̶Οϧϳ̳ª�؏ϳϣ�̶ϧΎ٬̯�α΍̶̯©�̯ف�έΎΑـ�ϧΗ΍�؏ϳϣف

ϥΎγϧ΍�©ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣª٫�̶ف�̯؟�ϬΑ�Εϳ΍ϭέ؟�ϳ̴ف�ل�ϟف�ϧέΎ̡̰�©ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣªف�γ΍�̱ϭϟ̯؟��ΎϬ̰ϟ�؏ϳϣ�ί΍Ωϧ΍�έ΍ΩϧΎη�

ª�έ̯�ΎϧΑ�Ωέ̳Ύη�̶ϧ̡΍ف�γ΍ف�ϧ�©ϥ΅ϭ̯Ύ̯ª�Ε٫ϭέ̡�έϭϣΎϧف�̯ف�ϗέϓ�©̶΋΍վϧϳՌ�ª٫فل��έΎΗϭ΍�Ύ̯�̵ϭϳΩ�̶̯�ϡέ̯�ϭ�ϡΣέ̰؟�ϠΑ�؏ϳ٬ϧ�

ϗέϓ�©̶΋΍վϧϳՌف�̯ف�ΩϳϘϋـ�γف�Ύϳ΍έ̯�αΎϧηϭέل

Ώγϧؠ�ϠγϠγ�Ύ̯�©ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍�έϭϣ©έ

©����ΎγΎϣـ�έϭ̯ª�έ΍Ω�ϊϠο�Ύ̯�©ΎΑΎϧϳ΍ª�����©̯فϭγفϧΎ̯ª�έϠγϧϭ̯�Ύ̯ف�ΟέΩ�̶ϧΎϳϣέΩ�̶ϧόϳ�©ϥϭ̳Ύϧϭ̩�̶ϣϭγΗ�ϭγΗ©ϭ�

ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣª�����©̶̯ϭΗفϣΎΗª�έ΍Ω�ϊϠο�Ύ̯�©ϥϳίϳ̩ϳ΍ªª

ϭγΗ˷ϳγª�؏Ύϣ�̶̯�α΍©�̯ف�ϣΎΗª�έ΍Ω�ϊϠοف�ϭ̯ΎΗΎ̯ª�̶ՌϳΑ�̶̯�©ϭΑϭϧ©�٫فل

�؏ϳϣ�©ϭη�ϭγՌ̳فϭ̯ª�Ρέη�̶̯�©̶ϧΎ٬̯�̶̯�̶Οϧϳ̳ª�Ώγϧ؝�έΟη�ΎγϳΟ�α΍�ϥ̰ϳϟ�؏ϳ٫�̶ϬΑ�ΕϻΎϳΧ�ϑϠΗΧϣ�؏ϳϣ�Ώγϧؠ�ϠγϠγ�α΍�

٫�ΎΗϠϣفل

３
̵�˺έϳϭλΗ��ϧ��ϭΑϳ̰ϳη�̶̯Ύγ΍έϭϣ��؏ϳϣ�έΩϧϣ��ΎϣΎϳ�̶ηϳ΍��ϭ̯�Ε΍έ�؏ϳϭϫΩϭ̩�̶̯�Εγ̳΍ف���ωϭέη�ΎϧϬ̰ϟ��̶ϧΎ٬̯�̶̯�̶Οϧϳ̶̳̯ل

４
ˬΎϬΗ؟�ϧ�ΩϧϠΑ�ιΎΧ�Ϭ̩̯�ϩΩ٬ϋ�Ύ̯�αΟ�ˬ�̮ϳ΍ف�γ�؏ϳϣ�ϥ΍ل�؏ϳϬΗ�̶Η٫έ�؏Ύϳϧ΍έ�̶γ�Ε٬Α�؏ϳϣ�ϝΣϣ�̶٫Ύη�ˬΎϬΗ؟�ϧΎϣί�Ύ̯�ϩΎηϧ٬η�α̯�

΋̳�ϥΑ�έυϧ�έϭυϧϣ�̶̯�ϩΎηϧ٬η̶ل���ϳ؟�ϧΎϣί؟�ϳ�έϭ΍�ΎϬΗ�Ύ̯�©ϭ̴ϳ΋΍վª�ϩΎηϧ٬η؟�ϬΗ�©ϭΑϭγΗϳέϳ̯ª�̶ϧ΍έ�έυϧ�έϭυϧϣ̶ل)ل
ˬ©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ª�ˬ©ϭΑϭγΗ�̶ηΎϧªف�γϳΟ�ΎϬΗ��ϡΎϧ�̲ϟ΍�̲ϟ΍�Ύ̯�ϩΎ̳�ϡΎϳϗ�έ٫�έϭ΍�؏ϳϬΗ�؏ϳ٫Ύ̳�ϡΎϳϗ�̶΋̯�̶̯�؏ϭϳϧ΍έ�έΩϧ΍̯ف��ϝΣϣ�̶٫Ύη�

̵έϳ̯ª�ϩΎηϧ٬η؟�ϳ̰؟�ϧϭ̩ل�؏ϳ٫�ϡϳϘϣ�ϩϭ�؏Ύ٬Ο�ΎϬΗ�ΎΗΎΟ�΍έΎ̡̰ف�γ�ϡΎϧ̯ف��ϩΎ̳�ϡΎϳϗ�̶γ΍�̶ϬΑ�ϭ̯�؏ϭϳϧ΍έ�έϭ΍ل��ϩέϳϏϭ�©ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓª�

ϧ٫έ�؏ϳϣ�©ϭΑϭγΗف�γ�̶ϧ΍έ�̶ϟ΍ϭف�ϳϟ�α΍�ΎϬΗ�ΎΗέ̯�έΎϳ̡�Ε٬Αف�γ΍�̱ϭϟف�Η٬̯�̶ϬΑ�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯�©ϩΎηϧ٬ηف�ϳ٫؏ل

έϭ΍�̶ΗϠΟف�γ�α΍�Ώγ�έϭ΍�̶ϬΗ؟�ϧ�Ωϧγ̡�ϝ̰ϟΎΑ�ΕΎΑ؟�ϳ�ϭ̯�؏ϭϳϧ΍έ�̵έγϭΩل�ΎϬΗ�ΎΗϬ̯έ�αΎ̡ف�ϧ̡΍؟�ηϳϣ٫�ϭ̯�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯©̶ϧ΍έ�ϩϭ�
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ϳϬΗ�̶Ηέ̯�Εέϔϧ؏ل

�

５
έΎϣϳΑ�ΕΧγ�έΧ΁�έϭ΍�̶΋̳�̶Ηϭ٫�έϭίϣ̯�ίϭέΑ�ίϭέ�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ª�̶ϧ΍έ̯؟��΍ϭ؟�٫ϳ؟�ΟϳΗϧ�Ύ̯ف�ϧϧΑ�έΎ̰η�Ύ̯�ΩγΣ�ϭ�νϐΑ�Ρέρ�α΍�

�΋̳�ϭ٫̶ل�ϳϣ�Εϗϭ�ϩΩΎϳί�έ̯�ϭ٫�ϼΗΑϣ�؏ϳϣ�̶ϧΎηϳέ̡�έϭ΍�̶γ΍Ω΍�ϩϭ̰ف�ϧέ΍ί̳�؏ϳϣف�ϟ̴̶ل�ϳ�̶̯�̶ϧ΍έ؟�Ϡ٬̡�ϩΎηϧ٬η�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ΕϟΎΣف

ϭ̯�α΍�ϥ̰ϳϟ̴ف�ϟف�ϧέ̯�̶ϬΑ�؏Ύϳ΋΍έΑ�̶̯�ϩΎηϧ٬η�̱ϭϟ�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ϡϟΎϋ؟�ϳ�Ύ̯�ΕΑΣϣل�Ύ̴ϟف�ϧ΁�εϳ̡ف�γ�ΕΑΣϣ�έ̯�ϫ֐Α�̶ϬΑف�γ�

ϧ�΍ϭέ̡�̶΋ϭ̯؟�ϬΗ̶ل

６�

ϥΑ�ΏΑγ�Ύ̯�̵ΩΎΑέΑ�ϭ�̶٫ΎΑΗ�̶̯�̮Ϡϣ�ΕΑΣϣ�̶ϫΩϧ΍�̶̯�Ρέρ�α΍�؏ϳϣ�ϥϳ̩̰؟�ϧϭϳ̯ل�؏ϳ΋̳�ϭ٫�΍Ωϳ̡�؏ΎϳϧΎηϳέ̡�έϭ΍�؏ϳΗϳΎ̰η�؏ϳϣ�؏ϭ̳ϭϟ�

Ύ̯�؏΅΍Ω΍�̶ϧ̡΍ف�γ΍�έϭ΍�̶ϬΗ̰؟�Ϡϣ�̶̯�©̲ϧ΍ϭ٫�̲ϧϣª�ϩΎηϧ٬η̯ف��ϥϳ̩�ϭΟ̴ف�ϟف�ϧϳΩ�ϝΎΛϣ�̶̯�©̶ϔ΋ϭ̯�̲ϧΎϳª�̱ϭϟ̶�ل�ϬΗ�̶̰̩�

ΎϬΗ�ΎϳΩ�έ̯�ΩΎΑέΑ�έ̯�ΎϧΑ�ϡϼϏل

７
Εέϭϋ�̱έίΑ؟�Ηγ΋Ύη�̶ϟ΍ϭف�ϧϬ̯έ�ϕϠόΗف�γ�ϥ΍ΩϧΎΧ�ϑϳέη�̮ϳ΍�؏Ύϣ�̶̯�α΍ل�ΎϬΗ�Ύ̰̩�ϭ٫�ϝΎϘΗϧ΍�Ύ̯�̟ΎΑ̯ف��©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯©̶ϧ΍έ�

؏ϳϣف�ϠΑΎϘϣ̯ف��؏ϭϳϧ΍έ�̵έγϭΩف�γ΍̯؟��ΎϬ̯έ�ϝΎϳΧ�ΎϧΗ΍�Ύ̯�εέϭέ̡�̶̯�̶ՌϳΑ�̶ϧ̡΍ف�ϧ�α΍�ΩϭΟϭΎΑف�̯ف�ϧϭ؟�٫ϧ̯ف��έ٫ϭη̶ل�ϬΗ�

̶Η٫έ�ϥϳ̩ف�Α�έϭ΍�ΎϬΗ�ΎΗϭ٫�αΎγΣ΍�ΩϳΩη�Ύ̯�̶΋Ύ٬ϧΗف�γ΍�ϭΗ�̶ΗΎΟ�ϭ٫�ϝίΎϧ�ΕΑϳλϣ�̶΋ϭ̯�̶ϬΑ̯�ΏΟ�έ̴ϣل�ϭ؟�٫ϧ�αϭγΣϣ�̶ϣ̯�̶΋ϭ̯�

ϬΗ̶ل

８
̶ϧ΍έ�α΍�ΩόΑف�λέϋ�Ϭ̩̯ل�ϭ٫�Ύ٫έ؟�Ηηέ�ρϭΑοϣ�Ύ̯�ΕΑΣϣ�ϥΎϳϣέΩ̶�̯ف�ϧ΍έ�έϭ΍�ϩΎηϧ٬η�̶ϬΑ�؏ϳϣ�ϡϧΟف�ϠϬ̡̩٫ف�̯؟��ΎΗϭ٫�ϡϭϠόϣ�

�ϧف�Ω΍ί٬η�Ύγ�ΩϧΎ̩�̮ϳ΍ـ�ΎϳΩ�ϡϧΟ�ϭ̯ل�γ�Ώγف�Α֐ϥϳվϳ̯ϭ̯ª�̶ϧ΍έ�ϩΩ΍ί٬η�΍©�̯ف�γ�Պϳ̡ف�ϟϭΩϟ΍�ϥϳϣϳ�έϳίϭ�ϭΟ�ΎϬΗ�΍ϭ٫��΍Ωϳ̡؟�̶̯

ΎϧΗ΍؟�ϳ�ϥ̰ϳϟفل�ϬΗف�Ηέ̯�Είϋ�̶̯�α΍�Ώγف�ϳϟ�α΍ل�Ύ̳ف�ϧΑ�Ω٬ϋ�̶ϟϭ�ϩΩ΍ί٬η�̶٬ϳ̯؟��ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�̮η�̶΋ϭ̯�ϭ̯�؏ϭ̳ϭϟ̶ل�ϬΗ�̶ՌϳΑ�

�ϩΩ΍ί٬η�ΎՌϭϬ̩�ϩϭ�ΎϧΗΟ�ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�ΕέϭλΑϭΧل

９
�Ω΍ί٬η�ΕέϭλΑϭΧ�α΍�ϩΎηϧ٬ηـ�ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�Ε٬Α�ϭ̯ل�ϳ�ϭ̯�©ϥϳվϳ̯ϭ̯ª�̶ϧ΍έ؟�ϧϭ٫�ϥΎϣ̳ف��Ύ̴ϟ̯؟�ՌϭϬ̩�α΍�ϩΎηϧ٬η�؏ϳ٬̯ف�Ω΍ί٬ηـ�

�ϧ�Ω٬ϋ�̶ϟϭ�ϭ̯؟�΋ΎϧΑفل

１１
�ϭ٫Ύ̳�ϡΎϳϗ�̶̯�؏ϭϳϧ΍έ�̵έγϭΩ�ϩΎηϧ٬η؏�̯ف�ϧϣΎγف�γف�Ηέί̳ف�΋ϭ٫ف��ª�ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ª�̶ϧ΍έ�ϑέλ̯ف�ΎϬΗ�ΎΗέ̯�Ύϳ΁�؏Ύ٬ϳل

̵έϳ̯ª�̶ϧ΍έ�ϭΗ�ΎΗΎΟ�ϫ֐Αف�γ�ΩΣ�΅ϼΑ؟�ϳ�έϭ΍�ΎΗέ̯�ΏϠρ�αΎ̡ف�ϧ̡΍�έΎΑ�έΎΑ�ϭ̯�α΍�ϩΎηϧ٬η�ΏΟل��؏ϳΗϠΟ؟�ϧ�؏ϭϳ̯�؏Ύϳϧ΍έ�̵έγϭΩ�

̶ϬΑ̯ل�؏ϳϬΗ�̶ΗϳΩ�ϝΎ̰ϧ�έΎΑϏ�Ύ̯�ϝΩف�γف�ϧέ̯�؏ϳΗϗΎϣΣ�̶̯�Ρέρ�Ρέρ�؏ϳϣف�Ηγ΍έ̯ف��α΍ف�ϳϟف�̯ف�ϧέ̯�ϥΎηϳέ̡�ϭ̯�©ϭΑϭγΗ�

̶ϟ΍ϭف�ϧϠ̩�ϬΗΎγ̯ف��α΍�έ̴ϣ�̶ϬΗ�̶ΗϠ̩�؏ϳϣ�̶̰ϟΎ̡�ϭΗ�ΩϭΧ�ϩϭ̰؟�ϧϻΎΣل�؏ϳΗϳΩ�ϼϳϬ̡�؏ϳίϳ̩�̵Ωϧ̳�̵Ωϧ̳�؏ϳϣف�Ηγ΍έ̯ف��α΍�

έ̡�؏ϭί΍ϭέΩف�̯ف�Ϭ̩ϳ̡̳ف�΁̵�̯ف�έ΍Ω٫΍έ�̶̯�έΩϧ΍�̶ϬΑ̯ل�ΎϬΗ�ϝ̰ηϣ�̶٫�Ύϧέ̯�Εη΍ΩέΑف�̯؟�ΗΎΟ�ϭـ�٫Ωϧ̳ف�ϧΗ΍�αΎΑϟ̯ف��ϥ΍ίϳϧ̯�

γ΍�έ̯�Ύ̴ϟ�ϝϔϗف�ϳΗϳΩ�ΎγϧϬ̡؏ل

１２



ウルドゥー語

��������������

�ϝϘΗϧϣف�γ΍�؏ϳϣ�ϝΣϣ�̶ϣΎϧ�©ϥϳվϭϳέϭ̯ª�̮ϳΩίϧ̯ف��ϩΎ̳�ε΋Ύ٫έ�̶ϧ̡΍�έϭ΍ل�Ύϳ̳�΁�ϡΣέ�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ϭ̯�؏ϭϔϳϠ̰Η�̶̯�̶ϧ΍έ�

έϭ΍�̱΁�̶΋ϭ٫�̶ΗϠΟ�؏ϳϣ�ϝΩ̯ف��α΍ل�΍̡֐�Ύϧϭ٫�ϝϘΗϧϣ̴؟�Ο�̵έγϭΩ�ϭ̯�α΍�̶ϬΗ�̶Η٫έ�؏ϳϣ�©ϥϳվϭϳέϭ̯ªف�γف�Ϡ٬̡�̶ϧ΍έ�ϭΟل�ΎϳΩ�έ̯�

΋̳�ϭ٫�ίϳΗ̶ل

１３
̶΋̳�̶΋Ύϧϣف�γ�ϡΎϫΩ�ϡϭϫΩ�έΩϗ�α΍�ΏϳέϘΗ�̶Ηϳϧ٬Η�̶̯ف�ϧΎϧ٬̡�αΎΑϟ�̶ϣγέ�έΎΑ�̶Ϡف�٬̡γ΍�ϭΗ�Ύϳ̳�ϭ٫�Ύ̯�ϝΎγ�ϥϳΗ�ϩΩ΍ί٬η�ΎՌϭϬ̩�ΏΟ�

̵έγϭΩف�γ؟�Οϭ�̶γ΍ل�ΎϬΗ�ϕϼΧ΍�εϭΧ�ΕϳΎ٬ϧ�έϭ΍�ϥϳγΣ�ΩΣف�Α�ϩΩ΍ί٬η؟�ϳ̶ل�ϬΗ؟�ϧ�ϡ̯�Ϭ̩̯ف�γ�Εϗϭـ�̯ف�Ω΍ί٬η֐ـ�Α̯؟��

γ΍�̶ϬΑ�؏Ύϳϧ΍έف�ϳϬΗ�̶Η̰γ�έ̯�؏ϳ٬ϧ�Εέϔϧ؏ل

１４
�γ�ϩΎηϧ٬η�έϭ΍��̶΋̳�ϭ٫�έΎϣϳΑ�έϬ̡�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ª�̶ϧ΍έ�̶ϧόϳ�؏Ύϣ�̶̯�α΍�؏ϳϣ�Ύϣέ̳�ϡγϭϣ�ϝΎγ�α΍ف�ϳϣ̰ف�ϧΎΟ�α̡΍ϭف�̶̯

α̡΍ϭ؟�ϧ�̵Ω؟�ΟϭΗ�ιΎΧ�̶΋ϭ̯�έ̡�؏ϭΗΎΑ�̶̯�α΍�ϭΗ؟�ϧف�ϧ�ϩΎηϧ٬ηف�ϳϟ�α΍�̶ϬΗ�̶Η٫έ�̶٫�έΎϣϳΑ؟�ηϳϣ٫�ϩϭ̰؟�ϧϭ̴̶̩ل�ϧΎϣ�ΕίΎΟ΍�

ϧΎΟف�Ω�ΕίΎΟ΍�̶̵̯ل�΋̳�ϭ٫�̶γέϭίϣ̯�ΕϳΎ٬ϧ�ϩϭ�έϭ΍�̶΋̳�̶Ηϭ٫�έΗ�Ώ΍έΧ�ίϭέΑ�ίϭέ�ΕΣλ�̶̯�α΍̶�ل

̶ϧ΍έ̯؟��΍ϭف�٫ρ؟�ϳ�έΎ̯έΧ΁فل��΋ΎΟ�ΎϳΩ�ΞϳϬΑ�α̡΍ϭ�έϬ̳�ϭ̯�̶̩Α�̵έϳϣ�Ώ΍̶̯�̯؟��ΩΎϳέϓف�γ�ϩΎηϧ٬η�έ̯�ϭέ�ϭέف�ϧ�؏Ύϣ�̶̯�α΍�

ՌϭϬ̩�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ªف�Ω΍ί٬ηـ�ϭϬ̩�ϭ̯֐�΋ΎΟ�̶Ϡ̩�̶Ϡϳ̯΍�έ̯ف�̶̳ل

１５
�̶̯�̶ϧ΍έ�̵έΎϳ̡�̶ϧ̡΍ل�؏ϳ٬ϧ�Ύϳ٫ف��؏ϳϣ�εϭ٫�ϩϭ̯؟��ΎϬΗ�Ύ٫έ�ϝ̩�؏ϳ٬ϧ�̶٫�ΎΗ̡�ϭΗف�γـ�έ̯ف�٬̩�α΍�έϭ΍�̶΋̳�ϭ٫�̶ϠΗ̡�̶ϠΑΩ�Ε٬Α�ϩϭ�

εηϭ̯�̶̯ف�ϧέ̯ـ�Ωϋϭ̯ف��Ρέρ�Ρέρ�؏ϳϣـ�έΎΑ̯ف��ϝΑϘΗγϣ�έϭ΍�̶οΎϣف�γ�α΍�έϭ΍�Ύϳ̳�΍έΑϬ̳�ϩΎηϧ٬η�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�Εέϭλ؟�ϳ�

εϭف�٫Α�ϩϭ�έϭ΍�ΎϬΗ�ίϳϣ΁�ΩέΩ�ϩέ٬̩�Ύ̯�α΍٫̶ل�έ�؏ϳ٬ϧ�̶ϗΎΑ�̮Η�ΕϗΎρ�̶̯ف�ϧϳΩ�Ώ΍ϭΟ�Ώ΍�؏ϳϣ�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ª�̶ϧ΍έ�ϥ̰ϳϟ̶̯ل��

�̡֐ϬΗ�̶΋ϭ٫�̵̶ل�ϧ�ϩΎηϧ٬ηف�ϧ�؏ϭϧϭΩ�ϡ٫ª�Ύ٬̯ف�ϬΗ�̶΋ΎϬ̯�ϡγϗ̶�̯؟�ρ�̶٫�ϬΗΎγ�ϡ٫�̶ϬΑ�έϔγ�̵έΧ΁�Ύ̯�̶̳Ωϧίف�ϳέ̯؏�̳فل�ϬΟϣ�ϡΗف

ϭϬ̩֐�Η̰γ�ΎΟ�؏ϳ٬ϧ�έ̶̯�©�ل

１６
ϳ؟�ϳ�έϭ΍�̶΋̳�ϭ٫�εϭΧ�̶ϬΑ�̶ϧ΍έ�έ̯�ϥγ؟�Ύ٬̯�έόηل�

��Ωϧί�؏ϭϧϭΩ�ϡ٫̶̳�̯ف�٫΍έϭΩف�Ϭ̯�έ̡֐ـ�ϳ٫؏ل�Ύ̳�ϭ٫�ΎϧϠ̩�έ̡�ϩ΍έ�̲ϟ΍�̲ϟ΍�Ώ΍ل�ϭ٫�ϩΩί�ϡϏ�؏ϳϣ؏ل��ΎΗϭ٫�ΎϬ̩΍�Ύϳ̯̯؟ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

Η̰γ�ϝ̩�έ̡�ϩ΍έ�̶̯�ΕΎϳΣ�̶ϬΑ�؏ϳϣ̶ل

�ϧ�ϩΎηϧ٬ηف�ϧϬՌϳΑ�؏ϳϣ�̶̰ϟΎ̡�ϭ̯�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ª�̶ϧ΍έف�Ω�ΕίΎΟ΍�̶̯ـ�ϧ̡΍�ϩϭ�έϭ΍�̵Ωف�ϳϣ̰ف�΋̳�̶Ϡ̩�α̡΍ϭ̶ل

１７
ΩλΎϗ�̶٫Ύηف�ϳϟ̶�̯ف�γέ̡�Ν΍ίϣ�̶̯�̶ϧ΍έف�ϧ�α΍ل�Ύ٫έ�ΎΗΑϭվ�؏ϳϣ�έΩϧϣγـ�έ̯ف�٬̳�ϡϏ�ϭ�Ξϧέ�ϩΎηϧ٬η�̶΋̳�̶Ϡ̩�ϩϭف�γ�ΏΟ�

�ΎϳΩ�ΞϳϬΑل�ϳ٬ϧ�έϳΩ�ϩΩΎϳί�Ώ΍؏�΋ϭ٫̶�̯؟�ϳ�έϭ΍�Ύϳ̳�΁�α̡΍ϭ�ϩϭ؟�΋Ύϧγ�έΑΧ̶�̯؟�٫�Ύϳ̳�ϭ٫�ϝΎϘΗϧ΍�Ύ̯�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ª�̶ϧ΍έ�ϭ̯�Ε΍έ�̶ϫΩ΁فل

ϳ؟�Ηϧγ�έΑΧف�ΗΧΎΑ�εϭ٫�Ύ̯�ϩΎηϧ٬η�̶٫؟�Ύϳ̳�ϭ٫ل

１８
ϝΣϣ�̶٫Ύη�έ΍ϭ�̱ϭγ̶�̯؟�ϬΗ�؏ϳ٬ϧ�ϝΎΛϣ�̶γϳ΍�̶΋ϭ̯�؏ϳϣ�̶οΎϣ�έ̴ϣل�ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�ΎϧϬ̰ϳΩ�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�ϩϭ�̶ϬΑ�؏ϳϣ�ΕϟΎΣ�̶γ΍�

έϭ΍٫ف��΍ϭ٫�Ύϳ̯̯؟��ΎϬΗ�Ύ٫έ�΁�؏ϳ٬ϧ�؏ϳϣ�ϬΟϣγ�̶̯ـ�Ω΍ί٬ηل�Ύϳ̳�ΎϳΩ�ΞϳϬΑ�؏Ύ٬ϳ̶�̯ف�ϧΎϧ�̶ϬΑ�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�΍Ϋ٬ϟل�ϭ٫�ΩϭΟϭϣ�؏ϳϣ�

ϭγϧ΁�ϝγϠγϣ�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η�̟ΎΑف�ϧ̡΍�έϭ΍ف�΋ϭف�٫Ηϭέ�έ̯�έΎϣ�έΎϣ�؏ϳΧϳ̩�ϭ̯�ϥ΍ίϳϧ̯٫فل��Ύ٫έ�ΎΟ�ΎΟϳϬΑ�؏Ύ٬ϳ̶�̯ف�ϧΎϧف�γ΍�؏ϭϳ̯�

ΗΎ٬Αف�΋ϭ٫ف�ΎϬΗ�Ύ٫έ�έ̯�αϭγΣϣ�Ύγ�ΏϳΟϋ�ϩϭ�έ̯�Ϭ̰ϳΩل

１９



�������

Ύف�٬̯΋ϭف�٫Ηϭέف�ϧ�؏Ύϣ�̶̯�̶ϧ΍έ̶ل�΋̳�̶̯�΍Ω΍�ϡγέ�̶̯ف�ϧϼΟ�ϭ̯�Εϳ˷ϣ�̶̯�α΍�έ̡��ϭ̳ΎՌ΁̴؟��Ο�ϩέέϘϣ�̮ϳ΍�ϕΑΎρϣ̯ف��έϭΗγΩ�

ϭΟف�ϳϟف�̯ف�ϧ٬̯�ω΍Ωϭϟ΍�ϭ̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�έϭ΍���̶Η̰γ�ΎՌϣ�ϭ̯�ΩϭΧ�έ̯�ϥΑ�؏΍ϭϫΩ�ϬΗΎγ̯ف��Εϳ˷ϣ�̶̯�̶ՌϳΑ�̶ϧ̡΍�̶ϬΑ�؏ϳϣ�εΎ̯��

Ύ̳�̶̯�ϥ΍�؏ϳϬΗ�ΩϭΟϭϣ�ϥ΍ίϳϧ̯֐��ϭ̳ΎՌ΁��έ̯�ϭ٫�έ΍ϭγ�̶ϬΑ�ϩϭ�؏ϳϣ�̵̯ف�ϳϟف�ϧ΍ϭέ؟�΋̳�ϭ٫̶ل

２１
γ�ϝΣϣ�̶٫Ύηف�Ύϳ̯�Ύρϋ�ϡϭγ�Ώλϧϣ�̵έΎΑέΩ�ϭ̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�έϭ΍�Ύϳ΁�̶̩Ϡϳ΍�̮ϳ΍ل

�Α֐ـ�Ω΍ί٬ηـ�ՌϭϬ̩�ϩΎηϧ٬η�̶ϬΑ�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ϭ̯ف�Ω΍ί٬ηـ�ՌϭϬ̩έ̯�ΞϳϬΑ�ϭ̯�̶΋΍Ω�Ύϳ�ίϳϧ̯�̶΋ϭ̯έϭ΍�ΎϬΗ�ΎΗέ̯�ΩΎϳ�ϭ̯ف�Ω΍ί٬ηـ

ϥ΁�ϬΗΎ֐̶̯�̯ف�٫ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗف�ϧ̡΍ف�ϧ�ϩΎηϧ٬η̶�ل�ϬΗ�̶٫έ�ϝ̩�΍ϭ٫�̵վϧϬՌ�έϭ΍�ίϳΗ�ϭ̯�ϡΎη�ϥΩ�̮ϳ΍ل�ΎϬΗ�ΎΗ٫έ�ΎΗϬ̩ϭ̡�έΑΧ�̶̯�

Ύϣ�̶̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο؏�̯ف�Ύϳ΍ϭΟϬΑ�ρΧ�̮ϳ΍�ϡΎϧل

２６
ϳ�؏ϳϣ�α΍؟�ΎϬΗ�΍ϭ٫�ΎϬ̰ϟ�έόηل��

̮ϳ΍�؏ϳϣ�ϝΩ�ϩΩί�ϡϏـ�έϳϣ�ϭΗ�؏ϭ٫�ΎΗϧγ�ί΍ϭ΁�̶̯�؏΅΍ϭ٫�̶ϧ΍ίΧ�̶ϟ΍ϭف�ϧέ̯�Ωϭϟ΁�ϡϧΑηϭ̯�؏ϭϟϭϬ̡̯ف��ϝΣϣ�؏ϳϣ�ΏΟ��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

Ϭϧ˷ϧف�Ωϭ̡ـ�٫�ΎΗ΁�ϝΎϳΧ�Ύ̯فل

３１
ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗ�έϭ΍֐ϧ�̶̯ف�γ�؏Ύϣ�̶̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁ف�ϳ�έ̯�ϝϣ؟�Ύ٬̯�έόηل

̶Αϣϟ�α΍�̶̯�؏΍ίΧ�Ρέρ�α΍�؏ϳف�٫ΗϟΎ̰ϧ�ί΍ϭ΁�̶̯�؏ϳϬΟ�؏ϳϬΟ�έϬΑ�Ε΍έ�έ̯�Ύ̴ϟ�έϭί�΍έϭ̡�έ̴ϧϳϬΟ�Ρέρ�αΟ��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

γ�؏ϭϬ̰ϧ΁�̵έϳϣ�ϭ̯�Ε΍έف�٬Α�ϭγϧ΁�ϝγϠγϣ؟�٫έف�ϳ٫؏ل

ϧ�؏Ύϣف�ΎϳΩ�Ώ΍ϭΟل

؏Ύ٬ϳ�έϬ̡�ϭΗ̶ل�ϬΗ�̶٫έ�ϭέ�έ΍ί�έ΍ί�̶ف�٫γϳϭ�؏ϳϣ�Ρέρ�̶̯�Ε΍έηΣف�ϟ΍ϭف�ϧΎϧϬΟϧϬΟ�؏ϳϣ�ϩΎ̳�ΕϣΎϗ΍�ϥ΍έϳϭ�α΍��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

γ�ϝΣϣ�̶٫Ύηف�٫�̶΋ϻ�ϡϧΑη�̶̯�؏΅ϭγϧ΁�̶ϣΎϳ̡�̮ϳ΍فل

３２
̶Ηϳ΍ϭέ�Ύ̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�ϬΗΎγ̯ف��ρΧ�̶Α΍ϭΟف�ϧ�α΍ف�ϳϟ�α΍�ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�ϊϗϭϣ�Ύ̯ف�ϧέ̯�έΫϧ؟�ϔΣΗ�Ύγ�ΎϬ̩΍�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η؟�ϳ̰؟�ϧϭ̩�

ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗ�؏ϳίϳ̩�̶̯�ε΋΍έ΁�Ϭ̩̯�έϭ΍�αΎΑϟ֐̶̯�̯ف�ϳΩ�΍ϭΟϬΑ�ϬΗΎ٫؏ل

３４
̨ϧΎ̡�έΎ̩ف�΋ϭف�٫Ηέ̯��ϩέΎυϧ�Ύ̯�؏ϭϟϭϬ̡ف�΋ϭف�٫ϠϬ̯�؏ϳϣ�ϥ̴ϧ΁�έϭ΍�ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�Ύϳϭγ�̮Η�̶ϬΑ΍�ϩΎηϧ٬η�έ̴ϣ�̶ϬΗ�̶̰̩�ϭ٫�̵έ٬̳�Ε΍έ�

�ϥ΍ίϳϧ̯̯ف�ΎϬΗ�Ύ٫έ�έ̯�؏ϳΗΎΑ�ϬΗΎγل

３５
ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗ֐ϧ�̶̯ف�γ΍ف�ϳ�؏ϳϣ�αΟ�ΎϳΩ�ρΧ�Ύ̯�؏Ύϣ؟�ΎϬΗ�έόηل�

̶Η٫έ�έ̰ϓ�̶̯�ϝ΍ϭΣ΍̯ف��ϝΎ٬ϧϭϧ�α΍�ϭΗف�ϬΟϣ٫ف��Ύϳ̳�ϭ٫�ϥΎΟفΑ�ΕΧέΩ�ϻ΍ϭف�ϧΎ̩Αف�γ�΍ϭ٫�̶ϧΎϓϭρف�γ�ΏΟ��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

٫فل

３７
�ϟ�̶̯�έ΍ΩέΑ�ε̯έΗ�ΏΟ֐ϧ�̶̯ف�ՌϭϬ̩�έϭ΍�؏Ύϣ�̶̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�ϭ̯�ϩΎηϧ٬ηف�Ω΍ί٬ηـ�ϔΣΗ�΍ϭ٫�ΎϳΩ�Ύ̯�؏Ύϣ�έϭ΍�ΎϳΎϧγ�ϝΎΣ�Ύ̯؟

ϧ�α΍�ϭΗ�ΎϳΎϬ̯Ωف�ϳ؟�Ύ٬̯�έόηل

؏Ύ٬̯�Ώ΍�Ρϭέ�̶̯�α΍̯؟��ΎΗϳΩ�ΎΗΑف�ϬΟϣ�έϭ΍�ΎΗϳϟ�έ̯�εϼΗ�ϭ̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�ϭΟ�ΎΗϭ٫�έ̳ϭΩΎΟ�Ύγϳ΍�̶΋ϭ̯�εΎ̯��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

٫�̶Η٫έفل



ウルドゥー語
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３９
ΎϬΗ�Ύ٫έ�ϝϣ�؏ϳ٬ϧ�ϊϗϭϣ�Ύ̯ف�ϧϭ٫�έοΎΣ�؏ϳϣ�ΕϣΩΧ�̶̯�ϩΎηϧ٬ηف�γ�ΕΩϣ�ϭ̯�©ϥϳվϳ̯ϭ̯ª�̶ϧ΍έ�̶ϧόϳ�؏Ύϣ�̶̯ـ�Ω΍ί٬η֐ـ�Α̰؟�ϧϭ̩�

ϳϟ�α΍ف�γ̯�ϩϭ�ϭ̯�Ε΍έ�̶ϧΩϧΎ̩�Ώ΍̶�̯ف�ϳϬ̩�ίΎγ�ϬΗΎγ֐ϧف�ϬΗ�̶Ηϭ٫�ίϭΩϧ΍�ϑρϟ�؏ϳϣ̶ل

Ω٬ϋ�̵έΎΑέΩـ�γ�ϑϭΧ�α΍�ϥ΍ίϳϧ̯�̶٫Ύη�έϭ΍�έ΍Ωف�ϳ؟�٫έ�ϥγ�̶̴ϣϐϧف�ϬΗف�̯؟�ϳ؟�ϟ�ϩΩϳΩϧγ̡Ύϧ�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η�Ε̯έΣ̴فل�

４０
ϧ�ϩΎηϧ٬ηف�Ηέ̯�έ̰ϓ�̶̯�؏Ύϣ�̶̯�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ª�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁ف�΋ϭ٫ف�ϳ؟�Ύ٬̯�έόηل�

έϭ΍�̶Αϣϟ٫فل��ΎΗϳΩ�̶΋ΎϬ̯Ω�ϻΩϧϫΩ�؏ϳϣ�؏΅ϭγϧ΁�ΩϧΎ̩�Ύ̯�؏΍ίΧ�̶ϬΑف�γ�ϝΣϣ�̶٫Ύη�ϊϗ΍ϭ�έ̡�ϡΎϘϣ�ΩϧϠΑ�̶ϬΑف�γ�؏ϭϟΩΎΑ��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

ˮΎ̳ف�΋΁�έυϧ�ϑΎλف�γϳ̯ف�γ�ΕΎϓΎοϣ�̵έϬΑف�γ�؏ϭγΎϬ̳�̶ϧϬ̳

４３
�ՌϭϬ̩�έΧ΁�έϭ΍�Ύϳ̳�ΎΗέί̳�Εϗϭف�Ω΍ί٬ηـ�̯ف�ϧ΁�α̡΍ϭ�؏ϳϣ�ϝΣϣ�̶٫Ύηف�Ύϳ̳�΁�ϥΩ�Ύ̯ل��Ύϳ̳�ϭ٫�ΕέϭλΑϭΧ�ΎϧΗ΍�ϩϭ̯؟�ϧ٬̯�̱ϭϟف

ϟ̴ف�ϧ�΍ΩΧ�ª؟�Ηγ΍ϭΧ؟�γ�ϥγΣ�̶̯�α΍�̶ϬΑ�΍ΩΧ�؏ϳ٬̯ف�ϧ̡΍�έ̯�ϭ٫�έΛΎΗϣف�ϧ�αΎ̡؟�΋ϼΑف©ل

ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�ΎϧΎϧΑ�Ιέ΍ϭ�Ύ̯�ΕΧΗ�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�ϩΎηϧ٬ηل�Ύϳ̳�Ύϳ̯έέϘϣ�Ω٬ϋ�̶ϟϭ�ϭ̯ـ�Ω΍ί٬η֐ـ�Α�؏ϳϣ�έΎ٬Α�ϡγϭϣ̯ف��ϝΎγف�Ϡ̳΍�

�ΎϬΗ�ϡϭϠόϣ�ϭ̯�α΍�έ̴ϣ̯؟�ϧ�ϡϳϠγΗ�ΎϳϧΩ�ϭ̯�ε٫΍ϭΧ�α΍؟�έ̯ـ�̶̳�ل�ϧΎϧ̩̩؟�ϧ̡΍�ϩϭف�΋΍έ�έΎ٬υ΍ف�Ύ٫έ�ρΎΗΣϣ�؏ϳϣل

４４
έϬ̡�έ̡��ϩΎηϧ٬η̶ل��γΑ�ϝ̩ف�γ�ΎϳϧΩ�α΍�̶ϬΑ�ϩϭ�ϭΗ�Ύ٫έ�؏ϳ٬ϧ�΍έΎ٬γ�̶΋ϭ̯�Ύ̯ف�ϧϳΟ�Ώ΍̶ل�΋̳�ϭ٫�̶Ϡϳ̯΍�έϬ̡�̶ϧΎϧ�̶̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�

��ϡϏ̯ف�΋̳�ΎϬ̩�ϝΩΎΑفل

４５
΋ϭ٫�ΏϳέϘΗ�̶̯�̶ϧϳηϧ�ΏΗ̰ϣ�̶̯�α΍�ϭΗ�΍ϭ٫�Ύ̯�ϝΎγ�ΕΎγ�ϩΩ΍ί٬η�ΎՌϭϬ̩�ΏΟ̶ل

４６
��Ώγف�ϟ΍ϭف�ϧ٫έ�؏ϳϣ�ϝΣϣ�έ̯�Ϭ̰ϳΩ�ΕέΎ٬ϣ�έϭ΍�ΕϳϠΑΎϗ�̶̯�α΍�̶ϬΑ�؏ϳϣف�ϧΎΟΑ�̵έγϧΎΑ�έϭ΍�ρΑέΑ̰؟�ϠΑ�؏ϳϣف�ϧϫ̡֐�ϑέλ؟�ϧ�

�ΗΎΟ�ϩέ�ϥ΍έϳΣف�ϬΗفل

４７
ϧΎϣί�α΍ف�γ�Ύϳέϭ̯�؏ϳϣف��Ύϳ΁�αΎϧη�ϩέ٬̩�̮ϳ΍ل

５０
̶ϧόϳ�©ϭέΎ̰ϳ٫ªف�γ΍ف�΋ϭف�٫Ηέ̯�ϑϳέόΗ�̶̯�̶ΗέλΑϭΧ�̶̯�Εέϭλ�ϭ�ϝ̰η�έϭ΍�ΕϳΣϼλ�̶ϣϠϋ�̶̯ـ�Ω΍ί٬ηف�ՌϭϬ̩�ϩϭ�

�α΍�έϭ΍�ΎϳΩ�ϡΎϧ�Ύ̯�©ϥηϭέª̯ف�γ�Ε٬Α�ϬΗΎγف�ϔΣΗف�ϳ̯�εϳ̡فل

�ΎϬΗ�ΎΗϧΑ�ΙϋΎΑ�Ύ̯؟�Αη�ϭ�̮η̯ف��؏ϭ̳ϭϟ�̶٫�Ύϧ٫έ�ϩΩ΍ί٬η�Ύ̯�α΍�έϭ΍�ΎϬΗ�؏ϳ٬ϧ�Εγέ̡έγ�̶΋ϭ̯�Ύ̯��©ϭέΎ̰ϳ٫ª�ϩΩ΍ί٬η�؏ϳϣ�έΎΑέΩ�

�̯؟�γ΍�؏ϳ٬̯ف�ϧέέϘϣ�Ω٬ϋ�̶ϟϭ؟�΋ΎΟ�Ύϳ̯فل��αϭγϓ΍�ϩΎηϧ٬η�΍Ϋ٬ϟ̯ف�γ�ϥ΍ΩϧΎΧ�̶٫Ύη�ϭ̯�©ϭέΎ̰ϳ٫ª�ϬΗΎγف�ϧέ̯�ΝέΎΧف�γ΍�έϭ΍ف

Ω�ϡΎϧ�̶ϧ΍ΩϧΎΧ�Ύ̯�©̶Οϧϳ̳ªـ�ϧέ̯�ϝϣΎη�؏ϳϣ�̶٫Ύη�Εϳϋέ�̶ϧ̡΍�έ̯ف�Ϡλϳϓ�Ύ̯؟�Ύϳ̯ل

絵２
˻�˻�έϳϭλΗ��ϧΎΧ�ϥΎϣ٬ϣ�̶٫Ύηف�ϟΎγ�ΕΎγ�αΎϧη�ϩέ٬̩�̶΋Ύϳέϭ̯�؏ϳϣ؟�Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫�ª̶©�̯ف�ϓΎϳϗف�έηΑ�έϭ΍ـ�٫�Ύ٫έ�Ϭ̰ϳΩ�ϭ̯فل

５１
̶٫Ύη�̮ϳ΍ل�ΎϬΗ�ΎΗ٫έ�̶٫�̶Ϭ̯Ω�̶ϬΑ�̶ϬΑ΍�ϩΎηϧ٬η�έϭ΍�Ύ̰γ؟�ϧ�ΎՌϣ�ϭ̯�ΩΎϳ�̶̯�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁�̶ϬΑ�Εϗϭ�έ̴ϣفل�΋̳�έί̳�ϝΎγ�Ύ٫�ϝΎγ�

�ϧ�ίϳϧ̯ف�ϧ̡΍ف��ΎϳΎΗΑ�ϭ̯�ϩΎηϧ٬η�̮ϟΎϣ̯؟�Ω΍ί٬η�̶ϬΗϭ̩�̶̯�ϩΎηϧ٬η�ϕΑΎγ̵�̯ف�Α�̶̯�ϥγΣ֐٫�Εέ٬η�̵فل�γ΍�ΩόΑ�؏ϭϧΩ�Ϭ̩̯ف

�Ϡϣ�έϭ΍�Ύϳ̳�Ύϳ̯�εϳ̡�؏ϳϣ�έΎΑέΩ̰؟�ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓª©�ϧϼ٬̯ف�ϟ̴̶ل

��

̶ϬΗ�έϳϭλΗ�̶Η̳ΎΟ�̶ΗϳΟ�̶̯�©ϭΑϭγΗ�̵έϳ̯ª�̶ϧ΍έ�̶ϧΎ٬Ο�ϥ΁̰؟�Ϡϣ؟�ϳ



�������

�ΎϬΗ�έΗ�ΩϧϠΑ�ϩΩ٬ϋ�Ύ̯�α΍�έϭ΍ل�ϳ؟�ϬΗ�ΕΎΑ�̶̯�Εέρϓ̶�̯؟�Ηγ٫΁�ϝΩ�Ύ̯�ϩΎηϧ٬η؟�Ηγ٫΁؟�Ϡϣ̰؟�ϧϭ٫�ϝ΋Ύϣ�ϑέρ�̶̯�©ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓªف�Ύ̴ϟل

５８
έΛ̯΍�̶ϬΑ�έΩϧ΍̯ف��ϥϣϠ̩�̶̯�©ϭΑϭγΗ�̶Οϭϓª̰؟�Ϡϣ�ϬΗΎγ̟�̯ف�ΎΑ�έϭ΍�ΎϬΗ�ΎΗ٫έ�؏ϳ٬ϧ�̲ϟ΍�̶ϬΑ̯ف�γ�̟ΎΑف�ϧ̡΍�©̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫©ϭ�

ΎϬΗ�ΎΗέ̯�ΎϳΎΟل

５９
α΍ف�ϬΗف�Η٬̯�©̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫ªف�γ؟�Οϭ�̶̯�ϥγΣ̯ف��α΍�ϭ̯�©̶Οϧϳ̳ª�̱ϭϟ�Ρέρ�αΟل�ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�Ε٬Α�ϭ̯�؏ϭϧϭΩ�ϥ΍�ϩΎηϧ٬η�

Ϡϣ�ϥϳγΣ�α΍�Ρέρ̰؟�Ϡϣª��ϭ̯̰؟�ΩϳηέϭΧ©�ϧ٬̯ف�ϟ̴فل

６０
�̶΋ϭ٫�ΩϘόϧϣ�ΏϳέϘΗ�̶̯ف�ϧϭ٫�ώϟΎΑ̯ف��©̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫�ª�؏ϳϣ�έϣϋ�̶̯�ϝΎγ�ϩέΎΑ

６３
ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ�̵ΩΎη�̶̯�α΍�έϭ΍؟�γ�©̶΋΅΁ª�̶ՌϳΑ�̶̯ف�ρف�ϬΗ�̵Ω΍ί٬η�ΩϭΧ�؏Ύϣ�̶̯�αΟ�̶΋̳�ϭ٫̶ل�

˼�έϳϭλΗ�έϳ��ϟΎγ�ϩέΎΑ؟�Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫ª̶©�̯ف�ϧϭ٫�ώϟΎΑف�΋ϭ٫�ΏϳέϘΗ�̶̶̯ل

６５
ϧ�ϩΎηϧ٬η�έ̡�ϊϗϭϣ�α΍ف�ϳ؟�Ύ٬̯�έόηل

؏ϭϧϭΩ�Ύ̳ΎϫΩ؟�ϳ̴̶�̯؟�ϧΎϣ�̶ϬΑ�ΎϋΩ؟�ϳف�ϧ�ϡΗ�Ύϳ̯�ΏΗ�ΎϳΩ�ϫΩϧΎΑف�γ̳ف�ΎϫΩ�ϭ̯�؏ϭϟΎΑ̯ف��ϝϔρ�ώϟΎΑΎϧف�ϧ�ϡΗ�ΏΟ��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

ϭϧ΍έϬ̳؏�̯ف�Ηηέف�ηϳϣ٫�ϭ̯؟�̯ف�ϳϟف�Ω�ϫΩϧΎΑ�ρϭΑοϣـل

ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ؟�ϧف�ΎϳΩ�Ώ΍ϭΟل

Ύ̳٫ف�έ�έ΍έϗέΑ؟�ηϳϣ٫�ϩϭ�ΎϬΗ�Ύϳ̯�ϩΩϋϭ�ϭΟ�ϬΗΎγ̯ف��ιϭϠΧف�ϧ�؏ϳϣ�Εϗϭف�ΗϫΩϧΎΑ�Ύ̳ΎϫΩ�Ύ̯�̲ϧέ�̶ϧ̴ϧϳΑـ�έ٬̳��ΏϠρϣ�Ύ̯�έόη�

ϳρέηΑ̰؟�ΎϫΩ�α΍̳ف�ϧ�ϝΩΑ�̲ϧέ�Ύ̯؟�΋ΎΟفل

６７
�ϧ�ϩΎηϧ٬ηف�ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ؟�γ�ϝΑρλ΍�̶٫Ύη�ϭ̯ف�ϭϬ̳�̮ϳ΍֐ϧΎΧ�έΎ̰η�̶٫Ύη�έϭ΍�΍ف�γف�ϔΣΗ�΍έ̰η�̮ϳ΍ف�Ω�؏ϳϣـ�ϳΩفل

ϭ̯�Ώγف�ϧ�ϩΎηϧ٬η�έϭ΍ف�΋̳�ϭ֐ـ�٫Ϭ̯�έ̯�ΎϧΑ�ϑλ�̮ϳ΍�؏ϳϣ�έΎυΗϧ΍ف�̯ف�ϔΣΗ�̶ϬΑ�΍έϣ΍�έϭ΍ـ�Ω΍ί٬η�έ̴ϳΩ�έ̡ف�ϧϳί̯ف��ϝΣϣ�

�Ω٬ϋـ�̯ف�ϔΣΗ�ϕΑΎρϣ؟�Ωـ�ΎϳΩل

６８
̶̯�ϝΎγ؟�ϟϭγ�©̶΋΅΁ª�έϭ΍�Ύ̯�ϝΎγ�ϩέΎΑ�©̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫ªل�Ύϳ̳�؏ϳϣ�̶ϠϳϭΣ�̶̯؟�ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ�©̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫ª�ϭ̯�Ε΍έ�̶γ΍�

ϬΗ̶ل

６９
�ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ؟�̯ف�ՌϳΑف�ϟϭΩϟ΍�ϥϳϣϳ�έϳίϭ�̵ΩΎη�̶̯؟�γ�̶ՌϳΑ�̶ϬΗϭ̩�̶̯ف�ρف�΋̳�ϭ٫̶ل�

７０
�ϧ̡΍�ϭ̯�©̶Οϧϳ̳�ϭέΎ̰ϳ٫ª�̶ϬΑ�Ώ΍�ϩΎηϧ٬ηف�ϳϟ�α΍�ΎϬΗ�ΎΗ٫Ύ̩�ΎϧϬ̯έ�αΎ̡ف�ϟϭΩϟ΍�έΎγϳ�έϳίϭ�ϭ̯�α΍؟�γ�ϡ΍έ΁�؏ϳϣ�̶ϠϳϭΣ�̶̯ف

�ϧέ٬ϬՌف�ΎϬΗ�ΎΗϠϣ�؏ϳ٬ϧ�Εϗϭ�Ύ̯ل�γϳϭف�γ�©̶΋΅΁ª�ϝΩ�Ύ̯�α΍�̶ϬΑف�ΎϬΗ�ΎΗ̴ϟ�؏ϳ٬ϧل�ϧ̡΍�ϩϭف��ΎϬΗ�ΎΗ̩ϭγ�؏ϳϣ�؏ϭϳ΋΍έ٬̳�̶̯�ϝΩ̯؟
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x s Uth dh dgkuh dh r[ + k��d+ 

 

 gt+kj lky ls iqjkuh ckr gS tkiku ds cklBos 'kgu'kkg eqjkdkeh dh 

nloha 'kgt+knh ^^ukscwdks* us pkSlBos 'kgu'kkg ^^bfttks** dh efydk ^^vkfddks** 

ls �jekb'k dh fd dksbZ ubZ dgkuh ugha gS\ efydk us viuh mLrkuh 

^^eqjklkdh f'kfdcw** dks cqykdj dgk fd fdlh u fdlh rjg ubZ dgkuh 

rluh� djds ys vkvks! ^^eqjklkdh f'kfdcw** us ^^bf'k;kek** eafnj esa xks'kk 

u'khuh djrs gq, nqvk dh fd eq> ij ubZ dgkuh ukft+y gks tk,A vxLr dh 

pkSngoha jkr Fkh tc mlus ^^chok** >hy dh lrg ij pedrs pk¡n dk vD+l 

ns[kk rks mlds t+gu esa dgkuh ds eukft+j mrj vk;s vkSj ckjgok¡ cko ^^lqek** 

ls dgkuh fy[kuk 'kq: dhA 

 bl dgkuh ij cq) er ds ^^VsUMkbZ** fQjds dk cM+k vlj gSA dgk 

tkrk gS fd bl f���� s dh eqdn~nl fdrkc lkB vkcokc ij eq'rfdy gS 

fygkt+k eqjklkdh f'kfdcq us xsUth dh dgkuh Hkh lkB vcokc esa fy[kh FkhA 

ysfdu ekStwnk dgkuh fl� Z pOou �54� vcokc dh gSA bl dgkuh dk ���� 
�� cq) er ds pkj gd+k;��  ls fy;k x;k ;kuh bl nqfu;k esa ftUnk jgus dk 

dksbZ eryc Hkh gS ;k ugha �� bldk tokc gk¡ Hkh gks ldrk gS vkSj u HkhA 

ckc dk uke igys dgkuh ds eRu ls nwljs uT+e ls rhljs eRu o uT+e ls vkSj 

pkSFks dgha vkSj txg ls fy;k x;kA 

 njvly ekslfUu�k ^^Vksuksf'kfdcq** dgykrh Fkh ysfdu mlus bl dgkuh 

esa xsUth dh choh ^^eqjklkdh** ds ckjs esa brus 'kkunkj vankt esa fy[kk fd 

yksx mls ^^eqjklkdh f'kfdcq** iqdkjus yxsA ;s fjok;r Hkh gS fd ^^eqjklkdh 

f'kfdcq** balku ugha cfYd jge o dje dh nsoh dk vorkj gSA ^^VsUMkbZ** 

（デーヴァナーガリー文字）

Dr. Mohammad Naushad Kamran(University of Allahabad)
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f����  ds ukeoj iqjksfgr ^^dkdwÅu** us mls viuh 'kkfxZn cukdj ^^VsUMkbZ** 

f���� s ds vd+hns lks :'ukl djk;kA  

 eqjklkdh f'kfdcq dk flyfly, ulc% 

 ^^Rlw Rlweh pwukxksu** ;kuh njfe;kuh ntsZ dk dkmulyj ^^dkus lwds**----

^^bZukck** dk ft+yknkj ^^dksjseklk**^^-----** ^^bfptsu** dk ft+yknkj ^^rkesrksfd** ^^-

-----** ^^eqjklkdh f'kfdcw** mldh ek¡ ^^lsRlw** ds ft+yknkj **rkesukscq** dh cSVh 

^^dkrkdks** gSA 

 bl flyfly&,&ulc esa �
��	�� [+;kykr Hkh �� S ysfdu bl tSlk 

'ktjk&,&ulc xsUth dh dgkuh dk ��� ^^ ��������� s** esa feyrk gSA 

 

 

 vxLr dh pkSngoha jkr dks bf'k;kek eafnj esa ^^eqjklkdh f'kfdcw** us 

xsUth dh dgkuh fy[kuk 'kq: dhA 

 

 

 fdl 'kgu'kkg dk tekuk Fkk 'kkgh egy esa cgqr lh jkfu;k¡ jgrh FkhsaA 

muesa ls ,d ftldk vksgnk dqN [+kkl cyUn u Fkk 'kgu'kkg dh 

eat+wj&,&ut+j cu xbZA �;s t+ekuk 'kgu'kkg ^^Mkbxks** dk Fkk vkSj ;s 

eat+wj&,&ut+j jkuh ^^lhjhRlqcks** Fkh� 'kkgh egy ds vanj jkfu;ksa dh dbZ 

d+;ke xkgsa Fkh vkSj gj d+;ke xkg dk vyx&vyx uke FkkA ���� 
^^ukf'kRlqcks**] ^^dhjhRlqcks**] ^^QwftRlqcks** oxSjg vkSj jkfu;ksa dks Hkh mlh d+;ke 

'kkg ds uke ls iqdkjk tkrk Fkk tgka oks ����� ��A pwafd ;s 'kgu'kkg 



ウルドゥー語

��������������

dhjhRlqcks esa jgus okyh jkuh ls cgqr I;kj djrk Fkk bl fy, yksx mls 

'kgu'kkg dhjhRlqcks Hkh dgrs �� SA 

 oks jkuh dhjhRlqcks dks ges'kk vius ikl j[krk Fkk nwljh jkfu;ksa dks ;s 

ckr fcYdqy ilUn u Fkh vkSj lc mlls tyrh vkSj ���� djrh FkhA  

 

 

bl rjg cqXt o gln dk f'kdkj cuus dk urhtk ;s gqvk fd jkuh dhjhRlqcks 

jkst+ cjkst+ detksj gksrh xbZ vkSj ������� l[+r chekj gks xbZA oks mnklh 

vkSj ijs'kkuh esa eqqCryk gksdj ����� ��� ekSds esa xqt+kjus yxhA jkuh dh ;s 

gkyr ns[kdj 'kgu'kkg igys ls Hkh c<+dj eksgCcr ls is'k vkus yxkA 

eksgCcr dk ;s vkye ns[kdj yksx 'kgu'kkg dh cqjkbZ;ka Hkh djus yxs ysfdu 

mldks dksbZ ijokg u FkhA  

  

 

yksxksa esa f'kdk;rsa vkSj ijs'kkfu;ka iSnk gks xbZaA D;ksa fd phu esa bl rjg dh 

va/kh eksgCcr eqYd dh rckgh o cjcknh dk lcc cu pqdh FkhA yksx ^^ 

����� ��
** dh felky nsus yxs tks phu ds 'kgu'kkg ^^Hkhaxg~okax** dh efydk 

Fkh vkSj mls viuh vnkvksa dk xqyke cukdj cjckn dj fn;k FkkA 

  

 

jkuh dhjhRlwcks ds cki dk �	����� gks pqdk Fkk mldh eka ,d ���� 

[kkunku ls ������ j[kus okyh ������ cqt+xZ vkSjr FkhA 'kkSgj ds u gksus ds 

ckotwn mlus viuh csVh dh ijofj'k dk bruk [+;ky ��� fd mls nwljh 

（デーヴァナーガリー文字）
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jkfu;ksa ds eqd+kcys esa dksbZ deh eglwl u gksA exj tc dHkh dksbZ eqlhcr 

����� gks tkrh rks mls rugkbZ dk 'knhn ,glkl gksrk Fkk vkSj cspSu jgrh 

FkhA 

 

 

 ekywe gksrk gS fd fiNys tue esa Hkh 'kgu'kkg vkSj jkuh ds njfe;ku 

eksgCcr dk etcwr fj'rk jgk gks dqN vjls ckn bl jkuh us ,d pkan lk 

'kgtkns dks tUe fn;kA lcls cM+k 'kgtknk jkuh dksdhMsu ds isV ls iSnk 

gqvk Fkk tks ot+hj ;ehu míkSyk dh csVh FkhA yksxksa dks dksbZ 'kd ugha Fkk 

fd ;gh 'kgt+knk oyhvgn cusxkA blfy, lc mldh ���� djrs FksA 

ysfdu ;s bruk � wclwjr ugha Fkk ftruk oks NksVk 'kgt+knkA 

 

 'kgu'kkg ml � wclwjr 'kgtkns dks cgqr pkgrk FkkA jkuh dksdhMsu dks ;s 

xqeku gksus yxk fd dgha 'kgug'kkg bl NksVs 'kgt+knks dks oyhvgn u 

cuk,A  

 

 

 'kgu'kkg nwljh jkfu;ksa dh �������� ds lkeus ls xqtjrs gq, ���� Z 
jkuh dhjhReqdks ds ;gka vk;k djrk Fkk nwljh jkfu;ka D;ksa u �����A tc 

'kgu'kkg mldks ckj&ckj vius ikl ryc djrk vkSj ;s ������ gn ls c<+ 
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jkfu;ksa ds eqd+kcys esa dksbZ deh eglwl u gksA exj tc dHkh dksbZ eqlhcr 

����� gks tkrh rks mls rugkbZ dk 'knhn ,glkl gksrk Fkk vkSj cspSu jgrh 

FkhA 

 

 

 ekywe gksrk gS fd fiNys tue esa Hkh 'kgu'kkg vkSj jkuh ds njfe;ku 

eksgCcr dk etcwr fj'rk jgk gks dqN vjls ckn bl jkuh us ,d pkan lk 

'kgtkns dks tUe fn;kA lcls cM+k 'kgtknk jkuh dksdhMsu ds isV ls iSnk 

gqvk Fkk tks ot+hj ;ehu míkSyk dh csVh FkhA yksxksa dks dksbZ 'kd ugha Fkk 

fd ;gh 'kgt+knk oyhvgn cusxkA blfy, lc mldh ���� djrs FksA 

ysfdu ;s bruk � wclwjr ugha Fkk ftruk oks NksVk 'kgt+knkA 

 

 'kgu'kkg ml � wclwjr 'kgtkns dks cgqr pkgrk FkkA jkuh dksdhMsu dks ;s 

xqeku gksus yxk fd dgha 'kgug'kkg bl NksVs 'kgt+knks dks oyhvgn u 

cuk,A  

 

 

 'kgu'kkg nwljh jkfu;ksa dh �������� ds lkeus ls xqtjrs gq, ���� Z 
jkuh dhjhReqdks ds ;gka vk;k djrk Fkk nwljh jkfu;ka D;ksa u �����A tc 

'kgu'kkg mldks ckj&ckj vius ikl ryc djrk vkSj ;s ������ gn ls c<+ 

tkrk rks jkuh dhjhRlqcks dks ijs'kku djus ds fy, mlds jkLrs esa rjg&rjg 

dh ������� s djus ls fny dk xqckj fudky nsrh FkhsaA dHkh mlds jkLrs esa 

xUnh&xUnh phtsa QSyk nsrhsaA gkykafd oks [kqn rks ikydh esa pyrh Fkh exj 

mlds lkFk pyus okyh duht+ku ds fyckl brus xUns gks tkrs fd cnkZ'r 

djuk gh eqf'dy FkkA dHkh vanj dh lgnkjh ds vkxs ihNs ds �����
 ij 
�� �� yxkdj mls Qalk nsrhA 

 

 

 jkuh dh �����
 dks ns[kdj 'kgu'kkg dks jge vk x;kA vkSj viuh d+;ke 

'kkg ds ����� ^^dksfj;ksMsu** ukeh egy esa mls equrfd+y dj fn;kA tks 

jkuh igys ls dksfj;ksMsu esa jgrh Fkh mldks nwljh txg equrfd+y gksuk iM+kA 

mlds fny esa tyrh gqbZ vkx vkSj rs� gks xbZA 

 

 

 tc NksVk 'kgt+knk rhu lky dk gks x;k rks mls igyh cfkj jleh 

fyckl igukus dh rgfu;rh ����� bl dnj /kwe/kke ls eukbZ xbZ fd cM+s 

'kgt+kns ds ��� ls dqN de u FkhA ;s 'kgt+knk csgn glhu vkSj fugk;r 

[kq'k ����� FkkA blh otg ls nwljh jkfu;ka Hkh mlls ���� ugha dj 

ldrh FkhA  

 

 

（デーヴァナーガリー文字）
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 ml lky ekSle&,&xjek esa mldh eka ���� jkuh fdjhRlqdks f�j 

chekj gks xbZ vkSj 'kgu'kkg ls eSds okil tkus dh btkt+r ekaxhA pwafd oks 

ges'kk chekj gh jgrh Fkh blfy, 'kgu'kkg us u rks mldh ckrksa ij dksbZ 

��� roTts nh u okil tkus dh btkt+r nhA mldh lsgr jkstcjkst 

�jkcrj gksrh xbZ vkSj oks fugk;r de�ksj lh gks xbZA mldh eka us jks&jks 

dj 'kgu'kkg ls �j;kn dh fd vc esjh cPph dks ?kj okil Hkst fn;k tk,A 

vkf�jdkj ;s rks gqvk fd jkuh dhjhRlqcks NksVs 'kgtkns dks NksM+dj vdsyh 

pyh tk,xhA 

 

 

 og cgqr nqcyh iryh gks xbZ vkSj mlds psgjs ls rks irk gh ugha py jgk 

Fkk fd oks gks'k esas gS ;k ughaA viuh I;kjh jkuh dh ;s lwjr ns[kdj 

'kgu'kkg ?kcjk x;k vkSj  ekt+h vkSj eqlr�fcy ds ckjs esa rjg&rjg ds okns 

djus dh dksf'k'k dhA ysfdu jkuh dhjhRlqcks esa vc tokc nsus dh rk�r rd 

ck�h ugha jghA mldk psgjk nnZ vkes� Fkk vkSj oks csgks'k iM+h gqbZ FkhA 

'kgu'kkg us dgk ge nksuksa us �le [kkbZ Fkh fd f�Unxh dk vkf�jh l�j 

Hkh ge lkFk gh r; djsaxsA rqe eq>s NksM+dj ugha tk ldrhA 
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 ;s lqudj jkuh Hkh [kq'k gks xbZ vkSj ;s 'ksj dgk A 'ksj dk eryc ge nksuksa 

f�Unxh ds nksjkgs ij [kM+s gS vc vyx&vyx jkg ij pyuk gksxkA D;k 

vPNk gksrk fd eSa Hkh g;kr dh jkg ij py ldrhA  

 'kgu'kkg jkuh dhjhRlqcks dks ikydh esa cSBus dh b�ktr ns nh vkSj oks 

vius ekSds okil pyh xbZA 

 

 

 tcls oks pyh xbZ 'kgu'kkg jat o �e ds xgjs teUnj esa Mwcrk jgkA mlus 

jkuh dh fe�k� iqlhZ ds fy, 'kkgh dkfln Hkst fn;kA vc T;kn nsj ugha gqbZ 

fd og okil vk x;k vkSj ;s �cj lqukbZ fd vk/khjkr dks jkuh dhjhRlqcks dk 

bafr�ky gks x;k gSA ;s �cj lqurs gh 'kgu'kkg dk gks'k ck[rk gks x;kA  

 

 

 blh gkyr esa Hkh og NksVs 'kgtkns dks ns[kuk pkgrk Fkk exj ek�h esa 

dksbZ ,slh felky ugha Fkh fd lksxokj 'kkgh egy esas ekStwn gksA fygk�k NksVs 

'kgt+kns dks Hkh ukuh ds ;gka Hkst fn;kA 'kgt+kns dh le> esa ugha jgk Fkk fd 

D;k gqvk gS vkSj D;ksa mls ukuh ds ;gka Hkstk tk jgk gSA duhtku dks ���� 
ekj&ekj dj jksrs gq, vkSj vius cki 'kgu'kkg dks eqlyly vkalw cgkrs gq, 

ns[kdj oks vthc lk eglwl dj jgk FkkA  

（デーヴァナーガリー文字）



�������

 

 

 

 nlrwj ds eksrkfc� ,d eks�jZjk txg ^^vkrkxks** ij mldh eS;r dks 

tykus dh jLe vnk dh xbZA jkuh dh eka us jksrs gq, dgk] dk'k eSa Hkh viuh 

csVh dh eS;r ds lkFk /kqoka cudj �kqn dks feVk ldrhA vkSj vktgkuh jkuh 

dks vyfonk dgus ds fy, tks duht+ku ekStwn Fkh mudh lokjh esa oks Hkh 

lokj gks dj ^^vkrkxks** ds fy, jokuk gks xbZA 

 

 

 'kkgh egy ls ,d ,yph vk;k vkSj vkutgkuh jkuh dks njckjh 

eulc&,&lkse vrk fd;kA  

 

 

 

 cM+s 'kgt+kns dks ns[kdj Hkh ckn'kkg NksVs 'kgt+kns dks ;kn djrk Fkk 

vkSj dksbZ duht ;k nkbZ Hkstdj NksVs 'kgtkns dh [kcj iwNrk jgrk FkkA ,d 

fnu 'kke dks rst vkSj B.Mh gok py jgh Fkh] ckn'kkg us vius rjd'k 

ckjnkj dh yM+dh ds gkFk vkatgkuh jkuh dh eka ds uke ,d [kr fHktok;k  

 

 

blesa ;s 'ksj fy[kk gqvk FkkA 'ksj dk eryc  

 

 

�� �� ��� ��  �� � �� �������� ���� ���� ������ ����� �� ���� 

����� ��� �� �
�
��	�� ��� �� �� ���� ���� �� ���� ��� �� 

�� ���� ����� �� ���� �� ������� ���� �� ��� �� ��� �� �� ��� ���� 

 ftl rjg >haxqj iwjk �ksj yxkdj jkrHkj >h&>h dh vkokt fudkyrs gSa 

bl rjg f�tka dh bl yEch jkr dks esjh vka[kksa ls ekslyly vkalw cgrs 

jgrs gSaA ekaus tokc fn;kA 

 'ksj dk eryc% bl ohjku ,�kerxkg esa f>uf>ukus okys g'kjkr dh 

rjg eSa oSls gh t+kj&t+kj jks jgh Fkh rks fQj ;gka 'kkgh egy ls ,d i;keh 

vkalqvksa dh 'kcke yk;h gSA 

 

 

 pwafd ;s 'kgu'kkg dks vPNk lk rksg�k u+tz djus dk ekS�k ugha Fkk 

blfy, mlus tokc esa vkatgkuh jkuh dk fjok;rh fyclk vkSj dqN vkjkf;'k 

dh phtsa rjd'kcjnkj dh yM+dh ds gkFk fHktok nhA  
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blesa ;s 'ksj fy[kk gqvk FkkA 'ksj dk eryc  

 

 

�� �� ��� ��  �� � �� �������� ���� ���� ������ ����� �� ���� 

����� ��� �� �
�
��	�� ��� �� �� ���� ���� �� ���� ��� �� 

�� ���� ����� �� ���� �� ������� ���� �� ��� �� ��� �� �� ��� ���� 

 ftl rjg >haxqj iwjk �ksj yxkdj jkrHkj >h&>h dh vkokt fudkyrs gSa 

bl rjg f�tka dh bl yEch jkr dks esjh vka[kksa ls ekslyly vkalw cgrs 

jgrs gSaA ekaus tokc fn;kA 

 'ksj dk eryc% bl ohjku ,�kerxkg esa f>uf>ukus okys g'kjkr dh 

rjg eSa oSls gh t+kj&t+kj jks jgh Fkh rks fQj ;gka 'kkgh egy ls ,d i;keh 

vkalqvksa dh 'kcke yk;h gSA 

 

 

 pwafd ;s 'kgu'kkg dks vPNk lk rksg�k u+tz djus dk ekS�k ugha Fkk 

blfy, mlus tokc esa vkatgkuh jkuh dk fjok;rh fyclk vkSj dqN vkjkf;'k 

dh phtsa rjd'kcjnkj dh yM+dh ds gkFk fHktok nhA  

 

 

（デーヴァナーガリー文字）
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 jkr xgjh gks pqdh Fkh exj 'kgu'kkg vHkh rd lks;k ugha Fkk vkSj 

vkWaxu esa f[kys gq, Qwyksa dk ut+kjk djrs gq, pkj ikap duh� ds lkFk ckrsa 

dj jgk Fkk] rjd'kcjnkj dh yM+dh us mls eka dk �r fn;k ftlesa ;s 'ksj 

FkkA 

 

 

 'ksj dk eryc% tc ls rw�kuh gok ls cpkus okyk nj[r cstku gks x;k 

gS eq>s rks bl ukSfugky ds vgoky dh fQØ jgrh gSA 

 

 

 tc rjd'kcjnkj dh yM+dh us 'kgu'kkg dks vkutgkuh jkuh dh eka 

vkSj NksVs 'kgt+kns dk gky lquk;k vkSj eka dk fn;k gqvk rksg�k fn[kk;k rks 

mlus ;s 'ksj dgkA 

 'ksj dk eryc% dk'k dksbZ ,slk tknwxj gksrk tks vkutgkauh jkuh dk 

ryk'k dj ysrk vkSj eq>s crk nsrk fd mldh :g vc dgka jgrh gSA 
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 jkr xgjh gks pqdh Fkh exj 'kgu'kkg vHkh rd lks;k ugha Fkk vkSj 

vkWaxu esa f[kys gq, Qwyksa dk ut+kjk djrs gq, pkj ikap duh� ds lkFk ckrsa 

dj jgk Fkk] rjd'kcjnkj dh yM+dh us mls eka dk �r fn;k ftlesa ;s 'ksj 

FkkA 

 

 

 'ksj dk eryc% tc ls rw�kuh gok ls cpkus okyk nj[r cstku gks x;k 

gS eq>s rks bl ukSfugky ds vgoky dh fQØ jgrh gSA 

 

 

 tc rjd'kcjnkj dh yM+dh us 'kgu'kkg dks vkutgkuh jkuh dh eka 

vkSj NksVs 'kgt+kns dk gky lquk;k vkSj eka dk fn;k gqvk rksg�k fn[kk;k rks 

mlus ;s 'ksj dgkA 

 'ksj dk eryc% dk'k dksbZ ,slk tknwxj gksrk tks vkutgkauh jkuh dk 

ryk'k dj ysrk vkSj eq>s crk nsrk fd mldh :g vc dgka jgrh gSA 

 

 

 pwafd cM+s 'kgtkns dh eka ;kuh jkuh ^^dksdsMsu** dks ��ír ls 'kug'kkg 

dh f[kner esa gkf�j gksus dk ekS�k ugha fey jgk Fkk blfy, vc pkanuh jkr 

esa oks fdlh ds lkFk lkt+ NsM+us esa ��	��
��� gksrh FkhA njckjh vksgnsnkj 

vkSj 'kkgh duht+ku bl [+kkS� ls ;s ux+exh lqu jgs Fks fd os gjdr 'kgu'kkg 

dks uk ilUnhnk yxsA 

 

 

 'kgu'kkg us vkutgkuh jkuh dhjhRlqcks dh eka dh f�Ø djrs gq, ;s 'ksj 

dgkA 

 'ksj dk eryc% cknyks ls Hkh cyUn ed+ke ij ok� s 'kkgh egy ls Hkh 

f�tkW dk pkan vkalqvksa esa /kq/kyk fn[kkbZ nsrk gSA yEch vkSj /kuh ?kklksa ls Hkjh 

ekst+kQ+kr ls dSls lkQ+ ut+j vk,xkA  

 

 

 

 oD+r xqt+jrk x;k vkSj vkf�j NksVs 'kgtknsa ds 'kkgh egy esa okil 

vkus dk fnu vk x;kA og bruk �kwclwjr gks x;k fd yksx dgus yxs ^^ 

（デーヴァナーガリー文字）



�������

� qnk u �kLrk dgha [kqnk Hkh blds gqLu ls eksrkfLlj gksdj bl vius ikl u 

cqyk,A** 

 vxys lky ds ekSle&,&cgkj esa cM+s 'kgt+kns dks oyh vgn eks�jZj 

fd;k x;kA 'kgu'kkg NksVs 'kgt+kn dks ��� dk okfjl cukuk pkgrk Fkk 

exj mldks ekywe Fkk fd bl [+okfg'k dks nqfu;k rlyhe u djsxhA pquka ps 

oks vius �����&,&jk; esa eksgrkr jgkA 

 

 

 

 NksVs 'kgt+kns dh ukuh fQj vdsyh gks xbZ vc thus dk dksbZ lgkjk 

ugha jgk rks og Hkh nqfu;k ls py clhA 'kgu'kkg ij x+e ds ckny Nk x;sA 

 

 

 

 tc NksVk 'kgt+knk lkr lky dk gqvk rks mldh ���� u'khuh dh 

����� gqbZA 
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� qnk u �kLrk dgha [kqnk Hkh blds gqLu ls eksrkfLlj gksdj bl vius ikl u 

cqyk,A** 

 vxys lky ds ekSle&,&cgkj esa cM+s 'kgt+kns dks oyh vgn eks�jZj 

fd;k x;kA 'kgu'kkg NksVs 'kgt+kn dks ��� dk okfjl cukuk pkgrk Fkk 

exj mldks ekywe Fkk fd bl [+okfg'k dks nqfu;k rlyhe u djsxhA pquka ps 

oks vius �����&,&jk; esa eksgrkr jgkA 

 

 

 

 NksVs 'kgt+kns dh ukuh fQj vdsyh gks xbZ vc thus dk dksbZ lgkjk 

ugha jgk rks og Hkh nqfu;k ls py clhA 'kgu'kkg ij x+e ds ckny Nk x;sA 

 

 

 

 tc NksVk 'kgt+knk lkr lky dk gqvk rks mldh ���� u'khuh dh 

����� gqbZA 

 

 

 u ����  i<+us esa cfYd cjcr vkSj ckalqjh ctkus esa Hkh mldh �
��	��� 
vkSj egkjr ns[kdj egy esa jgus okys lc gSjku jg tkrs FksA 

 

 

 bl ����� s esa dksfj;k �� ,d psgj f'kukl vk;kA 

 

 

 og NksVs 'kgt+kns dh bYeh lykfg;r vkSj ���� lwjr dh [kwclwjrh dh 

����� djrs gq, mls ^^ ����� ** ;kuh ^^ ����** dk uke fn;k vkSj mlds 

lkFk cgqr ls �����  is'k fd;sA 

 njckj esa 'kgt+knk ^^ �����** dk dksbZ ljijLr ugha Fkk vkSj mldk 

'kgt+knk jguk gh yksxksa ds 'kd o 'kqCgs dk ckbl curk Fkk fd dgha mls 

������ eksdjZj u fd;k tk,A ������ 'kgu'kkg ����� ds lkFk ����� 

dks 'kkgh ������ ls ����� djus vkSj mls ^^xsUth** dk ������� uke nsdj 

viuh jb;r&,&'kkgh esa 'kkfey djus dk �� ��� fd;kA 

 

 

 'kkgh esgeku ���� s esa dksfj;kbZ psgjk f'kukl lkr lkyg ^^����� 

xsUth** ds �����  vkSj ���� dks ns[k jgk gSA 

（デーヴァナーガリー文字）



�������

 

 

 

 lkygklky ���� x, ��� ��� Hkh vkatgkuh jkuh dh ;kn dks feVk 

u ldk vkSj 'kgu'kkg vHkh Hkh nq%[kh gh jgrk FkkA ,d 'kkgh duh� us vius 

ekfyd 'kgu'kkg �� ����� �� ����� ������ dh pkSFkh 'kg�knh ds gqLu 

dh cM+h 'kksgjr �� s dqN fnu ckn mls njckj esa is'k fd;k x;k vkSj ekfydk ^^ 

�� �	����
s** dgykus yxhA 

 

 

 ;s ekfydk vktgkauh jkuh ^^dhjhRlqcks** dh thrh tkxrh rLohj Fkh 

 

 

 vkSj bldk vksgnk cqyUnrj FkkA ;s f�rjr dh ckr Fkh fd 'kgu'kkg dk 

fny vkfgLrk vkfgLrk ^^ �� �	����
s** dh ��� ek,y gksus yxkA 

 

 

 ^^����� xsUth** vius cki ls dHkh vyx ugha jgrk Fkk vkSj cki ds lkFk 

efydk ^^�� �	����
s** dh fpyeu ds vanj Hkh vdlj tk;k djrk FkkA  
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 lkygklky ���� x, ��� ��� Hkh vkatgkuh jkuh dh ;kn dks feVk 

u ldk vkSj 'kgu'kkg vHkh Hkh nq%[kh gh jgrk FkkA ,d 'kkgh duh� us vius 

ekfyd 'kgu'kkg �� ����� �� ����� ������ dh pkSFkh 'kg�knh ds gqLu 

dh cM+h 'kksgjr �� s dqN fnu ckn mls njckj esa is'k fd;k x;k vkSj ekfydk ^^ 

�� �	����
s** dgykus yxhA 

 

 

 ;s ekfydk vktgkauh jkuh ^^dhjhRlqcks** dh thrh tkxrh rLohj Fkh 

 

 

 vkSj bldk vksgnk cqyUnrj FkkA ;s f�rjr dh ckr Fkh fd 'kgu'kkg dk 

fny vkfgLrk vkfgLrk ^^ �� �	����
s** dh ��� ek,y gksus yxkA 

 

 

 ^^����� xsUth** vius cki ls dHkh vyx ugha jgrk Fkk vkSj cki ds lkFk 

efydk ^^�� �	����
s** dh fpyeu ds vanj Hkh vdlj tk;k djrk FkkA  

 

 

'kgu'kkg bu nksuksa dks cgqr pkgrk FkkA ftl rjg yksx ^^xsUth** dks mlds 

gqLu dh otg ls ^^����� xsUth** dgrs Fks mlh rjg bl glhu efydk dks 

^^efydk ������** dgus yxsA 

 

 

 ckjg lky dh mez esa ����� xsUth ds ����� gksus dh ����� �	����� 
gqbZ vkSj mldh 'kknh ���� ;lk:íkSyk dh csVh ^^vkvksbZ** ls r; gks xbZ 

ftldh eka ��� ������ Fkh 

 

 

 ckjg lkyg ^^ ����� xsUth** ds ����� gksus dh ����� gqbZA 

 

 

 bl ����  ij 'kgu'kkg us �� 'ksj dgkA 

��� �� ����   �� ��� �� ������� ���� �� ���� �� ���� ���� �� ��� �� 

�� ����� �� ����� �� �� ���� ���� ����� ��  ����� �� ����� ���� �� 

���� �������� �� ���� ����A 

 'ksj dk eryc% xgjs cSxuh jax dk /kkxk cka/krs ��� eSaus ����� ds 

lkFk tks oknk fd;k Fkk oks ges'kk ������ jgsxk c'krsZa fd bl /kkxs dk jax 

cny u tk,A 

 

（デーヴァナーガリー文字）
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 'kgu'kkg us ot+hj ;lk:íkSyk dks 'kkgh vLrcy ls ,d ?kksM+k vkSj 'kkgh 

f'kdkj ���� s ls ,d 'kdjk �����  esa ns fn;sA egy ds ���� s ij nhxj ������ s 

vkSj mejk Hkh �����  ds barstkj esa ,d �� cukdj [kM+s gks x, vkSj 

'kgu'kkg us lcdks vksgns ds eksrk fcd �����  fn;sA 

 

 

 

 mlh jkr dks ^^����� xsUth** ���� ;lk:íkSyk dh gosyh esa x;kA ^^ 

����� xsUth** ckjg lky dk vkSj ^^vkvksbZ** lksyg lky dh FkhA 

 

 

 ot+hj ;lk:íkSyk ds csVs dh 'kknh ot+hj ;ehuqíkSyk dh pkSFkh csVh ls r; gks 

xbZA 'kgu'kkg vc Hkh ^^����� xsUth** dks vius ikl j[kuk pkgrk FkkA 

blfy, mldh ot+hj ;lk:íkSyk dh gosyh esa vkjke ls Bgjus dk ���� ugha 
feyrk FkkA oSls Hkh mldk fny ^^vkvksbZ** ls ugha yxrk FkkA og vius fny 
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dh xgjkbZ;ksa esa lksprk Fkk fd ekfydk ^^ �� �	����
** ���� ������ gSA dk'k 

esjh 'kknh Hkh ,slh yM+dh ls gksrhA exj ���� ,slh yM+dh gS dgka\  

 

 

 

 ����� gksus ds ckn oks efydk ^^ �� �	����
s** dh fpyeu esa igys dh 

rjg ugha ����� gks ldrk FkkA bl fy, tc ��� ctkrk Fkk rks viuh 

eksgCcr dks cjcr ;k ckalqjh dh lqjhyh ����� esa ge vkgax djds efydk 

ds ikl igqapkus dh dksf'k'k djrk Fkk vkSj dHkh&dHkh fpyeu ds vanj ls 

vkfgLrk&vkfgLrk lqukbZ nsus okyh efydk dh ���� ls rldhu gkfly 

djrk FkkA pqukaps ^^ ����� xsUth** ges'kk 'kkgh egy esa gh jgrk FkkA 

 

 

（デーヴァナーガリー文字）
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ãāƟđĘĠĉ�čáðƟđ� ĒĂāŪđĉý�ïĉđ�ĎĠ� ĺąĝȝ�āĘćŪĉ� ĺþȱđå�ăĘȮĉ�īĥǅ�ãāƟđĘĠĉ�

ãĂĔĈđĠēÞ�ãāƟđĘĠĉ�ĂđćʟĒĊ�ôþĔ ĉđĈŪ� čĘþƟĉ�ćđñŪʟĒĊĘï��čïĊ�ą˥�ãĒʅąđĂ��

čïĊ�ą˥�ãĒʆĎēĂ��čïĊ�ą˥�ãĒʅąđĂ�ëąá�ãĒʆĎēĂ��čïĊ�ą˥�Ăđ�ãĒʅąđĂ�Ăđ�

ãĒʆĎēĂ��ĒĆĒȑ�ïĘĉ�ĉđðđ�ĎĘĠĒõĊÞ�ãāƟđĘĠĉ�ĂđćʟĒĊ�Ƶÿćþ�ñĀƟ�ĺÿĘï��ĒʸþēĠþ�

ăĀƟ� ĺÿĘï��þĖ þēĠþ�ñĀƟ�ëąá�ăĀƟ�ĀĔǅ� ĺÿĘïå��ëąá�ôþĔ ÿŪþ�ñĀƟ�ëąá�ăĀƟ�

ĒïõĔĘþå�ĺĂå�ëćĂ�ĆđĘą�ąđõđå�ïĉđ�ĎĠÞ�ƵÿĘć�ĺĊĒðïđĉ�Ăđć�kĺþđ�ĒċĒïąĔl�

ĒĎĘčĘą�ƵôĒĊþ�ĎĘĊí��ëå�ïđĒĎĂēĉ�ôĒĉƯ�kćĔĉđčđĒï�ĺĂđ�çĘĠlĉ�ąĖȑđȭ�ëþùđå�

ĒôȑđïČŪï� ĎĘĠ� íĘú� ĺĈ� ĺĊĒðïđĉ� Ăđć� ăĉąþʗ� ïđĘĊ� kćĔĉđčđĒï� ĒċĒïąĔlĺþ�

ăĒĉąĒþŪ þ� ïĉđ� ĎĠÞ� ëćĂí� ĺĊđïïđĒĎĂē� äĘõ� ĺĈ� ćĔĉđčđĒï� ĒċĒïąĔ� äčĘĊ�

ãąĘĊđĒïĘþ˞ĉ�ĺąđĒāčĘȐĉ�ëï�ãąþđĉÞ�Āđȵđ�åĂ�ćĒȱĘĉĉ�çǮ�ăĔĘĉđĒĎĘþĉ�ïđĘõ�

ĒþĒĂ�ĺþȱđå�ăĘȮĉ�mëï�ćĂ�ĒþĂ�Ēôȭđn�ĀċŪĘĂĉ�ǷđĂ�ãöŪ Ă�ïĘĉĒõĘĊĂÞ

�ćĔĉđčđĒï�ĒċĒïąĔĉ�ąáċđąĊē��

ïđĘĂčĔĘï��ƄčĔƄčĔĒć�ćāƟąþʗ�ăĉđćċŪĀđþđ�������ĺïđĘĉćđčđ��åĂđąđĉ�Ƶċđčï��

�����ëĒôĘöĘĂĉ�Ƶċđčï�ÿđĘćĘþđĒï�������ïĂƟđ��ćĔĉđčđĒï�ĒċĒïąĔ�



�������

íĂđĉ�ćđ�þđĘćĘĂđąĔĉ�ïĂƟđ�ĺï̜�ĒċÞ�

��Ƶÿć�ĒôƯ�!�äĒ˞Ă�ćđĘčĉ�ćĘĂđĉć�ĉđĘþ�åĒċĠđćđ�ćĒȱĘĉ�ćĔĉđčđĒï�ĒċĒïąĔĉ�

mĺñĒǻĉ�ïđĒĎĂēn�ĺĊðđ�˝˙�ïĉđĉ�ĀĖċƟÞ�

〔小見出し１〕
ĺïđĂ�čƺđĘùĉ�ĈĔñ�ĒõĊ�þðĂ"�ƵđčđĘĀĉ�ãčáð�ĉđĂēĘĀĉ�ćĘāƟ�ëïǅ�ćĒĎĊđĘï�

čƺđù�ĒąĘċČ�ĺʇĎ�ïĉĘþĂ��Ĉđàĉ�ăĀ�ĺþćĂ�çàôĔ �ĒõĊ�ĂđÞ��mĺïđĂ�čƺđĘùĉ�ĈĔñn�

ąĊĘþ�äčĘĊ�ĀđåĘñđ�čƺđĘùĉ�ĈĔñ��ëąá�ĺĈ�ćĒĎĊđĘï�mčƺđù�ĒąĘċČ�ĺʇĎ�ïĉĘþĂn��

ĒþĒĂ�ĎĘĊĂ�ĒðĒĞƄčĔĘąđ�Ăđćï�ëï�ĉđö�ăĒĉôđĒĉïđÞ�

ƵđčđĘĀĉ�ćĘāƟ�ĺċđĘĠđċđ�Ăđćï�ĺĈ�ãǾđĒĊïđ�äĘõ�þđĉ�äĘĉï�Ăđć�ĂđċēƄčĔĘąđÞ�

ĒċĘñåċđ�ãǾđĒĊïđĉ�äĘĉï�Ăđć�ĒðĒĉƄčĔĘąđÞ�ĒĎĒñĘĠđċđ�ãǾđĒĊïđĉ�äĘĉï�Ăđć�

ĄĔ ĒöƄčĔĘąđÞ�ĒñĘĠđïđċđ�ãǾđĒĊïđĉ�äĘĉï�Ăđć�çĘćƄčĔĘąđÞ�ĺċđĘĎđċđ�ãǾđĒĊïđĉ�

äĘĉï�Ăđć�ðđȵđĒĉ�ĺĂđ�ƄčĔĘąđÞ�

ĒðĒĉƄčĔĘąđ�ãǾđĒĊïđĠ�ĺĈ�ăĒĉôđĒĉïđ�ÿđïĘþĂ��þđĘï�čƺđù�ĒąĘċČ�ăõȱ�ïĉĘþĂ��

ëąá�þđå�čƺđĘùĉ�äĘĉï�Ăđć�ĒõĊ�mčƺđù�ĒðĒĉƄčĔĘąđnÞ�ãĂƟđĂƟ�ăĒĉôđĒĉïđĉđ�

ëĘþ�ãþƟȭ�æČŪđ�ĺąđā�ïĉĘþĂ�ëąá�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ƵĒþĒĀĂ�čƺđĘùĉ�ăđĘċ�ÿđïđĘï�

ĺʸĘČĉ�ĺôđĘð�ĺĀðĘþĂÞ�

〔小見出し２〕
ĎĠĘþđ�ãĂƟ�ăĒĉôđĒĉïđĘĀĉ�æČŪđĉ�ïđĉĘýå��ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ċĉēĉ�Ơćċ�ĀĔąŪĊ�ĎĘĠ�

ăĘĉ��ĺąċ�ïǇĂ�ĺĉđñ�Þ�ĒðĒĉƄčĔĘąđ�ãčĎđĠ�ĺąđā�ïĉđĉ�ĄĘĊ�ĒĂĘöĉ�ąđĒĞĘþ�

ĒĄĘĉ�ąčąđč�ïĉđ�˝˙�ïĉĘĊĂ�ëąá� ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ãĂĔăĒʆĒþĘþ�čƺđù�äĉí�

ĀĔâðĘąđā�ïĉĘþ�ĊđñĘĊĂÞ�ĂđĂđĂ�ĉïć�ʟöą�õĞđĘĂđ�čĘȐí�čƺđù�ĒĂĘöĉ�ƵąĊ�

ãĂĔĆĕ ĒþĘï�ĒĂĠȫý�ïĉĘþ�ăđĉĒõĘĊĂ�ĂđÞ�

〔小見出し３〕
ôēĘĂí�ëïå�ĉïć�ëïǅ�ĺƵĘćĉ�č˘Ęȴĉ�ïđĉĘý�ĒąċĖǨĊđ�õĒĞĘĠ�ăĘĉ�ëąá�ĂđĂđĂ�
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čćčƟđĉ�čĖĒɳ�ĎĠÞ�äĘċăđĘċĉ�ćđĂĔČĘïí�čƺđĘùĉ�ëå�ăĒĉĒʆĒþĉ�ïđĉĘý�ĂđĂđĂ�

ĉïć�ãčĔĒąāđĉ�ćĔĘðđćĔĒð�ĎĘþ�ĎĠ��ëąá�čƺđĘùĉ�þĔ ĊĂđ�åĠđá�ʟåĘĄå�ëĉ�ĺƵĘć�

ĒąĘĆđĉ�ĎíĠđ�ôēĘĂĉ�čƺđù�˝ëĂčĔó�ëĉ�čđĘÿ�ïĉđ�˝˙�ĎĘĊđÞ

〔小見出し４〕
ëå�ĒðĒĉƄčĔĘąđ�Ăđćï�ăĒĉôđĒĉïđĉ�ąđąđ�äĘñå�ĺĀĎþƟđñ�ïĘĉĒõĘĊĂ��ëąá�þđàĉ�

ćđ��ąđąđĉ�ƵāđĂ�ăȔē��ĺąċ�čɔđȭ�ăĒĉąđĘĉĉ�ĺćĘĠ�ĒõĘĊĂÞ�ëïùĔ �ăĔĘĉđĘĂđ�āƟđĂ�

āđĉýđĉ�ćđĂĔČ�ĒõĘĊĂ�ąĘĊ�ĒþĒĂ�ăĔĘĉđăĔĒĉ�ĺôɳđ�ïĉĘþĂ�ĈđĘþ�þđàĉ�ïĂƟđ�ãĂƟđĂƟ�

ĉđö�ăĒĉôđĒĉïđĘĀĉ�ĺÿĘï�ĒăĒõĘĠ�Ăđ�ăĘĞÞ�Ēïˍ�ĒïõĔ�ö˙Ēĉ�Āĉïđĉ�ăĞĘĊ�ëćĂ�

ĺïç� ĒõĊ�Ăđ�Ĉđĉ�ïđĘõ� ĒþĒĂ� ĺĈĘþ�ăđĉĘþĂ��ëąá�ëå�ïđĉĘý� ĒþĒĂí�ðĔąå�

ãčĎđĠ�ĺąđā�ïĉĘþĂÞ

〔小見出し５〕
ĎĠĘþđ�äĘñĉ�öĘȶí�čƺđù�ĒðĒĉƄčĔĘąđ�ëąá�ăĒĉôđĒĉïđ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ĺïđĘĂđ�ñĆēĉ�

č˘ȴ� ĒõĊ��þđå�þđĘĀĉ�ëï�çǴĊ�ĉĘȔĉ�ćĘþđ�ĉđöʛćđĉ�öȶ� ĺĂĠÞ��ëå�

ĉđöʛćđĉĘï�äćĉđ�ƵĆĔ �ĒĎïđ˙��ãÿŪđƄ�ƵĆĔ �ĺöƟđĒþćŪĠ��ąĒĊ��čƺđĘùĉ�Ƶÿć�ăĔƯ�

čȭđĂ� þđàĉ� ƵāđĂ� ćȫēĉ� ïĂƟđĉ� ñĆŪ � ĺÿĘï� öȶ� ĺĂĠ� ąĘĊ� ĺčå� čȭđĘĂĉå�

ăĉąþʗïđĘĊ�ĈĔąĉđö�ĎíĠđ�ĒĂĒɩƄ�ĒõĊ��Ēïˍ�ëå�þ˙ý�ƵĆĔ �ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ãăĕąŪ�

˚Ęăĉ�čđĘÿ�ĺïđĘĂđ�þĔ ĊĂđ�ãčɕą�ĎĘĠ�çĘúĒõĊÞ�

〔小見出し６〕
ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�öȶ�ĺÿĘïå�čƺđù�þđĘï�ãþƟȭ�ĺʇĎ�ïĉĘþĂ�ąĘĊ�čƺđĘùĉ�Ƶÿć�

ăĔƯ�čȭđĘĂĉ�ćđ�ëå�ĒôȭđĠ�ćǞ�ĎĘĊĂ�ĺĈ�ĎĘþ�ăđĘĉ�ĒĎïđ˙�ĺïå�ĈĔąĉđö�ïĘĉ�

ĺĀíĠđ�ĺĈĘþ�ăđĘĉÞ

〔小見出し８〕
čƺđù�ĉđöƵđčđĘĀĉ�ãĂƟđĂƟ�ćĒĎĊđĘĀĉ�òĘĉĉ�Āĉöđ�ăđĉ�ïĘĉ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�òĘĉ�

ąđĉąđĉ�ĈđíĠđ�äċđ�ïĉđĠ�ĺčå�čą�ćĒĎĊđĉđ�æČŪđ�ĺąđā�ïĉĘþĂ�ĺčùđ�˰đĆđĒąïÞ�

čƺđĘùĉ�òĘĉ� ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ� ăĔĂâăĔĂâ�ûđï�ăĞĘþ�ÿđïĘĊđÞ� ĉđöƵđčđĘĀĉ� ĒąĒĆȵ�

ąđĉđȱđ� ąđ� čáĘĈđñ� ʆđăï� ăÿ�� ĺĈʟĒĊ� ĒðĒĉƄčĔĘąđ� ĈđþđĠđĘþĉ� öĂƟ� ąƟąĎđĉ�
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ïĉĘþĂ��ĺčʟĒĊĘþ�ĂđĂđĂ�ĉïć�ĀĔɳ�äôĉý�ïĘĉ�ĉđðđ�ĎĘþđÞ�íĂđĉ�čđĘÿ�ĺĈ�

čĒǩĂēĉđ� ĈđíĠđ�äċđ� ïĉĘþđ� þđĘĀĉ� ĺñđĞđĒĊ� ăĈŪȭ� Ċ˘đ� ïđăĘĞ� ćđǅ� ĺĊĘñ�

ĈđíĠđĉ�ćĘþđ�ãčĎĂēĠ�òùĂđí�òùĘþđÞ�äĘĉïąđĉ�ĈðĂ� ĒðĒĉƄčĔĘąđĘï�ëïǅ�

ãĆƟȭĉēý� ąđĉđȱđĉ� ćĘāƟ� ĒĀĘĠ� ĺĈĘþå� ĎĘþđ�� ĺčǅĉ� Āĉöđ� ąȴ� ïĘĉ� ĒĀĘĠ��

ëïđĒāï�ćĒĎĊđĘĀĉ�čĎĘĈđĒñþđ�ĒĂĘĠ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĘï�ôđĒĉĒĀï�ĺÿĘï�ąȴ�ïĘĉ�þđĘï�

ãĒþĒĉǏ�ãčĔĒąāđĉ�ćĔĘð�ĺĄĊđ�ĎĠÞ

〔小見出し９〕
čƺđĘùĉ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ƵĒþ�ĀĠđĉ�Ćđą�Ơćċ�ąđĞĘþ�ÿđïĘĊđ�ëąá�çĒĂ�ĒðĘĠđĒĉĘĠđĘĀĂ�

Ăđćï�ƵđčđĘĀĉ�ãáĘċĉ�ćĒĎĊđ�ąđĒčȱđĘï�ãĂƟ�öđĠñđĠ�ʆđĂ�ăĒĉąþŪ Ă�ïĒĉĘĠ�

ĒðĒĉƄčĔĘąđĘï�äĘĉïǅ�òĉ�ąđĒĂĘĠ�ĒĀĘĊĂÞ�ĺĈ�ćĒĎĊđĘï�čĒĉĘĠ�ĺĀĠđ�ĎĠ�þđĉí�

ãčĔĒąāđĉ�ĒĂɩå�ĺċČ�ĒõĊ�ĂđÞ�

〔小見出し 10〕
ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ąĠč�Ĩ�ąõĉ�ăĕýŪ�ĎíĠđĠ�ăđƄĊĔĂ�ăĉđĉ�ãĂĔɵđĂ��Ďđïđćđ�Ēñ��

äĘĠđĒöþ�ĎĠÞ�ãĂĔɵđĘĂĉ�äĞ˘ĉ�þþùđå�ĒõĊ�Ĉþùđ�Ƶÿć�ĉđöʛćđĘĉĉ�ãĂĔɵđĘĂ�

ĒõĊÞ�þđàĉ�ĺčĝȱĈŪ��ëąá�˰Ćđą�ëþå�ãčđāđĉý�ĒõĊ�ĺĈ�ãĂƟđĂƟ�ćĒĎĊđĉđí�þđĘï�

ãăõȱ�ïĉĘþ�ăđĉĒõĘĊđ�ĂđÞ

〔小見出し 11〕
ĺčå�ąõĘĉĉ�ƣēʍïđĘĊ� ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ćđ� ĒðĒĉƄčĔĘąđ�ãčĔĘð�ăĘĉ� ĒĂĘöĉ�ąđĒĞ�

ĈđíĠđĉ�ăĒĉïɤĂđ�˝˙�ïĉĘĊĂÞ�čƺđù�þþĒĀĘĂ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�˙Ǟ�ãąʆđĠ�ãĆƟʆ�

ĎĘĠ�çĘúĒõĘĊĂ�ëąá�þđå�íĂđĘï�ĒïõĔĘþå�ąđĒĞ�ĒĄĘĉ�ĺĈĘþ�ĒĀĒǱĘĊĂ�ĂđÞ�ĈðĂ�

ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ċĉēĉ�ĒĂþđȭå�ĀĔąŪĊ�ĎĘĠ�ăĞĘĊđ��þðĂ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ćđ�ãĘĂï�ïđȵđ�

ïđǅ�ïĘĉ�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĘï�ƵđčđĘĀ�ĺõĘĞ�˝āĔ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĘï�ĒĄĘĉ�ĈđíĠđĉ�ãĂĔćĒþ�

ïĒĉĘĠ�ĒĂĘĊĂÞ�

〔小見出し 12〕
čƺđù�þđàĉ�čĔȱĉē�ĒðĒĉƄčĔĘąđĘï�ĀĔąŪĊ�ĎĘĠ�ãǷđĂ�ĎĘĠ�ĺĈĘþ�ĺĀĘð�þđàĘĀĉ�ãþēþ�

ëąá�ĆĒąČƟĘþĉ�ĂđĂđĂ�ïÿđ�ąĊĘĊĂ��ĂđĂđĂ�ƵĒþ˟Ēþ�ĒĀĘĊĂ��Ēïˍ�ĒðĒĉƄčĔĘąđ�
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ĺïđĘĂđ�ïÿđĉå�çȑĉ�ĒĀĘþ�ăđĉĘĊĂ�ĂđÞ�ĒðĒĉƄčĔĘąđ�ãǷđĂ�ĎĘĠå�ÿđïĘĊĂ�ëąá�

þđàĉ�ćĔĘð�̋ āĔ�ĈȫĂđ�ĄĔ Ęù�çúĘĊđÞ�čƺđù�ąĊĘĊĂ�mćĘĂ�äĘõ��äćĉđ�ëĘï�ãăĉĘï�

ƵĒþ˟Ēþ�ĒĀĘĠĒõĊđć�ĺĈ�ćĖþĔ Ɵĉ�ʸđĉí�äćĉđ�ëïčđĘÿ�ăđĉ�ïĉĘąđ��þĔ Ēć�ëĆđĘą�

äćđĘï�ĺĄĘĊ�ĺĈĘþ�ăđĘĉđ�ĂđnÞ

〔小見出し 13〕
�ĒðĒĉƄčĔĘąđ�ëå�ïÿđ�˝ĘĂ�äĘąĘñ�çǱĒčþ�ĎĘĠ�ëå�ïĒąþđǅ�ĒĊðĘĊĂ���ëåĆđĘą�

ĒąĒǱȵ�ĎíĠđĉ�Ēï�ĀĔâð��ëðĘĂđ�ĺąàĘô�ÿđïđĉ�Ēï�ƵþƟđċđÞ�čƺđù�ĒðĒĉƄčĔĘąđĘï�

ăđĊĒïĘþ�ôĞđĉ�ãĂĔćĒþ�ĒĀĘĊĂ�ëąá�ĒðĒĉƄčĔĘąđ�ĒĂĘöĉ�ąđĒĞ�ôĘĊ�ĺñĘĊĂÞ�

〔小見出し 14〕
čƺđĘùĉ�ąĔï�ĀĔâĘð�ĺĄĘù�ĈđĒǱĘĊđÞ�čƺđĘùĉ�ĀĕĘþĉ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ïđĘõ�ĒñĘĠ�ĒĄĘĉ�

äčĘþ�ĈþùĔ ʛ�čćĠ�ĊđĘñ��þđĉ�ćĘāƟå�öđĂđ�ĺñĘĊđ�ĺĈ�mĒðĒĉƄčĔĘąđ�þđàĉ�ĺċČ�

ĒĂ˞đč�þƟđñ�ïĘĉĘõĂnÞ�čƺđù�ʅɇ�ĎĘĠ�ĺñĘĊĂ�ëąá�ĒïõĔ�ĺąđ÷đĉ�ãąʆđĠ�ÿđïĘĊĂ�

ĂđÞ�

〔小見出し 15〕
čƺđù�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ćĔð�ĺĀðĘþ�ôđåĒõĘĊĂ��Ēïˍ�ĺċđï�ăđĊĘĂĉ�čćĠ�ƵđčđĘĀ�

ÿđïđĉ�ĒĂĠć�ĺĂå�ąĘĊ�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĘï�þđĉ�ćđĘĠĉ�ąđĒĞ�ăđǇĘĠ�ĺĀĠđ�ĎĘĊđÞ�

ĒĎïđ˙�ĺñĒǻí�ąĔ÷Ęþ�ăđĉĒõĘĊĂ�Ăđ�ĺĈ�Ēï�ĎĘĠĘõ��ĒþĒĂ�˝āĔ�þđàĉ�äĘč�ăđĘċĉ�

ăĒĉôđĒĉïđĘĀĉ�ïđàĀĘþ�ĺĀðĘĊĂ�ëąá�ąĔ÷ĘĊĂ�ĺĈ�ĒïõĔ�ðđĉđă�òĘùĘõÞ�

〔小見出し 16〕
ƵÿđĂĔĈđĠē�ãĘȭƟĒɳ�ĒƠĠđ�íþđĒñ�Ăđćï�öđĠñđĠ�äĘĠđĒöþ�ĎĘĊđÞ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ćđ�

þđàĉ� ĺćĘĠĉ� ĒôþđĘþå� ĺāđàĠđ� ĎĘĠ� ĺĈĘþ� ôđĂ�� ëćĂ� åǱđ� Ƶïđċ� ïĘĉ� ïđàĀĘþ�

ÿđïĘĊĂ�ëąá�ëï�ăĒĉôđĒĉïđĉ�ñđĒĞĘþ�äĘĉđĎý�ïĘĉ�ĉíĂđ�ĒĀĘĊĂÞ�

〔小見出し 18〕
čƺđù�ëïǅ�ĀĕĘþĉ�ćđāƟĘć�ĒðĒĉƄčĔĘąđĘï�þĖ þēĠ�ăĘĀĉ�ćĈŪđĀđ�ƵĀđĂ�ïĉĘĊĂÞ�



�������

〔小見出し 21〕
čƺđù� ĒĂĘöĉ�Ƶÿć�ăĔƯĘï� ĺĀðđ�ćđƯå� ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ïÿđ�ćĘĂ�ïĉĘþĂ�ëąá�

ăĒĉôđĒĉïđ� ąđ� ĺčĒąïđĘĀĉ� ĒĀĘĠ� ĒĎïđ˙� ĺñĒǻĉ� ðąĉ� ĒĂĘþĂÞ� ëïĒĀĂ� ċēþĊ�

ąđþđĘčĉ� čȴƟđĠ� ĒþĒĂ� þđàĉ� ĺĀĎĉǘēĉ� ëï� ăĒĉôđĒĉïđĘï� ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ� ćđĘĠĉ�

ąđĒĞĘþ�ăđúđĘĊĂÞ�

〔小見出し 26〕
čƺđĘùĉ� ĒôǇĘþ�ëå�ïĒąþđǅ� ĺĊðđ� ĒõĊ�� ĒćĠđĒñ�ćđĘúĉ� ĒċĒċĉ�çĒĞĘĠ� ĺĄĊđ�

ąđþđĘčĉ�äíĠđĘö��ĺõđǾ�ĎđĒñ�ĄĔ Ċǅĉ��ïÿđ�ćĘĂ�ăĘĉÞ�

〔小見出し 31〕
ĺĀĎĉǘēĉ�ăĒĉôđĒĉïđ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ćđĘï�ëå�ïĒąþđǅ�ĒĊĘð�ĒĀĘĊĂ���Ē÷à Ē÷à �ĺăđïđĉđ�

þēƷþć�˰Ęĉ�ĺûĘï�ĺñĘĊí��ã˟ăĕýŪ�ëå�ĀēòŪ�ĉđĘþĉ�ĺĈĂ�ĺċČ�ĺĂåÞ�

ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ćđ�ëå�ïĒąþđǅ�ĒĊĘð�çȑĉ�ĒĀĘĊĂ���ëå�ãñĆēĉ�òđĘč��ćđĘúĉ�

ćđĘ÷ĉ�òĘĉ��Ē÷à Ē÷à �ĺăđïđĉ�äíĠđö�ĺĈĂ�äĘĉđ�þēƷ��äĉí�ĒċĒċĉ��ã˟��

ąĘĠ�ĈđĠ��ĺĎ�ĺćĘòĉ��ƵđčđĘĀĉ��ćđĂĔČÞ�

〔小見出し 32〕
ĆđĘĊđ� çăĎđĉ� ĺĀĠđĉ� çăĊǘ� ĒõĊ� Ăđ� ąĘĊ� ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ� ćđ� ĒôǇĉ� čđĘÿ�

ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ąƟąĎđĉ�ïĉđ�ĺăđċđï�ëąá�ãĊǦđĉ�ĺąàĘā�ĒĀĘĊĂÞ�

〔小見出し 34〕
ĉđþ�ãĘĂï�ñĆēĉ�ĎíĠđ�čĘȐí�čƺđù�òĔĘćđĘþ�ĈđĂĒĂÞ�ąđñđĘĂĉ�ëïǅ�ĄĔ ĘĊĉ�ĒĀĘï�

þđĒïĘĠ�ĺÿĘï�ôđĉ�ăđàôöĂ�ĉđĂēĉ�čĒǩĂēĘĀĉ�ĒĂĘĠ�ñɤ�ïĉĘþ�ÿđïĘĊĂÞ�

〔小見出し 35〕
čƺđĘùĉ�ïĒąþđĉ�çȑĘĉ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ćđ�ëå�ïĒąþđǅ�ĒĊĘð�ăđǇĘĠĒõĘĊĂ���ĺ÷đĘĞđ�

ąđþđčĘï�äùĘï�ĉđðĘþđ�ĺĈ�ñđõ�þđ�̋ ĒïĘĠ��ĈđíĠđĉ�ăĘĉ�ëðĂ�̋ āĔ�ĺõđǾ�ĎđĒñĉ�

ĄĔ Ċǅĉ�ĒôȭđĠ�ćĂ�ĆĘĉ�íĘúÞ�



ベンガル語
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〔小見出し 37〕
ĉđĂēĉ�čĒǩĂēĉđ�ĈðĂ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ćđ�ëąá�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ñɤ�ïĉĒõĘĊĂ��þðĂ�

čƺđù� ëå� ïĒąþđǅ� ĒĊðĘĊĂ� �� ëćĂ� ĺïđĘĂđ� ĈĒĀ� öđĀĔïĉ� ÿđïĘþĂ� ĒĈĒĂ�

�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�äȕđĘï��ðĔàĘö�ĒĀĘþ�ăđĉĘþĂ��þđĎĘĊ�öđĂĘþ�ăđĉþđć�þđàĉ�äȕđ�

ëðĂ�ĺïđÿđĠ�äĘõÞ�

〔小見出し 39〕
Ƶÿć�ĉđöʛćđĘĉĉ�ćđ��ĺïđĒïĘĀĂ�ĆąĘĂĉ�ĉđĂē��ãĘĂïĒĀĂ�čƺđĘùĉ�čđĒȵĘāƟĉ�

ĺčĝĆđñƟ�ăđĂĒĂ��þđå�ĒþĒĂ�ćĘĂđĉć�ăĕĒýŪćđ�ĉđĘþ�ąđĀƟĈȫ�ąđĒöĘĠ�čćĠ�ïđùđĘþĂÞ�

þđàĉ�čĒǩĂēĉđ�ĺčå�čáñēþ�˝ĂĘþ�˝ĂĘþ�ĆđąĘĊĂ���mĒï�ï˙Ă�ãąʆđÞn

〔小見出し 40〕
ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ� ćđ� ĒïĆđĘą� öēąĂĈđăĂ� ïĉĘąĂ� ĺč� ïÿđ� Ēôȭđ� ïĘĉ� čƺđù� ëå�

ïĒąþđǅ�ĺĊĘðĂ��ëå�ĺćĘòĉ�çăĉ��ƵđčđĀ��ĺÿĘï�ĺĀðĘĊí�ĺôđĘðĉ�öĘĊ�÷đăčđ�

ĎĘĠ�íĘú�ċĉĘþĉ�ôđàĀ��ĺï�öđĘĂ�íàĉđ�ĒïĆđĘą�ïđùđĘǱĂ�ĒĀĂ�ì�ãñĆēĉ�òđĘčĉ�

òĘĉÞ

〔小見出し 43〕
ĺąċ�ĒïõĔĒĀĂ�ĺïĘù�Ĉđąđĉ�ăĉ�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻ�ëïĒĀĂ�ĉđöƵđčđĘĀ�ĒĄĘĉ�ëĘĊĂÞ�

þ˙ý�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ĺčĝȱĈŪ�ëþå�ãăĕąŪ�ĺĈ�čïĘĊ�Ēôȭđ�ïĉĘþ�ĊđñĘĊĂ�ĺĈ�íĂđĘï�

ĆñąđĘĂĉđ�Ăđ� ĒĂĘĠ�ôĘĊ�ĈđĠÞ�ăĘĉĉ�ąõĘĉĉ�ąčĘȭ�ĈðĂ�Ƶÿć�ăĔƯ�čȭđĂĘï�

ĈĔąĉđö�āđĈŪ�ïĉđ�ĎĠ��þðĂí�čƺđù�ëå�ĒʸāđĠ�ĒõĘĊĂ�ĺĈ�Ƶÿć�ĉđöʛćđĉĘï�

čĒĉĘĠ�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĘï�ĈĔąĉđö�ïĘĉ�ĺĀĘąĂ�ĒïĂđ��Ēïˍ�ĺĊđïöĂ�ĺčùđ�ĒïõĔĘþå�

ĺćĘĂ�ĒĂĘþ�ăđĉĘą�Ăđ��ëå�ïÿđ�ĺĆĘą�čƺđù�ĺôđĘðćĔĘð�ĒĂĘöĉ�ãĂĔĆĕ Ēþ�Ƶïđċ�

ïĉĘĊĂ�ĂđÞ�

〔小見出し 44〕
ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ� ćđ� ïĂƟđĉ� ćĖþĔ Ɵĉ� ĺąĀĂđ� ĺÿĘï� ĒïõĔĘþå� çĘú� ĀđàĞđĘþ� Ăđ� ĺăĘĉ�

ĒïõĔĒĀĘĂĉ�ćĘāƟå� ĺċČ� ĒĂ˞đč�þƟđñ�ïĉĘĊĂÞ�čƺđù�äąđĉ�ñĆēĉ�ĀĔâĘð�ûĔ Ęą�

ĺñĘĊĂÞ
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〔小見出し 45〕
ĉđöʛćđĉ�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ąĠč�ĈðĂ�čđþ�ąõĉ�ĎĘĊđ�þðĂ�þđàĉ�ĺĊðđ�ëąá�ăĞđĉ�

ãĂĔɵđĂ�äĘĠđĒöþ�ĎĘĊđÞ

〔小見出し 46〕
ĺĊðđăĞđ�ĺþđ�ąĘùå��ĺïđĘþđ��ąđ�ąđàĒċĉ�ćĘþđ�ąđĀƟĈȫĘþí�ĒĂĀđ˙Ă�Āǘþđ�ĺĀĒðĘĠ�

ĒþĒĂ�ĉđöƵđčđĘĀĉ�čïĊĘï�ãĒĆĆĕ þ�ïĘĉ�þĔ ĊĘĊĂÞ

〔小見出し 47〕
Ǉï�ëå�čćĘĠ�ĺïđĒĉĠđ�ĺÿĘï�ëćĂ�ëïǅ�ćđĂĔČ�äčĘĊĂ�ĒĈĒĂ�ćĔð�ąđ�ĎđąĆđą�

ĺĀĘð�ôĒĉƯ�ĒĂýŪĠ�ïĉĘþ�ăđĘĉĂÞ�

〔小見出し 50〕
ĒþĒĂ�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻ�ĺï�ĺĀĘð�þđàĉ�ĒąĀƟđ�ëąá�ĺčĝȱĈŪĉ�Ƶċáčđ�ïĉĘĊĂ�ëąá�ĒĎïđ˙�

�ĺöƟđĒþćŪĠ��Ăđćïĉý�ïĉĘĊĂÞ�čƺđù�ãĒĂǱđ�čĘȐí�þđĘï�ĉđöăĒĉąđĉ�ĺÿĘï�

čĒĉĘĠ�ĒĀĘĊĂ��Ēïˍ�ĺñĒǻ�ʛĊĂđć�ĒĀĘĠ�þđĘï�ëï�čđāđĉý�ćđĂĔĘČĉ�ăĀ�ćĈŪđĀđ�

ĒĀĘĊĂÞ

�ĒôƯ�ħ!�čđþ�ąõĉ�ąĠčē�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻ�ĒąĘĀĒċĘĀĉ�öĂƟ�ĒĂāŪđĒĉþ�ĆąĘĂ�ĺïđĉēĠ�

ĺöƟđĒþČēĉ�ïđĘõ�ĆĒąČƟƄąđýē�˝ĂĘõĂ�

〔小見出し 51〕
ą˱ĒĀĂ�ĺïĘù�ĈđíĠđ�čĘȐí�čƺđù�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ïÿđ�ĒïõĔĘþå�ĆĔ ĊĘþ�ăđĉĒõĘĊĂ�Ăđ�

ëąá�ćĂĘï�ĺĆđĊđĘþ�ăđĉĒõĘĊĂ�ĂđÞ��ëï�ĉđö�ăĒĉôđĒĉïđ�čƺđùĘï�ðąĉ�ĒĀĘĊĂ�

ĺĈ�ëï�ƵđǏĂ�čƺđĘùĉ�ôþĔ ÿŪ�ĉđöïĂƟđ�ĺĀðĘþ�ãăĕąŪ�čĔȱĉēÞ��ĺčå�ĉđöïĂƟđĉ�

Ăđć�ĄĔ ĒöƄčĔĘąđ�

〔小見出し 52〕
þđĘï�ĺĀðĘþ�ãĘĂïùđ�ăĔĘĉđĘĂđ�ĒĀĘĂĉ�ĒðĒĉƄčĔĘąđĉ�ćĘþđ�ĒõĊÞ



ベンガル語
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〔小見出し 55〕
ĺĈĘĎþĔ �ĄĔ ĒöƄčĔĘąđ�ðĔąå�çǮ�ăĒĉąđĘĉĉ�ïĂƟđ�ĒõĘĊĂ��ĺčĘĎþĔ �čƺđĘùí�þđàĉ�ƵĒþ�

äïĖ ɳ�ĎĘĊĂÞ�

〔小見出し 56〕
ĒĎïđ˙�ĺñĒǻ�čƺđĘùĉ�ïđĘõ�čąčćĠ�ÿđïĘþĂ�ąĘĊ�čƺđĘùĉ�čđĘÿ�ĒþĒĂí�ĄĔ ĒöƄčĔĘąđĉ�

òĘĉ�ĺĈĘþĂÞ

〔小見出 59〕
ĺĈĘĎþĔ �čƺđù�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻ�ëąá�ĄĔ ĒöƄčĔĘąđ�ĀĔöĂĘïå�ðĔąå�ĺʇĎ�ïĉĘþĂ��ĺčĘĎþĔ �

ĺĊđïöĂ�ĄĔ ĒöƄčĔĘąđĉ�Ăđć� ĒĎïđ˙� ĺñĒǻĉ�čđĘÿ� ĒćĒĊĘĠ� ĺöƟđĒþćŪĠē�ĉđöʛćđĉē�

ĺĉĘð�ĒĀĘĊĂÞ

〔小見出し 60〕
ąđĘĉđ� ąõĉ� ąĠĘč� ĒĎïđ˙� ĺñĒǻĉ� ĺñɑĔʛ� Ăđćï� čđąđĒĊï� ĎíĠđĉ� ãĂĔɵđĂ�

äĘĠđĒöþ�ĎĘĊđÞ

〔小見出し 63〕
ąđć�ĒĀĘïĉ�ćȫē�ëąá�ëï�ĉđöïĂƟđĉ�ïĂƟđĉ�čđĘÿ�čƺđĘùĉ�ĒąąđĎ�Ǉï�ĎĘĊđÞ�

�ëå�ïĂƟđĉ�Ăđć�ʛćđĉē�äíå�

�ĒôƯ�Ĩ!�ąđĘĉđ�ąõĉ�ąĠčē�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ĺñɑĔʛ�ãĂĔɵđĘĂĉ�ĀĖċƟ�

〔小見出し 65〕
�čƺđù!�þ˙ý�ąđĊĘïĉ�ĀēòŪ�ôĔ ĘĊĉ�ąȴĘĂ��ĺąàĘā�ĒĀĘĠĘõĂ�Ēï�čĔĀēòŪ� ĒąąđĒĎþ�

öēąĘĂĉ�ƵĒþ˟ĒþÞ�

�ąđć� ĒĀĘïĉ� ćȫēĉ� öąđą!� ĺĈĉïć� ñđğ� ĺąʟĒĂ� ĉĘóĉ� ąȴĂ� ĺąàĘā� ĒĀĊđć��

ĺčĉïćå�ëå�ĒąąđĘĎĉ�ĉá�ĺïđĘĂđĒĀĂ�ĺþö�ĎđĉđĘą�ĂđÞ�
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〔小見出し 66〕
ąđć�ĒĀĘïĉ�ćȫē�ćĎđċĠ�ĺï�ąđć�ĒĀĘïĉ�äʅđąĊ�ĺÿĘï�ëïǅ�ĺòđĞđ�ëąá�ĉđöïēĠ�

þȐđąāđĠĘïĉ�ïđĈŪđĊĠ�ĺÿĘï�ëïǅ�ąđöăđĒð�çăĎđĉ�ĺĀíĠđ�ĎĘĊđÞ�ĉđöƵđčđĘĀĉ�

ĒčàĒĞĉ�ïđĘõ�çǮăĀʆ�ʛĊēĂ�äĒāïđĒĉïĉđ�ëąá�ĉđöʛćđĉĉđ�ëĘï�ëĘï�ĒĂö˰�

ăĀ�ãĂĔĈđĠē�čƺđĘùĉ�ïđõ�ĺÿĘï�çăĎđĉ�ƣĎý�ïĉĒõĘĊĂÞ

〔小見出し 67〕
ĺčĒĀĂ�ĉđĘƯ�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻ�ąđć�ĒĀĘïĉ�ćȫēĉ�ąđĒĞ�ĺñĘĊĂÞ��ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĉ�ąĠč�

Ħħ�ąõĉ�ëąá�ʛćđĉē�äíåĉ�ąĠč�Ħī�ąõĉ�

〔小見出し 69〕
ąđć�ĒĀĘïĉ�ćȫēĉ�ăĔƯ�þȐđąāđĠï�ĺčĂđăĒþĉ�ĒąąđĎ�ûđĂ�ĒĀĘïĉ�ćȫēĉ�ôþĔ ÿŪ�

ïĂƟđĉ�čđĘÿ�Ǉï�ĎĘĠĒõĊÞ�

〔小見出し 70〕
ĒĎïđ˙�ĺñĒǻĘï�čƺđù�čąčćĠ�ĒĂĘöĉ�ăđĘċ�ĉđðĘþĂ�ąĘĊ�ĒþĒĂ�ąđć�ĒĀĘïĉ�ćȫēĉ�

ąđĒĞĘþ�äĉđć�ïĉĘþ�ăđĉĒõĘĊĂ�ĂđÞ�ĒĎïđ˙�ĺñĒǻ�ćĘĂ�ïĉĘþĂ�ĺĈ�ĄĔ ĒöƄčĔĘąđĉ�

ćĘþđ�ãăĕąŪ�ćĒĎĊđ�ăĖĒÿąēĘþ�äĉ�ĺĂå�ëąá�ĒþĒĂ�ĄĔ ĒöƄčĔĘąđĉ�ćĘþđ�ĺïđĘĂđ�ćĒĎĊđĉ�

čđĘÿå�ĒąąđĎ�ïĉĘþ�ôđĂ��ëąá�þđå�ʛćđĉē�äíå�ëĉ�čđĘÿ�þđĉ�ĒïõĔĘþå�òĒĂɵ�

ĎĘþ�ăđĉĒõĘĊĂ�ĂđÞ�

〔小見出し 71〕
ąĘĞđ� ĎíĠđĉ�ăĉ� ĺÿĘï�äĉ� ĺõđùĘąĊđĉ�ćĘþđ�þđàĘï�ĄĔ ĒöƄčĔĘąđĉ�čđĘÿ�ëïå�

ąđàĘċĉ� ăĀŪ đĉ� ćĘāƟ� ÿđïĘþ� ĺĀíĠđ� ĎĘþđ� ĂđÞ� ĺïąĊ� čáñēþđĂĔɵđĘĂĉ� čćĠ�
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◆ 編集後記

　
　昨年の 11 月にインドで開催された、第 8 回インド国際日本文学研究
集会の内容を反映した『海外平安文学研究ジャーナル　インド編』をお
届けします。
　今号は、インドでの講演のほか、数年にわたり中心的に取り組んでい
る『十帖源氏』の翻訳における問題点、およびインドの言語で翻訳され
たデータを掲載しました。
　あわせて、2 日間にわたって活発な議論が展開された、パネルディス
カションとシンポジウムの内容も入った盛りだくさんな内容となってお
ります。現地での熱気をみなさまにも感じていただけたら幸いです。
　最後に、集会の開催にご尽力くださった方々、ご多忙の中、原稿をお
寄せくださった方々にこの場を借りてお礼を申し上げます。

（淺川槙子）

　インドには多くの言語があります。実際にその言語で書かれた文章を
いただいて日本語と一緒に編集しようとすると、事前に予想していた以
上にさまざまな問題にぶつかりました。同じインドで使われている言葉
なのに、始まりが左右で異なるもの、アラビア文字によく似たもの、絵
文字のような文字を使用したものなど、バラエティ豊かでした。これほ
どの違いが生じるものなのかという驚きと同時に、これらの文字を正確
に使って世間に広めることの難しさも実感しました。
　国内はもちろん、遠く現地からも原稿を寄せてくださった参加者の皆
様に感謝いたします。

（加々良恵子）
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